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マルチ・ボリューム版の各章の概要

QuickTest Professional のユーザ・マニュアルは 2 冊に分かれています。

➤『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』では，QuickTest を紹介

するとともに，日常的なテスト実行で使用される基本機能について説明します。

➤『QuickTest Professional 上級機能ユーザーズ・ガイド』では，アプリケーショ

ンのテスト時に使用できる上級機能について説明します。また，その他の 
Mercury 製品を使った作業の方法についても説明します。

個々のガイドに含まれる各章の概要は，次のとおりです。

QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド

第 1 部 :  QUICKTEST PROFESSIONAL の概要

第 1 章 : はじめに ................................................................................................................. 3

第 2 章 : QuickTest の概要 .............................................................................................. 15

第 3 章 : テスト・オブジェクト・モデルについて....................................................... 61

第 2 部 :  テストの作成

第 4 章 : テストの設計 ....................................................................................................... 81

第 5 章 : キーワード・ビューを使った作業................................................................. 113

第 6 章 : テスト・オブジェクトを使用した作業......................................................... 147

第 7 章 : チェックポイントについて ............................................................................. 223

第 8 章 : オブジェクトのプロパティの値の検査......................................................... 231

第 9 章 : テーブルの検査 ................................................................................................. 241

第 10 章 : テキストの検査............................................................................................... 263
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iv

第 11 章 : ビットマップの検査 ...................................................................................... 281

第 12 章 : データベースの検査 ...................................................................................... 293
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第 15 章 : 値のパラメータ化 .......................................................................................... 355
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第 17 章 : アクションを使った作業 .............................................................................. 459

第 18 章 : 欠落リソースの処理 ...................................................................................... 493

第 19 章 : データ・テーブルを使った作業 .................................................................. 505

第 20 章 : プログラミング・ロジックを含むステップの追加 .................................. 529

第 3 部 :  テストとデバッグの実行

第 21 章 : テストと関数ライブラリのデバッグ .......................................................... 577
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第 23 章 : テスト結果の分析 .......................................................................................... 621

第 4 部 :  基本設定

第 24 章 : グローバル・テスト・オプションの設定 .................................................. 697

第 25 章 : 個別のテストのオプションの設定 .............................................................. 743

第 26 章 : 記録と実行オプションの設定 ...................................................................... 777

第 5 部 :  サポートされている環境での作業

第 27 章 : QuickTest アドインの使用法...................................................................... 797

第 28 章 : Web オブジェクトのテスト......................................................................... 807
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QuickTest Professional 上級機能ユーザーズ・ガイド

第 1 部 :  高度なテスト機能を使用した作業

第 1 章 : 高度なアクション機能を使用した作業............................................................. 3

第 2 章 : 仮想オブジェクトの学習................................................................................... 31
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QuickTest へようこそ

QuickTest Professional へようこそ。QuickTest は Mercury のキーワード駆動型テ

スト・ソリューションです。QuickTest には，テストを素早く作成し，実行する

ために必要な機能がすべて含まれています。

注：『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』および『QuickTest 
Professional 上級機能ユーザーズ・ガイド』は，PDF 形式でのみ個別の文書と

して提供されています。コンテキスト・センシティブ・ヘルプでは，これら 2 
つの文書の情報が 1 つにまとめられています。
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本書の使い方

本書では，QuickTest を使ってアプリケーションをテストする方法について説明

します。テストの作成，デバッグ，実行の方法と，テスト・プロセス中に検出

された不具合の報告の方法を順を追って説明します。本書は，次の部で構成さ

れています。

 第 1 部 高度なテスト機能を使用した作業

アクション，仮想オブジェクト，回復シナリオの使用方法，オブジェクト識別

の設定方法，およびスマート認識定義の作成方法について説明します。

QuickTest の中でユーザ定義関数および関数ライブラリを使用する方法について

も説明します。また，より強力なスクリプトを作成するためのプログラミング

技術や，エキスパート・ビューを使用してテストを強化する方法について説明

します。QuickTest 操作を自動化する方法についても説明します。

 第 2 部 オブジェクト・リポジトリの管理と結合

QuickTest がアプリケーションのオブジェクトをどのように識別するかについ

て，またオブジェクト・リポジトリの管理と結合の方法について説明します。

 第 3 部 高度な設定

Web イベント記録の設定方法，エキスパート・ビューのカスタマイズ方法，お

よび実行セッション中のテスト・オプションの設定方法について説明します。

 第 4 部 その他の Mercury 製品を使用した作業

テストを実行し，Mercury の企業向け Microsoft Windows アプリケーション機能

テスト・ツールである WinRunner でコンパイルされたモジュールの関数を呼び

出す方法について説明します。また，この部では，QuickTest を Business Process 
Testing と組み合わせて使用する方法や，QuickTest を Mercury の集中品質管理ソ

リューションである Mercury Quality Center（以前の TestDirector）と連携させる

方法についても説明します。さらに，この部では，Mercury のパフォーマンス・

テスト製品やアプリケーション管理製品で使用できるように QuickTest テスト

を設計するための注意事項について詳しく説明します。

 第 5 部 付録

よく尋ねられる質問に関する情報を提供します。
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製品マニュアル

QuickTest Professional には，この『上級機能ユーザーズ・ガイド』のほかに，

次のマニュアルが付属しています。

『QuickTest Professional インストール・ガイド』では，QuickTest Professional 
のインストール方法について説明します。

『QuickTest Professional の新情報』（［ヘルプ］＞［新情報］メニューから利

用できます）では，QuickTest Professional の最新の機能，機能強化，および最

新バージョンでサポートされる環境について説明します。 

『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』では，QuickTest 
Professional を使って Web サイトまたはアプリケーションをテストする方法を手

順ごとに説明します。

『QuickTest Professional for Business Process Testing ユーザーズ・ガイド』

では，QuickTest Professional を使ってビジネス・プロセス・テストで使用する

資産を作成および管理するための手順を順を追って説明します。

『QuickTest Professional チュートリアル』では，QuickTest の基本的なスキル

と，アプリケーションのテストを設計する方法を習得できます。

『Readme』（［スタート］メニューの QuickTest Professional プログラム・グルー

プから利用できます）では，QuickTest Professional についての最新のニュース

と情報を参照できます。

『Printer-Friendly Documentation』（［ヘルプ］＞［印刷用ドキュメント］メ

ニューから利用できます）では，すべてのマニュアルが Adobe PDF で表示され

ます。オンライン文書は，Acrobat Reader を使って読んだり印刷したりできま

す。Acrobat Reader は，Adobe の Web サイト（http://www.adobe.co.jp）からダ

ウンロードできます。

『QuickTest Professional コンテキスト・センシティブ・ヘルプ』（ダイアロ

グ・ボックスとウィンドウから利用できます）では，QuickTest のダイアログ・

ボックスとウィンドウについて説明します。

『QuickTest Professional オブジェクト・モデル・リファレンス』（［ヘルプ］

＞［QuickTest Professional ヘルプ］メニューから利用できます）では，

QuickTest Professional テスト・オブジェクトについての説明，各オブジェクト

に関連するメソッドおよびプロパティの一覧，構文情報とメソッドの例を参照

できます。

http://www.adobe.co.jp


ようこそ

xviii

『QuickTest Professional オートメーション・オブジェクト・モデル・リファ

レンス』（［スタート］メニューの QuickTest Professional プログラム・グループ

の［Documentation］からか，［ヘルプ］＞［QuickTest オートメーション オ
ブジェクト モデル リファレンス］から利用できます）では，構文，解説情報，

オートメーション・オブジェクト，メソッドおよびプロパティの例を参照でき

ます。また，QuickTest の自動スクリプトを記述する際の詳しい概要も含まれま

す。オートメーション・オブジェクト・モデルは，QuickTest のほぼすべての機

能を制御することを可能にするオブジェクト，メソッド，プロパティを提供す

ることによって，テスト管理の自動化を支援します。

『VBScript リファレンス』（［ヘルプ］＞［QuickTest Professional ヘルプ］メ

ニューから利用できます）には，VBScript，Script ランタイム，および Windows 
Script Host などを含む Microsoft VBScript 文書が含まれます。
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追加のオンライン・リソース

QuickTest Professional には，次の追加のオンライン・リソースがあります。

本書に含まれる多くの例は，サンプルの Mercury Tours Web サイト（［スター

ト］メニューの QuickTest Professional プログラム・グループか，QuickTest 
Professional の［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスから利用できま

す）および，サンプルの Mercury Tours Windows アプリケーション（［スター

ト］メニューの QuickTest Professional プログラム・グループから利用できます）

に基づいています。Mercury Tours Web サイトの URL は，

http://newtours.mercury.com です。

「Knowledge Base」（［ヘルプ］＞［ナレッジ ベース］から利用できます）で

は，普段お使いの Web ブラウザで Mercury のカスタマー・サポートのナレッ

ジ・ベースを開くことができます。ナレッジ・ベースでは，Mercury および

ユーザの方々が投稿したナレッジ・ベース記事を参照したり，自分の記事を追

加したりできます。この Web サイトの URL は，http://support.mercury.com/cgi-
bin/portal/CSO/kbBrowse.jsp です。

「カスタマー・サポート Web サイト」（［ヘルプ］＞［カスタマ サポート Web 
サイト］メニューから利用できます）では，普段お使いの Web ブラウザで 
Mercury のカスタマー・サポート Web サイトが開きます。このサイトでは，

Mercury の最新情報や製品に関する情報をご覧になれます。この Web サイトの 
URL は http://www.mercury.com/jp/services/support/ です。

「製品に関するご意見・ご要望」（［ヘルプ］＞［フィードバックの送信］で利

用できます）を使用すると，QuickTest Professional に関するオンライン・

フィードバックが製品チームに送信されます。

「Mercury ホーム・ページ」（［ヘルプ］＞［Mercury ホーム ページ］メニュー

から使用できます）では，普段お使いの Web ブラウザで Mercury のホーム・

ページが開きます。このサイトでは，Mercury の最新情報や製品に関する情報

をご覧になれます。新しいソフトウェアのリリース，セミナー，展示会，カス

タマー・サポート，教育サービスなどに関する情報をご覧いただけます。

Mercury の Web サイトの URL は，http://www.mercury.com/jp/ です。

http://newtours.mercury.com
http://support.mercury.com/cgi-bin/portal/CSO/kbBrowse.jsp
http://support.mercury.com/cgi-bin/portal/CSO/kbBrowse.jsp
http://www.mercury.com/jp/services/support
www.mercury.com/jp/
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「Mercury Best Practices」 には，ワールドクラスの IT 環境を計画，構築，配

備および管理するためのガイドラインが含まれています。Mercury は，Process 
Best Practices，Product Best Practices および People Best Practices の 3 種類のベス

ト・プラクティスを提供しています。Mercury ソフトウェアのライセンスをお

持ちのお客様は，カスタマー・サポート・サイト http://support.mercury.com/ 
から入手可能な Mercury Best Practices を利用できます。

文書の更新

Mercury では，製品マニュアルを新しい情報で絶えず更新しています。このマ

ニュアルの最新版は Mercury のカスタマー・サポート Web サイト

（http://support.mercury.com/）からダウンロードできます。

更新された文書をダウンロードするには，次の手順を実行します。

 1 カスタマー・サポート Web サイトで，［Documentation］リンクをクリックし

ます。

 2［Please Select Product］で［QuickTest Professional］を選択します。

［QuickTest Professional］がリストに表示されていない場合は，顧客プロ

ファイルに追加する必要があります。［My Account］をクリックしてプロファ

イルを更新します。

 3［Retrieve］をクリックします。文書のページが開き，現在のリリースと以前

のリリースに関する使用可能な文書がリストされます。文書が最近更新された

場合，文書名の隣に「Updated」のマークが表示されます。

 4 文書のリンクをクリックして，文書をダウンロードします。

http://support.mercury.com
http://support.mercury.com
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本書の表記規則

本書では，次の表記規則に従います。

1, 2, 3 太字の数字は，操作手順を示します。

> 大なり記号はメニュー・レベルを区切ります（例：［ファイ

ル］＞［開く］）。

［太字］ インタフェース要素の名前は，全角の大括弧に太字で示し

ます（例：［実行］ボタンをクリックします）。

太字 太字のテキストは，メソッド名または関数名を示します。

また，メソッドまたは関数の引数およびドキュメント名を

示します。新しく使用される用語もこの字体で示します。

＜＞ 山括弧は，ユーザの環境しだいで変わる可能性のあるファ

イル・パスや URL アドレスの一部を囲みます（例：＜製品

のインストール・パス＞ \bin）。

Arial 使用例やユーザがそのまま入力する必要がある文字列は，

Arial という書体で示します。

Arial bold Arial bold のフォントはそのまま入力する必要のある構文記

述のテキストに使用します。

SMALL CAPS SMALL CAPS のフォントは，キーボードのキーを示します。

... 構文内の省略記号は，同じ形式で項目をさらに組み入れるこ

とができることを意味しますプログラミング例に含まれる場

合は，何行かが意図的に省略されていることを示します。

[  ] 省略可能な引数は，半角の大括弧で囲んで示します。

| 垂直バー（パイプ記号）は，バーで区切られているオプショ

ンのいずれかを指定しなければならないことを示します。
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第 1 章
高度なアクション機能を使用した作業

テストを複数のアクションに分割して，アプリケーションまたは Web サイトの

テストのプロセスを合理化できます。本章では，テストでのアクションの高度

な操作について説明します。アクション関連の基本的な機能の使用方法につい

ては，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の第 17 章「アク

ションを使った作業」で説明します。

本章では，次の項目について説明します。

➤ 高度なアクション機能を使用した作業について

➤ 既存のアクションへの呼び出しの挿入

➤ アクション・パラメータの設定

➤ アクション・パラメータの使用

➤ アクションの呼び出しのプロパティの設定

➤ アクション情報の共有

➤ エキスパート・ビューのアクションの構文について

➤ アクションの終了
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高度なアクション機能を使用した作業について

アクションを使用すると，Web サイトのメイン・セクションや，アプリケーショ

ン内でユーザが実行する特定の操作などの論理単位にテストを分割できます。 

テストは，アクションへの呼び出しで構成されています。新しく作成したテス

トには，1 つのアクションへの呼び出しが含まれています。複数のアクション

を呼び出すテストを作成することによって，モジュール化された，効率の良い

テストを設計できます。

アクション間で情報を受け渡すには，いくつかの方法があります。アクション

内のステップが，テストの別の場所から指定された値を使用できるように，ア

クションに入力パラメータを指定することもできます。また，アクションから

値を出力して，テストの後半のステップで使用したり，テストを実行したアプ

リケーションに返したりすることもできます。詳細については，15 ページ「ア

クション・パラメータの使用」を参照してください。

既存のアクションへの呼び出しの挿入

一連のテストを計画する場合，各テストで「ログイン」のような同一の動作が

いくつか必要であることがあります。3 つの異なるテストでログイン・プロセ

スを 3 回記録し，スクリプトの当該部分をテストごとに（チェックポイント，

パラメータ化，およびプログラミング・ステートメントによって）別々に拡張

するのではなく，フライト予約システムにログインする 1 つのアクションを作

成し，それを 1 つのテストに格納します。アクションの作成が済んだら，作成

した既存のアクションへの呼び出しを他のテストに挿入できます。 

既存のアクションへの呼び出しを挿入するには，アクションのコピーへの呼び

出しを挿入するか，元のアクションへの呼び出しを挿入します。 

たとえば，フライトの予約，予約の変更，予約の削除の 3 つのテストを 
Mercury Tours サイトで記録するとします。テストを計画するときに，各テスト

について，サイトへのログインとサイトからのログアウトが必要であるため，

これら 3 つすべてのテストには合計 5 つのアクションが必要であることが分

かったとします。
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まず 5 つのアクションを使用して 3 つのテストを作成します。テスト 1 には 2 つ
の再利用可能なアクション（ログインとログアウト）が含まれています。これ

らのアクションは，後でテスト 2 およびテスト 3 から呼び出すことができます。

その後，テスト 2 およびテスト 3 にテスト 1 で作成した再利用可能なアクショ

ンへの呼び出しを挿入して作成が完了します。
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アクションのコピーへの呼び出しの挿入

アクションのコピーへの呼び出しをテストに挿入すると，チェックポイント，

パラメータ化の内容，データ・テーブルの対応する［アクション］タブ，およ

びすべての定義済みアクション・パラメータを含む，元のアクション全体がコ

ピーされます。コピーするテストのオブジェクトがローカル・オブジェクト・

リポジトリにある場合，コピーしたアクションのローカル・オブジェクト・リ

ポジトリもアクションと一緒にコピーされます。

アクションは，独立した，再利用不可能なアクションとして（元のアクション

が再利用可能であっても）テストに挿入されます。アクションをテストにコ

ピーしたら，他の再利用不可能なアクションと同様に，アクションを対象とし

た追加，削除，変更ができます。挿入したアクションに加えた変更はそのアク

ションにだけ影響し，元のアクションに対する変更は，コピーしたアクション

に影響を及ぼしません。
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アクションのコピーを作成し，テストでそのコピーを呼び出すには，次の手順

を実行します。

 1 テストの記録または編集中に，［挿入］＞［アクションのコピーの呼び出し］

を選択するか，アクションのアイコンを右クリックして［アクションのコピー

への呼び出しを挿入］を選択するか，あるいは，任意のステップを右クリック

して［アクション］＞［コピーへの呼び出しを挿入］を選択します。［アク

ションの選択］ダイアログ・ボックスが開きます。 

 2 コピーするアクションが含まれるテストを見つけるには，［コピー元のテスト］

の参照ボタンを使用します。［アクション］ボックスには，すべてのローカル・

アクション（選択したテストとともに格納されるアクション）が表示されます。 
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注：［コピー元のテスト］ボックスには，Quality Center フォルダまたは相対パ

スを入力できます。相対パスを入力すると，QuickTest によって［オプション］

ダイアログ・ボックスの［フォルダ］タブで指定されているフォルダのテスト

が検索されます。詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユーザー

ズ・ガイド』の 702 ページ「テストのフォルダ・オプションの設定」を参照し

てください。

 3［アクション］リストでは，挿入するアクションを選択します。アクションを

選択すると，そのタイプ（再利用不可能なアクションまたは再利用可能なアク

ション）および存在する場合は説明が表示されます。これによって，コピーす

るアクションを識別できます。アクションの説明の詳細については，

『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の 473 ページ「一般的

なアクション・プロパティの設定」を参照してください。

 4 コピーしたアクションのプロパティを変更する場合は，［新規アクションのプ

ロパティを編集する］チェック・ボックスを選択します。このオプションを選

択した場合は，［OK］をクリックすると［アクションのプロパティ］ダイアロ

グ・ボックスが表示されます。20 ページ「アクションの呼び出しのプロパティ

の設定」の説明に従って，アクション・プロパティを修正できます。

注：このオプションを選択していない場合は，キーワード・ビューでアクショ

ンのアイコンを右クリックし，［アクションのプロパティ］を選択して，後で

アクションのプロパティを変更できます。

 5 アクションのコピーへの呼び出しを挿入する場所を決定し，［テストの末尾］

または［現在のステップの後］を選択します。 

アクションへのアクションの挿入の詳細については，15 ページ「アクション・

パラメータの使用」を参照してください。
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注：現在選択されているステップが他のテストからの再利用可能なアクション

である場合は，アクションのコピーへの呼び出しは自動的にテストの末尾に追

加されます（［現在のステップの後］のオプションは無効になります）。

 6［OK］をクリックします。アクションへの呼び出しは，独立した，再利用不可

能なアクションとしてテストに挿入されます。アクション呼び出しをテスト内

の任意の場所にドラッグして移動できます。アクションの移動の詳細について

は，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の 135 ページ「階

層でのアクションとステップの移動」を参照してください。

既存のアクションの呼び出しの挿入

現在のテスト（ローカル・アクション），または別のテスト（外部アクション）

に格納されている再利用可能なアクションの呼び出しを挿入することができま

す。既存のアクションの呼び出しの挿入は，呼び出しにリンクを設定するのに

似ています。アクションのステップはアクション・ビューに表示できますが，

変更はできません。呼び出し先アクションのローカル・オブジェクト・リポジ

トリ（存在する場合）もまた読み取り専用です。ただし，外部アクションを呼

び出す場合，アクションのデータ・シートからのデータをローカルの編集可能

なコピーとしてインポートするか，元のアクションから（読み取り専用の）

データを使用するかを選択できます。

呼び出した外部アクションを変更するには，アクションとともに保存されてい

るテストを開いて，そのテストで変更を行う必要があります。この変更は，そ

のアクションを呼び出すすべてのテストに適用されます。元のアクションの

データを使用する場合，外部アクションを呼び出すと，元のアクションのデー

タに対する変更も適用されます。

ヒント：元のアクションの場所は，［アクションのプロパティ］ダイアログ・

ボックスの［一般］タブに表示されます。



第 1 部 • 高度なテスト機能を使用した作業

10

既存のアクションへの呼び出しを挿入するには，次の手順を実行します。

 1［挿入］＞［既存アクションの呼び出し］を選択するか，アクションのアイコ

ンを右クリックして［既存アクションへの呼び出しを挿入］を選択するか，任

意のステップを右クリックして［アクション］＞［既存への呼び出しを挿入］

を選択します。［アクションの選択］ダイアログ・ボックスが開きます。 

 2 呼び出すアクションが含まれるテストを見つけるには，［コピー元のテスト］

参照ボタンを使用します。［アクション］ボックスには，選択したテストのす

べての再利用可能なアクションが表示されます。 

注：［コピー元のテスト］ボックスには，Quality Center フォルダまたは相対パ

スを入力できます。相対パスを入力すると，QuickTest によって［オプション］

ダイアログ・ボックスの［フォルダ］タブで指定されているフォルダのテスト

が検索されます。詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユーザー

ズ・ガイド』の 702 ページ「テストのフォルダ・オプションの設定」を参照し

てください。
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 3［アクション］リストで，呼び出すアクションを選択します。アクションを選

択すると，そのタイプ（再利用可能なアクション）および存在する場合は説明

が表示されます。これによって，呼び出すアクションを識別できます。アク

ションの説明の詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・

ガイド』の 473 ページ「一般的なアクション・プロパティの設定」を参照して

ください。

ヒント：テストが呼び出す外部アクションは，リスト内にも表示されます。呼

び出すアクションが選択したテスト内からすでに呼び出されている場合は，ア

クションのリストからそのアクションを選択できます。これにより，元のアク

ションへの別の呼び出しが作成されます。

注：選択したテストに再利用可能なアクションまたは外部アクションがない場

合は，QuickTest によって［アクション］リストが無効になります。

 4 アクションへの呼び出しを挿入する場所を決定し，［テストの末尾］または

［現在のステップの後］を選択します。 

注：現在選択されているステップが他のテストからの再利用可能なアクション

である場合は，アクションへの呼び出しは自動的にテストの末尾に追加されま

す（現在のステップの後 は無効になります）。

アクションへのアクションの挿入の詳細については，15 ページ「アクション・

パラメータの使用」を参照してください。
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 5［OK］をクリックします。アクションへの呼び出し がテスト・フローに挿入

されます。アクション呼び出しをテスト内の任意の場所にドラッグして移動で

きます。アクションの移動の詳細については，『QuickTest Professional 基本機

能ユーザーズ・ガイド』の 135 ページ「階層でのアクションとステップの移

動」を参照してください。

ヒント：CTRL キーを押しながら，アクションをテスト内の並列（兄弟）レベル

の別の場所にドラッグ・アンド・ドロップすると，テスト内の再利用可能なア

クションや外部アクションへの追加呼び出しを作成できます。

アクション・パラメータの設定

アクション内のステップが，テストの別の場所から指定された値を使用できる

ように，アクションに入力パラメータを指定できます。アクション・パラメー

タの入力値は，最上位レベルのアクション場合はテストから，ネストされたア

クションの場合はそれを呼び出す親アクションのパラメータから，兄弟アク

ションの場合は直前のアクション呼び出しの出力値から取得できます。 

アクションがテストの後の場所で使用する値を返せるように，アクションに出

力パラメータを指定できます。たとえば，後でネストされたアクションが値を

使用できるように，パラメータの値を親アクションに出力できます。 

入力または出力アクション・パラメータごとに，名前とタイプ，および任意で

説明を定義します。各アクション入力パラメータに標準設定の値を指定した

り，ユーザが選択したパラメータ値のタイプに対して QuickTest が指定する標

準設定の値を使用したりすることもできます。アクション呼び出しのパラメー

タに対して値が定義されていない場合は，標準設定の値はアクションとともに

保存され，アクションにより使用されます。［アクションのプロパティ］ダイ

アログ・ボックスの［パラメータ］タブでは，入力および出力パラメータの定

義，変更，および削除が行えます（［編集］＞［アクション］＞［アクション

のプロパティ］を選択するか，アクションを右クリックして［アクションのプ

ロパティ］を選択します）。
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アクション・パラメータの使用方法の詳細については，15 ページ「アクショ

ン・パラメータの使用」および 18 ページ「アクション・パラメータを使った

作業についてのガイドライン」を参照してください。 

新しい入力または出力アクション・パラメータを追加するには，次の手順を実

行します。

 1［入力パラメータ］または［出力パラメータ］リストの上にある［パラメータ

の追加］ボタンをクリックして，新しいパラメータを適切なリストに追加しま

す。関連するリストに新しいパラメータ用の行が追加されます。

 2［名前］ボックスをクリックし，パラメータの名前を入力します。
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 3［タイプ］ボックスでパラメータの値のタイプを選択します。次のタイプのい

ずれかを選択することができます。

➤ 文字列：「"New York"」など，引用符のペアで囲まれた文字列。値を入力す

るときに引用符を含めなかった場合は，テスト実行時に値がスクリプトに挿

入される際に QuickTest によって引用符が自動的に追加されます。標準設定

の値は空の文字列です。 

➤ ブール値：true または false の値。「ブール値」のタイプを選択した場合，

［標準設定値］カラムをクリックして矢印をクリックすると，［True］また

は［False］の値を選択できます。標準設定の値は True です。 

➤ 日付：「2005/03/02」などの日付の文字列。「日付」値のタイプを選択した場

合，［標準設定値］カラムをクリックして矢印をクリックすると，日付を選

択できるカレンダーを開くことができます。標準設定の値は当日の日付です。

➤ 数値：任意の数値。標準設定の値は 0 です。

➤ パスワード：暗号化されたパスワードの値。「パスワード」値のタイプを選

択した場合は，［標準設定値］フィールドにパスワードを入力する際にはパ

スワードの文字はマスクで隠されます。ただし，アクション内では，値は暗

号化されて表示されます。標準設定の値は空の文字列です。これも実際のア

クション内では暗号化された値として表示されます。

➤ 任意：バリアント型の値のタイプで，上記の値のタイプの任意を使用できま

す。「任意」値のタイプを選択した場合は，値を使用する予定の場所で必要

な形式で値を指定する必要があります。たとえば，後に値を文字列として使

用する予定である場合，文字列を引用符で囲む必要があります。「任意」の

値タイプを指定した場合，QuickTest によってそれが数値であるかどうかが

チェックされます。値が数値でない場合は，QuickTest によってその値は自

動的に引用符で囲まれます。既存の値を編集している場合は，以前の値に引

用符が付いていれば，その値は自動的に引用符で囲まれます。標準設定の値

は空の文字列です。

 4 入力アクション・パラメータを定義する場合は，［標準設定値］ボックスをク

リックしてパラメータの標準設定値を入力します。あるいは，QuickTest によっ

てそのパラメータ値のタイプに対して指定される標準設定値のままにしておく

ことができます。テスト内の他の場所からパラメータ値を受け取ることなくア

クションを実行できるように，標準設定の値が必要になります。
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 5（任意）［記述］ボックスをクリックし，アクション内でのパラメータの目的な

ど，パラメータの説明を入力します。QuickTest はこれらの説明を，［出力オプ

ション］，［パラメータ オプション］，［値設定オプション］ダイアログ・ボック

スなど，アクション・パラメータを選択できる任意のダイアログ・ボックス内

にパラメータの名前と一緒に表示します。

既存のアクション・パラメータを変更するには，次の手順を実行します。

 1 変更するパラメータを［入力パラメータ］リストまたは［出力パラメータ］リ

ストから選択します。

 2 必要に応じて，パラメータ行のエディット・ボックスで値を変更します。

既存のアクション・パラメータを削除するには，次の手順を実行します。

 1 削除するパラメータを［入力パラメータ］リストまたは［出力パラメータ］リ

ストから選択します。

 2［パラメータの削除］ボタンをクリックします。パラメータがリストから削除

されます。

注：アクション・パラメータを削除する場合，そのアクション・パラメータを

使用するステップもすべて必ず削除してください。

アクション・パラメータの使用

アクション・パラメータを使用すれば，テストから最上位レベルのアクション

へ，親アクションからネストされたアクションへ，またはアクションからテス

ト内の後続の兄弟アクションへ，値を受け渡しできます。また，アクション・

パラメータを使用して，アクション内のステップからその親アクションへ，ま

たは最上位レベルのアクションから，テストを実行（または呼び出した）スク

リプトまたはアプリケーションへ，出力値を受け渡しできます。たとえば，ネ

ストされたアクションのステップから値を出力し，その値を出力アクション・

パラメータに格納してから，呼び出し元の親アクションの後のステップで入力

としてその値を使用することができます。
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アクション・パラメータはアクション内の任意のステップ（関数呼び出しを含

む）で使用できます。アクションが受け取ることのできるパラメータ，および

アクションが返すことができる出力値は，［アクションのプロパティ］ダイア

ログ・ボックスの［パラメータ］タブで定義します（［編集］＞［アクション］

＞［アクションのプロパティ］を選択するか，アクションを右クリックして

［アクションのプロパティ］を選択します）。［アクション呼び出しプロパティ］

ダイアログ・ボックス（アクションを右クリックして［アクション呼び出しプ

ロパティ］を選択すると開きます）の［パラメータの値］タブを使用して，こ

れらのパラメータに供給される実際の値と，出力値が格納される場所を指定し

ます。

アクションがテストの別の場所から入力値を受け取ることができるように，ア

クションに入力パラメータを指定できます。アクション・パラメータの入力値

は，最上位レベルのアクション場合はテストから，ネストされたアクションの

場合はそれを呼び出す親アクションのパラメータから，兄弟アクションの場合

は直前のアクション呼び出しの出力値から取得できます。また，アクションの

出力パラメータを指定して，テストの後の部分で使用したり，テストを実行し

たアプリケーションに返したりすることもできます

たとえば，テストを実行する（呼び出す）外部アプリケーションから値を取得

し，その値をテスト内のアクションで使用するとします。次のテストでは，

Action2 および Action3 を介して，外部アプリケーションから Action4 の必要な

ステップに，入力テスト・パラメータを渡す必要があります。 

この操作は，次のように行います。

 1 テストの後半で使用したい値を使用して，入力テスト・パラメータを定義しま

す（［ファイル］＞［設定］＞［パラメータ］タブ）。

 2 入力テスト・パラメータと同じ値のタイプを使用して，Action2 に対して入力

アクション・パラメータを定義します（［編集］＞［アクション］＞［アク

ションのプロパティ］＞［パラメータ］タブ）。
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 3 前述の手順で指定した入力テスト・パラメータ値を使用して，入力アクショ

ン・パラメータ値をパラメータ化します（［編集］＞［アクション］＞［アク

ション呼び出しプロパティ］＞［パラメータの値］タブ）。

 4 入力テスト・パラメータと同じ値のタイプを使用して，Action3 に対して入力

アクション・パラメータを定義します（［編集］＞［アクション］＞［アク

ションのプロパティ］＞［パラメータ］タブ）。

 5 入力アクション・パラメータ値をパラメータ化します。 

➤［編集］＞［アクション］＞［アクション呼び出しプロパティ］＞［パラ

メータの値］タブを選択し，Action2 に対して指定した入力アクション・パ

ラメータ値を選択します。

➤ Parameter ユーティリティ・オブジェクトを使用して，アクション・パラ

メータを［エキスパート ビュー］の RunAction ステートメントの 
parameter 引数として指定します。詳細については，28 ページ「パラメータ

を使用したアクションの呼び出し」を参照してください。

 6 入力テスト・パラメータと同じ値のタイプを使用して，Action4 に対して入力

アクション・パラメータを定義します（［編集］＞［アクション］＞［アク

ションのプロパティ］＞［パラメータ］タブ）。

 7 入力アクション・パラメータ値をパラメータ化します。 

➤［編集］＞ [アクション ]＞ [アクション呼び出しプロパティ]＞ [パラメータの

値 ] タブを選択し，Action3 に対して指定した入力アクション・パラメータ

値を選択します。

➤ Parameter ユーティリティ・オブジェクトを使用して，アクション・パラ

メータを［エキスパート ビュー］の RunAction ステートメントの 
parameter 引数として指定します。詳細については，28 ページ「パラメータ

を使用したアクションの呼び出し」を参照してください。

 8 Action4 で必要なステップの値をパラメータ化します。 

➤ パラメータ化アイコン  をクリックし，Action4 に対して指定した入力ア

クション・パラメータを使用して［値設定オプション］ダイアログ・ボック

スでパラメータを指定します。

➤［エキスパート ビュー］で Parameter ユーティリティ・オブジェクトを使用し

て，ステップに使用する値を指定します。詳細については，『QuickTest 
Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の 368 ページ「［エキスパート 
ビュー］のステップでのアクション・パラメータの使用」を参照してください。
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アクションのパラメータはそのアクションとともに保存され，そのアクション

に対するすべての呼び出しに対して同じになります。アクション・パラメータ

の名前，タイプ，または説明を変更し，テストの別の部分にある，同じアク

ションへの呼び出しのアクション・プロパティを表示すると，アクション・パ

ラメータが変更されたことを確認できます。 

入力アクション・パラメータに対して定義されている実際の値と，アクション

出力パラメータに対して指定されている場所は，アクションに対する呼び出し

ごとに異なることが可能です。アクションのコピーへの呼び出しを挿入する場

合，アクションのコピーは，ユーザがコピーしたアクションに対して定義され

ていたアクション・パラメータおよびアクション呼び出しパラメータとともに

挿入されます。アクションを分割すると，アクション・パラメータは両方のア

クションにコピーされます。第 2 のアクションのアクション呼び出し値は，そ

のアクションのパラメータの標準設定値から取得されます。

アクション・パラメータと，アクション呼び出しで使用される値の定義の詳細

については，12 ページ「アクション・パラメータの設定」および 22 ページ

「アクションの呼び出しのパラメータ値の設定」を参照してください。

アクション・パラメータを使った作業についてのガイドライン

アクション・パラメータを使って作業をする場合，次のガイドラインを考慮し

ます。 

➤ 入力アクション・パラメータ値は，現在のアクションのステップ内でのみ使用

できます。別のアクション（またはテスト）からのアクション入力値は，値を

使用するアクションまで値をテスト階層の下方に向かってアクションからアク

ションへ受け渡した場合にのみ使用できます。例を次に示します。

テスト → アクション 1 → アクション 2 → アクション 3 → （アクション 3）ス

テップ 1
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➤ 出力アクション・パラメータ値は，同じ階層の直前のアクション，親アクショ

ン，または現在のアクションから取得できます。次の場合は，別のアクション

のステップ内にある 1 つのアクションからのアクション出力値を使用できます。

➤ アクションからアクションへテスト階層の上方向へ，値を使用するアクショ

ンまで値を渡す場合。

例：（アクション 3）ステップ 1 → アクション 3 → アクション 2 → アク

ション 1 → テスト → アクション 4 

この例では，出力値はアクション 4 のステップで使用されていますが，アク

ション 1，アクション 2，またはアクション 3 のどのステップでも，（アク

ション 3）ステップ 1 の出力値を使用できます。

➤ 直前のアクションから，値を使用する兄弟アクションへ値を渡す場合。

例：（アクション 2）ステップ 1 → アクション 2 → アクション 3 → （アク

ション 3）ステップ 1 

この例では，出力値は（アクション 3）ステップ 1 で使用されていますが，

アクション 2 またはアクション 3 のステップでも，（アクション 2）ステッ

プ 1 の出力値を使用できます。

1

3

2
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➤ 呼び出し元アクションの後続のステップでは，呼び出し先アクションから取得

した値であれば，任意のタイプのアクション出力値を変数として使用できま

す。たとえば，ActionA が ActionB を呼び出し，ActionB の出力パラメータを格

納する変数として MyBVar を指定した場合，ActionB への呼び出しの後の 
ActionA のステップでは，他の変数を使用するのと全く同じように MyBVar  を
値として使用できます。

アクションの呼び出しのプロパティの設定

［アクション呼び出しプロパティ］ダイアログ・ボックスは，アクションへの

特定の呼び出しにおけるアクションの動作を制御します。呼び出し先のアク

ションを QuickTest が（データ・テーブルの列の数に従って）何回実行するか

を指定できるだけでなく，入力アクション・パラメータの初期値や，出力アク

ション・パラメータの値を格納する場所も指定できます。

注：次の項では，［アクション呼び出しプロパティ］ダイアログ・ボックスを

使用してアクションの呼び出しのプロパティを定義する方法を説明します。ま

た，［エキスパート ビュー］でアクションの呼び出しとアクションの呼び出し

のパラメータを定義することもできます。詳細については，28 ページ「エキス

パート・ビューのアクションの構文について」を参照してください。

テストの記録または編集中に［アクション呼び出しプロパティ］ダイアログ・

ボックスを開くには，次のいずれかを実行します。

➤ アクション・ノードが強調表示されている状態で，キーワード・ビューから

［編集］＞［アクション］＞［アクション呼び出しプロパティ］を選択する。

➤ キーワード・ビュー内のアクション・ノードを右クリックし，［アクション呼

び出しのプロパティ］を選択する。

［アクション呼び出しプロパティ］ダイアログ・ボックスでは，特定のアク

ション呼び出しにのみ適用されるオプションを設定できます。このダイアロ

グ・ボックスには，［実行］タブと［パラメータの値］タブがあります。  
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アクションの実行プロパティの設定

［アクション呼び出しプロパティ］ダイアログ・ボックスの［実行］タブを

使って，QuickTest に対し呼び出したアクションで反復を 1 回だけ実行したり，

データ・テーブルのすべての行を対象に反復を実行したり，データ・テーブル

の特定の行だけを対象に反復を実行したりする指定が行えます。 

［実行］タブには，次のオプションがあります。

オプション 詳細

［反復なしで実行する］ アクションのデータ・テーブルにある最初の行を

使って，呼び出したアクションを 1 回だけ実行し

ます。

［すべての行で実行する］ アクションのデータ・テーブルの行数に従った反

復の回数，呼び出したアクションを実行します。

［実行開始行 X 終了行］ 指定した行の範囲に従った反復の回数，呼び出し

たアクションを実行します。
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注：

あるアクションで複数の反復を実行する場合，アクションがアプリケーション

の同一の場所で開始および終了するようにして，アプリケーションがアクショ

ンの次の反復を実行するときに，正しい場所と状態にあるようにする必要があ

ります。

［アクション呼び出しプロパティ］ダイアログ・ボックスの［実行］タブは，

アクションの呼び出しごとに適用され，アクションのデータ・シートの行を参

照します。［テストの設定］ダイアログ・ボックスの［実行］タブで，テスト

全体の実行プロパティを設定できます（グローバル・データ・シートの行を対

象とした反復の設定）。詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユー

ザーズ・ガイド』の第 25 章「個別のテストのオプションの設定」を参照して

ください。

アクションの呼び出しのパラメータ値の設定

呼び出したアクションにより使用される入力アクション・パラメータの値を指

定したり，出力アクション・パラメータ値を格納する場所を指定したりする場

合は，［アクション呼び出しプロパティ］ダイアログ・ボックスの［パラメー

タの値］タブを使用します。使用可能な任意のパラメータ・タイプを使用し

て，特定の入力アクション・パラメータに使用される値をパラメータ化するこ

ともできます。

アクションが受け取ったり返したりできる実際の入力および出力アクション・

パラメータと，それらのタイプは，［アクションのプロパティ］ダイアログ・

ボックスで定義します。 
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注：アクションの呼び出しでの入力および出力パラメータ値の指定は任意です。

入力アクション・パラメータの値を設定しない場合は，［アクションのプロパ

ティ］ダイアログ・ボックスで指定されている標準設定の値が使用されます。

出力パラメータ値の格納場所を定義しない場合でも，呼び出し元アクション

は，呼び出し先アクションによって生成された出力パラメータ・データにアク

セスできます。ただし，格納場所を指定したほうが，アクション呼び出しス

テートメントは読みやすくなります。

入力および出力アクション・パラメータの定義の詳細については，20 ページ

「アクションの呼び出しのプロパティの設定」を参照してください。アクショ

ン・パラメータの使用法の詳細については，15 ページ「アクション・パラメー

タの使用」を参照してください。



第 1 部 • 高度なテスト機能を使用した作業

24

入力アクション・パラメータの値を指定するには，次の手順を実行します。

 1［入力パラメータ］領域でパラメータの［値］ボックスをクリックし，値を入

力します。各値のタイプに使用可能なさまざまなオプションの詳細について

は，12 ページ「アクション・パラメータの設定」の定義を参照してください。

または，［値］ボックスのパラメータ化のボタン をクリックして，値をパラ

メータ化できる［値設定オプション］ダイアログ・ボックスを開きます。値の

パラメータ化には，テスト・パラメータまたはアクション・パラメータ（最上

位レベルのアクションの場合はテスト・パラメータ，ネストされたアクション

または兄弟アクションの場合はアクション・パラメータ），データ・テーブル・

パラメータ，環境パラメータ，または乱数パラメータを使用できます。詳細に

ついては，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の第 15 章

「値のパラメータ化」を参照してください。

 2 設定する必要がある追加の入力アクション・パラメータに対してこの手順を繰

り返します。

出力アクション・パラメータ値を格納する場所を指定するには，次の手順を実

行します。

 1［出力パラメータ］領域でパラメータの［保管先］ボックスをクリックし，変

数名を入力します。

または，［保管先］ボックスの出力の格納のボタン をクリックして，出力値

を格納する場所を指定できる［保管場所オプション］ダイアログ・ボックスを

開きます。値の格納先として，テスト・パラメータ，呼び出し元アクション・

パラメータ，データ・テーブル・パラメータ，または環境パラメータを選択で

きます。詳細については，25 ページ「アクション情報の共有」および

『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の 548 ページ「戻り値

およびアクション出力パラメータ値の格納」を参照してください。

 2 リスト内の各出力アクション・パラメータに対してこの手順を繰り返します。
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アクション情報の共有

アクションどうしで値を共有したり，互いに受け渡ししたりする方法は複数あ

ります。

➤ 呼び出し先アクションの出力アクション・パラメータに値を格納し，呼び出し

元アクション内のアクションの呼び出しの後に実行されるステップ，または兄

弟アクション内のステップでこれらの値を使用する。詳細については，

『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の 404 ページ「テスト・

パラメータおよびアクション・パラメータへの値の格納」を参照してください。

➤ あるアクションで生成された値をグローバル・データ・テーブルに格納し，そ

れらの値を別のアクションでデータ・テーブル・パラメータとして使用する。

詳細については，「グローバル・データ・テーブルを使用した値の共有」を参

照してください。

➤ あるアクションで値をユーザ定義の環境変数として設定し，別のアクションで

その環境変数を使用する。詳細については，26 ページ「環境変数を使用した値

の共有」を参照してください。

➤ あるアクションで VBScript Dictionary オブジェクトに値を追加し，別のアク

ションでその値を読み込む。詳細については，27 ページ「Dictionary オブジェ

クトを使用した値の共有」を参照してください。

グローバル・データ・テーブルを使用した値の共有

グローバル・データ・テーブルに値を格納することによって，あるアクション

で生成された値をテスト内で他のアクションと共有できます。これにより，他

のアクションはデータ・テーブルの値を入力パラメータとして使用できます。

データ・テーブルに値を格納するには，グローバル・データ・テーブルに値を

出力するか，［エキスパート ビュー］で Data Table，Sheet，Parameter オブ

ジェクトおよびメソッドを使用して値を追加または変更します。
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たとえば，フライト予約アプリケーションをテストするとします。ユーザがア

プリケーションにログインすると，ページの最上部にユーザの氏名が表示され

ます。操作を進め，チケットを購入することにした場合，ユーザはクレジッ

ト・カードに表示されている名前を入力する必要があります。テストに Login，
SelectFlight，PurchaseTickets の 3 つのアクションがあり，反復ごとに異なるロ

グイン名を使って複数の反復を実行するように設定されているとします。Login 
アクションで，表示されたユーザ名を格納するテキスト出力値を作成できま

す。PurchaseTickets アクションでは，ユーザの氏名を含むデータ・テーブル・

カラムを使用して，［Credit Card Owner］エディット・ボックスで設定する値を

パラメータ化できます。 

出力値の詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイ

ド』の第 16 章「値の出力」を参照してください。パラメータ化の詳細につい

ては，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の第 15 章「値の

パラメータ化」を参照してください。データ・テーブル・オブジェクトおよび

メソッドの詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガ

イド』の第 19 章「データ・テーブルを使った作業」，および『QuickTest 
Professional オブジェクト・モデル・リファレンス』を参照してください。

環境変数を使用した値の共有

テストの反復を何度も実行する必要がない場合，または共有している値をすべ

ての反復で一定に保つ場合は，テストのすべてのローカル・アクションがアク

セスできる，内部のユーザ定義環境変数を使用できます。 

たとえば，ユーザが入力するクレジット・カードの失効日を，フライト予約ア

プリケーションが正確に検査するかどうかをテストするとします。入力された

失効日が，予定されたフライト出発日以前の場合，アプリケーションは別のク

レジット・カードを要求するはずです。SelectFlight アクションで，出発日エ

ディット・ボックスに入力された値を環境変数に格納できます。そして

PurchaseTickets アクションで，失効日エディット・ボックスの値と環境変数に

格納された値を比較できます。 

環境変数の詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガ

イド』の第 15 章「値のパラメータ化」を参照してください。Environment オブ

ジェクトの詳細については，『QuickTest Professional オブジェクト・モデル・

リファレンス』を参照してください。
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Dictionary オブジェクトを使用した値の共有

すでに説明したように，アクション間で値を共有するために環境変数を使用す

る代わりに，VBScript Dictionary オブジェクトを使用できます。Dictionary オブ

ジェクトを使用すると，Dictionary オブジェクトが作成されるテストで呼び出

されるすべてのアクション（ローカルおよび外部）からアクセス可能な変数

に，値を割り当てることができます。

Dictionary オブジェクトを使用するには，最初に ProgID = "Scripting.Dictionary" 
である予約オブジェクトをレジストリ

（HKEY_CURRENT_USER\Software\Mercury Interactive\QuickTest 
Professional\MicTest\ReservedObjects\）に追加する必要があります。例を

次に示します。 

HKEY_CURRENT_USER\Software\Mercury Interactive\QuickTest 
Professional\MicTest\ReservedObjects\GlobalDictionary

予約 Dictionary オブジェクトをレジストリに追加し，QuickTest を再起動する

と，あるアクションでディクショナリを対象に値の追加と削除を行い，同じテ

ストの別のアクションでその値を取得できるようになります。

たとえば，SelectFlight アクションで設定された出発日を PurchaseTickets アク

ションで利用したい場合，次のように，DepartDate WebEdit オブジェクトの値

を SelectFlight アクションのディクショナリに追加できます。

GlobalDictionary.RemoveAll
GlobalDictionary.Add "DateCheck", DepartDate

これによって，次のように PurchaseTickets アクションから日付を取得できます。

Dim CompareDate
CompareDate=GlobalDictionary("DateCheck") 

Dictionary オブジェクトの詳細については，VBScript リファレンスのドキュメ

ント（［ヘルプ］＞［QuickTest Professional ヘルプ］＞［VBScript リファレ

ンス］＞［Script ランタイム］を選択）を参照してください。
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エキスパート・ビューのアクションの構文について

エキスパート・ビューでのアクションへの呼び出しでは，アクションの反復，

入力パラメータ値，出力パラメータの格納場所，およびアクションの戻り値を

定義できます。

基本構文を使用したアクションの呼び出し

エキスパート・ビューでは，パラメータを持たないアクションへの呼び出し

は，次の基本構文を使用して呼び出し元のアクション内に表示されます。

RunAction ActionName, IterationQuantity

たとえば，Select Flight アクションを呼び出し，その反復を 1 回のみ実行する

には，次の構文を使用します。

RunAction "Select Flight", oneIteration

たとえば，Select Flight アクションを呼び出し，データ・テーブルの行の数と

同じ回数反復を実行するには，次の構文を使用します。

RunAction "Select Flight", allIterations

たとえば，Select Flight アクションを呼び出し，その反復を 4 回実行する

（データ・テーブルの最初の 4 行）には，次の構文を使用します。

RunAction "Select Flight", "1 - 4"

パラメータを使用したアクションの呼び出し

呼び出しているアクションに入力パラメータや出力パラメータがある場合は，

入力パラメータの値や，出力パラメータの格納場所を RunAction ステートメン

トの引数として指定できます。入力パラメータは出力パラメータの上に表示さ

れます。

入力パラメータには，固定値を指定するか，引数が値を取得する別の定義済み

パラメータ（呼び出し元のアクションのデータ・テーブル・パラメータ，環境

パラメータ，アクション入力パラメータ）の名前を指定します。 

出力パラメータには，値を格納する変数，または定義済みのパラメータ（呼び

出し元のアクションのデータ・テーブル・パラメータ，環境パラメータ，アク

ション入力パラメータ）の名前のいずれかを指定できます。
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パラメータを使用したアクションの呼び出しには，次の構文があります。

RunAction ActionName, IterationQuantity, Parameters

たとえば，Action1 から Action2 を呼び出し，Action2 に入力パラメータと出力

パラメータが 1 つずつ設定されているとします。 

次のステートメントは，入力パラメータに MyValue の文字列値を指定し，

MyVariable という変数に出力パラメータの結果の値を格納します。

RunAction "Action2", oneIteration, "MyValue", MyVariable

次のステートメントは，Action1 の Axn1_In 入力アクション・パラメータに定

義されている値を入力パラメータの値として使用して，Action1 のデータ・

テーブル・シートの Column1_out というカラムに出力パラメータの結果の値を

格納します。

RunAction "Action2", oneIteration, Parameter("Axn1_In"),
DataTable("Column1_out", dtLocalSheet)

次の例では，最初のステートメントが標準設定の入力パラメータ値を使用して 
Action2 を呼び出します。2 番目のステートメントが，Action2 の Axn2_out 出力

アクション・パラメータに定義されている値を Action3 の入力パラメータの呼

び出しの値として使用し，Action1 の Axn1_out に出力パラメータの結果の値を

格納することで，出力値を親アクション・レベルで利用できるようにします。

RunAction "Action2", oneIteration
RunAction "Action3", oneIteration, Parameter("Action2","Axn2_out"),

 Parameter("Axn1_out")

Action2 への呼び出しで格納場所が指定されていなくても，Action2 の出力パラ

メータを Action3 への呼び出しに使用できる点に注目してください。

アクションの戻り値の格納

RunAction ステートメントによって呼び出されたアクションに ExitAction ス
テートメントが含まれている場合，RunAction ステートメントは ExitAction の 
RetVal 引数の値を返せます。この戻り値は，アクション呼び出しそのものの戻

り値であり，アクション呼び出しの特定の出力パラメータによって返される任

意の値とは独立したものです。
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アクション呼び出しの戻り値を格納する構文は次のとおりです。

MyRetVal=RunAction (ActionName, IterationQuantity, Parameters)

エキスパート・ビューの詳細については，第 5 章「エキスパート・ビューおよ

び関数ライブラリ・ウィンドウを使用した作業」を参照してください。

RunAction ステートメントの詳細については，『QuickTest Professional オブジェ

クト・モデル・リファレンス』を参照してください。

アクションの終了

アクション全体が完了する前にアクションを終了するには，［エキスパート 
ビュー］でスクリプトに行を追加します。このオプションは，アクションの現

在の値を，実行のある時点の値に戻す場合，または条件ステートメントの結果

に基づいて使用します。終了アクションのステートメントには，次の 4 種類が

あります。

➤ ExitAction：反復の属性に関係なく，現在のアクションを終了します。

➤ ExitActionIteration：アクションの現在の反復を終了します。

➤ ExitRun：反復の属性に関係なく，テストを終了します。

➤ ExitGlobalIteration：現在のグローバルの反復を終了します。

終了アクションのノードは，［テスト結果］ツリーに表示されます。終了アク

ションのステートメントによって値が戻されると，この値はアクション，反

復，またはテストのサマリのいずれかに表示されます。

これらの機能の詳細については，『QuickTest Professional  オブジェクト・モデ

ル・リファレンス』を参照してください。テスト結果の詳細については，

『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の第 23 章「テスト結果

の分析」を参照してください。
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第 2 章
仮想オブジェクトの学習

アプリケーションの任意の領域を「仮想オブジェクト」として定義することに

より，QuickTest でこの領域がオブジェクトとして認識されるように設定できま

す。仮想オブジェクトを利用すると，QuickTest が通常ならば認識しないオブ

ジェクトを対象とするテストの記録と実行が行えます。

本章では，次の項目について説明します。

➤ 仮想オブジェクトの学習について

➤ 仮想オブジェクトについて

➤ 仮想オブジェクト・マネージャについて

➤ 仮想オブジェクトの定義

➤ 無効な仮想オブジェクト定義の削除
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仮想オブジェクトの学習について

アプリケーションには，標準のオブジェクトと同様に動作するにもかかわら

ず，QuickTest が認識できないオブジェクトが含まれることがあります。これら

のオブジェクトを仮想オブジェクトとして定義し，ボタンやチェック・ボック

スなどの標準クラスに割り当てることができます。これにより，実行セッショ

ン中，QuickTest によって，この仮想オブジェクトに対するユーザのアクション

がエミュレートされます。テスト結果には，仮想オブジェクトは標準クラスの

オブジェクトとして表示されます。

たとえば，ユーザがクリックするビットマップが含まれる Web ページを対象と

するテストを記録するとします。このビットマップには，それぞれ異なるリン

ク・ページを表示するいくつかのハイパーリンク領域があります。テストを記

録するときに，Web サイトでは，クリックしたビットマップ上の座標が検出さ

れ，リンク・ページが表示されます。 

実行セッション中に QuickTest で必要な座標をクリックできるようにするため，

その座標が含まれるビットマップ領域の仮想オブジェクトを定義し，これをボ

タン・クラスに割り当てます。テストを実行すると，QuickTest によって，仮想

オブジェクトとして定義した領域のビットマップがクリックされ，対応するリ

ンク・ページが Web サイトに表示されます。 

仮想オブジェクトの定義は，仮想オブジェクト・ウィザードで行います

（［ツール］＞［仮想オブジェクト］＞［新規仮想オブジェクト］）。このウィ

ザードでは，仮想オブジェクトの割り当ての対象にする標準のオブジェクト・

クラスを選択するよう指示されます。その後，十字形のポインタで，仮想オブ

ジェクトの境界を指定します。次に，この仮想オブジェクトの親とする，テス

ト・オブジェクトを選択します。最後に，仮想オブジェクトの名前とコレク

ションを指定します。仮想オブジェクトのコレクションとは，仮想オブジェク

ト・マネージャに格納されている仮想オブジェクトの集合に名前を付けたもの

です。 

注：QuickTest では，アナログや低レベル記録用の仮想オブジェクトはサポート

されていません。低レベルの記録の詳細については，422 ページ「テストの記

録と実行」を参照してください。
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仮想オブジェクトについて

QuickTest では，境界線に基づいて仮想オブジェクトが識別されます。オブジェ

クトの境界を指定することで，Web ページまたはアプリケーション・ウィンド

ウにおけるオブジェクトのサイズと位置を指定します。仮想オブジェクトの親

としてテスト・オブジェクトを割り当てると，仮想オブジェクトの境界座標は

その親オブジェクトを基準とする相対座標と認識されます。テストを記録する

ときに，QuickTest によって，親オブジェクトに含まれる仮想オブジェクトが認

識され，実行セッション中にこのオブジェクトを識別できるようオブジェク

ト・リポジトリにテスト・オブジェクトとして追加されます。仮想オブジェク

トを手作業でオブジェクト・リポジトリに追加した場合も，QuickTest によって

仮想オブジェクトがテスト・オブジェクトとして認識されます。

注：実行セッション中は，アプリケーション・ウィンドウは記録時と同じサイ

ズで同じ位置になければなりません。それ以外の場合，親オブジェクトに対す

る仮想オブジェクトとの相対座標が記録時と異なり，それが実行セッションの

正常な実行に影響を与える可能性があります。 

仮想オブジェクト・マネージャから削除しなくても，仮想オブジェクトが認識

されないようにすることも可能です。詳細については，40 ページ「無効な仮想

オブジェクト定義の削除」を参照してください。 

注：

仮想オブジェクトは，テストの記録時と実行時にのみ使用できます。仮想オブ

ジェクトへのチェックポイントの挿入や，オブジェクト・スパイによる仮想オ

ブジェクトのプロパティの表示を行うことはできません。

マークを付けた仮想オブジェクトを対象に ActiveScreen で操作を実行するには，

そのオブジェクトをあらかじめ記録しておく必要があります。それにより，仮

想オブジェクトのプロパティが，オブジェクト・リポジトリのテスト・オブ

ジェクト記述に保存されます。まだ記録していない仮想オブジェクトを対象に 
ActiveScreen で操作を実行すると，仮想オブジェクトは標準オブジェクトとし

て扱われます。
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仮想オブジェクト・マネージャについて

仮想オブジェクト・マネージャには，お使いのコンピュータで定義されている

すべての仮想オブジェクト・コレクションが含まれます。仮想オブジェクト・

マネージャで，仮想オブジェクトとコレクションの定義と削除が行えます。  

［利用可能な仮想オブジェクトのコレクション］：お使いのコンピュータで定義

されている仮想オブジェクト・コレクションと，それぞれのコレクションに含

まれる仮想オブジェクトが表示されます。コレクションの横の［+］と［-］記

号を使用して，コレクションに定義されている仮想オブジェクトを表示したり

非表示にしたりできます。

［新規作成］：［仮想ユーザ オブジェクト ウィザード］を開きます。このウィ

ザードは，新規あるいは既存のコレクションに新規仮想オブジェクトを定義す

る手順を示します。詳細については，40 ページ「無効な仮想オブジェクト定義

の削除」を参照してください。
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［削除］：選択した仮想オブジェクトまたは仮想オブジェクト・コレクションを

削除します。詳細については，40 ページ「無効な仮想オブジェクト定義の削

除」を参照してください。

注：［仮想オブジェクト マネージャ］に表示される仮想オブジェクト・コレク

ションは，お使いのコンピュータに格納されますが，仮想オブジェクト・ス

テップを含むテストと一緒には保存されません。つまり，テスト・ステップの

中で仮想オブジェクトを使用した場合，オブジェクトが実行セッション中に認

識されるのは，適切な仮想オブジェクト定義を含むコンピュータで実行された

場合のみとなります。仮想オブジェクト・コレクション定義を別のコンピュー

タにコピーするには，

＜ QuickTest インストール・フォルダ＞ \dat\VoTemplate フォルダの内容

（またはこのフォルダ内の個々の .vot コレクション・ファイル）を，コピー先

コンピュータの同じフォルダにコピーします。

仮想オブジェクトの定義

仮想オブジェクト・ウィザードを使って，仮想オブジェクトを標準のオブジェ

クト・クラスに割り当てたり，仮想オブジェクトの境界と親を指定したり，名

前を割り当てたりできます。また，コレクションに割り当てることによって，

仮想オブジェクトを論理的なグループにまとめることができます。

注：仮想オブジェクトとして定義できるのは，クリックまたはダブルクリック

できるオブジェクトで，Click または DblClick ステップとして記録されるオブ

ジェクトだけです。それ以外の仮想オブジェクトは無視されます。たとえば，

WinList オブジェクトを仮想オブジェクトとして定義しようとすると，Select 操
作は記録されますが，仮想オブジェクトは無視されます。 
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仮想オブジェクトを定義するには，次の手順を実行します。

 1 QuickTest を記録モード以外のモードで起動している状態で，Web サイトまたは

アプリケーションを開いて，仮想オブジェクトを定義する領域を含むオブジェ

クトを表示します。

 2 QuickTest で，［ツール］＞［仮想オブジェクト］＞［新規仮想オブジェクト］

を選択します。あるいは，［仮想ユーザ オブジェクト マネージャ］で［新規作

成］をクリックします。仮想オブジェクト・ウィザードが開きます。 

［次へ］をクリックします。
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 3 仮想オブジェクトの割り当て先の標準クラスを選択します。

list クラスを選択した場合，仮想オブジェクトの行数を指定します。table クラ

スの場合，行数とカラム数を選択します。［次へ］をクリックします。

 4［オブジェクトのマーク付け］をクリックします。 



第 1 部 • 高度なテスト機能を使用した作業

38

QuickTest ウィンドウと仮想オブジェクト・ウィザードが最小化されます。十字

形のポインタで，仮想オブジェクトの領域を指定します。マウスの左ボタンを

押しながら矢印キーを使用すると，十字形ポインタで定義した領域を微調整で

きます。 

［次へ］をクリックします。

注：仮想オブジェクトをマーク付けするときは，アプリケーションまたは Web 
ページの他の仮想オブジェクトと重ならないようにします。仮想オブジェクト

が別の仮想オブジェクトと重なっていると，その仮想オブジェクトに対するテ

ストが正しく記録または実行されないことがあります。

 5 仮想オブジェクトの親として割り当てるオブジェクトをオブジェクト・ツリー

の中でクリックします。 

仮想オブジェクトの輪郭の座標は，選択した親オブジェクトを基準とする相対

座標です。 
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 6［オブジェクト認識のレベル］ボックスで，仮想オブジェクトの識別方法と割

り当て方法を選択します。 

➤ QuickTest で，仮想オブジェクトのすべての出現を識別させる場合，［親の

み］を選択します。親階層全体ではなく，直接の親だけを基準にして仮想オ

ブジェクトが識別されます。たとえば，Browser("A").Page("B").Image("C") 
を使用して仮想オブジェクトが定義されている場合，階層が，

Browser("X").Page("Y").Image("C") であっても仮想オブジェクトが識別され

ます。

➤ QuickTest で，仮想オブジェクトの特定 1 回の出現を識別させる場合，［親階

層の全体］を選択します。QuickTest では，親階層が完全に一致している場

合のみ仮想オブジェクトが識別されます。たとえば，

Browser("A").Page("B").Image("C") を使用して仮想オブジェクトが定義され

ている場合，階層が Browser("X").Page("B").Image("C") に変わると，この仮

想オブジェクトは識別されません。

［次へ］をクリックします。

 7 仮想オブジェクトの名前とコレクションを指定します。コレクションのリスト

から選択するか，［コレクション名］ボックスに新しい名前を入力して新しい

コレクションを作成します。
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 8 次の手順のいずれかを実行します。

➤ 仮想オブジェクトを仮想オブジェクト・マネージャに追加してウィザードを

閉じるには，［いいえ］を選択し，［完了］をクリックします。

➤ 仮想オブジェクトを仮想オブジェクト・マネージャに追加し，さらに別の仮

想オブジェクトを定義するには，［はい］を選択し，［次へ］をクリックしま

す。ウィザードが［標準クラスへの割り当て］画面に戻り，次の仮想オブ

ジェクトを定義できます。

無効な仮想オブジェクト定義の削除

仮想オブジェクトをテストに含めないようにするには，記録された仮想オブ

ジェクトをテストから削除するか，記録時に認識されないように設定します。

仮想オブジェクトを削除するには，次の手順を実行します。

 1［ツール］＞［仮想オブジェクト］＞［仮想ユーザ オブジェクト マネージャ］

を選択します。仮想オブジェクト・マネージャが起動します。

 2 利用可能な仮想オブジェクトのコレクションのリストで，コレクションの横に

あるプラス記号をクリックし，削除する仮想オブジェクトを表示します。仮想

オブジェクトを選択し，［削除］をクリックします。

コレクション全体を削除するには，コレクションを選択し，［削除］をクリッ

クします。
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 3［閉じる］をクリックします。

ヒント：新しい仮想オブジェクトを定義するには，仮想オブジェクト・マネー

ジャで［新規作成］をクリックし，仮想オブジェクト・ウィザードを起動します。

記録中に仮想オブジェクトが認識されないようにするには，次の手順を実行し

ます。

 1［ツール］＞［オプション］を選択するか，［オプション］ツールバー・ボタン

をクリックします。［オプション］ダイアログ・ボックスが開きます。

 2［一般］タブで，［記録時の仮想オブジェクト認識を無効にする］チェック・

ボックスをオンにします。

 3［OK］をクリックします。

注：記録中に QuickTest で仮想オブジェクトが認識されるようにするには，［オ

プション］ダイアログ・ボックスの［一般］タブの［記録時の仮想オブジェク

ト認識を無効にする］チェック・ボックスがクリアされていることを確認しま

す。詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』

の 700 ページ「テストの一般オプションの設定」を参照してください。
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第 3 章
回復シナリオの定義と使用

実行セッション中，テスト環境で生じる予期しないイベントやエラーから回復

するよう QuickTest に指示できます。

本章では，次の内容について説明します。

➤ 回復シナリオの定義と使用について

➤ 回復シナリオを使用するタイミングの決定

➤ 回復シナリオの定義

➤ 回復シナリオ・ウィザードについて

➤ 回復シナリオの管理

➤ テスト用の回復シナリオ・リストの設定

➤ プログラムによる回復メカニズムの制御
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回復シナリオの定義と使用について

実行セッション中に，予期しないイベント，エラー，およびアプリケーショ

ン・クラッシュが発生すると，実行セッションが妨げられ，正しいテスト結果

が得られない可能性があります。これは，テストを自動で実行する場合に特に

問題になります。回復に必要な操作を実行するまで，テストが一時停止状態に

なるからです。どのようなときに回復シナリオを使用するかについては，45
ページ「回復シナリオを使用するタイミングの決定」を参照してください。

回復シナリオ・マネージャでは，「回復シナリオ」を定義するプロセスを案内

するウィザードが使用できます。回復シナリオは，予期しないイベントと，テ

ストの実行を回復するために必要な操作の定義です。たとえば，「Printer out 
of paper」というメッセージを検出し，［OK］ボタンをクリックしてメッセー

ジを閉じることによって実行セッションを回復し，テストを続行するよう 
QuickTest に指示できます。

回復シナリオは，次の要素で構成されています。

➤ トリガ・イベント：実行セッションを中断するイベントです。たとえば，画面

上にポップアップ表示されるウィンドウや，QuickTest の実行エラーなどです。

➤ 回復操作：テストの実行を続行するために実行しなればならない操作です。た

とえば，ポップアップ・ウィンドウの［OK］ボタンをクリックすることや，

Microsoft Windows の再起動などです。

➤ 回復後のテスト実行のオプション：回復操作を実行してからの QuickTest の継

続方法の指示，および回復操作を実行した場合はテストのどのポイントから 
QuickTest を継続するかの指示です。たとえば，テストを初めからやり直した

り，完全に 1 つのステップをスキップしたり，テストの次のステップから続け

たりすることができます。

回復シナリオは回復シナリオ・ファイルに保存されます。回復シナリオ・ファ

イルは回復シナリオの論理的な集合で，特定の独自の要件に従ってグループ化

されています。

実行セッション中に回復シナリオを実行するよう QuickTest に指示するには，

まずそのテストに回復シナリオを関連付ける必要があります。テストに関連付

けることができる回復シナリオの数に制限はありません。テストに関連付ける

シナリオに優先順位を付けて，必要な順序でトリガ・イベントを認識，処理さ

せることができます。詳細については，77 ページ「テストへの回復シナリオの

追加」を参照してください。
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回復シナリオを定義した対象のテストを実行して，エラーが発生した場合は，

QuickTest によって，エラーの原因である定義済みのトリガ・イベントが検索さ

れます。トリガ・イベントが発生した場合，QuickTest によって，対応する回復

操作および回復後操作が実行されます。 

テストに Recovery ステートメントを挿入することで，実行セッション中に回復

シナリオを制御し，呼び出すこともできます。詳細については，82 ページ「プ

ログラムによる回復メカニズムの制御」を参照してください。

注：［テストの設定］ダイアログ・ボックスの［回復］タブにある［回復シナ

リオのアクティブ化］ボックスで「エラー発生時」を選択した場合，回復メカ

ニズムでは，テストの最後のステップで発生するトリガは処理されません。こ

のオプションを選択し，かつテストの最後のステップで発生する可能性のある

予期しないイベントやエラーから回復する必要がある場合は，テストの最後に

さらにステップを追加することで，予期しないイベントやエラーから回復でき

ます。

回復シナリオを使用するタイミングの決定

イベントがテストの特定のポイントで発生することが予測できる場合は，回復

シナリオを使用するのではなく，If ステートメントオプション・ステップなど

を追加して，テストから直接イベントを処理することをお勧めします。たとえ

ば，実行セッション中に［保存］ボタンがクリックされるとファイルの上書き

メッセージ・ボックスが表示される場合は，メッセージ・ボックスが開くと

［OK］をクリックする If ステートメントを追加するか，メッセージ・ボックス

で［OK］をクリックするオプション・ステップを追加することでこのイベン

トを処理できます。テストから直接イベントを処理すると，回復シナリオより

もより明確にエラー処理が行えます。これは回復シナリオが一般的な予測しな

いイベントのセットを処理するよう設計されているためです。またテストから

直接イベントを処理すれば，調整処理のタイミングを制御でき，最小の労力で

最大の効果を挙げることができます。標準設定では，回復処理はステップがエ

ラーを返した後にのみ有効になります。つまり，実際にエラーの原因となった

ステップよりもいくつか後のステップで行われる可能性があります。また，ス

テップごとにトリガ・イベントを確認すれば，パフォーマンスが低下します。
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回復シナリオは，予期しないイベントや，テスト内の特定のステップと同期化

できないイベントにのみ使用します。たとえば，回復シナリオは［プリンタ エ
ラー］メッセージ・ボックスの標準設定のボタンをクリックすることによって

プリンタ・エラーを処理できます。ネットワークがプリンタ・エラーを返すの

がどのポイントか知ることは不可能なので，このエラーはテスト内から直接処

理することはできません。テストでこのイベントを処理するには，プリンタに

ファイルを送るステップの直後に If ステートメントを追加します。しかし，

ネットワークがプリンタ・エラーを返すまでに時間がかかると，テストはエ

ラーが表示されるまでにステップがいくつか進んでしまう場合があります。し

たがって，この種のイベントの場合は，回復シナリオだけが処理できることに

なります。

オプション・ステップの詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユー

ザーズ・ガイド』の 616 ページ「オプション・ステップの使用」参照してくだ

さい。If ステートメントなど，プログラミング・ステートメントの挿入の詳細

については，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の第 20 章

「プログラミング・ロジックを含むステップの追加」を参照してください。

回復シナリオの定義

［回復シナリオ マネージャ］ダイアログ・ボックスでは，回復シナリオを作成

し，回復ファイルにシナリオを保存できます。回復シナリオ・ウィザードを使

用して回復シナリオを作成します。このウィザードは，回復シナリオの各段階

の定義プロセスを案内します。回復ファイルに回復シナリオを保存し，特定の

テストと関連付けます。

回復ファイルの作成

回復シナリオは，回復ファイルに保存します。回復ファイルは，複数の回復シ

ナリオをまとめて整理，格納するのに便利です。新規の回復ファイルを作成す

ることも，既存のファイルを編集することもできます。
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回復ファイルを作成するには，次の手順を実行します。

 1［リソース］＞［回復シナリオ マネージャ］を選択します。［回復シナリオ マ
ネージャ］ダイアログ・ボックスが開きます。

 2 標準設定では，［回復シナリオ マネージャ］ダイアログ・ボックスには新規の

回復ファイルが表示されます。この新規ファイルを使用するか，［開く］ボタ

ンをクリックし，既存の回復ファイルを選択します。あるいは，［開く］ボタ

ンの横にある矢印をクリックして，最近使用した回復ファイルをリストから選

択します。

次の項で説明するように，回復シナリオ・ウィザードを使用して回復シナリオ
を作成し，回復ファイルに保存することができます。
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［回復シナリオ マネージャ］ダイアログ・ボックスについて

［回復シナリオ マネージャ］ダイアログ・ボックスでは，回復ファイルの作成
と編集，および回復シナリオの作成と管理ができます。

［回復シナリオ マネージャ］ダイアログ・ボックスには，現在開いている回復

ファイルの名前，回復ファイルに保存したシナリオのリスト，および各シナリ

オの説明が表示されます。
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［回復シナリオ マネージャ］ダイアログ・ボックスには，次のツールバー・ボ

タンがあります。

注：各回復シナリオには，その種類ごとに異なるアイコンが関連付けられていま

す。詳細については，73 ページ「回復シナリオの管理」を参照してください。

オプション 詳細

新規の回復ファイルを作成します。詳細については，46 ページ「回復

ファイルの作成」を参照してください。

既存の回復ファイルを開きます。矢印をクリックして，最近使用した

回復ファイルのリストから回復ファイルを選択することもできます。

現在の回復ファイルを保存します。詳細については，72 ページ「回復

ファイルへの回復シナリオの保存」を参照してください。

回復シナリオ・ウィザードを開き，新規の回復シナリオを定義します。

詳細については，50 ページ「回復シナリオ・ウィザードについて」を

参照してください。

選択した回復シナリオの回復シナリオ・ウィザードを開き，回復シナ

リオの設定を変更できます。詳細については，75 ページ「回復シナリ

オの変更」を参照してください。

選択した回復シナリオのサマリ・プロパティを読み取り専用形式で表

示します。詳細については，74 ページ「回復シナリオのプロパティの

表示」を参照してください。

回復シナリオを，開いている回復ファイルからクリップボードにコ

ピーします。これによって，回復シナリオを別の回復ファイルに貼り

付けることができます。詳細については，76 ページ「回復シナリオ・

ファイル間での回復シナリオのコピー」を参照してください。

回復シナリオを，クリップボードから開いている回復ファイルに貼り

付けます。詳細については，76 ページ「回復シナリオ・ファイル間で

の回復シナリオのコピー」を参照してください。

回復シナリオを削除します。詳細については，76 ページ「回復シナリ

オの削除」を参照してください。
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回復シナリオ・ウィザードについて

回復シナリオ・ウィザードでは，回復シナリオを作成するプロセスを段階的に

案内します。回復シナリオ・ウィザードには，次の 5 つの主要なステップが含

まれています。

➤ 実行セッションを中断するトリガ・イベントの定義

➤ 継続に必要な回復操作の指定

➤ 回復後のテスト実行の操作の選択

➤ 回復シナリオの名前と説明の指定

➤ 回復シナリオを現在のテストに関連付けるか，すべての新規テストに関連付け

るかどうかの指定

回復シナリオ・ウィザードを開くには，［回復シナリオ マネージャ］ダイアロ

グ・ボックス（［リソース］＞［回復シナリオ マネージャ］）の［新規シナリ

オ］ボタンをクリックします。

［回復シナリオ ウィザードにようこそ］画面

［回復シナリオ ウィザードにようこそ］画面には，回復シナリオ・ウィザード

のさまざまなオプションについての一般的な情報と，回復シナリオの定義に関

連する段階の概要が表示されます。
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［次へ］をクリックし，［トリガ イベントの選択］画面に進みます。

［トリガ イベントの選択］画面

［トリガ イベントの選択］画面では，回復シナリオをトリガするイベントのタ

イプと，QuickTest によるイベントの認識方法を定義できます。 

トリガのタイプを選択し，［次へ］をクリックします。ウィザードに表示され

る次の画面は，次のどのトリガのタイプを選択したかによって異なります。

➤［ポップアップ ウィンドウ］：QuickTest によって，ポップアップ・ウィンドウ

が検出され，ウィンドウのタイトルとテキストの内容に従ってそのウィンドウ

が識別されます。たとえば，実行セッション中にプリンタの用紙切れを示す

メッセージ・ボックスが表示される場合があります。QuickTest では，実行セッ

ションを続行するために，このウィンドウを検出し，定義済みの回復シナリオ

を呼び出すことができます。

このオプションを選択し，［次へ］をクリックして，［ポップアップ ウィンドウ

の条件を指定］画面に進みます。

➤［オブジェクトの状態］：QuickTest によって，特定のテストのオブジェクト状態

が検出され，そのプロパティ値とすべての祖先のプロパティ値に従ってオブ

ジェクト状態が識別されます。オブジェクトはクラスではなく，プロパティ値

によってのみ識別されます。 
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たとえば，特定のプロセスが開いている場合にダイアログ・ボックスの特定の

ボタンが無効になることがあります。QuickTest では，この問題のプロセスを開

いているときに発生するボタンのオブジェクト・プロパティ状態を検出し，定

義済みの回復シナリオを呼び出して，そのプロセスを閉じて実行セッションを

続行できます。

このオプションを選択し，［次へ］をクリックして，［オブジェクトの選択］画

面に進みます。

➤［テスト実行エラー］：QuickTest では，テストの実行エラーが検出され，メソッ

ドからの失敗した戻り値によってエラーが識別されます。たとえば，QuickTest 
では，メニュー項目は実行セッション中の特定の場所では利用できないため，

メソッド引数で指定されたメニュー項目を識別できない場合があります。

QuickTest では，実行セッションを続行するために，この実行エラーを検出し，

定義済みの回復シナリオを呼び出すことができます。

このオプションを選択し，［次へ］をクリックして，［テスト実行エラーの選

択］画面に進みます。

➤［アプリケーションのクラッシュ］：QuickTest によって，アプリケーション・ク

ラッシュが検出され，定義済みのアプリケーションのリストに従って識別され

ます。たとえば，実行セッション中にステップを実行したときに，2 次的なア

プリケーションがクラッシュすることが考えられます。使用中のアプリケー

ションの問題ではない可能性がある，このクラッシュによって実行セッション

を失敗させないように，QuickTest では，このアプリケーションのクラッシュを

検出し，定義済みの回復シナリオを呼び出して実行セッションを続行すること

ができます。

このオプションを選択し，［次へ］をクリックして［プロセスの選択］画面に

進みます。
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注：

一連の回復操作は，トリガ・イベントの条件に合致する状態が発生するたびに

実行されます。たとえば，特定のオブジェクト状態を定義し，2 つのオブジェ

クトがこの状態と一致した場合，指定した状態に各オブジェクトが一致するた

びに 1 回ずつ，合計 2 回の回復操作が実行されます。

回復メカニズムでは，テストの最後のステップで発生するトリガは処理されま

せん。テストの最後のステップで発生する可能性のある予期しないイベントや

エラーから回復する必要がある場合は，テストの最後にさらにステップを追加

することで，予期しないイベントやエラーから回復できます。

［ポップアップ ウィンドウの条件を指定］画面

［トリガ イベントの選択］画面にある［ポップアップ ウィンドウ］トリガを選

択した場合，［ポップアップ ウィンドウの条件を指定］画面が開きます。
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次のいずれかを実行してポップアップ・ウィンドウの識別方法を指定します。

➤ ポップアップ・ウィンドウの［ウィンドウのタイトル］または［ウィンドウ

のテキスト内容］，あるいはその両方に基づいてポップアップ・ウィンドウ

を識別するかどうかを選択し，ポップアップ・ウィンドウの識別に使用する

テキストを入力します。ウィンドウ・タイトルまたはテキスト内容に対して

正規表現を使用するには，該当する［正規表現］チェック・ボックスを選択

し，該当する場所に正規表現を入力します。正規表現の詳細については，

『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の 345 ページ「正規

表現の使用について」を参照してください。

➤ 指差しマークをクリックした後ポップアップ・ウィンドウをクリックし，

ウィンドウ・タイトルとウィンドウのテキスト内容をキャプチャします。

注：前者（［ウィンドウのタイトル］または［ウィンドウのテキスト内容］，あ

るいはその両方）を実行した場合，QuickTest は指定したタイトルまたはテキス

ト，あるいはその両方を含んでいる任意のポップアップ・ウィンドウを識別し

ます。後者（指差しマーク）を実行した場合，QuickTest は選択したウィンドウ

のオブジェクト・プロパティ値に一致するポップアップ・ウィンドウのみを識

別します。

ヒント：ウィンドウのフォーカスを変更したり，ショートカット・メニューを

表示するために右クリックやマウスオーバーなどの操作を実行したりするに

は，CTRL キーを押しながら操作を行います。選択対象オブジェクトを含んでい

るウィンドウが最小化されている場合は，左の CTRL キーを押したまま，

Windows タスク・バー内のアプリケーションを右クリックして，ショートカッ

ト・メニューから［元のサイズに戻す］を選択することで，ウィンドウを表示

できます。

［次へ］をクリックして，［回復操作］画面に進みます。
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［オブジェクトの選択］画面

［トリガ イベントの選択］画面にある［オブジェクトの状態］トリガを選択す

ると，［オブジェクトの選択］画面が開きます。

指差しマークをクリックしてから，プロパティを指定するオブジェクトをク

リックします。 

ヒント：ウィンドウのフォーカスを変更したり，ショートカット・メニューを

表示するために右クリックやマウスオーバーなどの操作を実行したりするに

は，CTRL キーを押しながら操作を行います。選択対象オブジェクトを含んでい

るウィンドウが最小化されている場合は，左の CTRL キーを押したまま，

Windows タスク・バー内のアプリケーションを右クリックして，ショートカッ

ト・メニューから［元のサイズに戻す］を選択することで，ウィンドウを表示

できます。
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クリックした場所が複数のオブジェクトに関連付けられている場合は，［オブジェ

クトの選択－オブジェクトの状態トリガ］ダイアログ・ボックスが開きます。

指定するプロパティを含んでいるオブジェクトを選択し，［OK］をクリックし

ます。選択したオブジェクトとその親が［オブジェクトの選択］画面に表示さ

れます。

注：階層オブジェクトの選択ツリーでは，Web テーブルなど，QuickTest が通常は

記録しないオブジェクト（親以外のオブジェクト）を選択することもできます。

 ［次へ］をクリックして，［オブジェクトのプロパティと値の設定］画面に進

みます。
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［オブジェクトのプロパティと値の設定］画面

［オブジェクトの選択］画面でプロパティを指定するオブジェクトを選択する

と，［オブジェクトのプロパティと値の設定］画面が開きます。

階層の各オブジェクトに対して，［プロパティ値の編集］ボックスで，オブ

ジェクトの識別に使用するプロパティ値を変更できます。［追加 / 削除］ボタン

をクリックし，検査対象のプロパティ値のリストからオブジェクト・プロパ

ティを追加または削除することもできます。オブジェクトはクラスではなく，

プロパティ値によってのみ識別されます。

プロパティ値で正規表現を使用する場合は，［正規表現］チェック・ボックス

を選択します。正規表現の詳細については，『QuickTest Professional 基本機能

ユーザーズ・ガイド』の 345 ページ「正規表現の使用について」を参照してく

ださい。

［次へ］をクリックして，［回復操作］画面に進みます。
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［テスト実行エラー］画面

［トリガ イベントの選択］画面にある［テスト実行エラー］トリガを選択する

と，［テスト実行エラーの選択］画面が開きます。

［エラー］リストでは，次のように，トリガ・イベントとして使用するテスト

の実行エラーを選択します。

➤［任意のエラー］：テスト・オブジェクト・メソッドによって返されるすべての

エラー・コード。

➤［リストまたはメニュー内の項目が一意ではありません］：リスト，メニュー，

またはツリーにある複数の項目に，メソッド引数で指定されている名前がある

場合に発生します。

➤［リストまたはメニュー内の項目が見つかりません］：メソッド引数で指定され

ているリスト，メニュー，またはツリー項目が QuickTest によって識別できな

い場合に発生します。この原因としては，その項目を現在利用できない，また

は名前が変更されていることが考えられます。

➤［物理記述に対して複数のオブジェクトが該当します］：アプリケーションの複

数のオブジェクトが，ステップで指定されているオブジェクトのテスト・オブ

ジェクト記述で指定されている値と同一のプロパティ値を有する場合に発生し

ます。 
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➤［オブジェクトが無効になっています］：ステップで指定されているオブジェク

トが現在無効となっているため，QuickTest がステップを実行できない場合に発

生します。

➤［オブジェクトが見つかりません］：指定された親オブジェクト内に，オブジェ

クトのテスト・オブジェクト記述と一致するオブジェクトがない場合に発生し

ます。

➤［オブジェクトが非表示になっています］：ステップで指定されたオブジェクト

が現在画面上に表示されていないため，QuickTest がステップを実行できない場

合に発生します。

［次へ］をクリックして，［回復操作］画面に進みます。

［プロセスの選択］画面

［トリガ イベントの選択］画面にある［アプリケーションのクラッシュ］トリ

ガを選択した場合，［プロセスの選択］画面が開きます。

［実行中のプロセス］リストには，現在実行中のすべてのアプリケーション・

プロセスが表示されます。［プロセス］リストには，クラッシュした場合に回

復シナリオをトリガするアプリケーション・プロセスが表示されます。
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アプリケーション・プロセスを［プロセス］リストに入力するか，［実行中の

プロセス］リストからアプリケーション・プロセスを選択することによって，

［プロセス］リストにアプリケーション・プロセスを追加できます。

［実行中のプロセス］リストからプロセスを追加するには，［実行中のプロセ

ス］リストのプロセスをダブルクリックするか，プロセスを選択して［追加］

ボタンをクリックします。Windows で複数選択する際の標準的な方法（CTRL 
キーや SHIFT キー）を使用して，複数のプロセスを選択できます。

［プロセス］リストにプロセスを直接追加するには，［新規プロセスの追加］ボ

タンをクリックし，リストに追加するプロセスの名前を入力します。 

［プロセス］リストからプロセスを削除するには，プロセスを選択して［プロ

セスの削除］ボタンをクリックします。

ヒント：プロセスの名前を変更するには，［プロセス］リストでプロセスを選

択し，プロセス名をクリックして編集します。

［次へ］をクリックして，［回復操作］画面に進みます。
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［回復操作］画面

［回復操作］画面では，回復シナリオにおける一連の回復操作を管理できます。

回復操作とは，QuickTest によってトリガ・イベントが認識されたときに順次実

行される操作です。

少なくとも 1 つの回復操作を定義する必要があります。回復操作を定義し，そ

れを［回復操作］リストに追加するには，[ 次へ ] をクリックして，［回復操作］

画面に進みます。

2 つ以上の回復操作を定義する場合，回復操作を選択し，［上に移動］または

［下に移動］ボタンを使用して，QuickTest による回復操作の実行順序を変更で

きます。回復操作を選択し，［削除］ボタンをクリックして，回復シナリオか

ら回復操作を削除することもできます。

注：［Microsoft Windows の再起動］回復操作を定義する場合，常に最後の回

復操作としてこの操作が挿入されるため，リストで位置は変更できません。

回復操作を 1 つでも定義すると，［他の回復操作を追加する］チェック・ボッ

クスが表示されます。 
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➤ 他の回復操作を定義するには，このチェック・ボックスを選択し，［次へ］を

クリックします。

➤［他の回復操作を追加する］チェック・ボックスをクリアし，［次へ］をクリッ

クして，［回復後操作］画面に進みます。

［回復操作］画面

［回復操作］画面では，QuickTest によるトリガ・イベント検出後に実行される

操作を指定できます。

回復操作のタイプを選択し，［次へ］をクリックします。ウィザードに表示さ

れる次の画面は，選択する回復操作のタイプに応じて異なります。

次のタイプの回復操作を定義できます。

➤［キーボードまたはマウス操作］：QuickTest によって，ウィンドウのボタンをク

リックする操作，またはキーボードのキーを押す操作がシミュレートされま

す。このオプションを選択し，［次へ］をクリックして［回復操作－ボタン、

またはキーを押す］画面に進みます。

➤［アプリケーションの終了プロセス］：QuickTest によって，指定のプロセスが閉

じます。このオプションを選択し，［次へ］をクリックして［回復操作－プロ

セスの終了］画面に進みます。
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➤［関数の呼び出し］：QuickTest によって，VBScript 関数が呼び出されます。この

オプションを選択し，［次へ］をクリックして［回復操作－関数の呼び出し］

画面に進みます。

➤［Microsoft Windows の再起動］：QuickTest によって Microsoft Windows が再起

動されます。このオプションを選択し，［次へ］をクリックして［回復操作］

画面に進みます。

注：［Microsoft Windows の再起動］回復操作を使用する場合，操作を実行す

る前に，この回復シナリオと関連付けられているテストをすべて保存する必要

があります。また，再起動時に自動ログインするように，テストを実行するコ

ンピュータを設定する必要があります。

［回復操作－ボタン、またはキーを押す］画面

［回復操作］画面で［キーボードまたはマウス操作］回復操作を選択した場合，

［回復操作－ボタン、またはキーを押す］画面が開きます。

QuickTest によってトリガ・イベントが検出された場合に実行させる，キーボー

ドまたはマウスの操作を指定します。



第 1 部 • 高度なテスト機能を使用した作業

64

➤［［標準設定］ボタン /ENTER キーを押す］：トリガが発生した場合に，表示され

ているウィンドウで，標準のボタンをクリックする，または ENTER キーを押す

よう QuickTest に指示します。

➤［［キャンセル］ボタン /ESCAPE キーを押す］：トリガが発生した場合に，表示

されているウィンドウで，［キャンセル］ボタンをクリックする，または 
ESCAPE キーを押すよう QuickTest に指示します。

➤［押すボタンのラベル指定する］：トリガが発生した場合に，表示されている

ウィンドウで，指定したラベルの付いたボタンをクリックするよう QuickTest 
に指示します。このオプションを選択した場合は，指差しマークをクリックし

た後，トリガ・ウィンドウの中の任意の場所をクリックします。 

ヒント：ウィンドウのフォーカスを変更したり，ショートカット・メニューを

表示するために右クリックやマウスオーバーなどの操作を実行したりするに

は，CTRL キーを押しながら操作を行います。選択対象オブジェクトを含んでい

るウィンドウが最小化されている場合は，左の CTRL キーを押したまま，

Windows タスク・バー内のアプリケーションを右クリックして，ショートカッ

ト・メニューから［元のサイズに戻す］を選択することで，ウィンドウを表示

できます。

選択されたウィンドウのボタン・ラベルはすべて，リスト・ボックスに表示さ

れます。リストから必要なボタンを選択します。

➤［キー、またはキーの組み合わせを押す］：トリガが発生した場合に，表示され

ているウィンドウで，指定したキーボードのキーまたはキーの組み合わせを押

すよう QuickTest に指示します。このオプションを選択した場合は，エディッ

ト・ボックスをクリックした後，指定する単独のキーまたはキーの組み合わせ

を押します。 

［次へ］をクリックします。［回復操作］画面が再び開き，定義したキーボード

またはマウスの回復操作が表示されます。 
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［回復操作－プロセスの終了］画面

［回復操作］画面の［アプリケーションの終了プロセス］回復操作を選択する

と，［回復操作－プロセスの終了］画面が開きます。

［実行中のプロセス］リストには，現在実行中のすべてのアプリケーション・

プロセスが表示されます。［終了するプロセス］リストには，トリガが呼び出

されたときに閉じるアプリケーション・プロセスが表示されます。

［実行中のプロセス］リストからプロセスを追加するには，［実行中のプロセ

ス］リストのプロセスをダブルクリックするか，プロセスを選択して［追加］

ボタンをクリックします。Windows で複数選択する際の標準的な方法（CTRL 
キーや SHIFT キー）を使用して，複数のプロセスを選択できます。

［終了するプロセス］リストにプロセスを直接追加するには，［新規プロセスの

追加］ボタンをクリックし，リストに追加するプロセスの名前を入力します。 

［終了するプロセス］リストからプロセスを削除するには，プロセスを選択し

て［プロセスの削除］ボタンをクリックします。
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ヒント：プロセスの名前を変更するには，［終了するプロセス］リストでプロ

セスを選択し，プロセス名をクリックして編集します。

［次へ］をクリックします。［回復操作］画面が再び開き，定義した「プロセス

を閉じる」回復操作が表示されます。

［回復操作－関数の呼び出し］画面

［回復操作］画面の［関数の呼び出し］回復操作を選択すると，［回復操作－関

数の呼び出し］画面が開きます。

［関数ライブラリ］ボックスで，最近指定した関数ライブラリを選択します。

あるいは，参照ボタンをクリックして，既存の関数ライブラリに移動します。

注：QuickTest では，選択した関数ライブラリが，テストと自動的に関連付けら

れます。したがって，［テストの設定］ダイアログ・ボックスの［リソース］

タブで，それぞれ関数ライブラリとテストを関連付ける必要はありません。
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関数ライブラリを選択した後，次のオプションのいずれか 1 つを選択します。

➤［関数の選択］：選択した関数ライブラリから既存の関数を選択します。 

注：［トリガ イベントの選択］画面で選択したトリガ・タイプのプロトタイプ

構文と一致する関数のみが表示されます。各トリガ・タイプのプロトタイプを

次に示します。

テスト実行エラーのトリガ

OnRunStep
(
[in]  Object as Object: 現在のステップのオブジェクト。

[in]  Method as String: 現在のステップのメソッド。

[in]   Arguments as Array: 実際のメソッドの引数。

[in]   Result as Integer: 実際のメソッドの結果。

)

ポップアップ・ウィンドウとオブジェクトの状態のトリガ
OnObject
(
[in]  Object as Object: 検出されたオブジェクト。
)

アプリケーションのクラッシュのトリガ
OnProcess
(
[in]  ProcessName as String: 検出されたプロセスの名前。

[in]  ProcessId as Integer: 検出されたプロセスの ID。
)
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➤［新規関数の定義］：一意の名前を指定し，表示される関数のプロトタイプに

従って［関数名］ボックスで関数を定義することによって，新規の関数を作成

します。新しい関数が，選択した関数ライブラリに追加されます。

注：複数のシナリオで異なる関数ライブラリから同一の名前を持つ関数を使用

すると，回復プロセスは失敗することがあります。この場合，実行セッション

中に回復の失敗に関する情報が表示されます。

［次へ］をクリックします。［回復操作］画面が再び開き，定義した関数の操作

が表示されます。 

［回復後のテスト実行オプション］画面

［回復操作］画面の［他の回復操作を追加する］チェック・ボックスをクリア

し，［次へ］をクリックすると，［回復後のテスト実行オプション］画面が開き

ます。回復後のテスト実行のオプションでは，QuickTest によってイベントが識

別され，指定の回復オプションがすべて実行された後の，実行セッションの継

続方法を指定します。 
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定義した回復操作が実行された後，QuickTest では，次の実行セッションのオプ

ションのいずれか 1 つを実行できます。

➤［現在のステップを繰り返し、続行する］

この現在のステップとは，回復シナリオがトリガされた際に QuickTest が実行

中であったステップです。回復シナリオに対して「エラー発生時」呼び出しオ

プションを使用している場合，通常，エラーを返すステップは，トリガ・イベ

ントの発生原因となったステップより 1 つ以上後のステップです。 

したがってほとんどの場合，現在のステップを繰り返しても，トリガ・イベン

トは再現されません。詳細については，81 ページ「回復シナリオの有効化と無

効化」を参照してください。

➤［次のステップに進む］

回復シナリオがトリガされた際に QuickTest が実行中であったステップをス

キップします。アプリケーションに対して操作を実行するステップをスキップ

すると，それ以降のステップが失敗する場合があることに注意してください。

➤［次のアクションまたはコンポーネント反復に進む］

現在のアクション反復内のステップの実行を停止し，次のアクション反復を先

頭から開始します（または現在のアクション内でほかに反復を実行する必要が

なければ，次のアクションを開始します）。

➤［次のテスト反復に進む］

現在のアクション内のステップの実行を停止し，次のテスト反復を先頭から開

始します（または現在のアクション内でほかに反復を実行する必要がなけれ

ば，テストの実行を停止します）。 

➤［現在のテスト実行を再開する］

ステップの実行を停止し，テストを始めから再実行します。

➤［テストの実行を停止する］

テストの実行を停止します。

注：回復操作として［Microsoft Windows の再起動］を選択した場合，上記の

最後 2 つのテスト実行のオプションのみから選択できます。
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テスト実行のオプションを選択し，［次へ］をクリックして，［名前と記述］画

面に進みます。

［名前と記述］画面

［回復後のテスト実行オプション］画面でテスト実行のオプションを指定し，

［次へ］をクリックすると，［名前と記述］画面が開きます。 

［名前と記述］画面では，回復シナリオを識別するための名前を指定します。

シナリオに関する説明情報を追加することもできます。 

回復シナリオの名前とテキスト形式の説明を入力し，［次へ］をクリックして，

［回復シナリオ ウィザードの完了］画面に進みます。
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［回復シナリオ ウィザードの完了］画面

［名前と記述］画面で回復シナリオの名前と説明を指定し，［次へ］をクリック

すると，［回復シナリオ ウィザードの完了］画面が開きます。 

［回復シナリオ ウィザードの完了］画面では，定義したシナリオ設定の概要を

確認できます。回復シナリオを自動的に現在のテストに関連付けるかどうか，

または新しいすべてのテストの標準設定に回復シナリオを追加するかどうかを

指定できます。

［シナリオを現在のテストに追加する］チェック・ボックスを選択すると，こ

の回復シナリオを現在のテストに関連付けることができます。［完了］をク

リックすると，QuickTest によって，[ テストの設定 ] ダイアログ・ボックスの

［回復］タブにある［シナリオ］リストに回復シナリオが追加されます。

この回復シナリオを，新しく作るすべてのテストの標準設定のシナリオにする

には，［シナリオを標準テスト設定に追加する］チェック・ボックスを選択し

ます。次回テストを作成する際には，［テストの設定］ダイアログ・ボックス

の［回復］タブの［シナリオ］リストに，このシナリオが表示されます。
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注：シナリオは標準シナリオのリストから削除できます。詳細については，

『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の 772 ページ「テスト

のための回復シナリオ設定の定義」を参照してください。

［完了］をクリックすると，回復シナリオの定義は完了します。

回復ファイルへの回復シナリオの保存

回復シナリオ・ウィザードを使用して，回復ファイル内の回復シナリオの作成

または変更を行ったら，その回復ファイルを保存する必要があります。

新規の回復ファイルまたは変更した回復ファイルを保存するには，次の手順を

実行します。

 1［保存］ボタンをクリックします。既存の回復ファイル内のシナリオの追加ま

たは変更を行うと，回復ファイルとそのシナリオが保存されます。新規の回復

ファイルを使用している場合は，［添付の保存］ダイアログ・ボックスが表示

されます。

ヒント：［保存］ボタンの右側の矢印をクリックし，［名前を付けて保存］を選

択して，別の名前で回復ファイルを保存することもできます。

 2 ファイルの保存先フォルダを選択します。

 3［ファイル名］ボックスにファイルの名前を入力します。回復ファイルは，

ファイル拡張子 .qrs 付きで，指定の場所に保存されます。

ヒント：回復ファイルを保存せずに［回復シナリオ マネージャ］ダイアログ・

ボックスの［閉じる］ボタンをクリックすると，回復ファイルを保存するよう

求められます。［はい］をクリックし，上記のステップ 2 に進みます。既存の

回復ファイル内のシナリオの追加または変更を行い，メッセージに対して［は

い］をクリックすると，回復ファイルとそのシナリオは保存されます。
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回復シナリオの管理

回復シナリオを作成したら，回復シナリオ・マネージャを使用してシナリオを

管理できます。 

回復シナリオ・マネージャには，次の回復シナリオ・アイコンがあります。

アイコン 詳細

実行セッション中，開いているアプリケーションでウィンドウがポップ

アップしたときに回復シナリオがトリガされることを示します。

対象回復シナリオが，アプリケーション内のオブジェクトのプロパティ

値が特定の値に一致したときに起動されることを示します。

テストのステップが正しく実行されないときに回復シナリオがトリガさ

れることを示します。

実行セッション中に，開いているアプリケーションが失敗したときに回

復シナリオがトリガされることを示します。
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回復シナリオ・マネージャでは，次の方法で既存のシナリオを管理できます。

➤ 回復シナリオのプロパティの表示

➤ 回復シナリオの変更

➤ 回復シナリオの削除

➤ 回復シナリオ・ファイル間での回復シナリオのコピー

回復シナリオのプロパティの表示

定義済みのすべての回復シナリオのプロパティを表示できます。

回復シナリオのプロパティを表示するには，次の手順を実行します。

 1［シナリオ］ボックスで，プロパティを表示する回復シナリオを選択します。

 2［プロパティ］ボタンをクリックします。あるいは，［シナリオ］ボックスのシ

ナリオをダブルクリックする方法もあります。［回復シナリオのプロパティ］

ダイアログ・ボックスが開きます。
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［回復シナリオのプロパティ］ダイアログ・ボックスには，選択したシナリオ

に関する，次の読み取り専用の情報が表示されます。

➤［一般］タブ：回復シナリオに対して定義されている名前と説明に加えて，シ

ナリオが保存されている回復ファイルの名前とパスが表示されます。

➤［トリガ イベント］タブ：回復シナリオに対して定義されているトリガ・イベ

ントの設定が表示されます。

➤［回復操作］タブ：回復シナリオに対して定義されている回復操作が表示され

ます。

➤［回復後の操作］タブ：回復シナリオに対して定義されている回復後の操作が

表示されます。

回復シナリオの変更

既存の回復シナリオの設定を変更できます。

回復シナリオを変更するには，次の手順を実行します。

 1［シナリオ］ボックスで，変更するシナリオを選択します。

 2［編集］ボタンをクリックします。回復シナリオ・ウィザードが開き，選択し

た回復シナリオに対して定義した設定が表示されます。

 3 回復シナリオ・ウィザードを操作して，必要に応じて詳細を変更します。回復

シナリオ・ウィザードのオプションの詳細については，46 ページ「回復シナリ

オの定義」を参照してください。

注：行った変更は，［回復シナリオ マネージャ］ダイアログ・ボックスで［保

存］をクリックするまで保存されません。変更を保存せずに［回復シナリオ マ
ネージャ］ダイアログ・ボックスの［閉じる］ボタンをクリックすると，回復

ファイルを保存するよう求められます。［はい］をクリックし，変更を保存し

ます。
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回復シナリオの削除

必要のない既存の回復シナリオは削除できます。回復シナリオ・マネージャか

ら回復シナリオを削除すると，回復シナリオ・ファイルからは対応する情報も

削除されます。 

注：削除した回復シナリオがテストと関連付けられている場合，QuickTest で
は，実行セッション中はその回復シナリオが無視されます。

回復シナリオを削除するには，次の手順を実行します。

 1［シナリオ］ボックスで，削除するシナリオを選択します。

 2［削除］ボタンをクリックします。［回復シナリオ マネージャ］ダイアログ・

ボックスから，回復シナリオが削除されます。

注：シナリオは，［回復シナリオ マネージャ］ダイアログ・ボックスで［保存］

をクリックするまで実際には削除されません。削除を保存せずに［回復シナリ

オ マネージャ］ダイアログ・ボックスの［閉じる］ボタンをクリックすると，

回復ファイルを保存するよう求められます。［はい］をクリックして回復シナ

リオ・ファイルを保存し，シナリオを削除します。

回復シナリオ・ファイル間での回復シナリオのコピー

ある回復シナリオ・ファイルから別の回復シナリオ・ファイルに，回復シナリ

オをコピーできます。

ある回復シナリオ・ファイルから別の回復シナリオ・ファイルに回復シナリオ

をコピーするには，次の手順を実行します。

 1［シナリオ］ボックスで，コピーする回復シナリオを選択します。

 2［コピー］ボタンをクリックします。シナリオがクリップボードにコピーされ

ます。
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 3［開く］ボタンをクリックして，シナリオのコピー先となる回復シナリオ・

ファイルを選択するか，［新規作成］ボタンをクリックして，シナリオのコ

ピー先となる回復シナリオ・ファイルを新規作成します。 

 4［貼り付け］ボタンをクリックします。シナリオが新規の回復シナリオ・ファ

イルにコピーされます。

注：

回復シナリオ・ファイルに同じ名前のシナリオがすでに存在する場合，それを

コピーした新しいシナリオで置き換えるかどうかを選択できます。 

変更は，［回復シナリオ マネージャ］ダイアログ・ボックスで［保存］をク

リックするまで保存されません。変更を保存せずに［回復シナリオ マネー

ジャ］ダイアログ・ボックスの［閉じる］ボタンをクリックすると，回復ファ

イルを保存するよう求められます。［はい］をクリックし，変更を保存します。

テスト用の回復シナリオ・リストの設定

回復シナリオを作成した後は，トリガ・イベントが発生した場合，実行セッ

ション中に QuickTest によって適切なシナリオが実行されるように，作成した

回復シナリオと選択したテストまたはコンポーネントを関連付けます。シナリ

オに優先順位を付け，実行セッション中のシナリオの適用順序を設定できま

す。テストに関連付けられている特定のシナリオ，またはすべてのシナリオを

無効にすることもできます。すべての新しいテスト用の標準シナリオとして，

どの回復シナリオを使用するかも定義できます。

テストへの回復シナリオの追加

回復シナリオを作成した後は，トリガ・イベントが発生すると，実行セッショ

ン中に回復シナリオを実行するよう QuickTest に指示するために，1 つ以上のシ

ナリオをテストと関連付けることができます。［テストの設定］ダイアログ・

ボックスの［回復］タブには，現在のテストに関連付けられているすべての回

復シナリオが表示されます。
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ヒント：トリガ・イベントが発生すると，QuickTest によって，［回復］タブに

表示されている順序に従って該当する回復シナリオが確認されます。80 ページ

「回復シナリオの優先順位の設定」で説明されている手順で，この順序を変更

できます。

回復シナリオをテストに追加するには，次の手順を実行します。

 1［ファイル］＞［設定］を選択します。［テストの設定］ダイアログ・ボックス

が開きます。［回復］タブを選択します。



 第 3 章 • 回復シナリオの定義と使用

79

79

 2［追加］ボタンをクリックします。［回復シナリオの追加］ダイアログ・ボック

スが開きます。

 3［回復ファイル］ボックスで，テストと関連付ける回復シナリオが含まれてい

る回復ファイルを選択します。あるいは，参照ボタンをクリックして，選択す

る回復ファイルに移動します。［シナリオ］ボックスには，選択したファイル

に保存されているシナリオの名前が表示されます。

 4［シナリオ］ボックスで，テストと関連付けるシナリオを選択し，［シナリオの

追加］をクリックします。［回復シナリオの追加］ダイアログ・ボックスが閉

じ，選択したシナリオが［回復］タブの［シナリオ］リストに追加されます。

ヒント：パスを 1 回クリックして強調表示した後，再度パスをクリックして編

集モードに入ることで，回復シナリオ・ファイルのパスを編集できます。たと

えば，絶対ファイル・パスを相対ファイル・パスに変更する場合などにこの操

作を行います。回復シナリオ・ファイルのパスを変更する場合，テストを実行

する前に，回復シナリオが新しいパスの位置に定義されていることを確認する

必要があります。
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回復シナリオのプロパティの表示

テストと関連付けられているすべての回復シナリオのプロパティを表示できます。 

注：［回復シナリオ マネージャ］ダイアログ・ボックスから，回復シナリオの

設定を変更します。詳細については，75 ページ「回復シナリオの変更」を参照

してください。

回復シナリオのプロパティを表示するには，次の手順を実行します。

 1［シナリオ］ボックスで，プロパティを表示する回復シナリオを選択します。

 2［プロパティ］ボタンをクリックします。あるいは，［シナリオ］ボックスのシ

ナリオをダブルクリックする方法もあります。［回復シナリオのプロパティ］

ダイアログ・ボックスが開き，選択したシナリオの設定に関する読み取り専用

の情報が表示されます。詳細については，74 ページ「回復シナリオのプロパ

ティの表示」を参照してください。

回復シナリオの優先順位の設定

実行セッション中に，関連付けられたシナリオが QuickTest によって実行され

る順序を指定できます。トリガ・イベントが発生した場合，QuickTest によっ

て，［テストの設定］ダイアログ・ボックスの［回復］タブに表示されている

順序に従って該当する回復シナリオが確認されます。

回復シナリオの優先順位を設定するには，次の手順を実行します。

 1［シナリオ］ボックスで，優先順位を変更するシナリオを選択します。

 2［上に移動］ボタンまたは［下に移動］ボタンをクリックします。選択に従っ

て，選択したシナリオの優先順位が変更されます。

 3 優先順位を変更するシナリオごとに 1 ～ 2 の手順を繰り返します。

テストからの回復シナリオの削除

［テストの設定］ダイアログ・ボックスの［回復］タブを使用して，特定のシ

ナリオとテストの間の関連付けを削除できます。テストからシナリオを削除し

た後も，まだシナリオ自体は存在していますが，QuickTest によって実行セッ

ション中にシナリオが実行されることはありません。
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回復シナリオをテストから削除するには，次の手順を実行します。

 1［シナリオ］ボックスで，削除するシナリオを選択します。

 2［削除］ボタンをクリックします。選択したシナリオは，テストとの関連付け

が解除されます。

回復シナリオの有効化と無効化 
［テストの設定］ダイアログ・ボックスの［回復］タブでは，特定のシナリオ

を有効または無効にしたり，QuickTest による回復シナリオのメカニズムの呼び

出し条件を指定したりできます。特定のシナリオを無効にしても，テストとの

関連付けは残りますが，実行セッション中にそのシナリオが QuickTest によっ

て実行されることはありません。そのシナリオは後で有効にできます。 

また，回復シナリオを呼び出す条件を指定することもできます。

特定の回復シナリオを有効 / 無効にするには，次の手順を実行します。

➤ シナリオを有効にするには，各シナリオの左側にあるチェック・ボックスを選

択します（複数選択も可）。 

➤ シナリオを無効にするには，各シナリオの左側にあるチェック・ボックスをク

リアします。 

回復メカニズムを呼び出すか条件を定義するには，次の手順を実行します。

➤［回復シナリオのアクティブ化］ボックスにある次のオプションのいずれかを

選択します。

➤ 各ステップごと：ステップを実行するたびに回復メカニズムが呼び出され

ます。 

➤ エラー発生時：エラーの戻り値を返すステップの後のみ，回復メカニズムが

呼び出されます。 

エラーを返すステップは，多くの場合，例外イベントの発生原因となるス

テップとは同じではありません。 

たとえば，チェック・ボックスを選択するステップによって，ポップアッ

プ・ダイアログ・ボックスが開いたとしましょう。ポップアップ・ダイアロ

グ・ボックスがトリガ・イベントとして定義されてはいるものの，チェッ

ク・ボックスを選択するステップの実行は成功しているため，QuickTest の
処理は次のステップに進みます。続くいくつかのステップでは，アプリケー

ションに対する操作の実行を必要としないチェックポイント，関数，その他
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の条件ステートメントまたはループ・ステートメントが実行される可能性が

あります。そして，ポップアップ・ダイアログ・ボックスによって実行が妨

げられる操作をアプリケーションに対して実行するように QuickTest に指示

するステップが登場するには，10 個のステートメントを経てようやく，と

いうことが考えられます。この場合，エラーを返し，回復メカニズムをトリ

ガしてダイアログ・ボックスを閉じるのは，この 10 番目のステップです。

回復操作が完了した後は，現在のステップはこの 10 番目のステップであり，

トリガ・イベントの原因となったステップではありません。

➤ なし：回復メカニズムが無効になります。

注：［各ステップごと］を選択すると，テストの実行中にパフォーマンスが低

下する場合があります。

ヒント : 実行セッション中，テストに関連付けられている特定のシナリオ，ま

たはすべてのシナリオをプログラムの中から有効 / 無効にすることもできます。

詳細については，82 ページ「プログラムによる回復メカニズムの制御」を参照

してください。

すべての新しいテストの標準回復シナリオの設定

［テストの設定］ダイアログ・ボックスの［回復］タブで［標準値に設定］ボ

タンをクリックすると，回復シナリオの現在のリストを，すべての新しいテス

ト用の標準シナリオに設定できます。設定以降，現在の回復シナリオのリスト

に加える変更は現在のテストにのみ影響し，定義した標準設定のリストは変更

されません。 

プログラムによる回復メカニズムの制御

Recovery オブジェクトを使用すれば，実行セッション中にプログラムの中で回

復メカニズムを制御できます。たとえば，回復メカニズム全体を有効または無

効にしたり，実行セッションの一部分で特定の回復シナリオを有効または無効

にしたりできます。また，特定の回復シナリオに関するステータス情報を取得
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したり，実行セッションの特定の時点で回復メカニズムを明示的に呼び出した

りできます。

標準設定では，実行セッション中にエラーが返された場合，QuickTest によって

回復トリガが調べられます。Recovery オブジェクトの Activate メソッドを使用

すると，QuickTest に，実行セッションの特定のステップの後でトリガを調べさ

せることができます。たとえば，オブジェクト・プロパティ・チェックポイン

トの実行時に，あるプロセスが開いていると，そのチェックポイントが失敗す

ると分かっているとします。アプリケーションにおける別の問題である可能性

があるため，こうした開いているプロセスがチェックポイントの成功または失

敗に影響を及ぼさないようにする必要があります。 

しかし，チェックポイントの失敗は，実行エラーにはなりません。そのため，

標準設定では，回復メカニズムがオブジェクトの状態によって呼び出されるこ

とはありません。オブジェクトのプロパティが特定の状態にあるときに指定の

開いているプロセスを探して閉じる回復シナリオを定義できます。オブジェク

トのプロパティの状態は，問題のあるプロセスが開いている場合の値を示しま

す。QuickTest に対して，チェックポイントが失敗したときに回復メカニズムを

呼び出させ，問題のプロセスが開いていないか調べさせて，あれば閉じさせ，

失敗したチェックポイントを実行しなおすように指示できます。これにより，

チェックポイントが 2 回目に実行されるときには，チェックポイントは開かれ

ているプロセスによる影響を受けなくなります。

Recovery オブジェクトとそのメソッドの詳細については，『QuickTest 
Professional オブジェクト・モデル・リファレンス』を参照してください。
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第 4 章
オブジェクトの認識の設定

オブジェクトに対する操作を記録するとき，またはオブジェクト・リポジトリ

にオブジェクトを追加するとき，QuickTest は当該オブジェクトのプロパティと

値のセットを学習します。このプロパティと値のセットは，当該オブジェクト

をオブジェクト階層の中で一意に識別する記述です。多くの場合，この記述

で，QuickTest が実行セッション中にオブジェクトを十分に識別できます。

特定のオブジェクト・クラスを表す記述が，アプリケーションのオブジェクト

を最も論理的に記述するものでないことが判明した場合や，オブジェクト記述

の中のプロパティの値が頻繁に変わることが予想される場合には，QuickTest に
よるオブジェクトの学習方法，識別方法を設定できます。また，ユーザ定義オ

ブジェクトを標準のテスト・オブジェクト・クラスに割り当て，QuickTest によ

るユーザ定義オブジェクト・クラスのオブジェクトを学習する方法も設定でき

ます。

本章では，次の内容について説明します。

➤ オブジェクトの認識の設定について

➤［オブジェクトの認識］ダイアログ・ボックス

➤ スマート認識の設定

➤ ユーザ定義のテスト・オブジェクト・クラスの割り当て
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オブジェクトの認識の設定について

QuickTest には，各テスト・オブジェクトに対して学習するプロパティのセット

があらかじめ用意されています。記録または追加対象オブジェクトを一意に識

別するのにこれらの必須プロパティ値では十分でない場合，QuickTest は何らか

の補足プロパティまたは序数識別子を追加して，一意の記述を作成します。 

「必須プロパティ」とは，QuickTest が特定のテスト・オブジェクト・クラスに

ついて必ず学習するプロパティです。

「補足プロパティ」とは，QuickTest がアプリケーションの特定のオブジェクト

について学習する必須プロパティでは一意の記述を作成するのに不十分である

場合にだけ QuickTest が学習するプロパティです。1 つのオブジェクト・クラス

に複数の補足プロパティが定義されている場合，QuickTest は補足プロパティを 
1 つずつ順番に学習し，オブジェクトの一意の記述ができたところで学習を止

めます。QuickTest が学習した補足プロパティはテスト・オブジェクトの記述に

追加されます。 

注：すべての定義済みの必須および補足プロパティを組み合わせても一意のテ

スト・オブジェクト記述の作成に十分でない場合，QuickTest は選択された序数

識別子の値も学習します。詳細については，93 ページ「序数識別子の選択」を

参照してください。

テストの実行の際，QuickTest は，学習した（序数識別子のない）記述に一致す

るオブジェクトを検索します。記述に一致するオブジェクトが見つからない場

合や，記述に一致するオブジェクトが複数ある場合，QuickTest はスマート認識

メカニズムを使って（ただし，有効になっている場合），オブジェクトを識別

します。多くの場合，スマート認識定義が存在すれば，学習した記述が 1 つ以

上のプロパティ値が変更されたことで識別に失敗する場合に，QuickTest による

オブジェクトの識別に役立ちます。テスト・オブジェクト記述は，スマート認

識メカニズムでもオブジェクトの候補を 1 つに絞り込めない場合に限り，序数

識別子と組み合わせて使われます。 

［オブジェクトの認識］ダイアログ・ボックス（［ツール］＞［オブジェクトの

認識］）では，QuickTest がアプリケーションの中のオブジェクトの記述を学習

するのに使う，必須プロパティ，補足プロパティ，および序数識別子プロパ

ティを設定できるほか，スマート認識の有効化と設定が可能です。 
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また，新しいユーザ定義クラスを設定し，それらを既存のテスト・オブジェク

ト・クラスにマップして，テスト実行時にユーザ定義クラスからオブジェクト

を QuickTest が認識するようにもできます。

［オブジェクトの認識］ダイアログ・ボックス

［オブジェクトの認識］ダイアログ・ボックスのメイン画面を使って，必須お

よび補足プロパティの設定，序数識別子の選択，および各テスト・オブジェク

トに対するスマート認識メカニズムを有効にするかどうかを指定します。

［オブジェクトの識別］ダイアログ・ボックスから，ユーザ定義オブジェクト・

クラスの定義とそれらの標準ウィンドウ・オブジェクト・クラスへの割り当て

も行えます。また，［テスト オブジェクト クラス］リストに表示される任意の

オブジェクトにスマート識別メカニズムを設定することもできます。

注：

［オブジェクトの認識］ダイアログ・ボックスで行った変更は，すでにオブ

ジェクト・リポジトリに追加されたオブジェクトには影響しません。

WinMenu，VbLabel，VbObject，VbToolbar オブジェクトなど，特定のテスト・

オブジェクトの学習したスマート認識プロパティは，設定できません。した

がって，これらのオブジェクトには選択した環境の［テスト オブジェクト ク
ラス］リストが含まれません。

詳細については，次を参照してください。

➤ 88 ページ「必須および補足記録プロパティの設定」

➤ 93 ページ「序数識別子の選択」

➤ 98 ページ「スマート認識の有効化と無効化」

➤ 99 ページ「テスト・オブジェクトの標準設定のオブジェクト認識設定の復元」

➤ 99 ページ「オブジェクト認識設定用の自動スクリプトの生成」

➤ 100 ページ「スマート認識の設定」

➤ 109 ページ「ユーザ定義のテスト・オブジェクト・クラスの割り当て」
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必須および補足記録プロパティの設定

QuickTest が特定のオブジェクト・クラスのために使う記述が，アプリケーショ

ンのオブジェクトを記述するために十分には論理的でないことが判明した場合

や，オブジェクト記述の中で現在使われているプロパティの値が変わることが

予想される場合には，そのクラスのオブジェクトを学習するときに QuickTest 
が学習する必須および補足プロパティを変更できます。

実行セッション中，QuickTest はテスト・オブジェクト記述中のすべてのプロパ

ティに一致するオブジェクトを探します。このとき，必須プロパティとして学

習したものと補足プロパティとして学習したものを区別しません。

たとえば，Web Image オブジェクトの標準の必須プロパティは，alt，html tag，
および image type プロパティです。標準の補足プロパティは定義されていま

せん。Web サイトに複数の広告を循環して表示するいくつかの広告枠があるも

のとします。これらの広告枠のそれぞれのイメージをクリックするテストを記

録したいものとします。しかし，それぞれの広告イメージの alt 値は異なるた

め，テストを作成すると 1 つの alt 値が記録され，そしてテストを実行するとほ

とんどの場合，別の alt 値がキャプチャされるため，テスト実行が失敗するこ

とになります。この場合，Web Image 必須プロパティ・リストから alt プロパ

ティを削除できます。その代わり，サイトの特定の広告枠に表示される各広告

イメージは，イメージの name プロパティの値が同じなので，必須プロパティ

にその name プロパティを追加して，QuickTest が一意にオブジェクトを識別で

きるようにします。

また，ページの複数の場所に表示される Web イメージに（たとえば，ロゴが

ページの一番上と下に表示されるなど），Web デザイナによって Image タグに

特別な ID プロパティが追加されたとします。ページに一度だけ表示されるイ

メージであれば，一意の記述を作成するには必須プロパティで十分ですが，同

じページにイメージが複数回表示される場合には，QuickTest に ID プロパティ

も学習させたいところです。このためには，ID プロパティを補足プロパティと

して追加して，一意のテスト・オブジェクト記述の作成に必要な場合にだけ 
QuickTest に ID プロパティを学習させるようにします。
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テスト・オブジェクト・クラスのための必須および補足プロパティを作成する

には，次の手順を実行します。

 1［ツール］＞［オブジェクトの認識］を選択します。［オブジェクトの認識］ダ

イアログ・ボックスが表示されます。

 2［環境］リストで適切な環境を選択します。選択した環境に関連付けられてい

るテスト・オブジェクト・クラスが［テスト オブジェクト クラス］リストに

アルファベット順に表示されます（標準の Windows では，ユーザ定義オブジェ

クトがリストの一番下に表示されます）。

注：［環境］リストに含まれている環境は，読み込まれたアドイン環境に対応

するものです。アドインの読み込みの詳細については，『QuickTest Professional 
基本機能ユーザーズ・ガイド』の第 27 章「QuickTest アドインの使用法」を参

照してください。
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 3［テスト オブジェクト クラス］リストで，設定するテスト・オブジェクト・ク

ラスを選択します。

 4［必須 プロパティ］リストで，［追加と削除］をクリックします。必須プロパ

ティのための［プロパティの追加と削除］ダイアログ・ボックスが表示されます。

 5 必須プロパティ・リストに含めるプロパティを選択します。また，リストから

削除するプロパティを消去します。 

注：同じプロパティを必須と補足の両方のプロパティ・リストに含めることは

できません。

［新規作成］をクリックして，表示されるダイアログ・ボックスに有効なプロ

パティ名を指定することにより，新規プロパティを指定できます。
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ヒント：attribute/ ＜プロパティ名＞の形式を使用して，Web オブジェクトに使

用可能なプロパティの集合にプロパティ名を追加することもできます。これを

行うためには，［新規作成］をクリックします。［新規プロパティ］ダイアロ

グ・ボックスが開きます。有効なプロパティを，attribute/ ＜プロパティ名＞の

形式で入力して，［OK］をクリックします。新プロパティが［プロパティの追

加と削除］リストに追加されます。たとえば，MyColor というプロパティを追

加するには，attribute/MyColor と入力します。 

 6［OK］をクリックし，［プロパティの追加と削除］ダイアログ・ボックスを閉

じます。更新された必須プロパティの集合が［必須プロパティ］リストに表示

されます。

 7［補足 プロパティ］リストで，［追加と削除］をクリックします。必須プロパ

ティのための［プロパティの追加と削除］ダイアログ・ボックスが表示されます。

 8 補足プロパティ・リストに含めるプロパティを選択します。また，リストから

削除するプロパティを消去します。 
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注：同じプロパティを必須と補足の両方のプロパティ・リストに含めることは

できません。

［新規作成］をクリックして，表示されるダイアログ・ボックスに有効なプロ

パティ名を指定することにより，新規プロパティを指定できます。

ヒント：attribute/ ＜プロパティ名＞の形式を使用して，Web オブジェクトに使

用可能なプロパティの集合にプロパティ名を追加することもできます。これを

行うためには，［新規作成］をクリックします。［新規プロパティ］ダイアロ

グ・ボックスが開きます。有効なプロパティを，attribute/ ＜プロパティ名＞の

形式で入力して，［OK］をクリックします。新規プロパティが［補足プロパ

ティ］リストに追加されます。たとえば，MyColor というプロパティを追加す

るには，attribute/MyColor と入力します。

 9［OK］をクリックし，［プロパティの追加と削除］ダイアログ・ボックスを閉

じます。プロパティは［補足プロパティ］リストに表示されます。

 10 上向き矢印と下向き矢印を使って，補足プロパティの順序を指定します。オブ

ジェクトを学習するときに一意のオブジェクト記述を作成するために補足プロ

パティが必要な場合，QuickTest は，一意の記述を作成するのに十分な情報が得

られるまで，［補足プロパティ］リストでの順序に従って，記述に補足プロパ

ティを 1 つずつ追加していきます。
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序数識別子の選択

［オブジェクトの認識］ダイアログ・ボックスで指定した必須プロパティと補

足プロパティを学習するのに加え，QuickTest は予備的に各テスト・オブジェク

トの序数識別子も学習できます。「序数識別子」は，同じ記述を持つオブジェ

クト（必須および補足プロパティ・リストで指定されているすべてのプロパ

ティの値が同じオブジェクト）を区別するために，他のオブジェクトとの相対

的な順番を表す数値を割り当てます。この順位の値によって QuickTest は，必

須および補足プロパティでは一意の記述を作成するのに不十分な場合でも，一

意の記述を作成できます。

割り当てられた序数プロパティの値は，相対的な値であり，QuickTest がオブ

ジェクトを学習するときに表示されていた他のオブジェクトとの相対関係に基

づいています。アプリケーションのページやスクリーンのレイアウトや構成が

変われば，オブジェクト自体には一切変化がなくても，この値が変わることが

あります。そのため，QuickTest はすべての利用可能な必須および補足プロパ

ティを使っても一意の記述を作成できない場合にだけ，この予備的な序数識別

子の値を学習します。

さらに，QuickTest は序数識別子を学習しても，実行セッション中に序数識別子

を使うのは，学習した記述およびスマート認識メカニズムを使ってアプリケー

ションのオブジェクトを十分に識別できない場合だけです。QuickTest が他のテ

スト・オブジェクト・プロパティを使用して実行セッション中にオブジェクト

を識別できれば，序数識別子は無視されます。

QuickTest がオブジェクトの識別に使用できる序数識別子のタイプは次のとおり

です。

➤［インデックス］：オブジェクトがアプリケーション・コードの中に出現する順

序を，それ以外は同じ記述を持つ他のオブジェクトとの相対関係で表します。

詳細については，94 ページ「インデックス・プロパティを使用したオブジェク

トの識別」を参照してください。

➤［場所］：親ウィンドウ，フレーム，またはダイアログ・ボックス内においてオ
ブジェクトが出現する順序を，その他の記述が同じであるほかのオブジェクト
との相対位置で表します。詳細については，95 ページ「場所プロパティを使用
したオブジェクトの識別」を参照してください。

➤［CreationTime］：（Browser オブジェクトのみ）同じ記述を持つブラウザが開

いた相対的な順番を表します。詳細については，96 ページ「CreationTime プロ

パティを使用したオブジェクトの識別」を参照してください。
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標準設定では，テスト・オブジェクト・クラスごとに序数識別子があります。

標準設定の序数識別子を変更するには，［序数識別子］ボックスから，目的の

タイプを選択します。

ヒント：QuickTest は，記録に必須および補足プロパティを使って一意のテス

ト・オブジェクト記述を作成できた場合には，序数識別子は学習しません。

［オブジェクトのプロパティ］または［オブジェクト リポジトリ］ダイアロ

グ・ボックスの序数識別子ダイアログを使用して，後からオブジェクトのテス

ト・オブジェクト・プロパティに序数識別子を追加できます。詳細について

は，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の第 6 章「テスト・

オブジェクトを使用した作業」を参照してください。

インデックス・プロパティを使用したオブジェクトの識別

オブジェクトの学習中，QuickTest はオブジェクトを一意に識別できるように，

オブジェクトの インデックス・プロパティに値を割り当てることができます。

この値は，ソース・コード内のオブジェクトの順番に基づいています。最初の

番号は 0 です。

インデックス・プロパティ値は，各オブジェクトに固有の値です。したがっ

て，ある WebEdit テスト・オブジェクトを記述するのに Index:=3 を使用する

と，QuickTest はページ内の 4 番目の WebEdit を探します。一方，WebElement 
オブジェクトを記述するのに Index:=3  を使用すると，WebElement オブジェク

トはすべての Web オブジェクトに適用されるため，QuickTest はタイプに関係

なくページ内の 4 番目の Web オブジェクトを探します。

たとえば，次のオブジェクトを含んだページがあるとします。

➤ Apple という名前の画像

➤ UserName という名前の画像

➤ UserName という名前の WebEdit オブジェクト

➤ Password という名前の画像

➤ Password という名前の WebEdit オブジェクト
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次のステートメントは，リストの 3 番目の項目を表します。ページ内で 
UserName という名前を持つ最初の WebEdit オブジェクトだからです。

WebEdit("Name:=UserName", "Index:=0")

一方，次のステートメントは，リストの 2 番目の項目を表します。ページ内で 
UserName という名前を持つ最初の任意のタイプ（WebElement）のオブジェク

トだからです。

WebElement("Name:=UserName", "Index:=0")

場所プロパティを使用したオブジェクトの識別

オブジェクトの学習中，QuickTest はオブジェクトを一意に識別できるように，

オブジェクトの 場所 プロパティに値を割り当てることができます。この値は，

ウィンドウ，フレーム，ダイアログ・ボックス内に現れる同一のプロパティを

持つ他のオブジェクトとの相対的な順番に基づいて決まります。最初のオブ

ジェクトの場合，値は 0 です。値はカラム内で上から下に，そして左から右へ

の順序で割り当てられます。 

次の例では，ダイアログ・ボックス内のラジオ・ボタンは，位置のプロパティ

に従って番号が付けられています。 

場所プロパティ値はオブジェクト固有の値です。したがって，ある WinButton 
テスト・オブジェクトを記述するのに Location:=3 を使用すると，QuickTest は 
4 番目の WinButton をページ内の上から下，左から右に探します。一方，

WinObject オブジェクトを記述するのに Location:=3  を使用すると，WinObject 
オブジェクトはすべての標準オブジェクトに適用されるため，QuickTest はタイ
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プに関係なくページ内の 4 番目の標準オブジェクトをページ内の上から下，左

から右に探します。

たとえば，次のオブジェクトを含んだダイアログ・ボックスがあるとします。

➤ OK という名前のボタン・オブジェクト

➤ Add/Remove という名前のボタン・オブジェクト

➤ Add/Remove という名前のチェック・ボックス・オブジェクト

➤ Help という名前のボタン・オブジェクト

➤ Check spelling という名前のチェック・ボックス・オブジェクト

次のステートメントは，リストの 3 番目の項目を表します。ページ内で 
Add/Remove という名前を持つ最初のチェック・ボックス・オブジェクトだか

らです。

WinCheckBox("Name:=Add/Remove", "Location:=0") 

一方，次のステートメントは，リストの 2 番目の項目を表します。ページ内で 
Add/Remove という名前を持つ最初の任意のタイプ（WinObject）のオブジェク

トだからです。

WinObject("Name:=Add/Remove", "Location:=0") 

CreationTime プロパティを使用したオブジェクトの識別

Browser オブジェクトの学習中，テスト・オブジェクトの記述によってオブ

ジェクトを一意に特定できない場合，QuickTest は CreationTime テスト・オブ

ジェクト・プロパティに値を割り当てます。この値は，同じ記述を持つブラウ

ザが開いた相対的な順番を示します。最初に開いたブラウザは，CreationTime = 
0 の割り当てとなります。

実行セッション中，テスト・オブジェクトの記述だけに基づいて Browser オブ

ジェクトを一意に識別できないとき，QuickTest はブラウザが開いた順番を確認

し，CreationTime プロパティを使用して正しい Browser オブジェクトを識別し

ます。 

たとえば，それぞれ 9:01 pm，9:03 pm，9:05 pm と，開いた時間だけが違う同一

の 3 つのブラウザを対象にテストを記録する場合，QuickTest は 9:01 pm のブラ

ウザに CreationTime = 0 を，9:03 pm のブラウザに CreationTime = 1 を，9:05 pm 
のブラウザに CreationTime = 2 を割り当てます。
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10:30 pm にテストを実行したときに，ブラウザが 10:31 pm，10:33 pm，10:34 
pm に開いたとします。QuickTest は 10:31 pm のブラウザが CreationTime = 0 の
ブラウザ・テスト・オブジェクト，10:33 pm のブラウザが CreationTime = 1 の
ブラウザ・テスト・オブジェクト，10:34 pm のブラウザが CreationTime = 2 の
ブラウザ・テスト・オブジェクトであると識別します。 

開いているブラウザがいくつかある場合，CreationTime の最も低いものが最初

に開いたものであり，最も高いものが最後に開いたものになります。たとえ

ば，3 つ以上のブラウザが開いている場合，CreationTime = 2 のブラウザは 3 番
目に開いたブラウザです。セッションの記録中に 7 つのブラウザが開いている

場合，CreationTime = 6 のブラウザが最後に開いたブラウザです。 

特定の CreationTime 値のブラウザを対象にステップが記録され，実行セッショ

ン中にこの CreationTime 値を持つブラウザが開いていない場合，ステップは 
CreationTime 値の最も高いブラウザで実行されます。たとえば，ステップが 
CreationTime = 6 のブラウザを対象に記録され，CreationTime = 0 と CreationTime 
= 1 という 2 つのブラウザだけが実行セッション中に開いているとすると，ス

テップは最後に開いたブラウザ（この例では CreationTime = 1）で実行されます。 

注：セッション中の特定の時間に使用できる CreationTime 値は連番になってい

ない可能性があります。たとえば，記録または実行セッション中に 6 つのブラ

ウザを開いたとして，セッション中にそのうち 2 番目と 4 番目に開いたブラウ

ザ（CreationTime 値 1 と 3）を閉じたとすると，セッションの最後で開いている

ブラウザは CreationTime 値が 0，2，4，5 のブラウザになります。
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スマート認識の有効化と無効化

特定のテスト・オブジェクト・クラスの［スマート認識を有効にする］チェッ

ク・ボックスを選択すると，QuickTest によってオブジェクトの基本フィルタ・

プロパティとオプション・フィルタ・プロパティの一方または両方で指定され

ているすべてのプロパティ値が学習されます。 

標準では，一部のテスト・オブジェクトはすでにスマート認識が設定されてお

り，他は設定されていません。標準で設定されているものは，［スマート認識

を有効にする］チェック・ボックスも標準で選択されています。 

スマート認識設定が定義されているテスト・オブジェクト・クラスのみスマー

ト認識メカニズムを有効にします。しかし，特定のテスト・オブジェクト・ク

ラスを対象としたスマート認識設定を定義した場合でも，スマート認識プロパ

ティ値を学習したくないこともあります。スマート認識プロパティを学習しな

い場合は，［スマート認識を有効にする］チェック・ボックスをクリアします。

注：特定のオブジェクトのスマート認識プロパティを学習するように設定して

ある場合でも，［オブジェクトのプロパティ］または［オブジェクト リポジト

リ］ダイアログ・ボックスで，特定のオブジェクトに対するスマート認識機能

の使用を無効にできます。また，［テストの設定］ダイアログ・ボックスの

［実行］タブでテスト全体に対するスマート認識メカニズムの使用を無効にで

きます。詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイ

ド』の第 6 章「テスト・オブジェクトを使用した作業」および 751 ページ「テ

ストのための実行設定の定義」を参照してください。 

ただし，スマート認識プロパティを学習しなければ，オブジェクトに対して後

でスマート認識メカニズムを有効にすることはできません。

スマート認識メカニズムの詳細については，100 ページ「スマート認識の設定」

を参照してください。
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テスト・オブジェクトの標準設定のオブジェクト認識設定の復元

ロードされているすべての環境，現在の環境のみ，または選択したテスト・オ

ブジェクトの，オブジェクトの認識設定およびスマート認識プロパティ設定

を，標準の設定に戻すことができます。

リセットできるのは組み込みオブジェクトのプロパティのみです。標準の 
Windows 環境をリセットすると，ユーザ定義のオブジェクトは削除されます。

注：［オブジェクトの認識］ダイアログ・ボックスの［環境］ボックスには，

現在ロードされている環境のみが一覧表示されます。

標準では［テスト オブジェクトを元に戻す］ボタンが表示されますが，下矢印

をクリックして，次のいずれかのオプションを選択することができます。

➤［テスト オブジェクトを元に戻す］：選択したテスト・オブジェクトの設定をリ

セットして，システム標準の値に戻します。

➤［環境を元に戻す］：現在の環境のすべてのテスト・オブジェクトの設定をリ

セットして，システム標準の値に戻します。

➤［すべて元に戻す］：現在ロードされている環境のすべての設定をリセットし

て，システム標準の値に戻します。

オブジェクト認識設定用の自動スクリプトの生成

［スクリプトの生成］ボタンをクリックして，現在のオブジェクトの認識設定

を含む自動スクリプトを生成できます。詳細については 215 ページ「QuickTest
操作のオートメーション」を参照するか，『QuickTest オートメーション・オブ

ジェクト・モデル・リファレンス』（［ヘルプ］＞［QuickTest オートメーショ

ン オブジェクト モデル リファレンス］）を参照してください。
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スマート認識の設定

スマート認識プロパティを設定すれば，学習したオブジェクト記述に含まれる

プロパティの一部が変更されている場合に，QuickTest がアプリケーションのオ

ブジェクトを識別するのに役立ちます。

QuickTest は，学習した記述を使ってオブジェクトを識別するとき，記述中のす

べてのプロパティ値と一致するオブジェクトを検索します。ほとんどの場合，

この記述はオブジェクトを識別する最も簡単な方法です。そしてオブジェクト

の主要なプロパティが変更されない限り，この方法は有効です。

QuickTest が学習したオブジェクト記述に一致するオブジェクトを見つけられな

い場合や，複数のオブジェクトが記述に適合する場合，QuickTest は学習した記

述を無視し，スマート認識メカニズムを使ってオブジェクトの識別を試みます。 

スマート認識メカニズムはもう少し複雑ですが，柔軟性が高いので，スマート

認識定義を適格に設定すれば，学習した記述では識別できないときに，

QuickTest がオブジェクト（存在していれば）を識別するのに役立ちます。

スマート認識メカニズムは次の 2 タイプのプロパティを使います。 

➤［基本フィルタのプロパティ］は，特定のテスト・オブジェクト・クラスの最

も基本的なプロパティです。その値は，元のオブジェクトの根本的な部分を変

えなければ変わりません。たとえば，Web のリンクのタグが <A> から何か別の

値に変わった場合には，もはやそれを同じオブジェクトとは呼べません。

➤［オプション フィルタのプロパティ］：特定のクラスのオブジェクトを識別する

のに役立つ別のプロパティです。これらのプロパティは，通常は変わらないと

みなされますが，適用できなくなった場合には無視できます。

スマート認識の処理過程について

QuickTest が実行セッション中にスマート認識メカニズムに切り替わると（学習

した記述ではオブジェクトを識別できなかったため），スマート認識は次のプ

ロセスでオブジェクトを識別します。

 1 QuickTest  は学習したテスト・オブジェクト記述を「忘れ」，［基本フィルタの

プロパティ］リストに含まれているすべてのプロパティに適合するオブジェク

ト（親オブジェクト内のオブジェクト）を含んだ新しいオブジェクト候補リス

トを作成します。
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 2 QuickTest は，［オプション フィルタのプロパティ］リストの最初のプロパティ

に適合しないオブジェクトをオブジェクト候補リストからすべて除外します。

残りのオブジェクトが新しいオブジェクト候補リストになります。

 3 QuickTest が新しいオブジェクト候補リストを評価します。

➤ 新しいオブジェクト候補リストに，まだ複数のオブジェクトがある場合，

QuickTest はこの新しい（より小さい）オブジェクト候補リストを使って，

リスト中の次のオプション・フィルタ・プロパティを使って手順 2 を繰り返

します。

➤ 新しくできたオブジェクト候補リストが空の場合，QuickTest はこのオプ

ション・フィルタ・プロパティを無視し，前のオブジェクト候補リストに

戻って手順 2 をリストの次のオプション・フィルタ・プロパティを使って繰

り返します。

➤ オブジェクト候補リストにオブジェクトが 1 つだけ含まれている場合，

QuickTest はそれが識別されたオブジェクトであると判断し，そのオブジェ

クトを含んでいるステートメントを実行します。

 4 QuickTest は手順 2 と 3 で説明した処理を，1 つのオブジェクトを識別するか，

オプション・フィルタ・プロパティを使い果たすまで実行し続けます。 

スマート認識の除外処理完了後も，QuickTest がまだオブジェクトを識別できな

い場合は，QuickTest は学習した記述に加え，序数識別子を使ってオブジェクト

を識別します。

学習したスクリプトと序数識別子の組み合わせでもオブジェクトを識別するの

に不十分な場合は，QuickTest は実行セッションを中止し，実行エラー・メッ

セージを表示します。

テスト結果に含まれるスマート認識情報の参照

学習した記述では QuickTest が指定されたオブジェクトを一度で識別できず，

しかもスマート認識定義が定義されている（そして有効である）場合には，

QuickTest はスマート認識メカニズムを使ってオブジェクトの識別を試みます。

QuickTest が，学習した記述では一致するオブジェクトを見つけられず，スマー

ト認識でオブジェクトを見つけるのに成功した場合，テスト結果は警告ステー

タスを受け取り，スマート認識メカニズムが使用されたことを示します。 
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スマート認識メカニズムでオブジェクトを識別できない場合，QuickTest は学習

した記述に加え，序数識別子を使ってオブジェクトを識別します。それでもオ

ブジェクトを識別できない場合は，テストは失敗し，結果に通常の失敗ステッ

プが表示されます。

詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の 673
ページ「テスト結果に含まれるスマート認識情報の分析」を参照してください。

スマート認識の処理過程の例

以下では，あるオブジェクトの認識の課程を見ていきます。 

テスト中に次のステートメントがあるものとします。

Browser("Mercury Tours").Page("Mercury Tours").Image("Login").Click 22.17

テストを作成したとき，QuickTest は Login 画像について次のオブジェクト記述

を学習しました。

しかし，テストを作成した後で，ページに 2 つ目のログイン・ボタン（Web サ
イトの VIP セクションにログインするためのもの）が追加されたため，Web デ
ザイナは元のログイン・ボタンの alt タグを basic login に変えました。

Web Image オブジェクトの標準の記述（alt，html tag，image type）はサイト

内のほとんどの画像に使えますが，もはやログインの画像には使えません。そ

の画像の alt プロパティが学習した記述とは一致しないからです。したがって，

テストを実行すると，QuickTest は学習した記述に基づいてログイン・ボタンを

識別することができません。しかし，QuickTest はスマート認識定義を使って，

ログイン・ボタンをうまく識別できました。 



 第 4 章 • オブジェクトの認識の設定

103

103

下の例では，QuickTest がスマート認識を使って Login オブジェクトを見つける

課程を示します。

 1 Web 画像オブジェクトに対するスマート認識定義によれば，QuickTest は Login 
画像に対するクリックを記録したとき，次のプロパティの値を学習しています。

学習した値は次のとおりです。 

基本フィルタのプロパティ 

オプション・フィルタのプロパティ

プロパティ 値

html tag INPUT

プロパティ 値

alt Login

image type Image Button

name login

file name login.gif

class <null>

visible 1
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 2 QuickTest は Mercury Tours ページの基本フィルタ・プロパティ定義（html tag = 
INPUT および image type = Image Button）に適合する 5 つのオブジェクトを識別

することによってスマート認識処理を開始します。QuickTest はこれらをオブ

ジェクト候補と考え，［オプション フィルタのプロパティ］リストを使った確

認を開始します。

 3 QuickTest は各オブジェクト候補の alt プロパティを確認しますが，どれにも alt 
の値が Login ではありません。したがって，QuickTest はこのプロパティを無視

し，次に移ります。

 4 QuickTest は各オブジェクト候補の name プロパティを確認し，2 つのオブジェ

クト（基本および VIP ログイン・ボタン）に name:login があることを見つけま

す。QuickTest は他の 3 つのオブジェクトをリストから除外し，これら 2 つのロ

グイン・ボタンが新しいオブジェクト候補になります。

 5 QuickTest は残った 2 つのオブジェクト候補の file name プロパティを確認しま

す。そのうちの 1 つだけにファイル名 login.gif があるので，QuickTest はログイ

ン・ボタンを見つけたと正しく結論を出し，それをクリックします。

スマート認識定義のステップごとの設定

［オブジェクトの認識］ダイアログ・ボックスからアクセスできる［スマート

認識プロパティ］ダイアログ・ボックスを使って，テスト・オブジェクト・ク

ラスのスマート認識定義を設定できます。
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スマート認識のプロパティを設定するには，次の手順を実行します。

 1［ツール］＞［オブジェクトの認識］を選択します。［オブジェクトの認識］ダ

イアログ・ボックスが表示されます。

 2［環境］リストで適切な環境を選択します。選択した環境に関連付けられてい

るテスト・オブジェクト・クラスが［テスト オブジェクト クラス］リストに

表示されます。

注：［環境］リストに含まれている環境は，読み込まれたアドイン環境に対応

するものです。アドインの読み込みの詳細については，『QuickTest Professional 
基本機能ユーザーズ・ガイド』の第 27 章「QuickTest アドインの使用法」を参

照してください。

 3 設定するテスト・オブジェクト・クラスを選択します。
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 4［スマート認識を有効にする］チェック・ボックスの横にある［設定］ボタン

をクリックします。［設定］ボタンは，［スマート認識を有効にする］オプショ

ンが選択されている場合のみ有効になります。［スマート認識プロパティ -
Image］ダイアログ・ボックスが表示されます。

 5［基本フィルタのプロパティ］リストで，［追加と削除］をクリックします。基

本フィルタ・プロパティのための［プロパティの追加と削除］ダイアログ・

ボックスが表示されます。



 第 4 章 • オブジェクトの認識の設定

107

107

 6［基本フィルタのプロパティ］リストに含めるプロパティを選択します。また，

リストから削除するプロパティを消去します。 

注：同じプロパティを基本とオプションの両方のプロパティ・リストに含める

ことはできません。

［新規作成］をクリックして，表示されるダイアログ・ボックスに有効なプロ

パティ名を指定することにより，新規プロパティを指定できます。

ヒント：attribute/ ＜プロパティ名＞の形式を使用して，Web オブジェクトに使

用可能なプロパティの集合にプロパティ名を追加することもできます。これを

行うためには，［新規作成］をクリックします。［新規プロパティ］ダイアロ

グ・ボックスが開きます。有効なプロパティを，attribute/ ＜プロパティ名＞の

形式で入力して，［OK］をクリックします。新規プロパティが［基本フィルタ

のプロパティ］リストに追加されます。たとえば，MyColor というプロパティ

を追加するには，attribute/MyColor と入力します。 

 7［OK］をクリックし，［プロパティの追加と削除］ダイアログ・ボックスを閉

じます。更新された基本フィルタ・プロパティの集合が［基本フィルタのプロ

パティ］リストに表示されます。
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 8［オプション フィルタのプロパティ］リストで，［追加と削除］をクリックしま

す。オプション・フィルタ・プロパティのための［プロパティの追加と削除］

ダイアログ・ボックスが表示されます。

 9［オプション フィルタのプロパティ］リストに含めるプロパティを選択します。

また，リストから削除するプロパティを消去します。 

注：同じプロパティを基本とオプションの両方のプロパティ・リストに含める

ことはできません。

［新規作成］をクリックして，表示されるダイアログ・ボックスに有効なプロ

パティ名を指定することにより，新規プロパティを指定できます。

ヒント：attribute/ ＜プロパティ名＞の形式を使用して，Web オブジェクトに使

用可能なプロパティの集合にプロパティ名を追加することもできます。これを

行うためには，［新規作成］をクリックします。［新規プロパティ］ダイアロ

グ・ボックスが開きます。有効なプロパティを，attribute/ ＜プロパティ名＞の

形式で入力して，［OK］をクリックします。新規プロパティが［オプション 
フィルタのプロパティ］リストに追加されます。たとえば，MyColor というプ

ロパティを追加するには，attribute/MyColor と入力します。 
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 10［OK］をクリックし，［プロパティの追加と削除］ダイアログ・ボックスを閉

じます。プロパティは［オプション フィルタのプロパティ］リストに表示され

ます。

 11 上向き矢印と下向き矢印を使って，オプション・プロパティの順序を指定しま

す。QuickTest はスマート認識メカニズムを使うとき，オプション・プロパティ

に対する残りのオブジェクト候補を［オプション フィルタのプロパティ］で設

定した順序に従って，オブジェクト候補が 1 つになるまで 1 つずつチェックし

ます。

ユーザ定義のテスト・オブジェクト・クラスの割り当て

［オブジェクトの割り当て］ダイアログ・ボックスを使って未定義クラスまた

はユーザ定義クラスを標準の Windows クラスに割り当てることができます。た

とえば，アプリケーションに識別できないボタンがある場合，そのボタンは汎

用の WinObject として学習されます。QuickTest に対して，そのオブジェクトが

標準の Windows button クラスに属しているものとして識別するように指示でき

ます。そのようにしておくと，記録中にそのボタンをクリックすると，

QuickTest はその操作を標準の Windows ボタンをクリックしたのと同じように

記録します。未定義オブジェクトまたはユーザ定義オブジェクトを標準オブ

ジェクトに割り当てると，そのオブジェクトは標準の Windows テスト・オブ

ジェクト・クラスのリストに，ユーザ定義オブジェクトとして追加されます。

オブジェクトの認識設定を他のあらゆるオブジェクト・クラスと同様に，ユー

ザ定義オブジェクト・クラスに設定できます。

認識されないオブジェクトの割り当てを行うときは，同等の動作をする標準の 
Windows クラスにのみ割り当てるようにします。たとえば，ボタンと同等の動

作をするオブジェクトを edit クラスに割り当ててはなりません。 
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注：ユーザ定義クラスを定義できるのは，［環境］ボックスで［Standard 
Windows］が選択されている場合だけです。

未定義クラスまたはユーザ定義クラスを標準の Windows クラスに割り当てるに

は，次の手順を実行します。

 1［ツール］＞［オブジェクトの認識］を選択します。［オブジェクトの認識］ダ

イアログ・ボックスが表示されます。

 2［環境］ボックスで［Standard Windows］を選択します。［ユーザ定義］ボタ

ンが有効になります。

 3［ユーザ定義］ボタンをクリックします。［オブジェクトの割り当て］ダイアロ

グ・ボックスが表示されます。

 4 指差しボタンをクリックしてから，ユーザ定義クラスに追加するクラスのオブ

ジェクトをクリックします。ユーザ定義オブジェクトの名前が［クラス名］

ボックスに表示されます。 
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ヒント：ウィンドウのフォーカスを変更したり，ショートカット・メニューを

表示するために右クリックやマウスオーバーなどの操作を実行したりするに

は，CTRL キーを押しながら操作を行います。選択対象オブジェクトを含んでい

るウィンドウが最小化されている場合は，左の CTRL キーを押したまま，

Windows タスク・バー内のアプリケーションを右クリックして，ショートカッ

ト・メニューから［元のサイズに戻す］を選択することで，ウィンドウを表示

できます。

 5［割り当て先］ボックスで，ユーザ定義オブジェクト・クラスを割り当てる対

象となる標準オブジェクト・クラスを選択して［追加］をクリックします。ク

ラス名と割り当てがオブジェクト割り当てリストに追加されます。

 6 標準クラスにさらにオブジェクトを追加するにはオブジェクトごとに手順 4 ～ 
5 を繰り返します。

 7［OK］をクリックします。［オブジェクトの割り当て］ダイアログ・ボックス

が閉じ，オブジェクトが標準の Windows テスト・オブジェクト・クラスのリス

トにユーザ定義テスト・オブジェクトとして追加されます。追加したオブジェ

クトのアイコンの右下角には，ユーザ定義クラスであることを表す，赤い U  の
文字が入ります。

 8 ユーザ定義オブジェクト・クラスのオブジェクトの認識設定は，他のあらゆる

オブジェクト・クラスと同様に設定できます。詳細については，88 ページ「必

須および補足記録プロパティの設定」および 100 ページ「スマート認識の設

定」を参照してください。

既存の割り当てを変更するには，次の手順を実行します。

 1［オブジェクトの割り当て］ダイアログ・ボックスのオブジェクト割り当てリ

ストで，変更するクラスを選択します。そのクラス名と現在の割り当てが，

［クラス名］および［割り当て先］ボックスに表示されます。 

 2 選択したユーザ定義オブジェクト・クラスを割り当てる対象となる標準オブ

ジェクト・クラスを選択して［更新］をクリックします。オブジェクト割り当

てリストのクラス名と割り当てが更新されます。

 3［OK］をクリックし，［オブジェクトの割り当て］ダイアログ・ボックスを閉

じます。
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既存の割り当てを削除するには，次の手順を実行します。

 1［オブジェクトの割り当て］ダイアログ・ボックスのオブジェクト割り当てリ

ストで，削除するクラスを選択します。 

 2［削除］をクリックします。そのクラス名と割り当てが，［オブジェクトの割り

当て］ダイアログ・ボックスのオブジェクト割り当てリストから削除されます。

 3［OK］をクリックします。［オブジェクトの割り当て］ダイアログ・ボックス

が閉じ，［オブジェクトの認識］ダイアログ・ボックスの標準の Windows テス

ト・オブジェクト・クラスからクラス名が削除されます。
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第 5 章
エキスパート・ビューおよび関数ライブラリ・
ウィンドウを使用した作業

QuickTest のテストは，Microsoft のプログラミング言語である VBScript で記述

されたステートメントによって構成されています。エキスパート・ビューは，

VBScript に慣れているテスト担当者がキーワード・ビューの代わりに使える機

能です。QuickTest では VBScript を使用して関数ライブラリも作成できます。

本章では，エキスパート・ビューでの作業方法を説明し，VBScript について簡

単に紹介し，いくつかの簡単なプログラミング・テクニックを使ってテストお

よび関数ライブラリを拡張する方法を示します。

本章では，次の内容について説明します。

➤ エキスパート・ビューおよび［関数ライブラリ］ウィンドウを使った作業につ

いて

➤ エキスパート・ビューの理解と使用

➤ エキスパート・ビューおよび関数ライブラリ内での操作

➤ VBScript の基本的な構文の理解

➤ プログラム的記述の使用

➤ プログラムによるアプリケーションの実行と終了

➤ コメント，フロー制御，その他の VBScript ステートメントの使用

➤ テスト・オブジェクトのプロパティ値の取得と設定

➤ 実行環境オブジェクトのプロパティおよびメソッドへのアクセス

➤ DOS コマンドの実行

➤ Windows API を使用したテストおよび関数ライブラリの拡張

➤ 実行セッション中に報告するステップの選択
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エキスパート・ビューおよび［関数ライブラリ］ウィンドウを使っ
た作業について

エキスパート・ビューでは，アクションを VBScript として表示できます。

VBScript に慣れていれば，プログラミングを通じてステートメントの追加と更

新を行い，テストおよび関数ライブラリを拡張できます。また，［関数ライブ

ラリ］ウィンドウを使用して，関数ライブラリの作成や関数ライブラリを使っ

た作業ができます。 

ステップを記録すると，ステップはエキスパート・ビューに VBScript ステート

メントとして表示されます。テストを記録した後に，記録可能な，あるいは記

録不可能な VBScript ステートメントを追加することで，テストの機能と柔軟性

を高めることができます。

VBScript での作業の詳細については，QuickTest の［ヘルプ］メニューから 
VBScript に関するマニュアルを参照してください（［ヘルプ］＞［QuickTest 
Professional ヘルプ］＞［VBScript リファレンス］）。

オブジェクトの操作や，アプリケーションからの情報を取得するステートメン

トを追加できます。たとえば，オブジェクトが存在するかどうかを検査するス

テップの追加や，メソッドの戻り値の取得ができます。

手作業でまたはステップ・ジェネレータを使用して，テストまたは関数ライブ

ラリにステップを追加することができます。ステップ・ジェネレータの使用法

の詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の

531 ページ「ステップ・ジェネレータを使用したステップの挿入」を参照して

ください。

エキスパート・ビューに表示されたテストまたは関数ライブラリはいつでも印

刷できます。印刷出力には追加の情報を含めることもできます。エキスパー

ト・ビューでの印刷の詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユー

ザーズ・ガイド』の 109 ページ「テストの印刷」を参照してください。関数ラ

イブラリの印刷の詳細については，185 ページ「関数ライブラリの印刷」を参

照してください。
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エキスパート・ビューの理解と使用

VBScript ステートメントの作業を行うには，キーワード・ビューの代わりに，

エキスパート・ビューでテストの作業を行うことができます。それぞれの

ビューを切り替えることが可能です。ビューを切り替えるには，QuickTest ウィ

ンドウのテスト表示枠の最下部にある［エキスパート ビュー］タブまたは

［キーワード ビュー］タブを選択します。

エキスパート・ビューには，キーワード・ビューと同じステップおよびオブ

ジェクトが表示されますが，表示される形式が異なります。

➤ キーワード・ビューでは，各ステップの情報とともに，オブジェクトの階層が

アイコン形式のテーブルとして表示されます。詳細については，『QuickTest 
Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の第 5 章「キーワード・ビューを

使った作業」を参照してください。

➤ エキスパート・ビューでは，各ステップが VBScrip の行として表示されます。

オブジェクト・ベースのステップでは，VBScript のステートメントがオブジェ

クト階層を定義します。

次の図は，同じオブジェクト階層をエキスパート・ビューで表示した場合と

キーワード・ビューで表示した場合を示します。

エキスパート・ビューの VBScript の各行は，テストの各ステップに相当しま

す。上の例は，ユーザがエディット・ボックスに「mercury」という名前を挿

入するテストのステップを表しています。ステップの階層では，サイト名，

ページ名，ぺージ内のオブジェクトのタイプと名前，オブジェクトに対して実

行されたメソッド名を確認できます。 
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次の表は，同じステップの各部がキーワード・ビューとエキスパート・ビュー

のそれぞれでどのように表現されるかを示します。 

エキスパート・ビューでは，オブジェクトの記述は，オブジェクトのタイプに

続いて，括弧内に表示されます。オブジェクトのリポジトリに格納されている

すべてのオブジェクトにとって，オブジェクトの記述としては，オブジェクト

の名前で十分です。次の例では，オブジェクトのタイプは Browser で，オブ

ジェクトの名前は「Welcome: Mercury Tours」です。

Browser("Welcome:Mercury Tours")

ヒント：テスト・オブジェクトおよびメソッドの名前は大文字小文字が区別さ

れません。

キーワード・ビュー
エキスパート・
ビュー

説明

Browser("Welco
me:Mercury 
Tours")

ブラウザ・テスト・オブジェ

クトの名前は 
Welcome:Mercury Tours。

Page 
("Welcome:Merc
ury Tours")

現在のページの名前は 
Welcome:Mercury Tours。

WebEdit 
("userName")

オブジェクトのタイプは 
WebEdit。操作の対象となる

エディット・ボックスの名前

は userName。

Set 対象エディット・ボックスで

実行されるメソッドは Set。 

"mercury" ［username］エディット・

ボックスに挿入される値は 
mercury。
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オブジェクトの階層では，オブジェクトはピリオドで区切られます。次の例で

は，Browser と Page は同じ階層構造内の 2 つの別々のオブジェクトです。

Browser("Welcome:Mercury Tours").Page("Welcome:Mercury Tours")

オブジェクトに対して実行される操作（メソッド）は，常にステートメントの

末尾に，操作に関係する値が後ろに続く形式で表示されます。次の例では，Set 
メソッドを使って，「userName」エディット・ボックスに「mercury」という

文字列を挿入しています。

Browser("Welcome:Mercury Tours").Page("Welcome:Mercury Tours"). 
WebEdit("userName").Set "mercury"

テストを記録すると，QuickTest では，アプリケーション内のオブジェクトを対

象として実行した操作が記録されます。

QuickTest 内のオブジェクトは，環境によって分けられます。QuickTest 環境は

標準の Windows オブジェクト，Visual Basic オブジェクト，ActiveX オブジェク

ト，Web オブジェクトに加え，他の環境からのオブジェクトを外部アドインと

して含みます。

ほとんどのオブジェクトには，対応するメソッドがあります。たとえば，Back 
メソッドは Browser オブジェクトに関連付けられています。

オブジェクトと，それに関連付けられているメソッドとプロパティの完全なリ

ストを参照するには，［ヘルプ］＞［QuickTest Professional ヘルプ］を選択

し，［目次］タブで［Object Model Reference］を開きます。

メソッドを使用して操作を行うステップを追加する方法の詳細については，

120 ページ「エキスパート・ビューまたは関数ライブラリでのステートメント

の生成」を参照してください。

VBScript を使用する方法の詳細については，136 ページ「VBScript の基本的な

構文の理解」を参照してください。
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チェックポイント・ステートメントおよび出力ステートメントについて

QuickTest で，ページ，テキスト文字列，テーブル，およびその他のオブジェク

トを対象としたチェックポイントおよび出力値を作成できます。キーワード・

ビューでチェックポイントまたは出力値を作成すると，QuickTest によって，対

応する VBScript 行がエキスパート・ビューに作成されます。チェックポイント

の実行には Check メソッドが使用され，出力値ステップの実行には Output メ
ソッドが使用されます。 

たとえば，次のステートメントでは，QuickTest によって「New York」という

文字列が検査されます。

Browser("Mercury Tours").Page("Flight Confirmation"). Check Checkpoint("New 
York")

キーワード・ビューでは，対応するステップが次のように表示されます。 

注：

チェックポイントの詳細は，対応する［チェックポイントのプロパティ］ダイ

アログ・ボックスで設定され，検査対象のオブジェクトとともに保存されま

す。出力値の詳細は，対応する［出力値のプロパティ］ダイアログ・ボックス

で設定され，値を出力する元となるオブジェクトとともに保存されます。エキ

スパート・ビューに表示されるステートメントは，格納されている情報への参

照です。したがって，エキスパート・ビューに手作業でチェックポイント・ス

テートメントおよび出力値ステートメントを挿入することはできません。ま

た，エキスパート・ビューから別のテストに Checkpoint ステートメントおよ

び Output ステートメントをコピーすることもできません。

チェックポイントを挿入または変更する方法の詳細については，『QuickTest 
Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の第 7 章「チェックポイントについ

て」を参照してください。出力値を挿入または変更する方法の詳細について

は，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の第 16 章「値の出

力」を参照してください。
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パラメータ指定について

QuickTest を使って，テストの値をパラメータ化することにより，テストを拡張

できます。「パラメータ」とは，外部のデータ・ソースまたはジェネレータか

ら値が代入される変数です。 

キーワード・ビューでパラメータを作成すると，対応する VBScript 行がエキス

パート・ビューに作成されます。

たとえば，メソッド引数の値としてデータ・テーブル・パラメータとして定義

した場合，次の構文を使用してデータ・テーブルから値が取得されます。

Object_Hierarchy.Method DataTable (parameterID, sheetID) 

たとえば，Mercury Tours サイトを対象にテストを記録しているときに，目的地

として「San Fransisco」を選択するとします。エキスパート・ビューで，次の

ステートメントがテストに挿入されます。

Browser("Welcome:Mercury").Page("Find a Flight:").WebList("toPort").Select 
"San Francisco"

項目 詳細

Object_Hierarchy テスト・オブジェクトの階層定義。ピリオドで区切られた 1 つ
以上のオブジェクトの並びから成ります。

Method パラメータ化されたオブジェクトを対象に QuickTest によって

実行されるメソッドの名前。

DataTable データテーブルを表す予約済みオブジェクト。

parameterID 値の取得先となるデータ・テーブル内のカラムの名前。

sheetID 値が格納されているシートの名前。パラメータがグローバル・

パラメータである場合は，dtGlobalSheet が sheetID となります。
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ここで，目的地の値をパラメータ化し，データ・テーブル内に「Destination」
カラムを作成したとします。前のステートメントが次のように変更されます。

Browser("Welcome:Mercury").Page("Find a Flight:").WebList("toPort").Select 
DataTable("Destination",dtGlobalSheet) 

ここで，Select はメソッド名，DataTable はデータ・テーブルを表すオブジェク

ト，Destination はデータ・テーブルのカラムの名前，dtGlobalSheet はデー

タ・テーブルのシートの名前です。 

キーワード・ビューでは，このステップが次のように表示されます。 

パラメータ値の使用方法と定義方法の詳細については，『QuickTest Professional 
基本機能ユーザーズ・ガイド』の第 15 章「値のパラメータ化」を参照してく

ださい。

エキスパート・ビューまたは関数ライブラリでのステートメントの生成

ステートメントを生成するには，次のいずれかの方法を使用します。

➤ ステップ・ジェネレータを使用して，メソッドおよび関数を使用するステップ

を追加できます。詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユーザー

ズ・ガイド』の 531 ページ「ステップ・ジェネレータを使用したステップの挿

入」 を参照してください。 

➤ メソッドを使用して操作を行う VBScript ステートメントを手作業で挿入できま

す。QuickTest は，ステートメントで使用するテスト・オブジェクト，メソッ

ド，プロパティ，またはコレクションを選択し，エキスパート・ビューまたは

関数ライブラリでの入力に合わせて対応する構文が表示されるステートメント

補完（IntelliSense）機能を備えています。詳細については，次の「オブジェク

トを対象としたステートメントの生成」を参照してください。

➤ エキスパート・ビューまたは関数ライブラリで VBScript のキーワードを入力し

始めると，［VBScript 構文を自動的に拡張する］オプションが有効になってい

れば，対応する構文またはブロックがスクリプトに追加されます。詳細につい

ては，125 ページ「VBScript 構文の自動補完」を参照してください。
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オブジェクトを対象としたステートメントの生成

エキスパート・ビューまたは関数ライブラリで入力すると，IntelliSense
（QuickTest のステートメント補完機能）により，ステートメントで使用するテ

スト・オブジェクト，メソッド，プロパティ，またはコレクションをドロップ

ダウン・リストからの選択し，対応する構文を表示できます。

［ステートメントの自動補完を行う］オプションは標準で有効になっています。

このオプションは，［エディタ オプション］ダイアログ・ボックスで設定と解

除ができます。詳細については，第 11 章「［エキスパート ビュー］および関数

ライブラリ・ウィンドウのカスタマイズ」を参照してください。

［ステートメントの自動補完を行う］オプションが有効になっていると，次の

ようになります。

➤ Page( というように，オブジェクトに続いて開き括弧「(」を入力すると，その

オブジェクトのタイプに一致する，オブジェクト・リポジトリ内の全テスト・

オブジェクトのリストが 表示されます。オブジェクト・リポジトリに，当該タ

イプに一致するオブジェクトが 1 つだけある場合には，そのオブジェクトの名

前が開き括弧の後ろに，引用符で囲まれた状態で 自動的に挿入されます。

➤ ステートメントの中でテスト・オブジェクトの後にピリオドを入力すると，入

力したオブジェクトの後に追加できるテスト・オブジェクト，メソッド，プロ

パティ，コレクションおよび登録済みの関数のリストが 表示されます。

➤ メソッドまたはプロパティの名前を入力すると，使用可能なメソッドおよびプ

ロパティのリストが 表示されます。CTRL + SPACE キーを押すと，選択肢が 1 つ
しかなければキーワードが自動的に補完されます。選択肢が複数ある場合は，

入力したテキストに一致する（アルファベット順で）最初のメソッドまたはプ

ロパティが強調表示されます。

➤ メソッドまたはプロパティを入力すると，メソッドまたはプロパティの構文

が，その必須引数および任意引数とともに 表示されます。メソッドまたはプロ

パティを使用するステップを追加するとき，メソッドまたはプロパティの必須

引数に対して値を定義する必要があります。

➤ CTRL+SPACE を押すと，追加が可能な対応するテスト・オブジェクト，メソッ

ド，プロパティ，コレクション，VBScript 関数，ユーザ定義関数，VBScript 定
数，およびユーティリティ・オブジェクトのリストが 表示されます。このリス

トは，オブジェクト・リポジトリにまだ追加されていないオブジェクトを入力

した場合にも表示されます。テストに関数が含まれている場合，またはテスト

が関数ライブラリと関連付けられている場合は，その関数もリストに表示され

ます。
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➤ Object プロパティをステートメントの中で使用すると，オブジェクトのデータ

が ActiveScreen，または開いているアプリケーションから現在利用できる場合に

は，アプリケーションの任意の実行環境オブジェクトのネイティブ・メソッド

が 表示されます。Object プロパティの詳細については，165 ページ「実行環境

オブジェクトのプロパティおよびメソッドへのアクセス」を参照してください。

エキスパート・ビューまたは関数ライブラリでステートメントの自動補完機能

を使用してステートメントを生成するには，次の手順を実行します。

 1［ステートメントの自動補完を行う］オプションが選択されていることを確認

します（［ツール］＞［表示オプション］＞［一般］タブ）。

 2 次の手順のいずれかを実行します。

➤ 関数ライブラリで作業をしている場合は，手順 4 に進みます。 

➤ エキスパート・ビューで作業をしている場合は，オブジェクトに続いて開き

括弧「(」を入力します。

オブジェクト・リポジトリに，当該タイプに一致するオブジェクトが 1 つだ

けある場合には，そのオブジェクトの名前が開き括弧の後ろに，引用符で囲

まれた状態で QuickTest によって自動的に挿入されます。当該タイプのオブ

ジェクトがオブジェクト・リポジトリに複数存在する場合には，QuickTest 
によってそれらがリストに表示されます。

 3 リスト内のオブジェクトをダブルクリックするか，矢印キーを使ってオブジェ

クトを選択し，ENTER キーを押します。QuickTest によってオブジェクトがス

テートメントに挿入されます。
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 4 次の手順のいずれかを実行します。

➤ エキスパート・ビューで作業をしている場合は，メソッドを実行する対象と

なるオブジェクトの後に，ピリオド（.）を入力します。 

➤ 関数ライブラリで作業している場合は，次の例のようにオブジェクトの階層

全体を入力します。

Browser("Welcome:Mercury Tours").Page("Book a Flight:
Mercury).WebEdit("username").

 1 ("username"). のように，オブジェクト記述の後ろにピリオド（.）を入力する

と，オブジェクトに対して利用できるメソッドおよびプロパティのリストが 表
示されます。 

ヒント：ピリオドの後，またはメソッド名またはプロパティ名の入力を始めて

から CTRL + SPACE キーを押すか，［編集］＞［詳細設定］＞［単語入力候補］

を選択します。入力したテキストに一致するメソッドまたはプロパティが 1 つ
のみの場合は，メソッド名またはプロパティ名が自動的に補完されます。入力

したテキストに一致するメソッドまたはプロパティが複数ある場合には，入力

したテキストに一致する（アルファベット順で）最初のメソッドまたはプロパ

ティが強調表示されます。
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 2 リスト内のメソッド，またはプロパティをダブルクリックするか，矢印キーを

使ってメソッドまたはプロパティを選択し，ENTER キーを押します。QuickTest 
によって，メソッドまたはプロパティがステートメントに挿入されます。次に

示すエキスパート・ビューの例のように，メソッドまたはプロパティに引数が

含まれている場合は，ツールチップにそのメソッドまたはプロパティの構文が

表示されます。  

上の例では，Set メソッドには Text という引数が 1 つあります。この引数名

は，ボックスの中に挿入するテキストを表します。

ヒント：また，引数を含む任意のメソッドまたは関数にカーソルを置き，CTRL 
+ SHIFT + SPACE キーを押すか，［編集］＞［詳細］＞［引数詳細］を選択する

と，その項目に対応するステートメント補完（引数の構文の）ツールチップが

表示されます。

 3 表示される構文に従って，メソッドの後ろにメソッド引数を入力します。  

注：エキスパート・ビューでステップを追加した後，追加した新しいステップ

をキーワード・ビューに表示することができます。エキスパート・ビューに追

加したステートメントに構文エラーがある場合，［キーワード ビュー］を選択

したときに それらのエラーが情報表示枠に表示されます。詳細については，

142 ページ「VBScript 構文エラーの処理方法」を参照してください。

ステートメント補完ツールチップ
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QuickTest メソッドの詳細と用例については，『QuickTest Professional オブジェ

クト・モデル・リファレンス』を参照してください。

VBScript の構文の詳細については，136 ページ「VBScript の基本的な構文の理

解」を参照してください。

VBScript 構文の自動補完

エキスパート・ビューまたは関数ライブラリで VBScript のキーワードを入力し

始めたとき，［VBScript 構文を自動的に拡張する］オプションが有効になって

いれば，キーワードの最初の 2 文字が QuickTest によって自動的に認識され，

対応する VBScript 構文またはブロックがスクリプトに追加されます。たとえ

ば，行頭で「if」という文字に続いてスペースを入力すると，自動的に次の構

文が入力されます。

If Then
End If

［VBScript 構文を自動的に拡張する］オプションは標準で有効になっていま

す。このオプションは，［エディタ オプション］ダイアログ・ボックスで設定

と解除ができます。詳細については，318 ページ「エディタの動作のカスタマ

イズ」を参照してください。

入力した 2 文字が複数のキーワードの最初の 2 文字に一致する場合，［キーワー

ドの選択］ダイアログ・ボックスが表示されるので，使用したいキーワードを

選択できます。たとえば，「pr」という文字に続いてスペースを入力すると，

private および property というキーワードを含んだ［キーワードの選択］ダイア

ログ・ボックスが表示されます。 
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そこでリストからキーワードを選択して［OK］をクリックします。対応する 
VBScript 構文またはブロックが スクリプトに自動的に挿入されます。 

VBScript の構文の詳細については，136 ページ「VBScript の基本的な構文の理

解」を参照してください。

エキスパート・ビューおよび関数ライブラリ内での操作

［移動］ダイアログ・ボックスまたはブックマークを使って，エキスパート・

ビューまたは関数ライブラリ内の特定の行に移動できます。また，エキスパー

ト・ビューまたは関数ライブラリ内の特定の文字列を検索し，必要があれば，

その文字列を別の文字列で置換することが可能です。これらのオプションを使

えば，長いアクションや関数のいくつものセクションの間を移動するのが容易

になります。

注： テストが対象の場合，エキスパート・ビューにはアクションが 1 つのみ表

示されます。この項で説明する操作機能は，テスト全体ではなく，現在選択さ

れているアクションを対象とするものです。

［移動］ダイアログ・ボックスの使用

［移動］ダイアログ・ボックスを使用して，アクション内または関数ライブラ

リ内の特定の行に移動できます。

ヒント：標準設定では，エキスパート・ビューおよび関数ライブラリに行番号

が表示されます。行番号が表示されない場合は，［ツール］＞［表示オプショ

ン］＞［一般］タブの［行番号を表示する］オプションを選択します。エディ

タ・オプションの詳細については，第 11 章「［エキスパート ビュー］および関

数ライブラリ・ウィンドウのカスタマイズ」を参照してください。
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［移動］ダイアログ・ボックスを使ってエキスパート・ビューまたは関数ライ

ブラリ内の特定の行に移動するには，次の手順を実行します。

 1［エキスパート ビュー］タブをクリックするか，関数ライブラリを有効にします。

 2［移動］ボタンをクリックするか，［編集］＞［移動］を選択します。［移動］

ダイアログ・ボックスが表示されます。

 3［行番号］ボックスに移動先の行番号を入力し，［OK］をクリックします。指

定した行の先頭にカーソルが移動します。

ブックマークの使用

ブックマークを使って，アクションまたは関数ライブラリの中の重要なセク

ションにマークを付けることで，さまざまな部分の間を簡単に移動できます。

テストの中では，ブックマークは特定のアクション内でのみ使用できます。ア

クション間を移動するときには維持されず，テストまたは関数ライブラリとと

もに保存されません。

ブックマークを割り当てると，エキスパート・ビューまたは関数ライブラリ内

で選択した行の左に，アイコンが付加されます。［ブックマーク］ダイアログ・

ボックスの［移動］ボタンを使用して，ブックマークの付いている行に移動で

きます。
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ブックマークの見え方はテストでも関数ライブラリでも同じです。次の例では

テスト内のアクションに 2 つのブックマークを追加しています。  

ブックマークの
付いている行
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ブックマークを設定するには，次の手順を実行します。

 1［エキスパート ビュー］タブをクリックするか，関数ライブラリを有効にします。

 2 ブックマークを設定する対象となる行をクリックします。

 3［編集］＞［ブックマーク］を選びます。［ブックマーク］ダイアログ・ボック

スが表示されます。

 4［ブックマーク名］フィールドに，一意の名前を入力し，［追加］をクリックし

ます。ブックマークが，対象となる行の行番号とそのテキスト内容とともに

［ブックマーク］ダイアログ・ボックスに追加されます。また，エキスパート・

ビューまたは関数ライブラリ内で選択した行の左に，ブックマーク・アイコン

 が付加されます。

 5 ブックマークを削除するには，対象ブックマークを選択し，［削除］をクリッ

クします。
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特定のブックマークに移動するには，次の手順を実行します。

 1［エキスパート ビュー］タブをクリックするか，関数ライブラリを有効にします。

 2［編集］＞［ブックマーク］を選択します。［ブックマーク］ダイアログ・ボッ

クスが表示されます。

 3 リストからブックマークを選択して［移動］ボタンをクリックします。

QuickTest が現在のアクションまたは関数ライブラリの該当する行に移動します。

ヒント：標準設定では，エキスパート・ビューおよび関数ライブラリに行番号

が表示されます。行番号が表示されない場合は，［ツール］＞［表示オプショ

ン］＞［一般］タブの［行番号を表示する］オプションを選択します。エディ

タ・オプションの詳細については，第 11 章「［エキスパート ビュー］および関

数ライブラリ・ウィンドウのカスタマイズ」を参照してください。

テキスト文字列の検索

エキスパート・ビュー内の現在のアクションの中または関数ライブラリ内で，

検索する文字列を指定できます。また，［HTML ソースの編集］ダイアログ・

ボックスおよび［HTML タグの編集］ダイアログ・ボックスのほか，［スクリ

プトに "With" を追加］ダイアログ・ボックスの中の文字列も検索できます。リ

テラル・テキストを検索することも，正規表現を使用した高度な検索を行うこ

ともできます。また，他のオプションを使用して検索結果の絞込みを行うこと

も可能です。

文字列を検索するには，次の手順を実行します。

 1 エキスパート・ビューまたは関数ライブラリで，次のいずれかを実行します。

➤［検索］ボタンをクリックします。 

➤［編集］＞［検索］を選択します。
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ヒント：エキスパート・ビューでは，次のいずれかも実行できます。

［編集］＞［詳細設定］＞［スクリプトに "With" を追加］を選択してから 
CTRL + F キーを押します。

［ページ チェックポイントのプロパティ］ダイアログ・ボックスで，［HTML 
ソースの編集］または［ HTML タグの編集］を選択してから右クリックし，表

示されたダイアログ・ボックスで［検索］を選択します。

［検索］ダイアログ・ボックスが開きます。

 2［検索する文字列］ボックスに，検索する文字列を入力します。 

 3 指定する文字列の中で正規表現を使用したい場合には，矢印ボタン  をク

リックして正規表現を選択します。リストから正規表現を選択すると，その表

現が［検索する文字列］ボックス内のカーソルの位置に自動的に挿入されま

す。詳細については，135 ページ「［検索］および［置換］ダイアログ・ボック

スにおける正規表現の使用」を参照してください。

 4 次の任意のオプションを選択して検索結果の絞込みを行うことも可能です。

➤［大文字と小文字を区別する］：検索の際に大文字と小文字を区別します。

［大文字と小文字を区別する］を選択した場合，大文字小文字が，［検索する

文字列］ボックスに入力した文字列と正確に一致する対象のみが QuickTest 
によって検索されます。

➤［完全一致の単語を検索する］：単語の一部ではなく単語全体が一致する文字

列を検索します。
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➤［正規表現］：指定した文字列が正規表現として処理されます。リストから正

規表現を選択した場合には，このオプションが自動的に選択されます。

➤［先頭または末尾で折り返す］：検索の方向に応じて，検索がアクション，ダ

イアログ・ボックス，または関数ライブラリの先頭または末尾に達したとき

に，それらの先頭または末尾から検索を続けます。

➤［選択範囲のみに制限する］：アクション，ダイアログ・ボックス，または関

数ライブラリの中で選択されているテキストの範囲内に限定して検索を行い

ます。

➤［末尾にカーソルを置く］：検索対象文字列が見つかったときに，その文字列

を強調表示して，文字列の末尾にカーソルを移動します。

 5 アクション，ダイアログ・ボックス，または関数ライブラリ内の現在のカーソ

ルの位置からどちらの方向に向かって検索を行うか指定します。［上へ］また

は［下へ］のいずれかを選択できます。

 6 現在のアクションまたはダイアログ・ボックスの中，あるいはアクティブな関

数ライブラリの中で，検索文字列の次の出現を強調表示するには，［次を検索］

をクリックします。

テキスト文字列の置換

エキスパート・ビュー内の現在のアクションまたは現在の関数ライブラリの中

で検索する文字列，およびそれらの文字列を置き換えるための文字列を指定で

きます。［HTML ソースの編集］ダイアログ・ボックスおよび［HTML タグの

編集］ダイアログ・ボックス内の文字列を検索して置換することも可能です。

リテラル・テキストを検索して置換することも，正規表現を使用した高度な処

理を行うこともできます。また，他のオプションを使用して検索と置換の処理

を詳細に設定することも可能です。

文字列を置換するには，次の手順を実行します。

 1 エキスパート・ビューまたは関数ライブラリで，次のいずれかを実行します。

➤［置換］ボタンをクリックします。 

➤［編集］＞［置換］を選択します。
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ヒント：（テストの場合のみ）［ページ チェックポイントのプロパティ］ダイア

ログ・ボックスで，［HTML ソースの編集］または［ HTML タグの編集］を選

択してから右クリックし，表示されたダイアログ・ボックスで［置換］を選択

します。

［置換］ダイアログ・ボックスが表示されます。

 2［検索する文字列］ボックスに，検索する文字列を入力します。 

 3［置換後の文字列 ］ボックスに，見つかったテキストを置き換える文字列を入

力します。 

 4［検索する文字列］または［置換後の文字列］に指定する文字列の中で正規表

現を使用したい場合には，矢印ボタン をクリックして正規表現を選択しま

す。リストから正規表現を選択すると，その表現が［検索する文字列］または

［置換後の文字列］ボックス内のカーソルの位置に自動的に挿入されます。詳

細については，135 ページ「［検索］および［置換］ダイアログ・ボックスにお

ける正規表現の使用」を参照してください。

 5 次の任意のオプションを選択して検索結果の絞込みを行うことも可能です。

➤［大文字と小文字を区別する］：検索の際に大文字と小文字を区別します。

［大文字と小文字を区別する］を選択した場合，大文字小文字が，［検索する

文字列］ボックスに入力した文字列と正確に一致する対象のみが QuickTest 
によって検索されます。
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➤［大文字と小文字の区別を保持する］：［検索する文字列］に指定した文字列

について，全部小文字，全部大文字，先頭のみ大文字，大文字小文字入り混

じりのそれぞれを調べます。［置換後の文字列］に指定した文字列は，大文

字小文字が入り混じっている場合を除き，見つかった文字列と同じ大文字小

文字に変換されます。大文字小文字が入り混じっている場合，［置換後の文

字列］の文字列が変換されずにそのまま使用されます。

➤［完全一致の単語を検索する］：単語の一部ではなく単語全体が一致する文字

列を検索します。

➤［正規表現］：指定した文字列が正規表現として処理されます。リストから正

規表現を選択した場合には，このオプションが自動的に選択されます。

➤［先頭または末尾で折り返す］：検索の方向に応じて，検索がアクション，ダ

イアログ・ボックス，または関数ライブラリの先頭または末尾に達したとき

に，それらの先頭または末尾から検索を続けます。

➤［選択範囲のみに制限する］：アクション，ダイアログ・ボックス，または関

数ライブラリの中で選択されているテキストの範囲内に限定して検索を行い

ます。

➤［末尾にカーソルを置く］：検索対象文字列が見つかったときに，その文字列

を強調表示して，文字列の末尾にカーソルを移動します。

 6 現在のアクションまたはダイアログ・ボックスの中，あるいはアクティブな関

数ライブラリの中で，検索テキスト文字列の次の出現を強調表示するには，

［次を検索］をクリックします。

 7 強調表示されている文字列を［置換後の文字列］ボックスの文字列で置き換え

るには［置換］をクリックします。現在のアクションまたはダイアログ・ボッ

クス，あるいはアクティブな関数ライブラリにおいて，［検索する文字列］

ボックスに指定した文字列のすべての出現を［置換後の文字列］ボックスの文

字列で置き換えるには，［すべて置換］をクリックします。
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［検索］および［置換］ダイアログ・ボックスにおける正規表現の使用

［検索する文字列］および［置換後の文字列］の文字列の中で正規表現を使用

して検索を拡張できます。正規表現の概要ついては，『QuickTest Professional 
基本機能ユーザーズ・ガイド』の 345 ページ「正規表現の使用について」を参

照してください。［検索］および［置換］ダイアログ・ボックスで使用できる

表現と QuickTest の他の場所で使用できる表現に違いがあることに注意してく

ださい。

選択できる正規表現を表示するには，［検索］または［置換］ダイアログ・

ボックスの中で矢印ボタン をクリックします。

定義済みの正規表現のリストから選択できます。また，タグ付きの表現も使用

できます。文字列の検索に正規表現を使用するとき，見つかった文字列に応じ

て表現を変えたい場合があります。 

たとえば，(save\:n)\1 という正規表現を指定して検索をすると，save という

文字列の後に任意の数字があり，その直後に save と，先に見つかった任意の

数字があるという文字列が見つかります（つまり，たとえば save6save6 とい

う文字列が一致し，save6save7 という文字列は一致しません）。 
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また，タグ付き表現を使用して，見つかった文字列の一部を置換文字列に取り

込むことができます。たとえば，save(\:n) を検索して，open\1 で置換するこ

とができます。この場合，save の後に任の数字がある文字列が検索され，そ

れが open と，見つかった数字で置き換えられます。

検索文字列の中でタグ付き表現を示すための括弧「()」を挿入するには，正規

表現のリストから［表記のタグ付け］を選択します。 

使用するタグ表現を，「\」に 1 から 9 のいずれかのタグ・グループ番号が続い

た形式で指定するには，［タグ付け表記の一致］を選択してから対応するタグ・

グループ番号を選択します（タグ付き表現の番号を調べるには，検索文字列の

開き括弧「(」を数えます。最初の（最も左側にある）タグ付き表現は「\1」で

最後のは「\9」です）。

VBScript の基本的な構文の理解

VBScript は簡単に覚えられる強力なスクリプト言語です。VBScript を使用すれ

ば，これまでにプログラミングの経験がなくても，オブジェクトを対象とした

簡単な作業から複雑な作業まで実行できます。

この項では，VBScript ステートメントを使用して QuickTest テストまたは関数

ライブラリを拡張するための基本的なガイドラインをいくつか示します。

VBScript での作業の詳細については，QuickTest の［ヘルプ］メニューから 
VBScript に関するマニュアルを参照してください（［ヘルプ］＞［QuickTest 
Professional ヘルプ］＞［VBScript リファレンス］）。

VBScript の各ステートメントには個別の構文規則があります。これらの規則に

従わないと，問題のあるステップを実行したときにエラーが生成されます。加

えて，エキスパート・ビューからキーワード・ビューに切り替えるときに，情

報表示枠のドキュメント内に構文エラーがあれば，QuickTest によってそれらが

リスト表示されます。構文エラーを修正してなくさない限り，キーワード・

ビューに切り替えることはできません。詳細については，142 ページ

「VBScript 構文エラーの処理方法」を参照してください。
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ヒント：現在のドキュメントの構文は，［構文チェック］ボタンをクリックす

るか，［ツール］＞［構文チェック］を選択することにより，いつでも確認で

きます。テストが開いている場合は，すべてのアクションの構文が確認されま

す。関数ライブラリが開いている場合は，ライブラリ・スクリプトの構文が確

認されます。 

エキスパート・ビューまたは関数ライブラリで作業をするときは，次に示す 
VBScript の一般構文規則とガイドラインに留意してください。

➤ 大文字と小文字の区別：標準では VBScript は変数，オブジェクト，メソッドの

名前，および定数などの大文字と小文字を区別しません。 

たとえば，次の 2 つのステートメントは VBScript においては同じです。

Browser("Mercury").Page("Find a Flight:").WebList("toDay").Select "31"
browser("mercury").page("find a flight:").weblist("today").select "31"

➤ テキスト文字列：値をテキスト文字列として入力するとき，文字列の前後に引

用符を追加しなければなりません。たとえば，先に示したスクリプト行では，

Web サイト，Web ページ，およびエディット・ボックスの名前はすべて引用符

で囲まれたテキスト文字列です。 

31 の値が引用符で囲まれているのは，それが数値ではなく，数字を表すテキス

ト文字列だからです。 

次の例では，プロパティ名（最初の引数）のみがテキスト文字列で，引用符で

囲まれています。2 番目の引数（プロパティの値）は変数なので引用符で囲ま

れていません。3 番目の引数（タイムアウト値を指定）は数値なので，これも

引用符が不要です。

Browser("Mercury").Page("Find a Flight:").WaitProperty("items count", 
Total_Items, 2000)

➤ 変数：文字列，整数，配列，オブジェクトを格納するための変数を指定できま

す。変数を使用することで，スクリプトが読みやすくなり柔軟性が高くなりま

す。詳細については，次の「変数の使用」を参照してください。

➤ 括弧：望む結果を得てエラーを避けるには，ステートメントの中で括弧を正し

く使用することが重要です。詳細については，139 ページ「括弧の使用」を参

照してください。
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➤ インデント：スクリプトをステートメントの論理構造およびネストに合わせて

インデントをしたりインデントを解除したりできます。詳細については，141
ページ「VBScript テキストの書式設定」を参照してください。

➤ コメント：ステートメントにコメントを追加するには，単一引用符（'）を独立

の行の先頭で使用するか，ステートメントの末尾で使用します。スクリプトを

分かりやすくして保守しやすいように，可能限りのコメントを追加することを

お勧めします。詳細については，141 ページ「VBScript テキストの書式設定」

および 156 ページ「コメントの挿入」を参照してください。

➤ スペース：スペースを追加することでスクリプトを分かりやすくすることがで

きます。これらのスペースは VBScript によって無視されます。

個々の VBScript を使用してテストまたは関数ライブラリを拡張する方法の詳細

については，155 ページ「コメント，フロー制御，その他の VBScript ステート

メントの使用」を参照してください。

変数の使用

テストまたは関数ライブラリの中でテスト・オブジェクトや単純な値を格納す

るための変数を指定することができます。テスト・オブジェクトを変数に格納

する場合，他のステートメントの中でオブジェクト階層全体を指定することの

代わりに変数を使用できます。変数をこのように使用すれば，ステートメント

が読みやすくなり，保守もしやすくなります。

オブジェクトを格納する変数を指定するには，Set ステートメントを次の構文

で使用します。

Set ObjectVar = ObjectHierarchy

次の例では，Set ステートメントを使用して UserEditBox 変数に，username 
エディット・ボックスの Browser ＞ Page ＞ WebEdit オブジェクト階層全体を格

納するよう指定しています。その後，UserEditBox 変数を対象に Set メソッド

を使用して，username エディット・ボックスに John という値を入力してい

ます。

Set UserEditBox = Browser("Mercury Tours").Page("Mercury Tours").
WebEdit("username")

UserEditBox.Set "John"
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注：単純な値（文字列や数字など）を格納する変数の指定には Set ステートメ

ントを使用しないでください。次の例は，単純な値のための変数を定義する方

法を示します。

MyVar = Browser("Mercury Tours").Page("Mercury Tours").
WebEdit("username").GetTOProperty("type")

Dim ステートメントを使用して，文字列，整数，配列など，他の型の変数を宣

言できます。このステートメントは必須ではありませんが，テストまたは関数

ライブラリの構造を強化するために使用できます。次の例では，Dim ステート

メントを使用して passengers 変数を宣言し，現在のアクションまたは関数ラ

イブラリの他のステートメントの中で使用できるようにしています。

Dim passengers
passengers = Browser("Mercury Tours").Page("Find Flights").

WebEdit("numpassengers").GetROProperty("value")

括弧の使用

VBScript でプログラミングをするとき，ステートメント内での括弧「()」の使

用・不使用に関する規則に従うことが重要です。

値を返すメソッドを呼び出し，返された値を使用する場合には，メソッドの引

数を括弧で囲む必要があります。 

たとえば，値を変数に返す場合，メソッドを If ステートメントの中で使用する

場合，あるいは，Call キーワードを使用してアクションまたは関数を呼び出す

場合などにメソッド引数を括弧で囲みます。チェックポイントの戻り値を取得

したい場合にも，チェックポイント名を括弧で囲む必要があります。 

ヒント：テストまたは関数ライブラリの中でステップを実行しているときに 
Expected end of statement エラー・メッセージを受け取った場合には，ス

テップのメソッドの引数を括弧で囲む必要があるかもしれません。
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次に，括弧を使用する場合の例および使用しない場合の例をいくつか示します。

次の例では，ChildItem メソッドが値を変数に返すため，メソッドを括弧で囲

む必要があります。

Set WebEditObj = Browser("Mercury Tours").Page("Method of Payment").
WebTable("FirstName").ChildItem (8, 2, "WebEdit", 0)

WebEditObj.Set "Example"

次の例では，Call を使用しているため，メソッドの引数を括弧で囲む必要があ

ります。

Call RunAction("BookFlight", oneIteration)

または

Call MyFunction("Hello World")
...
...

次の例では，If ステートメントの中でメソッドを使用しているため，

WaitProperty メソッドの引数を括弧で囲む必要があります。

If Browser("index").Page("index").Link("All kind of").
WaitProperty("attribute/readyState", "complete", 4) Then 
Browser("index").Page("index").Link("All kind of").Click

End If

次の例では，Check メソッドがチェックポイントの値を返すため，メソッドの

引数を括弧で囲む必要があります。

a = Browser("MyBrowser").Page("MyPage").Check (CheckPoint("MyProperty"))

次の例では，Click メソッドが値を返さないため，メソッドの引数を括弧で囲

む必要はありません。

Browser("Mercury Tours").Page("Method of Payment").WebTable("FirstName").
Click 3,4
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VBScript テキストの書式設定

エキスパート・ビューまたは関数ライブラリで作業をするときは，コメントや

インデントについて VBScript の慣例に従うことが重要です。

コメントを使用してスクリプトのセクションを説明するようにします。これによ

り読みやすさが向上し，テストおよび関数ライブラリの保守や更新が容易になり

ます。詳細については，156 ページ「コメントの挿入」を参照してください。

インデントはステートメントの論理構造およびネストを反映するために使用し

ます。 

➤ コメントの追加：ステートメントにコメントを追加するには，単一引用符（'）
を独立の行の先頭に追加するか，ステートメントの末尾に追加します。 

ヒント：

ステートメントをコメントにするには，ステートメントの任意の場所をクリッ

クして，［コメント ブロック］ボタンをクリックします。

選択したテキストのブロックをコメントにするには，［コメント ブロック］ボ

タンをクリックするか，［編集］＞［詳細設定］＞［コメント ブロック］を選

択します。ブロック内の各行の先頭には単一引用符が付きます。

➤ コメントの削除：ステートメントからコメントを削除するには，独立の行の先

頭またはステートメントの末尾の単一引用符（'）を削除します。 

ヒント：選択したテキストのブロックまたは行のコメントを解除するには，

［ブロックのコメント解除］ボタンをクリックするか，［編集］＞［詳細設定］

＞［ブロックのコメント解除］を選択します。

➤ ステートメントのインデント：ステートメントをインデントするには，ステー

トメントを選択して，［インデント］ボタンをクリックします。あるいは，テ

キストを選択して，［編集］＞［詳細設定］＞［インデント］を選択するか，

TAB キーを押します。318 ページ「エディタの動作のカスタマイズ」で説明され

ているように，［エディタ オプション］ダイアログ・ボックスで選択されてい

るタブ間隔に従ってテキストがインデントされます。 
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注：［エディタ オプション］ダイアログ・ボックスの［タブ キーを押して選択

されたテキストでインデントを行う］チェック・ボックスが選択されている必

要があります。選択されていない場合，TAB キーを押すと選択したテキストが

削除されます。 

➤ ステートメントのインデント解除：ステートメントのインデントを解除するに

は，ステートメントを選択して，［インデント解除］ボタンをクリックします。

あるいは，［編集］＞［詳細設定］＞［インデント解除］を選択するか，ス

テートメントの先頭のスペースを削除します。

VBScript での書式設定の詳細については，QuickTest の［ヘルプ］メニューから 
VBScript に関するマニュアルを参照してください（［ヘルプ］＞［QuickTest 
Professional ヘルプ］＞［VBScript リファレンス］）。

VBScript 構文エラーの処理方法

エキスパート・ビューで［キーワード ビュー］タブを選択すると，更新された

情報が QuickTest によってキーワード・ビューに表示されます。新規または更

新された VBScript ステートメントに構文エラーがある場合，ステータス・バー

の右側に「エラー」というテキストが赤で点滅し，ステータス・バーに，スク

リプトの構文エラーの情報について情報表示枠を確認する必要があることを示

すエラー・メッセージが表示されます。QuickTest は，すべての構文エラーが修

正されるまで，キーワード・ビューにドキュメントを表示できません。

［VBScript リファレンス］には個々の VBScript エラーの説明が表示されます。

詳細については，［ヘルプ］＞［QuickTest Professional ヘルプ］＞

［VBScript リファレンス］＞［VBScript］＞［リファレンス］＞［エラー］＞

［VBScript 構文エラー］を選択してください。
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ヒント：

現在のドキュメントの構文は，［構文チェック］ボタンをクリックするか，

［ツール］＞［構文チェック］を選択することで，いつでも確認できます。テ

ストが開いている場合は，すべてのアクションの構文が確認されます。関数ラ

イブラリが開いている場合は，ライブラリ・スクリプトの構文が確認されます。 

『Microsoft VBScript 言語リファレンス』では，VBScript の構文エラーを次のよ

うに定義しています。「ある VBScript ステートメントの構造が VBScript スクリ

プト言語の 1 つ以上の文法規則に違反した結果として生じるエラー」。VBScript 
での作業の詳細については，QuickTest の［ヘルプ］メニューから VBScript の
リファレンスを参照してください（［ヘルプ］＞［QuickTest Professional ヘ
ルプ］＞［VBScript リファレンス］）。

情報表示枠に，ドキュメントの中で見つかった構文エラーの一覧が表示される

ので，各構文エラーの場所を調べて修正することができます。 
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情報表示枠には，各構文エラーについて次の情報が表示されます。

情報表示枠の使用

➤ 構文エラーの詳細の上にマウスのポインタを合せたままにすると，現在不正で

ある構文が表示されます。

➤ 特定の構文エラーを含む行に移動するには，情報表示枠内で構文エラーをダブ

ルクリックします。 

➤ 情報表示枠内のカラムのカラム・ヘッダをドラッグしてサイズを変更し，情報

を読みやすくすることができます。

➤ 情報表示枠内の詳細情報を昇順または降順でソートするには，カラム・ヘッダ

をクリックします。

➤ 情報表示枠内のエラーで F1 キーを押すと，VBScript 構文エラーに関する情報

が表示されます。

表示枠内の
要素

詳細

［詳細］ 構文エラーの詳細。たとえば，条件ブロックを If ステートメント

で開始したけれども End If ステートメントで終了しなかった場合，

［詳細］には Expected 'End If' と表示されます。

注：状況によっては，QuickTest がエラーを正確に特定できずに，
次のようにいくつかの候補を表示することがあります。

Expected 'End Sub', or 'End Function', or 'End Property'

この場合，示された行のステートメントを調べてどちらが該当
するかを明らかにします。

［項目］ 問題のステートメントが含まれているテストまたは関数ライブラリ

の名前。

［アクション］ 問題のステートメントが含まれているアクションの名前。このカラ

ムは，アプリケーション領域を通じてビジネス・コンポーネントに

関連付けられている関数ライブラリには適用されません。

［行］ 構文エラーが含まれている行。行の番号は各アクションまたは関数

ライブラリの先頭から数えられます。
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プログラム的記述の使用

オブジェクトに対する操作を記録すると，QuickTest により，適切なテスト・オ

ブジェクトがオブジェクト・リポジトリに追加されます。オブジェクトがオブ

ジェクト・リポジトリに追加されたら，エキスパート・ビューでステートメン

トを追加することで，そのオブジェクトに対して追加のメソッドを実行できま

す。ステートメントを追加するには，通常，各オブジェクトの名前（大文字小

文字は区別されない）をそのオブジェクトの階層にオブジェクト記述として入

力した後で，適切なメソッドを追加します。 

たとえば，次に示すステートメントでは，「username」はエディット・ボック

スの名前です。このエディット・ボックスは「Mercury Tours」という名前を持

つページ上にあり，このページは「Mercury Tours」という名前を持つブラウザ

で記録されたものです。

Browser("Mercury Tours").Page("Mercury Tours").WebEdit("username")

オブジェクト・リポジトリ内の各オブジェクトは一意の名前を持っているの

で，指定する必要があるのはこの名前だけです。実行セッションの実行中，

QuickTest はオブジェクト・リポジトリの中で名前と親オブジェクトに基づいて

オブジェクトを検索し，格納されているテスト・オブジェクトの記述を使っ

て，Web サイトまたはアプリケーション内のオブジェクトを識別します。

QuickTest に対して，オブジェクト・リポジトリまたはオブジェクト名を参照せ

ずに，オブジェクトに対するメソッドを実行するように指示できます。これを

行うためには，QuickTest に，メソッドの実行対象としたいオブジェクトを識別

するために使えるプロパティと値のリストを提供します。 

そのようなプログラム的記述は，オブジェクト・リポジトリに格納されていな

いオブジェクトに対する操作を行う場合に，非常に便利なことがあります。プ

ログラム的記述は，何らかの共通するプロパティを持つ複数のオブジェクトを

対象に同じ操作を行う場合や，実行セッション中に動的に決まる記述に適合す

るプロパティを持つ 1 つのオブジェクトに対する操作を行う場合にも使えます。 

たとえば，入力した人名情報に基づいて，雇用主のリストを表示し，リストか

ら選択した雇用主に履歴書を送れるようにする Web サイトのテストをするもの

としましょう。テストでは，リストに表示されたすべての雇用主を選択したい

のに，テストを設計するときには，ページにいくつのチェック・ボックスが表

示されるか分からず，もちろん各チェック・ボックスの正確なオブジェクト記

述も知ることができません。こうした状況で，プログラム的記述を使うことで 
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Set "ON" メソッドを，「HTML TAG = input，TYPE = check box」という記述に適

合するすべてのオブジェクトを対象に実行することができます。

プログラム的記述には 2 つのタイプがあります。テスト・ステートメントの中

に，オブジェクトを記述するプロパティと値のセットを直接列挙することも，

プロパティと値のコレクションを Description オブジェクトに追加してから，ス

テートメントにその Description オブジェクトの名前を入力することもできます。

オブジェクト記述に対する要求が基本的なものであれば，ステートメントにプ

ログラム的記述を直接入力するほうが簡単でしょう。しかし，ほとんどの場

合，Description オブジェクト方式のほうが強力で効率的です。

ステートメントへのプログラム的記述の直接入力

テスト・ステートメントにオブジェクトを直接記述するには，オブジェクトの

論理名を指定する代わりに，オブジェクトを記述する property:=value のペアを

指定します。

一般的な構文は次のとおりです。

TestObject("PropertyName1:=PropertyValue1", "..." ,
 "PropertyNameX:=PropertyValueX") 

TestObject：テスト・オブジェクト・クラスです。 

PropertyName:=PropertyValue：テスト・オブジェクトのプロパティとその値で

す。property:=value の各ペアは，カンマと二重引用符で区切る必要があります。 

実行セッション中に取得するプロパティ値に基づいてオブジェクトを検索する

場合には，プロパティ値として変数名を入力できます。

注：QuickTest はプログラム的記述のプロパティ値をすべて正規表現として評価

します。したがって，正規表現において特別な意味を持つ文字（*，?，+ など）

を含んだ値を入力するには，\（円記号）を使用して，その特殊文字をリテラ

ルな文字として扱うように指示します。正規表現の詳細については，

『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の 345 ページ「正規表

現の使用について」を参照してください。
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次に示すステートメントでは，Mercury Tours ページに，author という名前と，

3 というインデックスを持つ WebEdit テスト・オブジェクトを指定します。実

行セッション中，QuickTest は一致するプロパティ値を持つ WebEdit オブジェク

トを検索し，「Mark Twain」というテキストを入力します。

Browser("Mercury Tours").Page("Mercury Tours").WebEdit("Name:=Author",
 "Index:=3").Set "Mark Twain"

注：テスト・オブジェクト階層の特定のポイントからプログラム的記述を使用

する場合には，同じステートメント内では，そのポイント以降は必ずプログラ

ム的記述を使用する必要があります。プログラム的記述を使用して階層内のオ

ブジェクトを指定した後に，オブジェクト・リポジトリでの名前を使用してテ

スト・オブジェクトを指定すると，当該オブジェクトは QuickTest によって識

別されません。

たとえば，次の例ではテスト・オブジェクト階層全体を通してプログラム的記

述を使用しているので，このステートメントは使用できます。

Browser("Title:=Mercury Tours").Page("Title:=Mercury Tours").
WebEdit("Name:=Author", "Index:=3").Set "Mark Twain"

次の例も，特定のポイントから（Page オブジェクト記述以降）プログラム的記

述を使用しているので，ステートメントを使用できます。

Browser("Mercury Tours").Page("Title:=Mercury Tours").
WebEdit("Name:=Author", "Index:=3").Set "Mark Twain"

しかし，次の例では，Browser および Page オブジェクトについてはプログラム

的記述を使用しているものの，WebEdit テスト・オブジェクトについてはオブ

ジェクト・リポジトリでの名前を使おうとしているので，このステートメント

は使用できません。 

Browser("Title:=Mercury Tours").Page("Title:=Mercury Tours").
WebEdit("Author").Set "Mark Twain"

QuickTest は，WebEdit オブジェクトをその名前を使用して特定しようとします

が，親オブジェクトがプログラム的記述を使用して指定されているため，リポ

ジトリの中で当該オブジェクトを見つけることができません。
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テスト・オブジェクトを使った作業の詳細については，『QuickTest Professional 
基本機能ユーザーズ・ガイド』の第 6 章「テスト・オブジェクトを使用した作

業」を参照してください。

1 回のテストまたは 1 つの関数ライブラリで同じプログラム的記述を複数回使

用するために，作成したオブジェクトを変数に割り当てることができます。 

たとえば，次のように入力する代わりに，

Window("Text:=Myfile.txt - Notepad").Move 50, 50
Window("Text:=Myfile.txt - Notepad").WinEdit("AttachedText:=Find what:").

Set "hello"
Window("Text:=Myfile.txt - Notepad").WinButton("Caption:=Find next").Click

次のように入力できます。

Set MyWin = Window("Text:=Myfile.txt - Notepad")
MyWin.Move 50, 50
MyWin.WinEdit("AttachedText:=Find what:").Set "hello"
MyWin.WinButton("Caption:=Find next").Click

さらに別の方法として，With ステートメントを使うこともできます。

With Window("Text:=Myfile.txt - Notepad")
.Move 50, 50
.WinEdit("AttachedText:=Find what:").Set "hello"
.WinButton("Caption:=Find next").Click

End With

With ステートメントの詳細については，162 ページ「With ステートメント」を

参照してください。
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プログラム的記述のための Description オブジェクトの使用

Description オブジェクトを使用して，Property オブジェクトのセットを格納した 
Properties コレクションを返すことができます。Property オブジェクトは，プロ

パティ名とプロパティ値で構成されます。返された Properties コレクションを，

ステートメント内でオブジェクト名の代わりに使用できます（各プロパティ・オ

ブジェクトには，プロパティ名とプロパティ値のペアが含まれています）。

注：標準設定では，Properties コレクションに追加された Property オブジェク

トの値はすべて正規表現として処理されます。したがって，正規表現において

特別な意味を持つ文字（*，?，+ など）を含んだ値を入力するには，\（円記

号）を使用して，その特殊文字をリテラルな文字として扱うように指示しま

す。正規表現の詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・

ガイド』の 345 ページ「正規表現の使用について」を参照してください。

コレクション内の特定の Property オブジェクトの値をリテラル値として指定す

るには，RegularExpression プロパティを False に設定します。詳細について

は，『QuickTest Professional オブジェクト・モデル・リファレンス』の「ユー

ティリティ」の節を参照してください。

Properties コレクションを作成するには，次の構文を使って Description.Create 
ステートメントを入力します。

Set MyDescription = Description.Create()

Properties オブジェクト（たとえば上の例の MyDescription）を作成すれば，実

行セッション中に Properties オブジェクトのプロパティと値の追加，編集，削

除，取得を行うステートメントを入力できます。これにより，オブジェクト記

述にどのプロパティをいくつ含めるかを，実行セッション中に動的に決めるこ

とができます。

Properties コレクションに Property オブジェクト（プロパティと値）のセット

を設定したら，テスト・ステートメントの中で，この Properties オブジェクト

をオブジェクト名の代わりに指定できます。
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たとえば，次のように入力する代わりに，

Window("Error").WinButton("text:=OK", "width:=50").Click

次のように入力できます。

Set MyDescription = Description.Create()
MyDescription("text").Value = "OK"
MyDescription("width").Value = 50
Window("Error").WinButton(MyDescription).Click

ヒント：ActiveX テスト・オブジェクトにプログラム的記述を作成し，対応す

る実行環境オブジェクトはウィンドウレス（ウィンドウ・ハンドルのないウィ

ンドウ）になった場合は，記述に windowless プロパティを追加して，その値を 
True に設定する必要があります。

例を次に示します。

Set ButDesc = Description.Create
ButDesc("ProgId").Value = "Forms.CommandButton.1"
ButDesc("Caption").Value = "OK"
ButDesc("Windowless").Value = True
Window("Form1").AcxButton(ButDesc).Click

注：テスト・オブジェクト階層の特定のポイントからプログラム的記述を使用

する場合には，同じステートメント内では，そのポイント以降は必ずプログラ

ム的記述を使用する必要があります。プログラム的記述を使用して階層内のオ

ブジェクトを記述した後に，オブジェクト・リポジトリでの名前を使用してテ

スト・オブジェクトを指定すると，当該オブジェクトは QuickTest によって識

別されません。

たとえば，Browser(Desc1).Page(Desc1).Link(desc3) ではテスト・オブジェク

ト階層全体を通してプログラム的記述を使用しているので，このステートメン

トは使用できます。 
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Browser("Index").Page(Desc1).Link(desc3) も，特定のポイントから（Page オブ

ジェクト記述以降）プログラム的記述を使用しているので，このステートメン

トは使用できます。 

しかし，Browser(Desc1).Page(Desc1).Link("Example1") の場合，Browser およ

び Page オブジェクトにプログラム的記述を使用する一方で，Link テスト・オブ

ジェクトにオブジェクト・リポジトリでの名前を使用しているので，このステー

トメントは使用できません（QuickTest によって，オブジェクト名に基づいて 
Link オブジェクトが検索されますが，プログラム的記述を使用して親オブジェ

クトを指定しているため，リポジトリの中でオブジェクトが見つかりません）。

Properties オブジェクトを使っているときには，プロパティや値の代わりに変

数名を使うことで，実行セッション中に取得したプロパティや値に基づくオブ

ジェクト記述を生成できます。 

複数のオブジェクトでプログラム的記述を使いたい場合には，テスト内に複数

の Properties オブジェクトを作成することもできます。

Description および Properties オブジェクト，および関連するメソッドの詳細に

ついては，『QuickTest Professional オブジェクト・モデル・リファレンス』を

参照してください。

子オブジェクトの取得

ChildObjects メソッドを使って，指定された親オブジェクトの中にあるすべて

のオブジェクト，あるいは特定のプログラム的記述に適合する子オブジェクト

のみを取得できます。この子オブジェクトのサブセットを取得するには，

Description オブジェクトを使って，まず記述オブジェクトを作成してから，子

オブジェクト・コレクションに適合するプロパティと値の集合を追加します。 

注：ChildObjects 記述引数のためのプログラム的記述を作成するには，

Description オブジェクトを使用します。property:=value 構文を使ってプログラ

ム的記述を引数に直接入力することはできません。
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記述オブジェクトの中に記述を「構築」したら，次の構文を使ってその記述に

適合する子オブジェクトを取得します。

Set MySubSet=TestObject.ChildObjects(MyDescription)

たとえば，次のステートメントは QuickTest に対して，Itinerary Web ページ上の

すべてのチェックボックスを選択するよう指示します。

Set MyDescription = Description.Create()
MyDescription("html tag").Value = "INPUT"
MyDescription("type").Value = "checkbox"

Set Checkboxes = 
Browser("Itinerary").Page("Itinerary").ChildObjects(MyDescription)
NoOfChildObjs = Checkboxes.Count
For Counter=0 to NoOfChildObjs-1

Checkboxes(Counter).Set "ON"
Next

ChildObjects メソッドの詳細については，『QuickTest Professional オブジェク

ト・モデル・リファレンス』を参照してください。

WebElement オブジェクトに対するプログラム的記述の使用

WebElement オブジェクトを使用すれば，ほかの Mercury テスト・オブジェク

ト・クラスには適合しない Web オブジェクトを対象にメソッドを実行できま

す。WebElement テスト・オブジェクトが記録されることは決してありません

が，プログラム的記述と WebElement オブジェクトを使って，Web サイト内の

任意の Web オブジェクトを対象にメソッドを実行できます。

たとえば，次のステートメントを実行するとします。

Browser("Mercury Tours").Page("Mercury Tours").
WebElement("Name:=UserName", "Index:=0").Click

または

set WebObjDesc = Description.Create() 
WebObjDesc("Name").Value = "UserName" 
WebObjDesc("Index").Value = "0" 
Browser("Mercury Tours").Page("Mercury Tours").WebElement(WebObjDesc).

Click
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QuickTest は，Mercury Tours ページにある UserName という名前の最初の Web 
オブジェクトをクリックする操作を実行します。

WebElement オブジェクトの詳細については，『QuickTest Professional オブジェ

クト・モデル・リファレンス』を参照してください。

プログラム的記述での Index プロパティの使用

Index プロパティは，オブジェクトを一意に識別するためのテスト・オブジェ

クト・プロパティとして役立つ場合があります。Index テスト・オブジェクト・

プロパティを使うと，オブジェクトはソース・コード内に出現する順序（最初

の出現は 0）に基づいて識別されます。

Index プロパティ値は，各オブジェクトに固有の値です。つまり，インデック

ス値 3 を使って WebEdit テスト・オブジェクトを記述すると，QuickTest によっ

てページ内の 4 番目の WebEdit オブジェクトが検索されます。

これに対し，インデックス値 3 を使って WebElement オブジェクトを記述する

と，QuickTest は，タイプには関係なく，そのページの 4 番目の Web オブジェ

クトが検索されます。これは，WebElement オブジェクトがすべての Web オブ

ジェクトに適用されるためです。

たとえば，次のオブジェクトが含まれるページがあるとします。

➤ Apple という名前の画像

➤ UserName という名前の画像

➤ UserName という名前の WebEdit オブジェクト

➤ Password という名前の画像

➤ Password という名前の WebEdit オブジェクト

次の記述は，前述のリストの 3 番目の項目を表します。ページ内で UserName 
という名前を持つ最初の WebEdit オブジェクトだからです。

WebEdit("Name:=UserName", "Index:=0")

一方，次の記述は，前述のリストの 2 番目の項目を表します。ページ内で

UserName という名前を持つ最初の任意のタイプ（WebElement）のオブジェク

トだからです。
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注：オブジェクトが 1 つのみの場合，index=0 を指定しても取得されません。

この場合，Index プロパティをオブジェクト記述に含めるべきではありません。

プログラムによるアプリケーションの実行と終了

QuickTest では，［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスを使って，テス

トの実行開始時にブラウザまたはアプリケーションを起動するように指定した

り，テスト対象アプリケーションを手作業で起動したりできます。また，テス

ト対象アプリケーションを起動または終了するステートメントをテストに挿入

することもできます。

指定した場所から任意のアプリケーションを実行するには，SystemUtil.Run ス
テートメントを使います。これはテストに複数のアプリケーションが含まれて

いて，［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスで［開かれている 
Window ベースのアプリケーションすべてでテストを記録して実行する］

チェック・ボックスを選択している場合に特に便利です。アプリケーションを

指定して，サポートされている任意のパラメータを渡したり，ファイル名を指

定して，関連付けられているアプリケーションが起動しそのファイルを開くよ

うにできます。 

ほとんどのアプリケーションは，Close メソッドを使って閉じることができます。

たとえば，次に示すステートメントでは，type.txt というファイルを標準のテ

キスト編集アプリケーション（「メモ帳」など）で開き，happy days と入力し

てから，ショートカット・キーを使ってファイルを保存し，アプリケーション

を終了しています。

SystemUtil.Run "C:\type.txt", ""","",""
Window("Text:=type.txt - Notepad").Type "happy days"
Window("Text:=type.txt - Notepad").Type micAltDwn & "F" & micAltUp
Window("Text:=type.txt - Notepad").Type micLShiftDwn & "S" & micLShiftUp
Window("Text:=type.txt - Notepad").Close
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注：

実行するアプリケーションを［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスを

使用して指定した場合，QuickTest はテストに SystemUtil.Run ステートメント

を追加しません。 

InvokeApplication メソッドは，実行可能ファイルのみを開くことができ，主に

下位互換性を維持するために使用します。

詳細については，『QuickTest Professional オブジェクト・モデル・リファレン

ス』を参照してください。

コメント，フロー制御，その他の VBScript ステートメントの使用

QuickTest では，テストまたは関数ライブラリの論理フローを制御する条件文を

追加することで，テストまたは関数ライブラリに意思決定機能を組み込むこと

ができます。さらに，QuickTest からテスト結果に送信するメッセージをテスト

内に定義できます。テストおよび関数ライブラリの読みやすさを向上させるた

めに，それらにコメントを追加することもできます。

キーワード・ビューでこれらのプログラミングの概念を使う方法の詳細につい

ては，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の第 20 章「プロ

グラミング・ロジックを含むステップの追加」を参照してください。

注：「VBScript リファレンス」（［ヘルプ］＞［QuickTest Professional ヘル

プ］メニューから利用できます）には，VBScript，Script Runtime，および 
Windows Script Host などを含む Microsoft VBScript に関するマニュアルが含まれ

ます。
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コメントの挿入

コメントとは，アポストロフィ（'）の後に書かれる，テスト・スクリプトの行

または行の一部です。テストを実行しても，QuickTest ではコメントは処理され

ません。読みやすさを向上させ，テストおよび関数ライブラリの更新を容易に

するため，テスト・スクリプトのセクションを説明するコメントを使用するこ

とをお勧めします。 

次の例では，コメントを使ってその下のステートメントの目的を説明しています。

' 文字列 "mercury" を "username" エディット・ボックスに設定する
Browser("Mercury Tours").Page("Mercury Tours").WebEdit("username").

Set "mercury"

標準設定では，コメントはエキスパート・ビューおよび関数ライブラリに緑色

で表示されます。コメントの表示は［エディタ オプション］ダイアログ・ボッ

クスでカスタマイズできます。詳細については，322 ページ「エレメントの見

映えのカスタマイズ」を参照してください。

ヒント：

テキストのブロックをコメントにするには，［編集］＞［詳細設定］＞［コメン

ト ブロック］を選択するか，［コメント ブロック］ボタンをクリックします。

コメントを解除するには，［編集］＞［詳細設定］＞［ブロックのコメント解

除］を選択するか，［ブロックのコメント解除］ボタンをクリックします。

注：コメント行を追加するには，VBScript の Rem ステートメントを使う方法

もあります。詳細については，「Microsoft VBScript Language Reference」（［ヘル

プ］＞［QuickTest Professional ヘルプ］＞［VBScript リファレンス］＞

［VBScript］を選択）を参照してください。



 第 5 章 • エキスパート・ビューおよび関数ライブラリ・ウィンドウを使用した作業

157

157

計算の実行

数値演算子を使って，簡単な計算を実行するステートメントを作成できます。

たとえば，サイトで 2 つのテキスト・ボックスに表示された値を掛け算するに

は，乗法演算子を使用します。VBScript では，次の数値演算子が使用できます。

次の例では，乗客 1 人あたりの荷物の重さの上限が 100 ポンドの場合の荷物の

総重量を計算するために，乗法演算子を使用しています。

' GetROProperty メソッドを使って，エディット・ボックスから乗客数を取得
する

passenger = Browser ("Mercury_Tours").Page ("Find_Flights").
WebEdit("numPassengers").GetROProperty("value")

' 乗客数に 100 を乗じる

weight = passenger * 100

' メッセージ・ボックスに重量の上限を挿入する

msgbox(" この団体の荷物重量の上限は "& weight &" ポンドです。")

演算子 詳細

+ 加法

– 減法

– 否定（負の数値－単項）

* 乗法

/ 除法

^ 指数
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For...Next ステートメント

For...Next ループは，1 つまたは複数のステートメントを，指定した回数だけ実
行するように QuickTest に指示します。構文は次のとおりです。

For counter = start to end [Step step]
statement

Next

次の例では，QuickTest で For ステートメントを使って乗客数の階乗値を計算し
ています。 

passengers = Browser("Mercury Tours").Page("Find Flights").
WebEdit("numPassengers").GetROProperty("value")

total = 1
For i=1 To passengers

total = total * i
Next
MsgBox "!" & passengers & "=" & total

項目 詳細

counter 反復の回数を表すカウンタとして使用する変数

start カウンタの開始値

end カウンタの終了値

step 各ループの終わりに増分する値。

標準設定値 = 1。
省略可能

statement  ループ中に実行する 1 つ以上のステートメント
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For...Each ステートメント

For...Each ループは，配列またはオブジェクト・コレクションの各要素に対し

て 1 つまたは複数のステートメントを実行するように QuickTest に指示します。

構文は次のとおりです。

For Each item In array
statement

Next

次の例では，For...Each ループを使用して配列の各要素の値を表示しています。

MyArray = Array("one","two","three","four","five")
For Each element In MyArray

msgbox element
Next 

Do...Loop ステートメント

Do...Loop ステートメントは，条件が真である間，または条件が真になるまで，

1 つまたは複数のステートメントを実行するように QuickTest に指示します。構

文は次のとおりです。

Do [{while} {until} condition]
statement

Loop

項目 詳細

item 配列の要素を表す変数

array 配列の名前

statement ループ中に実行する 1 つ以上のステートメント

項目 詳細

condition 満たされるべき条件

statement ループ中に実行する 1 つ以上のステートメント
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次の例では，QuickTest で Do...Loop ステートメントを使って乗客数の階乗値を

計算しています。

passengers = Browser("Mercury Tours").Page("Find Flights").
WebEdit("numPassengers").GetROProperty("value")

total = 1
i = 1
Do while i <= passengers

 total = total * i
 i = i + 1

Loop
MsgBox "!" & passengers & "=" & total

While ステートメント

While...Wend ステートメントは，条件が真である間，1 つまたは複数のステー

トメントを実行するように QuickTest に指示します。構文は次のとおりです。

While condition
statement

Wend

次の例では，QuickTest で While ステートメントを使って，乗客数が 10 人未満

である間，ループを実行します。QuickTest によって，ループが 1 回実行される

たびに，乗客数が 1 ずつ増えます。

passengers = Browser("Mercury Tours").Page("Find Flights").
WebEdit("numpassengers").GetROProperty("value")

While passengers < 10
passengers = passengers + 1

Wend

msgbox(" この団体の人数は "& passengers & " 人です。")

項目 詳細

condition 満たされるべき条件

statement ループ中に実行する 1 つ以上のステートメント
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If...Then...Else ステートメント

If...Then...Else ステートメントは，特定の条件に基づいて 1 つまたは複数のス

テートメントを実行するように QuickTest に指示します。条件が満たされない

場合は，次の Elseif 条件または Else ステートメントが試されることになりま

す。構文は次のとおりです。
If condition Then

statement
ElseIf condition2 Then

statement
Else

statement
End If

次の例では，乗客数が 4 名未満の場合に，QuickTest によってブラウザが閉じら

れます。
passengers = Browser("Mercury Tours").Page("Find Flights").
WebEdit("numpassengers").GetROProperty("value")
If (passengers < 4) Then

Browser("Mercury Tours").Close
Else

Browser("Mercury Tours").Page("Find Flights").Image("continue").Click 69,5
End If

次の例では，If，ElseIf，および Else ステートメントを使用して値が 1，2，ま

たはその他の値に等しいかどうかを調べています。
value = 2
If value = 1 Then
   msgbox "one"
Elseif value = 2 Then
   msgbox "two"
Else
   msgbox "three"
End If

項目 詳細

condition 満たされるべき条件

statement 実行されるステートメント
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With ステートメント

With ステートメントで，同じ親階層を持つ連続するステートメントをグループ

化することによって，スクリプトが短くなり，読み書きと編集がしやすくなり

ます。 

注：With ステートメントをスクリプトに適用しても実行セッション自体には影響

しません。エキスパート・ビューにどのように表示されるかにのみ影響します。

With ステートメントの構文は，次のとおりです。

With object
statements

End With 

たとえば，次のようなスクリプトがあったとします。

Window("Flight Reservation").WinComboBox("Fly From:").Select "London"
Window("Flight Reservation").WinComboBox("Fly To:").Select "Los Angeles"
Window("Flight Reservation").WinButton("FLIGHT").Click
Window("Flight Reservation").Dialog("Flights Table").WinList("From").

Select "19097   LON "
Window("Flight Reservation").Dialog("Flights Table").WinButton("OK").Click

項目 詳細

object オブジェクトを返すオブジェクトまたは関数

statements オブジェクトに対して実行する 1 つ以上のステートメント
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これは，次のスクリプトで置き換えることができます。

With Window("Flight Reservation") 
.WinComboBox("Fly From:").Select "London"
.WinComboBox("Fly To:").Select "Los Angeles"
.WinButton("FLIGHT").Click
With .Dialog("Flights Table") 

.WinList("From").Select "19097   LON "

.WinButton("OK").Click
End With 'Dialog("Flights Table") 

End With 'Window("Flight Reservation") 

注：エキスパート・ビューで With ステートメントを入力しても，キーワード・

ビューにはまったく影響しません。 

注：With ステートメントは手作業で入力することもできますが，With ステー

トメントを自動生成させたり，既存のテストに基づいて With ステートメント

を生成させたりもできます。詳細については，『QuickTest Professional 基本機

能ユーザーズ・ガイド』の 559 ページ「テストに対する「With」ステートメン

トの生成」を参照してください。
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テスト・オブジェクトのプロパティ値の取得と設定

テスト・オブジェクトのプロパティは，各オブジェクトについて QuickTest に
よって定義されている一連のプロパティです。テスト・オブジェクトのプロパ

ティ値の設定と取得ができます。また，テスト・オブジェクト・プロパティの

値を実行環境オブジェクトから取得することもできます。

テストを実行すると，QuickTest では，テスト・オブジェクト・リポジトリに格

納されているテスト・オブジェクトの一時的なインスタンスが生成されます。

テストまたは関数ライブラリ内の GetTOProperty，GetTOProperties，および 
SetTOProperty メソッドを使って，テスト・オブジェクトのテスト・オブジェ

クト・プロパティ値の設定と取得ができます。 

GetTOProperty および GetTOProperties メソッドを使って，QuickTest がオブ

ジェクトの識別に使う，特定のプロパティ値またはすべてのプロパティと値を

取得できます。

SetTOProperty メソッドを使って，QuickTest がオブジェクトを識別するために

使うプロパティ値を変更できます。

注：QuickTest は実行セッション中にテスト・オブジェクトの一時的なインスタ

ンスを参照するため，SetTOProperty メソッドを使用して行ったすべての変更

は実行セッション中にのみ有効で，テスト・オブジェクト・リポジトリに格納

されている値には影響を与えません。

たとえば，次に示すステートメントは，［Submit］ボタンの名前値を「my 
button」に設定し，次に値「my button」を取得して ButtonName 変数に代入

しています。

Browser("QA Home Page").Page("QA Home Page").
WebButton("Submit").SetTOProperty "Name", "my button" 

ButtonName=Browser("QA Home Page").Page("QA Home Page").
WebButton("Submit").GetTOProperty("Name")

テスト・オブジェクト・プロパティの現在の値をアプリケーションの実行環境

オブジェクトから取得するには，GetROProperty メソッドを使います。
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たとえば，次のようにして，実行セッション時にリンクのターゲット値を取得

できます。

link_href = Browser("Mercury Technologies").Page("Mercury Technologies").
Link("Jobs").GetROProperty("href") 

ヒント：Web サイトやアプリケーション内にあるオブジェクトのテスト・オブ

ジェクト・プロパティが不明の場合は，オブジェクト・スパイを使うことでそ

れらを表示できます。オブジェクト・スパイの詳細については，『QuickTest 
Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の第 3 章「テスト・オブジェクト・

モデルについて」を参照してください。

各オブジェクトでサポートされるテスト・オブジェクト・プロパティのリスト

と説明，および GetROProperty，GetTOProperty，GetTOProperties，および 
SetTOProperty メソッドの詳細については，『QuickTest Professional オブジェク

ト・モデル・リファレンス』を参照してください。

実行環境オブジェクトのプロパティおよびメソッドへのアクセス

特定のテスト・オブジェクトで利用可能なテスト・オブジェクト・メソッドま

たはプロパティによって必要な機能が提供されない場合，Object プロパティを

使用することで，アプリケーションの任意の実行環境オブジェクトのネイティ

ブ・メソッドおよびプロパティにアクセスできます。 

QuickTest ステートメント完了機能をオブジェクトのプロパティに対して使用す

れば，オブジェクトに対して利用可能なネイティブ・メソッドとプロパティの

リストを表示できます。ステートメント補完機能の詳細については，120 ペー

ジ「エキスパート・ビューまたは関数ライブラリでのステートメントの生成」

を参照してください。
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ヒント：オブジェクトが Web オブジェクトである場合は，プログラム的記述の

中で「attribute/ ＜プロパティ＞」の形式を使用してネイティブのプロパティに

もアクセスできます。詳細については，166 ページ「Web オブジェクトのユー

ザ定義プロパティへのアクセス」を参照してください。

実行環境オブジェクト・プロパティの取得

Object プロパティを使用することで，任意の実行環境オブジェクトのネイティ

ブ・プロパティにアクセスできます。たとえば，ActiveX カレンダーの内部 
Day プロパティについて現在の値を取得するには，次のようにします。

Dim MyDay
Set MyDay= 
Browser("index").Page("Untitled").ActiveX("MSCAL.Calendar.7").Object.Day 

Object プロパティの詳細については，『QuickTest Professional オブジェクト・

モデル・リファレンス』を参照してください。

実行環境オブジェクト・メソッドのアクティブ化

Object プロパティを使用することで，任意の実行環境オブジェクトの内部メ

ソッドをアクティブ化できます。たとえば次のようにすることで，エディッ

ト・ボックスのネイティブ focus メソッドを呼び出せます。

Dim MyWebEdit
Set MyWebEdit=Browser("Mercury Tours").Page("Mercury Tours").

WebEdit("username").Object
MyWebEdit.focus

Object プロパティの詳細については，『QuickTest Professional オブジェクト・

モデル・リファレンス』を参照してください。

Web オブジェクトのユーザ定義プロパティへのアクセス

attribute/ ＜プロパティ名＞表記を使って，Web オブジェクトのネイティブ・プ

ロパティにアクセスし，プログラム的記述を使ってこれらのプロパティに基づ

いてオブジェクトを識別することができます。
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たとえば，ページ内の 2 か所に同じ企業ロゴ画像を持つ Web ページがあるとし

ます。

<IMG src="logo.gif" LogoID="122">
<IMG src="logo.gif" LogoID="123">

ユーザ定義プロパティの LogoID を次のように記述に含めることで，クリック

する画像をプログラム的記述を使って識別できます。

Browser("Mercury Tours").Page("Find Flights").Image("src:=logo.gif",
"attribute/LogoID:=123").Click 68, 12

プログラム的記述の詳細については，145 ページ「プログラム的記述の使用」

を参照してください。

DOS コマンドの実行

QuickTest テストまたは関数ライブラリの中で，VBScript Windows Scripting Host 
Shell オブジェクト（WSCript.shell）を使って，標準の DOS コマンドを実行でき

ます。たとえば，次のステートメントを使うことにより，DOS コマンド・ウィ

ンドウを開いてパスを C:\ に変更し，DIR コマンドを実行できます。

Dim oShell
Set oShell = CreateObject ("WSCript.shell")
oShell.run "cmd /K CD C:\ & Dir"
Set oShell = Nothing

詳細については，『Microsoft VBScript 言語リファレンス』（［ヘルプ］＞

［QuickTest Professional ヘルプ］＞［VBScript リファレンス］＞

［VBScript］を選択）を参照してください。
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Windows API を使用したテストおよび関数ライブラリの拡張

Windows API を使用してテスト機能を拡張し，テストおよび関数ライブラリの

使い勝手と柔軟性を高めることができます。Windows オペレーティング・シス

テムは，Windows での操作を制御，管理するために使用できる多数の関数を備

えています。これらの関数を使用することで追加機能を利用できます。

Windows API は，次の URL から参照できる Microsoft MSDN Web サイトに文書

資料があります。
http://msdn.microsoft.com/library/en-
us/winprog/winprog/windows_api_start_page.asp?frame=true

個々の API 関数のリファレンスについては，次を参照してください。
http://msdn.microsoft.com/library/en-
us/winprog/winprog/windows_api_reference.asp?frame=true

Windows API 関数を使用するには，次の手順を実行します。

 1 MSDN において，テストまたは関数ライブラリの中で使用する関数を探します。

 2 資料を読んで必要なパラメータと戻り値を把握します。

 3 API 関数の場所を書き留めます。API 関数は Windows の DLL に含まれていま

す。要求する関数が含まれている DLL の名前は通常，関数の説明の「Import 
Library」のセクションに記載してある名前と同じです。たとえば，説明文書の

中で User32.lib と記載してあれば，関数は User32.dll という名前の DLL に含

まれています。この DLL は通常，System32 ライブラリに含まれています。

 4 QuickTest Extern オブジェクトを使用して外部関数を宣言します。詳細につい

ては，『QuickTest Professional オブジェクト・モデル・リファレンス』を参照

してください。

次の例では，user32.dll にある GetForegroundWindow という関数への呼び

出しを宣言しています。

extern.declare micHwnd, "GetForegroundWindow", "user32.dll", 
"GetForegroundWindow"

 5 hwnd = extern.GetForegroundWindows() のように，宣言した関数を呼び出し，

必要な引数を渡します。

http://msdn.microsoft.com/library/en-us/winprog/winprog/windows_api_start_page.asp?frame=true
http://msdn.microsoft.com/library/en-us/winprog/winprog/windows_api_reference.asp?frame=true
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この例では，前面にあるウィンドウのハンドラが取得されます。このようにす

ることで，前面のウィンドウがオブジェクト・リポジトリにない場合や，あら

かじめ知ることができない場合（たとえば，動的なタイトルを持つウィンドウ

など）にテストまたは関数ライブラリを拡張できます。このハンドルを，次の

ように，ウィンドウのプログラム的記述の一部として使用することも可能です。 

Window("HWND:="&hWnd).Close

状況によっては，あらかじめ定義されている定数値を関数の引数として使用し

なければならない場合があります。そうした定数は，テストまたは関数内で定

義されていないため，呼び出し先の関数に渡すためにはそれらの値を調べる必

要があります。こうした定数の値は通常，使用する関数に対応するヘッダー・

ファイルに宣言されています。ヘッダー・ファイルに関する記述も，各関数の

説明文書の「Header」セクションに記載されています。使用しているコン

ピュータに Microsoft Visual Studio がインストールされていれば，ヘッダー・

ファイルは通常，X:\Program Files\Microsoft Visual Studio\VC98\Include の下

に格納されています。

たとえば，GetWindow API 関数では，指定されたウィンドウとハンドルを取得

するウィンドウとの関係を表す数値を受け取ることが想定されています。

MSDN の説明文書には次の定数が記載されています。GW_CHILD，

GW_ENABLEDPOPUP，GW_HWNDFIRST，GW_HWNDLAST，
GW_HWNDNEXT，GW_HWNDPREV および GW_HWNDPREV。GetWindow の
説明文書に記載されている WINUSER.H ファイルを開くと，次のフラグ値が設

定されているのが分かります。

/*
 * GetWindow() Constants
 */
#define GW_HWNDFIRST0
#define GW_HWNDLAST 1
#define GW_HWNDNEXT2
#define GW_HWNDPREV 3
#define GW_OWNER 4
#define GW_CHILD 5
#define GW_ENABLEDPOPUP 6
#define GW_MAX 6
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例

次の例では，「メモ帳」アプリケーションの特定のメニュー項目を取得してい

ます。

' 定数値
const MF_BYPOSITION = 1024
' API 関数の宣言
Extern.Declare micHwnd,"GetMenu","user32.dll","GetMenu",micHwnd
Extern.Declare 
micInteger,"GetMenuItemCount","user32.dll","GetMenuItemCount",micHwnd
Extern.Declare 
micHwnd,"GetSubMenu","user32.dll","GetSubMenu",micHwnd,micInteger
Extern.Declare 
micInteger,"GetMenuString","user32.dll","GetMenuString",micHwnd,micInteger,

micString+micByRef,micInteger,micInteger
' Notepad.exe
hwin = Window("Notepad").GetROProperty ("hwnd")' ウィンドウのハンドルを

取得
MsgBox hwin
men_hwnd = Extern.GetMenu(hwin)' ウィンドウのメイン・メニューのハンドル

を取得
MsgBox men_hwnd
' API 関数を使用する
item_cnt = Extern.GetMenuItemCount(men_hwnd)
MsgBox item_cnt
hSubm = Extern.GetSubMenu(men_hwnd,0)
MsgBox hSubm
rc = Extern.GetMenuString(hSubm,0,value,64 ,MF_BYPOSITION)
MsgBox value
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実行セッション中に報告するステップの選択

Report.Filter メソッドを使って，テスト結果にどのステップあるいはどのス

テップのタイプを含めるかを決めることができます。ステートメントの後のス

テップの報告の有効化と完全な無効化を行うことができます。あるいは，以降

の失敗したステップ，もしくは失敗および警告のステップだけをレポートに含

めるように指定することができます。また，Report.Filter メソッドを使って，

現在のレポート・モードを取得することもできます。

次のレポート・モードが使用できます。

以降のステップの報告を行わないようにするには，次のステートメントを入力

します。

Reporter.Filter = rfDisableAll

以降のステップの報告を再び行うようにするには，次のように入力します。

Reporter.Filter = rfEnableAll

以降の失敗したステップだけをテスト結果に含めるには，次のように入力します。

Reporter.Filter = rfEnableErrorsOnly

モード 詳細

0 または rfEnableAll すべてのイベントがテスト結果に表示されます。

標準設定値。

1 または 
rfEnableErrorsAndWarnings

ステータスが警告または失敗のイベントだけがテ

スト結果に表示されます。

2 または rfEnableErrorsOnly ステータスが失敗のイベントだけがテスト結果に

表示されます。

3 または rfDisableAll テスト結果にはイベントは表示されません。
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以降の失敗または警告のステップだけをテスト結果に含めるには，次のように

入力します。

Reporter.Filter = rfEnableErrorsAndWarnings

現在のレポート・モードを取得するには，次のように入力します。

MyVar=Reporter.Filter

詳細については，『QuickTest Professional オブジェクト・モデル・リファレン

ス』を参照してください。
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第 6 章
ユーザ定義関数および関数ライブラリを使用し
た作業

QuickTest テスト・オブジェクト・モデルでサポートされているテスト・オブ

ジェクト，メソッド，および組み込み関数に加え，VBScript 関数，サブルーチ

ン，モジュールなどが含まれる独自の関数ライブラリを定義して，その関数を

テストから呼び出せます。

本章では，次の内容について説明します。

➤ ユーザ定義関数および関数ライブラリの使い方について

➤ 関数ライブラリの管理

➤ 関連付けられている関数ライブラリを使用した作業

➤ 関数定義ジェネレータの使用方法

➤ ユーザ定義関数のテスト・オブジェクト・メソッドとしての登録

➤ ユーザ定義関数の使い方のヒント

➤ テストからの外部定義された関数の実行



第 1 部 • 高度なテスト機能を使用した作業

174

ユーザ定義関数および関数ライブラリの使い方について

1 つまたは複数のテストで何度も使う必要のあるコード・セグメントがあると

きには，ユーザ定義関数を作成するとよい場合があります。ユーザ定義関数と

は，何らかの処理（またはプログラミングが必要な一連のステップ）を 1 つの

キーワード（または操作）にカプセル化したものです。ユーザ定義関数を使用

することによって，テストの簡潔になり，設計，理解，保守が容易になります。

QuickTest エンジニアが関連するキーワード（または操作）をアクションに挿入

することで，そのアクションからユーザ定義関数を呼び出すことができます。

ユーザ定義関数を，QuickTest テスト・オブジェクトのメソッドとして登録でき

ます。登録したメソッドは，実行セッションの間だけ既存のテスト・オブジェ

クト・メソッドの機能をオーバーライドしたり，テスト・オブジェクト・クラ

スの新しいメソッドとして登録したりできます。ユーザ定義関数の登録の詳細

については，191 ページ「関数定義ジェネレータの使用方法」および 205 ペー

ジ「ユーザ定義関数のテスト・オブジェクト・メソッドとしての登録」を参照

してください。

注：ユーザ定義関数を作成するときは，組み込みの関数と同じ名前（たとえ

ば，GetLastError，MsgBox，Print など）を指定しないようにします。組み込

み関数は，ユーザ定義関数に優先します。したがって，組み込み関数と同じ名

前のユーザ定義関数を呼び出しても，組み込み関数が代わりに呼び出されま

す。組み込み関数のリストについては，ステップ・ジェネレータ（［挿入］＞

［ステップ ジェネレータ］）の「組み込み関数」リストを参照してください。

QuickTest では，ユーザ定義関数を定義し，関数ライブラリ（標準設定では .qfl 
ファイルとして保存）または直接テスト内のアクションに格納できます。関数

ライブラリとは，VBscript 関数，サブルーチン，モジュールなどが含まれる 
Visual Basic スクリプトのことです。また，QuickTest では，既存の関数ライブ

ラリ（.vbs ファイルまたは .txt ファイルなど）を変更，デバッグすることもで

きます。VBScript の使用の詳細については，142 ページ「VBScript 構文エラー

の処理方法」および 136 ページ「VBScript の基本的な構文の理解」を参照して

ください。
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関数を関数ライブラリに格納し，その関数ライブラリをテストに関連付けれ

ば，その関数ライブラリのパブリック関数をテストで呼び出すことができま

す。詳細については，187 ページ「関連付けられている関数ライブラリを使用

した作業」を参照してください。関連付けられている関数ライブラリに格納さ

れている関数は，ステップ・ジェネレータ，およびキーワード・ビューの［操

作］カラムからアクセスできます。また，［エキスパート ビュー］では手動で

入力できます。

関数をテスト・アクションに格納した場合，その関数はそのアクション内から

のみ呼び出すことができます。ほかのアクションまたはテストから呼び出すこ

とはできません。 これは，特定のアクションの外側から関数を使用できないよ

うにする場合に役に立ちます。

また，プライベート関数を定義して関数ライブラリに格納することができま

す。プライベート関数は，同じ関数ライブラリ内の他の関数からのみ呼び出せ

る関数です。これは，パブリック関数の中でコード・セグメントを再利用する

場合に便利です。

関数は，手作業で定義することも，関数定義ジェネレータを使って定義するこ

ともできます。関数定義ジェネレータは，関数の基本的な定義を自動的に作成

します。関数を手作業で定義する場合でも，関数定義ジェネレータを使用すれ

ば，ヘッダ情報の追加，テスト・オブジェクトへの関数の登録，テスト・オブ

ジェクトの標準メソッドとしての関数の設定を行うために必要な構文を表示で

きます。詳細については，191 ページ「関数定義ジェネレータの使用方法」を

参照してください。

関数ライブラリの管理

QuickTest で関数ライブラリを作成し，その関数をテストのアクションから呼び

出すことができます。関数ライブラリとは，VBscript 関数，サブルーチン，モ

ジュールなどが含まれる独立した QuickTest 文書のことです。各関数ライブラ

リは別々のウィンドウで開くため，同時に 1 つまたは複数の関数ライブラリを

開いて作業できます。関数ライブラリの編集が終了したら，関数ライブラリは

閉じて，QuickTest セッションは開いたままにしておけます。また，開いている

すべての関数ライブラリを同時に閉じることもできます。

ユーザ定義関数を関数ライブラリで実装し，その関数ライブラリをテストに関

連付けることによって，他のユーザでも，テストに直接コードを追加せずに，

複雑な操作（テスト・ステップへの if/then ステートメントとループの追加や，
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ユーティリティ・オブジェクトを使った作業など）を実行する関数を選択でき

るようになります。さらに，再利用可能な関数の実装および使用により，時間

とリソースを節約できます。

QuickTest には，あらゆる関数ライブラリを（外部エディタで作成された関数ラ

イブラリでも）編集およびデバッグできるツールがあります。たとえば，

QuickTest では関数の構文をチェックできます。関数ライブラリ・ウィンドウに

は，［エキスパート ビュー］が備えているものと同様の編集機能があります。

［エキスパート ビュー］で使用できるオプションの詳細については，第 5 章

「エキスパート・ビューおよび関数ライブラリ・ウィンドウを使用した作業」

を参照してください。

注：QuickTest では，テストを開くと，Quality Center プロジェクトに保存されて

いる外部リソースのローカル・コピーが作成されます。 したがって，別のユー

ザが関数ライブラリなど Quality Center プロジェクトに保存されている外部リ

ソースを変更した場合，または，外部エディタ（QuickTest ではないもの）を使

用してリソースを変更した場合，その変更はテストを閉じて再度開くまでテス

トコンポーネントに実装されません。 これに対して，関数ライブラリなどファ

イル・システムに保存されている外部リソースに適用した変更は，ただちに実

装されます。これらのファイルは直接アクセスされ，テストを開いたときに

ローカル・コピーとして保存されないためです。

関数ライブラリの作成

新しい関数ライブラリは，いつでも作成できます。

QuickTest で新しい関数ライブラリを作成するには，次の手順を実行します。

次の手順のいずれかを実行します。

➤［ファイル］＞［新規作成］＞［関数ライブラリ］を選択します。

➤［新規作成］ボタンの下向き矢印をクリックし，［関数ライブラリ］を選択し

ます。

新しい関数ライブラリが開きます。

これで，関数ライブラリに内容を追加し，保存できます。関数ライブラリに内

容を追加すると，［エキスパート ビュー］の内容に適用されるのと同じ書式設

定が適用されます。書式設定は，必要に応じて変更できます。詳細について



 第 6 章 • ユーザ定義関数および関数ライブラリを使用した作業

177

177

は，317 ページ「［エキスパート ビュー］および関数ライブラリ・ウィンドウ

のカスタマイズ」を参照してください。

関数ライブラリの保存

QuickTest で関数ライブラリを作成または編集したら，Quality Center プロジェク

トまたはファイル・システムに関数ライブラリを保存できます。

ヒント：

➤ 関数ライブラリに変更を加えると，関数ライブラリが保存されるまで，タイ

トル・バーにアスタリスク（*）が表示されます。

➤ 開いている文書をすべて保存するには，［ファイル］＞［すべて保存］を選

択します。まだ保存されていない新規ファイルについては，保存先を指定す

るように求められます。

➤ 複数の文書を保存するには，［ウィンドウ］＞［ウィンドウ］を選択します。

［ウィンドウ］ダイアログ・ボックスで，保存する文書を選択し，［保存］ボ

タンをクリックします。まだ保存されていない新規ファイルについては，保

存先を指定するように求められます。

➤ アクティブな関数ライブラリを別の名前または別のパスで保存するには，

［ファイル］＞［名前を付けて保存］を選択します。

関数ライブラリを保存するには，次の手順を実行します。

 1 保存する対象となる関数ライブラリがアクティブな文書であることを確認しま

す（フォーカスを対象に移動するには，対象関数ライブラリのタブをクリック

します）。

 2 次の手順のいずれかを実行します。

➤［保存］ボタンをクリックします。

➤［ファイル］＞［保存］を選択します。

➤ 関数ライブラリ文書のタブを右クリックし，［保存］を選択します。
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この関数ライブラリを以前に保存したことがあれば，変更された関数ライブラ

リが保存されます。この関数ライブラリを初めて保存する場合は，［関数ライ

ブラリを保存］ダイアログ・ボックスが開きます。 

 3 Quality Center プロジェクトまたはファイル・システムに関数ライブラリを保存

します（関数ライブラリがビジネス・プロセス・テストで使用される場合は，

その関数ライブラリを Quality Center プロジェクトに保存する必要があります）。

注：Quality Center に接続している場合，表示されるダイアログ・ボックスは，

ファイル・システムの場合の標準ダイアログ・ボックスと異なります。［保存］

ダイアログ・ボックスで［ファイル システム］ボタンおよび［Quality 
Center］ボタンをクリックすることで，ダイアログ・ボックスの 2 つのバー

ジョンを切り替えることができます。

 関数ライブラリを Quality Center プロジェクトに保存するには，［テスト計画

ツリー］ボックスで関数ライブラリの保存先フォルダを選択します。［添付

名］ボックスに関数ライブラリ名を入力し，［OK］をクリックします。

➤ 関数ライブラリをファイル・システムに保存するには，［関数ライブラリを

保存］ダイアログ・ボックスの中で，［ファイル名］ボックスに関数ライブ

ラリ名を入力し，［保存］をクリックします。 
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関数ライブラリは，拡張子 .qfl を付けて保存されます（ただし，.vbs や .txt な
どの別の拡張子を指定した場合，または，拡張子を完全に削除した場合を除く）。 

関数ライブラリを開く

QuickTest では，すでに別の文書が開いていても，ファイル・システムまたは 
Quality Center プロジェクトに保存されている関数ライブラリを開くことができ

ます。関数ライブラリは，当該ファイルに対する読み取り許可または読み書き

の許可がある場合にのみ開けます。

関数ライブラリを編集モードで開くか読み取り専用モードで開くかを選択でき

ます。

➤ 編集モード：関数ライブラリを表示，変更できます。あるコンピュータで関数

ライブラリが開いている間は，ほかのユーザは，そのファイルを読み取り専用

モードで表示できますが，変更はできません。

➤ 読み取り専用モード：関数ライブラリを表示することはできますが，変更はで

きません。標準設定では，現在ほかのコンピュータで開いている関数ライブラ

リを開くと，読み取り専用モードになります。関数ライブラリを表示する一方

で，ほかのユーザが変更できるようにもしたい場合は，関数ライブラリを読み

取り専用モードで開けます。

ヒント：自分の文書の関数から別の関数ライブラリの関数定義へ直接移動する

こともできます。詳細については，182 ページ「関数ライブラリの特定関数へ

の移動」を参照してください。
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既存の関数ライブラリを開くには，次の手順を実行します。

次の手順のいずれかを実行します。

➤［ファイル］＞［開く］＞［関数ライブラリ］を選択します。

➤［開く］ボタンの下向き矢印をクリックし，［関数ライブラリ］を選択します。

ヒント：

最近作成した，または開いた関数ライブラリは，［ファイル］メニューに表示

される最近使用したファイルから選択できます。

開いているテストに関数ライブラリが関連付けられている場合，［リソース］

＞［関連付けのあるライブラリ］からその関数ライブラリを選択できます 
（Quality Center プロジェクトに格納されている関数ライブラリを選択すると，

関連付けられている関数ライブラリを開くために QuickTest が当該プロジェク

トに接続されている必要があります）。

［関数ライブラリを開く］ダイアログ・ボックスが開きます。 
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注：Quality Center に接続している場合，表示されるダイアログ・ボックスは，

ファイル・システムの場合の標準ダイアログ・ボックスと異なります。［開く］

ダイアログ・ボックスで［ファイル システム］ボタンおよび［Quality 
Center］ボタンをクリックすることで，ダイアログ・ボックスの 2 つのバー

ジョンを切り替えることができます。

ヒント：関数ライブラリを読み取り専用モードで開くには，［読み取り専用

モードで開く］チェック・ボックスを選択します。

関数ライブラリを探して選択し，［開く］をクリックします。指定した関数ライ

ブラリが新しいウィンドウで開きます。これで，関数ライブラリの内容を表示，

変更できるようになります。詳細については，182 ページ「関数ライブラリの

編集」および 184 ページ「関数ライブラリのデバッグ」を参照してください。

開いている QuickTest 文書間でのフォーカスの移動

テストが開いている間，複数の関数ライブラリを開き，開いているすべての文

書間でフォーカスを移動することができます。

開いている QuickTest 文書間でフォーカスを移動するには，次の手順を実行し

ます。

次の手順のいずれかを実行します。

➤ 文書表示枠で，必要な文書のタブをクリックします。

ヒント：スペースが足りず，すべてのタブが表示されない場合は，文書表示枠

の左右のスクロール矢印を使用して，必要な文書のタブを表示します。

➤ キーボードの CTRL キーを押しながら TAB キーを押し，開いている文書間を切

り替えます。

➤［ウィンドウ］メニューから必要な文書を選択します。
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➤［ウィンドウ］＞［ウィンドウ］を選択し，［ウィンドウ］ダイアログ・ボック

スで必要な文書を選択して，［切り替え］ボタンをクリックします。

注：［リソース］＞［関連付けのある関数ライブラリ］を選択して，リストか

ら必要な関数ライブラリを選択することもできます。この操作では，テストに

関連付けられている，閉じられている関数ライブラリも開きます。

関数ライブラリの特定関数への移動

関数の呼び出しを挿入した後，ソース文書内の当該関数の定義へ直接移動でき

ます。関数の定義は，同じ文書（テストまたは関数ライブラリ），またはテス

トに関連付けられている別の関数ライブラリに置くことができます。関数の定

義が含まれる文書がすでに開いている場合は，そのウィンドウがアクティブに

なります（そこにフォーカスが移動します）。文書が閉じている場合は，その

文書が開きます。

関数の定義に移動するには，次の手順を実行します。

 1［エキスパート ビュー］または関数ライブラリで，該当する関数が含まれてい

るステップをクリックします。

 2 次の手順のいずれかを実行します。

➤［編集］＞［詳細設定］＞［関数定義に移動］を選択します。

➤ ステップを右クリックして，ショートカット・メニューの［関数定義に移

動］を選択します。

該当する文書がアクティブになり（関数の定義が別の関数ライブラリにある場

合），関数の定義の先頭にカーソルが置かれます。

関数ライブラリの編集

［エキスパート ビュー］の QuickTest 編集機能を使用して，関数ライブラリをい

つでも編集できます。

文書間で関数（またはその一部分）のドラッグ・アンド・ドロップが可能です 
（それには，［最小化］ボタン（QuickTest ウィンドウの［最小化 / 最大化］ボタ

ンの下にあります）をクリックすることで，タブ付きの文書を別々の文書表示

枠に分ける必要があります）。
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手動で，またはステップ・ジェネレータを使用して，関数ライブラリにステッ

プを追加できます。ステップ・ジェネレータを使用すれば，予約オブジェクト

（ユーティリティ・オブジェクトなど，機能拡張のために提供されるオブジェ

クト），VBScript 関数（MsgBox など），ユーティリティ・ステートメント

（Wait など），同じ関数ライブラリに定義されているユーザ定義関数を含むス

テップを追加できます。IntelliSense は，アクションに定義されているすべの関

数，または関連付けられている関数ライブラリに定義されているパブリック関

数で使用できます。

注：関数ライブラリでは，IntelliSense を使用してテスト・オブジェクトの名前

またはコレクションを表示できません。これは，関数ライブラリがオブジェク

ト・リポジトリに接続されていないためです。

構文をチェックするように QuickTest に指定するには，［構文チェック］ボタン

をクリックするか，［ツール］＞［構文チェック］を選択します。

ヒント：

VBScript の使用の詳細については，136 ページ「VBScript の基本的な構文の理

解」を参照してください。

テストに関連付けられているすべての関数ライブラリの構文をチェックするに

は，［テストの設定］ダイアログ・ボックス（［ファイル］＞［設定］）の［リ

ソース］タブにある［構文チェック］ボタンをクリックします。 詳細について

は，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の 755 ページ「テ

ストのためのリソース設定の定義」を参照してください。
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読み取り専用関数ライブラリの編集

関数ライブラリを読み取り専用モードで開き，その後でその関数ライブラリに

変更を加えることにした場合，その関数ライブラリを編集可能ファイルに変換

できます。ただし，ほかのユーザがその関数ライブラリをロックしていない場

合に限ります。関数ライブラリを開くときに使用できるオプションの詳細につ

いては，179 ページ「関数ライブラリを開く」を参照してください。

注：デバッグ・セッション中は，すべての文書（テストおよび関数ライブラリ

など）が読み取り専用になります。デバッグ・セッション中に文書を編集する

には，まず，デバッグ・セッションを停止する必要があります。

読み取り専用の関数ライブラリを編集するには，次の手順を実行します。

［ファイル］＞［編集可能にする］を選択するか，［編集可能にする］ボタンを

クリックします。これで，関数ライブラリを編集できます。

関数ライブラリのデバッグ

関数ライブラリをデバッグする前に，関数ライブラリをテストに関連付けて，

ライブラリ内の関数への呼び出しを少なくとも 1 つ挿入しておく必要がありま

す。たとえば，［デバッグ ビューア］を使用して，関数ライブラリのオブジェ

クトまたは変数の現在の値を表示，設定，変更できます。関数（ユーザ定義関

数を含む）のステップ・イントゥ，ブレークポイントの設定，ブレークポイン

トでの停止，式の表示などが可能です。デバッグは特定のステップから開始し

たり，特定のステップで一時停止するように指定したりできます。詳細につい

ては，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の 577 ページ

「テストと関数ライブラリのデバッグ」を参照してください。

注：デバッグ・セッション中は，すべての文書が読み取り専用になり，編集で

きません。デバッグ・セッション中に文書を編集するには，まず，デバッグ・

セッションを停止する必要があります。
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関数ライブラリの印刷

関数ライブラリは，いつでも印刷できます。印刷出力には追加の情報を含める

こともできます。

関数ライブラリを印刷するには，次の手順を実行します。

 1［印刷］ボタンをクリックするか，［ファイル］＞［印刷］を選択します。［印

刷］ダイアログ・ボックスが開きます。

 2 印刷オプションを指定します。

➤［プリンタ］：印刷ジョブの送信先となるプリンタが表示されます。プリンタ

を変更するには，［設定］ボタンをクリックします。

➤［選択した部分］：関数ライブラリ内の現在選択されている（強調表示されて

いる）テキストのみ印刷されます。

➤［ヘッダに文書名を含める］：印刷出力の上部に関数ライブラリの名前が挿入

されます。

➤［ヘッダに日付を含める］：印刷出力の上部にその日の日付が挿入されます。

日付書式は Windows の地域のオプションに基づきます。

➤［ページ番号］：印刷出力の下部にページ番号が挿入されます（例：page 1 
of 3）。

➤［X 行ごとに行番号を表示する］：指定どおりに，スクリプト行の左側に行番

号が表示されます。

➤［部数］：ドキュメントを印刷する回数を指定します。



第 1 部 • 高度なテスト機能を使用した作業

186

 3 別のプリンタに印刷する場合やプリンタの設定を変更する場合は，［設定］を

クリックして［プリンタの設定］ダイアログ・ボックスを表示します。

 4［印刷］をクリックすると，選択内容に従って印刷されます。

関数ライブラリを閉じる

個々の関数ライブラリを閉じたり，複数の関数ライブラリが開いている場合

は，その一部または全部を同時に閉じたりすることができます。いずれかの関

数ライブラリが保存されていないと，保存するよう QuickTest に求められます。

個々の関数ライブラリを閉じるには，次の手順を実行します。

次の手順のいずれかを実行します。

➤ 保存する関数ライブラリがアクティブな文書であることを確認し（当該関数

ライブラリにフォーカスを移動するには，関数ライブラリのタブをクリック

します），［ファイル］＞［閉じる］を選択します。

➤ 関数ライブラリ文書のタブを右クリックし，［閉じる］を選択します。

➤ 関数ライブラリ・ウィンドウの右上角にある［閉じる］ボタンをクリックし

ます。

➤［ウィンドウ］＞［ウィンドウ］を選択します。［ウィンドウ］ダイアログ・

ボックスで，閉じる関数ライブラリが選択されていない場合は選択し，

［ウィンドウを閉じる］ボタンをクリックします。

複数の関数ライブラリを閉じるには，次の手順を実行します。

［ウィンドウ］＞［ウィンドウ］を選択します。［ウィンドウ］ダイアログ・

ボックスで，閉じる関数ライブラリを選択し，［ウィンドウを閉じる］ボタン

をクリックします。

開いているすべての関数ライブラリを閉じるには，次の手順を実行します。

［ファイル］＞［全関数ライブラリを閉じる］を選択するか，［ウィンドウ］＞

［全関数ライブラリを閉じる］を選択します。
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関連付けられている関数ライブラリを使用した作業

QuickTest では，関数，サブルーチン，モジュールなどが含まれる関数ライブラ

リを作成し，そのファイルをテストに関連付けることができます。これによっ

て，QuickTest エンジニアは，関連付けられている関数ライブラリ内のパブリッ

ク関数やサブルーチンへの呼び出しを，当該テストに挿入することができます 
（関数ライブラリに格納されているパブリック関数は，関連付けられている任

意のテストから呼び出せるのに対し，プライベート関数は同じ関数ライブラリ

内からのみ呼び出せます）。

テストがステップ内で使用されている関数にアクセスできなくなると（たとえ

ば，関連付けられている関数ライブラリからその関数が削除された場合など），

キーワード・ビュー内でステップの横に アイコンが表示されます。そのテ

ストを実行すると，存在しない関数を使用しているステップに達したときにエ

ラーが発生します。

注：標準の VBScript 構文で書かれたあらゆるテキスト・ファイルを関数ライブ

ラリとして使えます。

［テストの設定］ダイアログ・ボックス（［ファイル］＞［設定］＞［リソー

ス］タブ）で，新規のすべてのテストに関連付ける標準の関数ライブラリを指

定できます。テストが作成されると，標準関数ライブラリのリストがテストに

統合されます。したがって，［テストの設定］ダイアログ・ボックスの標準関

数ライブラリ・リストに変更を加えても，既存のテストには影響しません。

既存のテストに関連付けられている関数ライブラリのリストは［テストの設

定］ダイアログ・ボックスで編集できます。詳細については，『QuickTest 
Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の 755 ページ「テストのためのリ

ソース設定の定義」を参照してください。



第 1 部 • 高度なテスト機能を使用した作業

188

注：

➤ 関連関数ライブラリの中にある関数のほかに，任意の関数ライブラリ（また

は VBScript ファイル）に含まれている関数を任意のアクションから 
ExecuteFile 関数を使って直接呼び出すことができます。 関連関数ライブラリ

に ExecuteFile 関数を挿入することもできます。 詳細については，213 ページ

「テストからの外部定義された関数の実行」を参照してください。 

➤ ExecuteFile ステートメントを使用して呼び出されるファイルおよび当該

ファイルに含まれている関数をデバッグすることはできません。 また，

ExecuteFile ステートメントを含んでいるテストをデバッグする場合，実行

マーカが正しく表示されないことがあります。

Quality Center での関連付けられている関数ライブラリを使用した作業

関数ライブラリがファイル・システムまたは Quality Center プロジェクトに格納

されているかどうかに関係なく，テストに関数ライブラリを関連付けることが

できます。ただし，ビジネス・プロセス・テストで関数ライブラリを使用する

計画がある場合は，関数ライブラリを Quality Center プロジェクトに保存する必

要があります。

Quality Center および関連関数ライブラリを使用するときには，［テストの設定］

ダイアログ・ボックスの［リソース］タブで関連ファイルを指定する前に，関

連関数ライブラリを Quality Center プロジェクトに添付ファイルとして保存する

必要があります。Quality Center プロジェクトには新規または既存の関数ライブ

ラリを追加できます。

ファイル・システムから Quality Center プロジェクトに既存の関数ライブラリを

追加する場合，実際にはそのファイルのコピーがプロジェクトに追加されま

す。したがって，これらの関数ライブラリのどちらか一方（ファイル・システ

ム内または Quality Center プロジェクト内）を後で変更した場合，もう一方の関

数ライブラリは影響を受けません。 

テストとの関数ライブラリの関連付け

現在開いているテストに，開いている関数ライブラリを関連付けることができ

ます。
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また，関連付けられている関数リストを使用して，現在開いているテストに関

数ライブラリを関連付けることもできます。詳細については，190 ページ「関

数ライブラリの関連付けの変更」を参照してください。

テストに関数ライブラリを関連付けるには，次の手順を実行します。

 1 関数ライブラリを関連付ける対象となるテストが QuickTest で開かれているこ

とを確認します。

 2 QuickTest で関数ライブラリを作成するか開きます （次の手順に進む前に，テ

ストに関連付ける関数ライブラリがアクティブな文書であることを確認しま

す）。対象関数ライブラリにフォーカスを移動するには，関数ライブラリのタ

ブをクリックします）。詳細については，175 ページ「関数ライブラリの管理」

を参照してください。

 3 関数ライブラリを，添付ファイルとして Quality Center プロジェクト，またはファ

イル・システムに保存します。詳細については，177 ページ「関数ライブラリの

保存」を参照してください。

 4 QuickTest の中で，［ファイル］＞［ライブラリ ' ＜ Function Library ＞ ' を 'Test' 
に関連付ける］を選択するか，関数ライブラリの中で右クリックして［ライブ

ラリ ' ＜ Function Library ＞ ' を 'Test' に関連付ける］を選択します。

QuickTest によって，開いているテストに関数ライブラリが関連付けられます。
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関数ライブラリの関連付けの変更

テストに関連付けられている関数ライブラリのリストを変更できます。リスト

に関数ライブラリを追加したり，リストから削除したりできます。また，関数

ライブラリの優先順位を変更することもできます。

テストへの関数ライブラリの関連付けを変更するには，次の手順を実行します。

 1［テストの設定］ダイアログ・ボックスで，［リソース］タブをクリックします。

 2 関連付けられている関数ライブラリ・リストで，［関数ライブラリの追加］ボ

タンをクリックします。QuickTest に参照ボタンが表示されます。このボタンを

使用して，ファイル・システム内の関数ライブラリを参照できます。 Quality 
Center プロジェクトに接続している場合は，ファイル・パスに [QualityCenter] 
が追加され，Quality Center プロジェクト内およびファイル・システム内の関数

ライブラリを参照できることが示されます。

ヒント：Quality Center プロジェクトからファイルを追加する必要があり，なお

かつ Quality Center に接続されていない場合は，SHIFT キーを押したまま［追加］

ボタンをクリックします。 QuickTest は [QualityCenter] を追加し，パスが手動で

入力できるようになります。 その場合には，[QualityCenter] の後にスペースを

入れてください。例を次に示します。 [QualityCenter] Subject\Tests ただし，

QuickTest が Quality Center のプロジェクト・フォルダを検索するのは，対応す

る Quality Center プロジェクトに接続しているときだけです。

 3 テストに関連付ける関数ライブラリを選択し，［開く］または［OK］をクリッ

クします（関数ライブラリをファイル・システムまたは Quality Center プロジェ

クトのどちらから選択するかに応じて異なります）。

ヒント：関連付けられている関数ライブラリをリストから削除するには，削除

する関数ライブラリを選択して，［削除］ボタンをクリックします。関連付け

られている関数ライブラリの優先順位付けを行うには，上向き矢印および下向

き矢印を使用します。

詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の 755
ページ「テストのためのリソース設定の定義」を参照してください。
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関数定義ジェネレータの使用方法

QuickTest の関数定義ジェネレータを使用すれば，新規ユーザ定義関数のための

定義を生成し，その定義にヘッダ情報を追加できます。その後，必要に応じ

て，その関数をテスト・オブジェクトに登録できます。必要な情報を入力する

と，関数定義ジェネレータが基本的な関数定義を自動的に作成します。関数定

義を定義した後，それを関数ライブラリに挿入してテストに関連付けることが

できます。また，定義はエキスパート・ビュー内のテスト・スクリプトに直接

挿入することもできます。最後に，内容（コード）を追加して関数を完成させ

ます。

注：関数をエキスパート・ビューに直接挿入した場合，テストは特定のアク

ションのどこからでもその関数にアクセスできるようになります。

テスト・オブジェクトに関数を登録すると，関数は，そのテスト・オブジェク

トによって呼び出すことができ，そのテスト・オブジェクトの使用可能な操作

のリストに表示されます。

テスト・オブジェクトに関数を登録しないと，この関数はグローバル操作とな

り，ステップ・ジェネレータの［操作］ボックスの操作一覧に，キーワード・

ビューの［操作］カラムに，また IntelliSense の使用時に表示されます。関数を

登録すると，その関数が登録されているテスト・オブジェクトが選択された場

合にステップ・ジェネレータまたはキーワード・ビューに表示される標準の操

作として定義できます。

最後に，ステップ・ジェネレータまたはキーワード・ビューで操作にカーソル

を位置付けたときと，IntelliSense の使用時に表示されるツールチップを定義す

ることによって，ユーザ定義関数に説明を付けることができます。また，ユー

ザ定義関数を含むステップが実際に何をするかについて説明した文章を追加す

ることもできます。この文章は，ステップ・ジェネレータの［ステップについ

てのコメント］ボックスと，キーワード・ビューの［注釈］カラムに表示され

ます。

関数定義ジェネレータに情報を入力するにつれて，でき上がりつつある関数定

義が［プレビュー］領域に表示されます。関数の定義が完了したら，アクティ

ブな QuickTest 文書に定義を挿入します。定義を関数ライブラリに挿入した場合，

関連付けられているテストは関数にアクセスできます。関数を［エキスパート 
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ビュー］内のテストに直接挿入した場合，関数は，特定のアクション内からの

み呼び出すことができます。最後に，関数の内容（コード）を追加します。

次の項では，関数定義ジェネレータで関数を作成するときに実行する手順の概

要を説明します。

関数定義ジェネレータを使用するには，次の手順を実行します。

 1 193 ページ「関数定義ジェネレータの起動」の説明に従って，関数定義ジェネ

レータを開きます。

 2 194 ページ「関数の定義」の説明に従って，関数を定義します。

 3 195 ページ「関数ジェネレータを使用した関数の登録」の説明に従って，必要

に応じて関数をテスト・オブジェクトに登録します。

標準設定では，テスト・オブジェクトに登録されない関数は，ステップ・ジェ

ネレータの［関数］カテゴリまたはキーワード・ビューの［操作］項目を選択

することによって呼び出せる，あるいは IntelliSense の使用時に呼び出せるグ

ローバル関数として自動的に定義されます。関数をテスト・オブジェクトに登

録した場合は，その関数（操作）をそのテスト・オブジェクトの標準設定の操

作として定義することもできます。

 4 199 ページ「関数の引数の指定」の説明に従って，関数に引数を追加します。

 5 ヘッダ情報を追加して関数を文書化します。詳細については，200 ページ「関

数への説明の追加」を参照してください。

 6 関数の仕上げの前に，202 ページ「関数のプレビュー」の説明に従って，その

関数をプレビューします。

 7 202 ページ「別のユーザ定義関数の生成」の説明に従って，必要に応じて別の

関数定義を生成します。

 8 203 ページ「ユーザ定義関数の仕上げ」の説明に従って，アクティブな文書に

各関数を挿入し，それらの関数に内容を追加して，各関数を仕上げます。

注：この項で説明する手順では，前述の手順を実行しているものと想定してい

ます。
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関数定義ジェネレータの起動

QuickTest から関数定義ジェネレータを開きます。

関数定義ジェネレータを開くには，次の手順を実行します。

 1 関数定義を挿入する対象となる関数ライブラリまたはテストがアクティブな文

書であることを確認します （対象文書にフォーカスを移動するには，文書のタ

ブをクリックします）。これは，関数定義の完了後，関数定義ジェネレータが

現在アクティブな文書に関数を挿入するためです。

 2［挿入］＞［関数定義ジェネレータ］を選択するか，［関数定義ジェネレータ］

ボタンをクリックします。関数定義ジェネレータが開きます。 

関数定義ジェネレータを開いた後，新しい関数の定義を開始できます。
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関数の定義

関数定義ジェネレータを開いたら，関数の定義を開始できます。 

たとえば，指定されたプロパティの値を確認する関数を定義する場合，関連付

けられている任意のテストから呼び出せるように，その関数に VerifyProperty 
という名前を付けてパブリック関数として定義できます（関数ライブラリがそ

のアプリケーション領域に関連付けられている場合のみ）。（プライベートとし

て定義した関数は，同じ関数ライブラリ内にある別の場所からのみ呼び出せま

す。プライベート関数は，テスト・オブジェクトに登録できません）。

関数を定義するには，次の手順を実行します。

 1［名前］ボックスに，新しい関数の名前を入力します。ステップ・ジェネレー

タまたはキーワード・ビューから簡単に選択できるように，何をする操作なの

かがはっきりと分かる名前を付けてください。関数名には，英字以外の文字を

含めることはできません。また，関数名は英字で始まらなければならず，ス

ペースや次の文字を含めてはなりません。
! @ # $ % ^ & * ( ) + = [ ] \ { } | ; ’ : " , / < > ?

注：ユーザ定義関数に，組み込みの関数と同じ名前（たとえば，GetLastError，
MsgBox，Print など）を付けないようにします。組み込み関数は，ユーザ定義

関数に優先します。したがって，組み込み関数と同じ名前のユーザ定義関数を

呼び出しても，組み込み関数が代わりに呼び出されます。組み込み関数のリス

トについては，ステップ・ジェネレータ（［挿入］＞［ステップ ジェネレー

タ］）の「組み込み関数」リストを参照してください。

 2 関数またはサブルーチンのどちらを定義するのかに応じて，［タイプ］リスト

から［Function］または［Sub］を選択します。
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 3［対象］リストから，関数の適用範囲として，［Public］（この関数ライブラリ

に関連付けられている任意のテストコンポーネントからこの関数を呼び出せる

ようにする場合）または［Private］（同じ関数ライブラリ内の別の場所からの

みこの関数を呼び出せるようにする場合）を選択します。標準設定では，適用

範囲は［Public］に設定されています （パブリック関数のみ，テスト・オブ

ジェクトに登録することができます）。

注：ユーザ定義関数を手作業で作成し，範囲を［Public］とも［Private］とも

定義しなかった場合，その関数は標準設定でパブリック関数として扱われます。

パブリック関数を定義した後，関数を登録できます。また，プライベート関数

を定義した場合，あるいは関数を登録しない場合は，引き続き関数に引数を指

定できます。詳細については，199 ページ「関数の引数の指定」を参照してく

ださい。

関数ジェネレータを使用した関数の登録

パブリック関数をテスト・オブジェクトに登録すると，その関数（操作）をテ

スト・オブジェクトに対して実行できるようになります。関数をテスト・オブ

ジェクトに登録するときには，既存の操作の機能をオーバーライドすること

も，そのテスト・オブジェクトに対する新しい操作として登録することもでき

ます。

関数をテスト・オブジェクトに登録すると，ステップ・ジェネレータでそのテ

スト・オブジェクトを選択したときに，およびキーワード・ビューの中で［項

目］リストからそのテスト・オブジェクトを選択したときに［操作］リスト

に，また IntelliSense に，およびステップ・ジェネレータの一般的な［操作］リ

ストに，関数が操作として表示されます。関数をテスト・オブジェクトに登録

すると，その関数はそのテスト・オブジェクトからしか呼び出せなくなります。

テスト・オブジェクトに関数を登録することを選択した場合，関数定義ジェネ

レータの右上角にある［引数］領域に，1 番目の引数として自動的に 
test_object 引数が追加されます。また，関数定義ジェネレータは，関数定義

のすぐ後ろに，適切な引数値を持つ RegisterUserFunc ステートメントを自動的

に追加します。
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関数をテスト・オブジェクトに登録するときに，任意でその関数をテスト・オ

ブジェクトの標準設定の操作として定義することもできます。定義した場合

は，QuickTest エンジニアまたは各分野のエキスパートが［項目］リスト内の関

連付けられているテスト・オブジェクトを選択したときに，標準設定で［操

作］カラムにその関数が表示されます。また，IntelliSense でも関数を選択でき

るようになります。 関数をテスト・オブジェクトの標準設定の関数として定義

すると，RegisterUserFunc ステートメントの 4 番目の引数の値として True が
指定されます。

関数を特定のテスト・オブジェクトに登録しなかった場合，その関数は自動的

にグローバル関数として定義されます。グローバル関数は，ステップ・ジェネ

レータの［関数］カテゴリ，またはキーワード・ビューの［操作］項目を選択

して呼び出します。グローバル関数のリストは，ステップ・ジェネレータで

［関数］カテゴリを選択した場合は［操作］ボックスに，キーワード・ビュー

の［項目］リストから［操作］項目を選択した場合は［操作］リストに，また 
IntelliSense の使用時に，アルファベット順に表示されます。

実行時に，QuickTest によって，指定された関数がまずテストの中で検索され，

次に［リソース］タブに表示されている順番で関数ライブラリの中で検索され

ます。 指定したテストまたは関数ライブラリ内に関数名の一致する関数が複数

見つかった場合は，テストまたは関数ライブラリ内で最後に検出された関数が

使用されます。QuickTest によって 2 つの異なる関数ライブラリで同じ名前の 2 
つの関数が見つかった場合，優先順位の高い方の関数ライブラリの関数が使用

されます。混乱を避けるために，1 つのテストに関連付けられているリソース

の中では，それぞれの関数に一意の名前を付けることを推奨します。

ヒント：この時点で関数を登録しなかった場合は，後ほど手作業で，その関数

の後に次の例のように RegisterUserFunc ステートメントを付け加えて，登録す

ることができます。
RegisterUserFunc "WebEdit", "MySet", "MySetFunc"

この例では，ユーザ定義関数 MySetFunc を使用して，MySet メソッド（操作）

を WebEdit テスト・オブジェクトに追加しています。追加後，QuickTest エンジ

ニアキーワード・ビューで［項目］リストから WebEdit テスト・オブジェクト

を選択すると，［操作］リストに，WebEdit テスト・オブジェクトの登録されて

いるほかの操作，およびあらかじめ用意されている操作とともに MySet 操作が

表示されます。
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また，関数をほかのテスト・オブジェクトに登録することもできます。それに

は，関数コードを関数ライブラリに保存するときに，RegisterUserFunc ステート

メントを複製し（コピーして貼り付けて），必要に応じて引数値を変更します。

この関数を標準設定の関数として定義するには，RegisterUserFunc ステートメ

ントの 4 番目の引数の値を True に指定します。例を次に示します。
RegisterUserFunc "WebEdit", "MySet", "MySetFunc", True

注：登録した関数もグローバル関数も，テストに関連付けられているテスト・

スクリプトまたは関数ライブラリに追加された後にのみ，テストから呼び出せ

ます。

関数をテスト・オブジェクトに登録するには，次の手順を実行します。

 1［テスト オブジェクトに登録する］チェック・ボックスを選択します。この領

域内のオプションが使用可能になり，関数定義ジェネレータの右上角にある

［引数］領域内の引数のリストに test_object という新しい引数が自動的に追加

されます （test_object 引数は，関数を登録する対象となるテスト・オブジェク

トを受け取ります）。 
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注：［テスト オブジェクトに登録する］チェック・ボックスをクリアすると，

標準の test_object 引数が［引数］領域から自動的に削除されます（名前を変更

しなかった場合）。

 2 使用可能なオブジェクトのリストから Test object を選択します。たとえば，

サンプルの VerifyProperty 関数は，Link テスト・オブジェクトに登録すること

になるでしょう。

 3 テスト・オブジェクトに追加またはオーバーライドする操作を指定します。

➤ 新しい操作を定義するには，［操作］ボックスに新しい操作の名前を入力し

ます。たとえば，サンプルの VerifyProperty 関数の場合は，新しい 
VerifyProperty 操作を定義します。

➤ 既存の操作の標準機能をオーバーライドするには，［操作］ボックスで使用

可能な操作のリストから操作を選択します。

 4 QuickTest エンジニアまたは各分野のエキスパートが，関連付けられている項目

を選択したときに関数を標準設定の操作として［操作］カラムに表示されるよ

うにするには，［標準設定操作として登録する］チェック・ボックスを選択し

ます。

たとえば，VerifyProperty 操作を Link テスト・オブジェクトの標準設定の操作

として定義した場合は，RegisterUserFunc ステートメントの 4 番目の引数に値

として True が定義されます。その構文は次のようになります。

RegisterUserFunc "Link", "VerifyProperty", "VerifyProperty", True

テスト・オブジェクト登録情報を指定した後，関数のその他の引数を指定します。 
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関数の引数の指定

基本的な関数定義を行い，テスト・オブジェクト登録情報を指定したら，必要

に応じて関数の引数を指定できます。 

たとえば，195 ページ「関数ジェネレータを使用した関数の登録」で説明した

例のように，テスト・オブジェクトに関数を登録することにした場合は，1 番
目の引数の test_object に加えて，prop_name（チェック対象プロパティの名

前）および expected_value（プロパティの期待値）という引数を割り当てるこ

とができます。関数が正しく動作するためには，要求された引数を定義する必

要があります。

引数は任意の順序でリスト表示できます。ただし，関数をテスト・オブジェク

トに登録する場合は，常に先頭の引数がテスト・オブジェクトを受け取らなけ

ればなりません。

関数の引数を定義するには，次の手順を実行します。

［引数］領域で，関数の引数を指定します。必要に応じて，引数はいくつでも

追加できます。分かりやすくするために，それぞれの引数には，どのような値

を入力する必要があるかを示す名前を付けてください。

➤ 引数を追加するには，  をクリックして引数の名前を入力します。引数に

は，その引数にどのような値を入力する必要があるかをはっきりと示す名前

を付けてください。引数名には，英字以外の文字を含めることはできませ

ん。また，引数名は英字で始まらなければならず，スペースや以下の文字を

含めてはなりません。  
@ # $ % ^ & * ( ) + = [ ] \ { } | ; ’ : " , / < > ?

標準設定では，［成功モード］は［値］ に設定されます。この設定では，

QuickTest が引数として値を関数に渡します。引数値を参照によって渡す場

合は，［成功モード］ボックスで［リファレンス］を選択します。

➤ 引数を削除するには，その引数を選択して  をクリックします。これで，

その引数が関数定義ジェネレータから削除されます。
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➤ 引数の順序を設定するには，矢印  と  を使用します。引数の順序は関

数コードの分かりやすさに影響するだけですが，パブリック関数を登録する

場合は例外です。その場合は，先頭の引数がテスト・オブジェクトを受け取

る必要があります。

関数への説明の追加

関数定義ジェネレータでは，ユーザ定義関数にヘッダ情報を追加できます。カー

ソルが操作の上に置かれたときにツールチップとして表示される説明を追加でき

ます。QuickTest エンジニアは，このツールチップの情報に基づいて，使用可能

な操作のリストからどの操作を選択するべきかを判断できます （説明文は可能

な限り短く簡潔にしておくことをお勧めします）。

さらに，当該の関数を使用するステップが正確に何をするかを指定する注釈を

追加できます。テスト・オブジェクト名，テスト・オブジェクト・タイプ，お

よびテキスト内の任意の引数値を含めることができます。また，必要に応じて

テキストを手作業で入力することもできます。ここで追加したテキストは，ス

テップ・ジェネレータの［ステップについてのコメント］ボックスと，キー

ワード・ビューの［注釈］カラムに表示されます。したがって，明確で分かり

やすい文章にしなければなりません。

たとえば，検索エンジンから「Mercury」へのリンクをチェックする場合，関

数定義ジェネレータを使用して次の注釈を定義します。

'@Documentation Check if the <Test object name> <Test object type> 
<prop_name> value matches the expected value: <expected_value>.

キーワード・ビューで引数の値を選択した後は，この注釈はたとえば次のよう

に表示されます。

Check if the "Mercury Business Technology" link "text" value matches the 
expected value: "Mercury Business Technology Optimization (BTO) Software".
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ヒント：キーワード・ビューで任意のカラム・ヘッダを右クリックして，［ド

キュメントのみ］オプションを選択すると，ステップのリストを表示または印

刷することができます。このオプションを選択すると，QuickTest に［注釈］カ

ラムだけが表示されるようになります。［編集］＞［ドキュメントをクリップ

ボードにコピー］を選択して，任意のアプリケーションに注釈を貼り付けるこ

ともできます。したがって，ステップに関してこのカラムに表示される文章は，

手動テスト用の指示としても使用できる明確な文章でなければなりません。

関数に説明を付けるには，次の手順を実行します。

 1［詳細］ボックスに，ツールチップとして表示されるテキストを入力します。

ツールチップは，ステップ・ジェネレータの［操作］リスト，キーワード・

ビューの［操作］カラムおよび IntelliSense でカーソルが関数名の上に置かれた

ときに表示されます。

たとえば，サンプルの VerifyProperty 関数の場合は，次のように入力できます。

Checks whether a property value matches the actual value.

 2［ドキュメント］ボックスに，ステップ・ジェネレータの［ステップについて

のコメント］ボックスまたはキーワード・ビューの［注釈］カラムに表示させ

るテキストを入力します。［注釈］のテキストには引数を含めることができま

す。それには，  をクリックして使用する引数を選択します。［テスト オブ

ジェクトに登録する］チェック・ボックスがオンになっている場合は，  をク

リックすることで，表示されたリストから，［Test object name］項目または

［Test object type］項目，あるいはその両方を［注釈］カラムに追加すること

もできます。これらのテスト・オブジェクト項目や引数項目を［注釈］テキス

トに含めると，それらの項目は，対応するテスト・オブジェクト名，テスト・

オブジェクト・タイプ，または引数値と動的に置き換えられます。
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関数のプレビュー

関数を定義するにつれて，その関数のコードが［プレビュー］領域に読み取り

専用形式で表示されます。ここで関数の内容を確認して，必要なら関数定義

ジェネレータのさまざまな領域で変更を加えることができます。

たとえば，サンプルの VerifyProperty 関数の場合は，［プレビュー］領域に次

のようなコードが表示されます。

コードを確認したら（アクティブな文書に関数を挿入する前に），別の関数定

義を生成するか，または定義した関数のコードを仕上げるかを選択できます。 

別のユーザ定義関数の生成

コードをプレビューしたら（アクティブな文書に関数を挿入する前に），さら

にほかの関数定義を生成するかどうかを選択できます。

注：ほかの関数を定義しない場合は，次の項に進みます。

ほかのユーザ定義関数を生成するには，次の手順を実行します。

 1［別の関数定義を挿入する］チェック・ボックスを選択して，［挿入］をクリッ

クします。アクティブな文書に関数定義が挿入され，関数定義ジェネレータか

らのデータが削除されます。関数定義ジェネレータは開いたままとなります。

 2 194 ページ「関数の定義」で説明するように，新しい関数を定義します。
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ユーザ定義関数の仕上げ

コードをプレビューしたら，関数をアクティブな文書に挿入します。関数を関

数ライブラリに挿入した場合，関数ライブラリに関連付けられているテスト

は，関数にアクセスできます。関数をテスト（［エキスパート ビュー］内）に

直接挿入した場合，テストには，特定のアクション内の任意の場所からの関数

呼び出しを含めることができます。

コードを必要な場所に挿入した後，関数を仕上げることができます。たとえ

ば，VerifyProperty 関数の場合，関数ライブラリまたはテストに次のコードが

挿入されます。

'@Description Checks whether a property matches its expected value
'@Documentation Check whether the <Test object name> <Test object type> 
<prop_name> value matches the expected value: <expected_value>.Public 
Function VerifyProperty (test_object, prop_name, expected_value)

'TODO: add function body here
End Function
RegisterUserFunc "Link", "VerifyProperty", "VerifyProperty"

ヒント：RegisterUserFunc ステートメント（最後の行）が VerifyProperty 関数

を Link テスト・オブジェクトに登録します。関数を複数のテスト・オブジェク

トに登録するには，この行をコピーして各テスト・オブジェクト用に複製し，

必要に応じて引数値を変更します。

関数を仕上げるには，その内容を追加します（TODO コメントを置き換えま

す）。たとえば，関数の中でプロパティの期待値が特定のテスト・オブジェク

トの実際のプロパティ値と一致しているかどうかを検証するには，関数の本体

に次のコードを付け加えます。

Dim actual_value
' Get the actual property value
actual_value = obj.GetROProperty(prop_name)
' Compare the actual value to the expected value
If actual_value = expected_value Then

Reporter.ReportEvent micPass, "VerifyProperty Succeeded", "The " & 
prop_name & " expected value:" & expected_value & " matches the actual value"

VerifyProperty = True
Else
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Reporter.ReportEvent micFail, "VerifyProperty Failed", "The " & 
prop_name & " expected value:" & expected_value & " does not match the actual 
value:" & actual_value

VerifyProperty = False
End If

ユーザ定義関数を仕上げるには，次の手順を実行します。

 1［OK］をクリックします。アクティブな文書に関数定義が挿入され，関数定義

ジェネレータが閉じます。

注：アクション内で関数を直接定義すると，その関数はそのアクションの中で

のみ呼び出せます。 

 2 関数ライブラリまたはテストの中で，必要に応じて TODO 行を置き換えて，関

数コードに内容を追加します。

ヒント：実行セッション後に関数をテスト結果ツリー（［テスト結果］ウィン

ドウ）に表示するには，Reporter.ReportEvent ステートメントを関数コードに

追加します（前出の例のように）。ユーザ定義関数の中で標準設定のテスト・

オブジェクト・メソッドを使用している場合，このステップは実行セッション

後に［テスト結果］ウィンドウに表示されます。ただし，

Reporter.ReportEvent ステートメントを関数コードに追加して追加情報を提供

したり，必要に応じてテストのステータスを変更したりできます。

 3 コードを関数ライブラリに挿入した場合は，その関数ライブラリをテストに関

連付けて，そのユーザ定義関数にアクセスできるようにする必要があります。

また，コードの構文を確認して，テストがその関数にアクセスできることと，

QuickTest エンジニアがその関数を表示し，使用できることを確認する必要もあ

ります。詳細については，187 ページ「関連付けられている関数ライブラリを

使用した作業」を参照してください。
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ユーザ定義関数のテスト・オブジェクト・メソッドとしての登録

195 ページ「関数ジェネレータを使用した関数の登録」で説明した，QuickTest 
関数定義ジェネレータを使用した関数の登録に加え，RegisterUserFunc ステー

トメントを使って，テスト・オブジェクトに新規メソッドを追加したり，実行

セッション中に既存のテスト・オブジェクト・メソッドの振る舞いを変更した

りできます。

関数をテスト・オブジェクトに登録するときに，必要に応じてその関数をテス

ト・オブジェクトの標準設定の操作として定義することができます。標準設定

の操作は，その関数が登録されているテスト・オブジェクトが選択されたとき

に標準でステップ・ジェネレータ，またはキーワード・ビューの［操作］カラ

ムに表示されます。

関数をテスト・オブジェクトに登録しないと，この関数はグローバル関数にな

ります。グローバル関数は，ステップ・ジェネレータの［関数］カテゴリ，ま

たはキーワード・ビューの［操作］項目を選択して，または IntelliSense の使用

時に呼び出します。UnregisterUserFunc ステートメントを使用すれば，新規メ

ソッドを無効にしたり，既存のメソッドを QuickTest の元々の振る舞いに戻し

たりできます。 

メソッドを登録するには，まずテストまたは関連関数ライブラリ内に関数を定

義します。次に，関数の末尾に RegisterUserFunc ステートメントを挿入して，

テスト・オブジェクト・クラス，使用する関数，および関数を呼び出すメソッ

ド名を指定します。テスト・オブジェクト・クラスに新しいメソッドを追加す

ることも，既存のメソッド名を使って，指定したメソッドの機能を（一時的

に）オーバーライドすることもできます。

登録したメソッドは，メソッドを登録したテストまたは関数ライブラリにのみ

適用されます。また，QuickTest は，各実行セッションの開始時にすべての登録

関数を消去します。

ユーザ定義関数の準備

ユーザ定義関数の使用範囲をローカル・アクションに限定するには，関数をテ

ストに直接書き込みます。ユーザ定義関数を多数のアクションやテストで使え

るようにするは，関数を関連関数ライブラリに格納します（推奨）。ローカル

のアクションと関連関数ライブラリの中に同じ名前の関数が存在する場合，

QuickTest ではアクション内で定義されている関数が使用されます。
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登録されているメソッドを含んだステートメントを実行すると，ステートメン

トによって対象テスト・オブジェクトが最初の引数としてメソッドに送られま

す。したがって，ユーザ定義関数には少なくとも 1 つの引数がなければなりま

せん。ユーザ定義関数は任意の数の引数を取ることができます。また，テス

ト・オブジェクト引数のみを取ることもできます。関数が既存のメソッドを

オーバーライドする場合，その構文はオーバーライド対象の関数と正確に同じ

でなければなりません。つまり，最初の引数はテスト・オブジェクトで，残り

の引数はすべて元のメソッド引数と一致することになります。

ヒント：parent テスト・オブジェクト・プロパティを使用して，関数の最初の

引数で表されるオブジェクトの親を取得できます。

例：ParentObj = obj.GetROProperty("parent")

自分で関数を書く場合には，標準の VBScript ステートメントに加え，QuickTest 
の任意の予約済みオブジェクト，メソッド，関数，および関数の最初の引数と

して渡されるテスト・オブジェクトに関連付けられている任意のメソッドが使

えます。

たとえば，エディット・ボックスに新しい値を設定する前に現在の値を［テス

ト結果］に報告したいとします。その場合は，標準の QuickTest Set メソッド

を，エディット・ボックスの現在の値を取得し，その値を［テスト結果］に報

告してからエディット・ボックスに新しい値を設定する関数でオーバーライド

します。

その関数は次のようになります。

Function MyFuncWithParam (obj, x)
dim y
y = obj.GetROProperty("value")
Reporter.ReportEvent micDone, "previous value", y
MyFuncWithParam=obj.Set (x)

End Function

注：この関数では戻り値を定義して，テストから呼び出されるたびに，Set メ
ソッドの引数の値を返すようにしています。
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ユーザ定義テスト・オブジェクト・メソッドの登録

RegisterUserFunc ステートメントを使って QuickTest に対して，テストの実行

中，あるいはメソッドの登録を解除するまでの間，ユーザ定義関数を指定され

たテスト・オブジェクト・クラスのメソッドとして使うように指示できます。

注：メソッドを登録する（そしてアクションが終っても登録を解除しない）外

部アクションを呼び出した場合，登録したメソッドは，そのアクションを呼び

出したテストでそれ以降も使用できます。

ユーザ定義関数をテスト・オブジェクト・メソッドとして登録するには，次の

構文を使います。

RegisterUserFunc TOClass, MethodName, FunctionName, SetAsDefault

項目 詳細

TOClass 任意のテスト・オブジェクト・クラス。

注：QuickTest の予約済みオブジェクト（たとえば 
DataTable，Environment，Reporter など）のメソッドと
してユーザ定義メソッドを登録することはできません。

MethodName 登録するメソッドの名前（QuickTest 上で，たとえばキー

ワード・ビューや IntelliSense で表示されます）。特定のテス

ト・オブジェクト・クラスにすでに関連付けられているメ

ソッドの名前を指定すると，ここで指定するユーザ定義関数

が既存のメソッドをオーバーライドします。新しい名前を指

定すると，オブジェクトがサポートするメソッドのリストに

そのメソッドが追加されます。

FunctionName テストから呼び出すユーザ定義関数の名前。この関数はテスト

または任意の関連付けられている関数ライブラリに置けます。

SetAsDefault 登録する関数を，テスト・オブジェクトの標準設定のメソッ

ドとして使用するかどうかを示します。

キーワード・ビューまたはステップ・ジェネレータでテス

ト・オブジェクトを選択すると，［操作］カラム（キーワー

ド・ビュー）または［操作］ボックス（ステップ・ジェネ

レータ）に標準設定のメソッドが自動的に表示されます。
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ヒント：登録する関数が関数ライブラリ内で定義されている場合は，関数ライ

ブラリに RegisterUserFunc ステートメントを含めることをお勧めします。これ

により，当該関数ライブラリを使用する任意のテストでメソッドをすぐに利用

できるようになります。

たとえば，Find Flights Web ページに［Country］エディット・ボックスが含ま

れており，標準設定でこのボックスに「USA」という値が含まれているとしま

す。次の例では，エディット・ボックスの標準設定の値を新しい値が入力され

る前に取得するために，MySet 関数を使用するように Set メソッドを登録して

います。

Function MySet (obj, x)
dim y
y = obj.GetROProperty("value")
Reporter.ReportEvent micDone, "previous value", y
MySet=obj.Set(x)

End Function

RegisterUserFunc "WebEdit", "Set", "MySet" 
Browser("MercuryTours").Page("FindFlights").WebEdit("Country").Set "Canada"

詳細と例については，『QuickTest Professional オブジェクト・モデル・リファ

レンス』を参照してください。

ユーザ定義テスト・オブジェクト・メソッドの登録解除

RegisterUserFunc ステートメントを使ってメソッドを登録すると，そのメソッ

ドはテストの終わりまで，または登録解除されるまで指定のテスト・オブジェ

クトのメソッドとして認識されます。このメソッドが QuickTest のメソッドを

オーバーライドしている場合，このメソッドの登録を解除すると，メソッドは

通常の動作に戻ります。他のメソッドの登録を解除すると，テスト・オブジェ

クトによってサポートされているメソッドのリストから，それらを削除するこ

とになります。

メソッドの登録解除は，再利用可能なアクションに QuickTest のメソッドを

オーバーライドする登録メソッドが含まれている場合に特に重要です。たとえ

ば，呼び出し先のアクションの中で直接定義されている関数を使うメソッドの
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登録を解除しない場合，登録したメソッドが後のアクションで呼び出される

と，呼び出し元のテストが失敗します。これは，関数の定義を見つけることが

できないことが原因です。 



第 1 部 • 高度なテスト機能を使用した作業

210

この場合，登録した関数が関数ライブラリ内で定義されていれば，呼び出し元

のテストは正常に動作できます（関数ライブラリが呼び出し元のテストに関連

付けられている場合）。しかし，呼び出し元のテストの作者は，呼び出し先の

アクションに登録された関数が含まれていることに気付かずに，後のアクショ

ンで QuickTest の通常の動作を想定して，登録されたメソッドを使う可能性が

あります。そして，予期しない結果が生じることも考えられます。

ユーザ定義メソッドの登録を解除するには，次の構文を使用します。

UnRegisterUserFunc TOClass, MethodName

たとえば，Find Flights Web ページに［Country］エディット・ボックスが含ま

れており，標準設定でこのボックスに「USA」という値が含まれているとしま

す。次の例では，エディット・ボックスの標準設定の値を新しい値が入力され

る前に取得するために，MySet 関数を使用するように Set メソッドを登録して

います。［Country］エディット・ボックスのための WebEdit.Set ステートメン

トの中で，登録されたメソッドを使用した後，Set メソッドを標準の機能に戻

すために UnRegisterUserFunc ステートメントを使用しています。

Function MySet (obj, x)
dim y
y = obj.GetROProperty("value")
Reporter.ReportEvent micDone, "previous value", y
MySet=obj.Set(x)

End Function

RegisterUserFunc "WebEdit", "Set", "MySet"
Browser("MercuryTours").Page("FindFlights").WebEdit("Country").Set "Canada"
UnRegisterUserFunc "WebEdit", "Set" 

項目 詳細

TOClass メソッドが登録されているテスト・オブジェクト・クラス。

MethodName 登録を解除するメソッド。



 第 6 章 • ユーザ定義関数および関数ライブラリを使用した作業

211

211

ユーザ定義関数の使い方のヒント

ユーザ定義関数を使用するときには，次のヒントとガイドラインを考慮してく

ださい。

➤ 関数定義ジェネレータを使って関数を定義し，さまざまなオプションを試して

みれば，必要な構文について詳しい知識を得られます。

➤ 関数は，登録されると，テスト・オブジェクト・クラス全体に適用されます。

特定のテスト・オブジェクトに限定してメソッドを登録することはできません。

➤ その他のテスト・オブジェクトから関数を呼び出す場合は，RegisterUserFunc 
行をコピーして，別の関数の直後に貼り付け，適切な引数値を指定します。

➤ 登録する関数が関数ライブラリ内で定義されている場合は，関数ライブラリに 
RegisterUserFunc ステートメントを含めることをお勧めします。これにより，

当該関数ライブラリを使用する任意のテストでメソッドをすぐに利用できるよ

うになります。

➤ QuickTest は各実行セッションの開始時にすべての登録メソッドを消去します。 

➤［ステップから実行］や［ステップから開始］などの部分的な実行またはデ

バッグ・オプションを使用して，（関数ライブラリの中でなく）テスト・ス

テップ内のメソッド登録の後の位置からテストの実行を開始した場合，

QuickTest はメソッド登録を認識しません。これは，登録が現在の実行セッショ

ンの開始よりも前に行われるためです。

➤ テストに関連付けられている関数ライブラリ内で Option Explicit ステートメン

トを使用するには，ステートメントをテストに関連付けられているすべての関

数ライブラリに含める必要があります。関連付けられている関数ライブラリの

一部にのみ Option Explicit ステートメントを含めた場合，すべての関数ライブ

ラリ内のすべての Option Explicit ステートメントが無視されます。Option 
Explicit ステートメントは，制限なしにアクション・スクリプトの中で直接使

用することができます。

➤ 各関数ライブラリのグローバル・スコープにある変数は，一意でなければなり

ません。2 つの関連付けられている関数ライブラリにおいて，Dim ステートメ

ントを使用してグローバル・スコープ内で同じ変数を定義している場合，また

は同じ名前を持つ 2 つの定数を定義している場合，2 番目の定義によって構文

エラーが発生します。グローバル・スコープにおいて同じ名前を持つ 2 つ以上

の変数を使用する必要がある場合，（関数ライブラリは逆順で読み込まれるた

め）最後の関数ライブラリにのみ Dim ステートメントを挿入します。
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➤ 標準設定では，ユーザ定義関数を使用するステップは，実行セッション後に

［テスト結果］ウィンドウのテスト結果ツリーに表示されません。関数がテスト

結果ツリーに表示されるようにするには，Reporter.ReportEvent ステートメン

トを関数コードに付け加える必要があります。たとえば，必要に応じて追加情

報を提供したり，テストのステータスを変更したりすることが考えられます。

➤ 使用されている関数を関連付けられている関数ライブラリから削除すると，そ

の関数を使用しているテスト・ステップは アイコンで示されます。その後，

そのテストの実行セッションで，存在しない関数を使用しているステップに達

すると，エラーが発生します。

➤ テストが参照する関数ライブラリをほかのユーザが変更した場合，または，

QuickTest エンジニアが外部エディタ（QuickTest 以外）を使用して関数ライブ

ラリを変更した場合，変更は，テストを再度開くまで反映されません。

➤ 同じ名前を持つ 2 つ以上の関数がテスト・スクリプトまたは関数ライブラリに

存在する場合，必ず最後の関数が呼び出されます（QuickTest は，関数ライブラ

リを検索する前に，テスト・スクリプト内で関数を検索します）。混乱を避け

るために，1 つのテストに関連付けられているリソースの中では，それぞれの

関数に一意の名前を付けてください。

➤ 再利用可能なアクションの中でメソッドを登録した場合には，アクションの終

わりにそのメソッドの登録を解除することを（そして必要があれば次のアク

ションの初めに再登録することを）強くお勧めします。そうすることで，その

アクションを呼び出すテストがメソッドの登録による影響を受けないようにし

ます。

➤ 先にメソッドを登録解除しなくても，一度登録したメソッドが異なるユーザ定

義関数を使うように登録しなおすことが可能です。ただし，このメソッドの登

録を解除すると，QuickTest の本来の動作に戻り（あるいは，新規のメソッド

だった場合には完全に消去され），それ以前に登録されていたものには戻りま

せん。

たとえば，次のステートメントを入力するとします。

RegisterUserFunc "Link", "Click", "MyClick"
RegisterUserFunc "Link", "Click", "MyClick2"
UnRegisterUserFunc "Link", "Click"

UnRegisterUserFunc ステートメントを実行した後，Click メソッドは MyClick2 
関数で定義されている機能を使うのを止め，QuickTest の元の Click 機能に戻

り，MyClick 関数で定義されている機能には戻りません。
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➤ VBScript を使用して関数とサブルーチンを作成する方法については，QuickTest の
［ヘルプ］メニューから VBScript に関するマニュアルを参照してください（［ヘ

ルプ］＞［QuickTest Professional ヘルプ］＞［VBScript リファレンス］）。

テストからの外部定義された関数の実行

関数ライブラリ（VBScript ファイル）をテストに関連付けず，なおかつテスト

内のアクションまたはほかの関数ライブラリから関数，サブルーチン，クラス

などを呼び出せるようにするには，アクションに ExecuteFile ステートメント

を挿入します。

テストを実行すると，ExecuteFile ステートメントは関数ライブラリ内のすべて

のグローバル・コードを実行して，そのファイル内のすべての定義がアクショ

ンのスクリプトのグローバル・スコープから利用できるようにします。

注：ExecuteFile ステートメントを使用して呼び出されるファイルおよび当該

ファイルに含まれている関数をデバッグすることはできません。 また，

ExecuteFile ステートメントを含んでいるテストをデバッグする場合，実行マー

カが正しく表示されないことがあります。

ヒント：作成するすべてのアクションに同じ ExecuteFile ステートメントを含

めたければ，ステートメントをアクション・テンプレートに追加します。 詳細

については，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の 492
ページ「アクション・テンプレートの作成」を参照してください。

外部定義関数を実行するには，次の手順を実行します。

 1 標準の VBScript 構文を使って VBScript ファイルを作成します。詳細について

は，『Microsoft VBScript 言語リファレンス』（［QuickTest Professional ヘルプ］

＞［VBScript リファレンス］＞［VBScript］）を参照してください。

 2 作成したファイルを，テストを実行するコンピュータからアクセスできる任意

のフォルダに保存します。 
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 3 次の構文を使用して，テストのアクションに ExecuteFile ステートメントを追

加します。

ExecuteFile FileName

ここで FileName は，作成した VBScript ファイルの絶対パスまたは相対パスです。

 4 必要に応じて，アクション内で，指定した VBScript ファイルにある関数やサブ

ルーチンを使用します。 

注：

ExecuteFile ステートメントでは，VBScript の ExecuteGlobal ステートメントが

利用されます。 詳細については，『Microsoft VBScript 言語リファレンス』

（［QuickTest Professional ヘルプ］＞［VBScript リファレンス］＞

［VBScript］）を参照してください。

ExecuteFile ステートメントをアクション内で実行するとき，ファイル内の関数

は現在のアクションからのみ呼び出せます。テスト全体で VBScript ファイル内

の関数を利用できるようにするには，［テストの設定］ダイアログ・ボックス

の［リソース］タブの関連関数ライブラリのリストにファイル名を追加しま

す。詳細については，187 ページ「関連付けられている関数ライブラリを使用

した作業」を参照してください。
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第 7 章 
QuickTest 操作のオートメーション

QuickTest を使用してアプリケーションのテストを自動化するのと同じように，

QuickTest Professional のオートメーション・オブジェクト・モデルを使用して 
QuickTest 操作を自動化できます。QuickTest のオートメーション・オブジェク

ト・モデルによって公開されているオブジェクト，メソッド，およびプロパ

ティを使用すれば，QuickTest のオプションを設定したりテストを実行したりす

る操作を QuickTest のインタフェースを使用して手作業で行う方法の代わりに，

これらを行うプログラムを作成することができます。

オートメーション・プログラムは，同じ作業を複数回実行したい場合や，複数

のテストを対象に実行したい場合，あるいは，特定の環境またはアプリケー

ションのニーズに合わせて QuickTest をすばやく設定したい場合に特に有用です。

本章では，次の内容について説明します。

➤ QuickTest 操作のオートメーションについて

➤ QuickTest オートメーション・プログラムを使用する条件

➤ オートメーション・プログラムの設計と実行に使用するプログラミング言語と

開発環境の選択

➤ QuickTest オートメーション・プログラムの基本要素の学習

➤ オートメーション・スクリプトの生成

➤ QuickTest オートメーション・オブジェクト・モデル・リファレンスの使用



第 1 部 • 高度なテスト機能を使用した作業

216

QuickTest 操作のオートメーションについて

QuickTest Professional オートメーション・オブジェクト・モデルを使用して 
QuickTest 操作を自動化するプログラムを作成できます。QuickTest オートメー

ション・オブジェクト・モデルは，別のアプリケーションから QuickTest を制

御できるようにするオブジェクト，メソッド，およびプロパティを提供します。

オートメーションとは

「オートメーション」とは，あるアプリケーション内のソフトウェア・オブ

ジェクトを別のアプリケーションからアクセスできるようにする Microsoft 社の

技術です。これらのオブジェクトは，VBScript や VC++ などのスクリプティン

グ言語またはプログラミング言語を使用して簡単に作成して操作できます。

オートメーションを利用することで，アプリケーションの機能をプログラムの

中から制御できるようになります。

「オブジェクト・モデル」とは，システムまたはアプリケーションの実装を構

成するソフトウェア・オブジェクト（クラス）を構造化して表したものです。

オブジェクト・モデルは，クラスとインタフェースのセットに加えて，プロパ

ティ，メソッド，およびイベント，そしてそれらの関係を定義します。

QuickTest オートメーション・オブジェクト・モデルとは

QuickTest のインタフェースを通じて提供されるほとんどの設定および実行機能

は，QuickTest オートメーション・オブジェクト・モデルにおいて，オブジェク

ト，メソッド，およびプロパティを通じて何らかの方法で表されます。必ずし

も 1 対 1 の関係とはなりませんが，QuickTest の大半のダイアログ・ボックスに

は対応するオートメーション・オブジェクトがあり，ダイアログ・ボックスの

大半のオプションは対応するオブジェクト・プロパティを使用して設定と取得

が可能で，ほとんどのメニュー・コマンドおよびその他の操作は対応するオー

トメーション・メソッドがあります。 

QuickTest オートメーション・オブジェクト・モデルによって公開されているオ

ブジェクト，メソッド，およびプロパティを，ループや条件判断ステートメン

トなどの標準のプログラミング要素と組み合わせてプログラムを設計できます。

オートメーション・プログラムは，同じ作業を複数回実行したい場合や，複数

のテストを対象に実行したい場合，あるいは，特定の環境またはアプリケー

ションのニーズに合わせて QuickTest をすばやく設定したい場合に特に有用です。
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たとえば，Microsoft Visual Basic を使用して，テストに必要なアドインをロード

し，QuickTest を可視モードで開始し，テストを開き，［オプション］，［テストの

設定］および［記録と実行環境設定］の各ダイアログ・ボックスに対応する設定

を行い，テストを実行し，テストを保存するオートメーション・プログラムを

作成して実行できます。

以後，プログラムに簡単なループを追加し，1 つのプログラムで上記の操作を

複数のテストに対して実行するようにできます。

また，QuickTest を特定の設定で起動する初期化プログラムを作成することも可

能です。そうしておけば，テスト担当者全員にこのオートメーション・プログ

ラムを使用して QuickTest を起動するように指示することで，テスト担当者の

全員が必ず同じ設定で作業を行うことができます。

QuickTest オートメーション・プログラムを使用する条件

QuickTest を使用して設計するテストと同様に，有用な QuickTest オートメー

ション・プログラムを作成するには，計画，設計，テストの段階を踏む必要が

あります。常に，初期投資と，時間がかかったり煩雑だったりする作業を自動

化することで実現される時間と人的資源の節約とを天秤にかけなければなりま

せん。

何度も繰り返し実行する必要があったり，定期的に実行する必要があったりす

る QuickTest 操作は，QuickTest オートメーション・プログラムを使用する有力

な候補となります。

次にいくつかの有用な QuickTest オートメーション・プログラムを示します。

➤ 初期化プログラム： QuickTest を自動的に起動し，特定の環境での記録に必要な

オプションおよび設定を指定するプログラムを作成できます。

➤ テストの維持：テストのコレクションを反復処理して特定の目的を達成するプ

ログラムを作成できます。例を次に示します。

➤ 値の更新：適切なアドインを使用して各テストを開き，更新されたアプリ

ケーションを対象に更新モードで実行した後に保存することで，アプリケー

ションの更新された値に合わせてすべてのテストの値を更新します。
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➤ 既存のテストへの新規オプションの適用：QuickTest の新しいバージョンに

アップグレードしたときに，既存のテストに適用したいオプションが新しい

バージョンに存在する場合があります。既存のテストをそれぞれ開いて，新

しいオプションのための値を設定し，変更を保存して閉じるというプログラ

ムを作成できます。

➤ 他のアプリケーションからの QuickTest の呼び出し： QuickTest オートメー

ション・プログラムを実行するオプションやコントロールを持った独自のアプ

リケーションを設計できます。たとえば，QuickTest に精通していない製品マ

ネージャでも QuickTest の実行予定を立てられるような Web フォームや簡単な 
Windows インタフェースを作成できます。

オートメーション・プログラムの設計と実行に使用するプログラミ
ング言語と開発環境の選択

オートメーション・プログラムの作成に使用できるオブジェクト指向プログラ

ミング言語がいくつかあります。それぞれの言語に対して，オートメーショ

ン・プログラムの設計と実行に使用できるいくつかの開発環境が提供されてい

ます。

オートメーション・プログラムの作成

QuickTest オートメーション・プログラムはオートメーションをサポートする任

意の言語および開発環境を使用して作成できます。たとえば，VBScript，
JavaScript，Visual Basic，Visual C++，Visual Studio.NET を使用できます。

タイプ・ライブラリの参照がサポートされている開発環境もあります。タイ

プ・ライブラリとは，オブジェクトの記述，インタフェース，その他，オブ

ジェクト・モデルの定義を含んでいるバイナリ・ファイルです。 

タイプ・ライブラリの参照をサポートする開発環境を選択した場合，Microsoft 
IntelliSense，自動ステートメント補完，ステータス・バーのツールチップなど

の機能を，プログラムの作成時に利用することができます。QuickTest オート

メーション・オブジェクト・モデルは，QTObjectModel.dll という名前のタイ

プ・ライブラリ・ファイルを提供します。このファイルは，＜ QuickTest のイ

ンストール・フォルダ＞ \bin に格納されています。 

タイプ・ライブラリをサポートする環境を選択する場合には，オートメーショ

ン・プログラムの作成および実行を開始する前に，必ず QuickTest タイプ・ラ

イブラリを参照するようにします。たとえば，Microsoft Visual Basic を使用して
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作業をする場合には，［プロジェクト］＞［参照設定］を選択してプロジェク

トの［参照設定］ダイアログ・ボックスを開きます。続いて「QuickTest 
Professional < バージョン > Object Library」（ただし，< バージョン > は現在

インストールされている QuickTest オートメーション・タイプ・ライブラリの

バージョン）を選択します。 

オートメーション・プログラムの実行

オートメーション・プログラムを実行できるアプリケーションがいくつありま

す。Microsoft Windows Script Host を使用すれば，オートメーション・プログラ

ムをコマンド・ラインからも実行できます。 

たとえば，次のコマンド・ラインを使用してオートメーション・プログラムを

実行できます。 

WScript.exe  /E:VBSCRIPT myScript.vbs

QuickTest オートメーション・プログラムの基本要素の学習

大半のオートメーション・オブジェクト・モデルと同様に，QuickTest オート

メーション・オブジェクト・モデルのルート・オブジェクトは，Application オ
ブジェクトです。Application オブジェクトは，QuickTest のアプリケーション・

レベルを表します。このオブジェクトを使用して，Test オブジェクト（テス

ト・ドキュメントを表します），Options オブジェクト（［オプション］ダイア
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ログ・ボックスを表します），Addins コレクション（［アドイン マネージャ］

ダイアログ・ボックスのアドインのセットを表します）など，QuickTest の他の

要素を返したり，アドインをロードする，QuickTest を起動する，テストを開い

て保存する，QuickTest を終了するなどの操作を実行したりできます。 

Application オブジェクトによって返されるオブジェクトはそれぞれ他のオブ

ジェクトを返したり，オブジェクトに関係する操作を行ったり，オブジェクト

に関連付けられているプロパティの取得と設定を行ったりできます。

オートメーション・プログラムは必ず QuickTest Application オブジェクトの作

成から始まります。オブジェクトを作成しても QuickTest は起動しません。

QuickTest オートメーション・オブジェクト・モデルの他のオブジェクト，メ

ソッド，プロパティにアクセスするためのオブジェクトを用意するだけです。 

注：必要があれば，オブジェクトを作成する対象となるリモート QuickTest コ
ンピュータ（プログラムを実行するコンピュータ）を指定することも可能で

す。詳細については，オンラインの『QuickTest オートメーション・オブジェ

クト・モデル・リファレンス』の「リモート・コンピュータ上のでオートメー

ション・プログラムの実行」の節を参照してください。

プログラムの残りの部分の構造は，プログラムの目的に応じて異なります。

QuickTest を開始する前に，テストに対応する関連アドインの取得，アドインの

ロード，可視モードでの QuickTest の開始など，いくつかの操作を行うことが

できます。これらの準備を行った後，QuickTest がコンピュータでまだ起動され

ていなければ，Application.Launch メソッドを使用して QuickTest を起動できま

す。オートメーション・プログラムの大半の操作は，Launch メソッドの後に

実行します。 

オートメーション・プログラムで実行できる操作の詳細については，

『QuickTest オートメーション ・オブジェクト・モデル・リファレンス』を参照

してください。このヘルプ・ファイルの詳細については，221 ページ

「QuickTest オートメーション・オブジェクト・モデル・リファレンスの使用」

を参照してください。

必要な操作を完了したら，あるいは，ロードされているアドインのセットを変

更する場合など，QuickTest をいったん終了して再度起動する必要のある操作を

実行したい場合には，Application.Quit メソッドを使用します。
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オートメーション・スクリプトの生成

［テストの設定］ダイアログ・ボックスの［プロパティ］タブ，［オプション］

ダイアログ・ボックスの［一般］タブ，および，［オブジェクトの認識］ダイ

アログ・ボックスのそれぞれに，［スクリプトの生成］ボタンがあります。こ

のボタンをクリックすると，該当するダイアログ・ボックスの現在の設定を含

んだオートメーション・スクリプト・ファイル（.vbs）が生成されます。

生成されたスクリプトをそのまま実行すれば，スクリプトの生成に使用した 
QuickTest アプリケーションとまったく同じ設定で QuickTest を起動できます。

また，生成されたファイルから特定の行をコピーして，自分のオートメーショ

ン・スクリプトに貼り付けることもできます。

たとえば，［オプション］ダイアログ・ボックスから生成したスクリプトは，

次のようになります。

Dim App 'As Application
Set App = CreateObject("QuickTest.Application")
App.Launch
App.Visible = True
App.Options.DisableVORecognition = False
App.Options.AutoGenerateWith = False
App.Options.WithGenerationLevel = 2
App.Options.TimeToActivateWinAfterPoint = 500
...
...
App.Options.WindowsApps.NonUniqueListItemRecordMode = "ByName"
App.Options.WindowsApps.RecordOwnerDrawnButtonAs = "PushButtons"
App.Folders.RemoveAll

［スクリプトの生成］ボタンの詳細，および，［オプション］，［オブジェクトの

認識］，［テストの設定］の各ダイアログ・ボックスのオプションの詳細につい

ては，第 4 章「オブジェクトの認識の設定」，および『QuickTest Professional 
基本機能ユーザーズ・ガイド』の第 24 章「グローバル・テスト・オプション

の設定」と第 25 章「個別のテストのオプションの設定」を参照してください。 

QuickTest オートメーション・オブジェクト・モデル・リファレン
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スの使用

『QuickTest オートメーション・オブジェクト・モデル・リファレンス』は，

QuickTest オートメーション・オブジェクト・モデルのオブジェクト，メソッ

ド，プロパティに関する詳細な説明，構文情報，使用例を提供するヘルプ・

ファイルです。

『QuickTest オートメーション・オブジェクト・モデル・リファレンス』は，次

の場所から表示できます。 

➤ QuickTest プログラム・フォルダ（［スタート］メニューの［QuickTest 
Professional］プログラム・グループから［Documentation］＞［QuickTest 
Automation Reference］を選択します）

➤ QuickTest の［ヘルプ］メニュー（［ヘルプ］＞［QuickTest オートメーション 
オブジェクト モデル リファレンス］）
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第 8 章 
オブジェクト・リポジトリの管理

オブジェクト・リポジトリ・マネージャでは，オブジェクトの追加および定

義，オブジェクトおよびその記述の変更，リポジトリの汎用性を高めるための

パラメータ化，リポジトリの保守および組織化，リポジトリの結合，XML 形
式でのリポジトリのインポートおよびエクスポートなど，組織で使用されてい

るすべての共有オブジェクト・リポジトリを一元管理することができます。

本章では，次の内容について説明します。

➤ オブジェクト・リポジトリの管理について

➤ オブジェクト・リポジトリ・マネージャについて

➤ オブジェクト・リポジトリを使った作業

➤ オブジェクト・リポジトリの変更

➤ リポジトリ・パラメータを使用した作業

➤ テスト・オブジェクトの詳細の変更

➤ オブジェクトの検索

➤ 結合操作の実行

➤ インポートおよびエクスポート操作の実行
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オブジェクト・リポジトリの管理について

オブジェクト・リポジトリ・マネージャでは，共有オブジェクト・リポジトリ

の作成および保守ができます。ファイル・システムおよび Quality Center プロ

ジェクトに保存されているオブジェクト・リポジトリを使用できます。 

各オブジェクト・リポジトリには，QuickTest によるアプリケーション内のオブ

ジェクトの識別を可能にする情報が含まれています。QuickTest により，テス

ト・オブジェクトに関するすべての情報を共有オブジェクト・リポジトリに格

納することで，テストの再利用性を維持できます。アプリケーションのオブ

ジェクトに変更があった場合，オブジェクト・リポジトリ・マネージャは，複

数のテストのテスト・オブジェクト情報を１か所で集中して更新できる場所と

なります。

注：共有オブジェクト・リポジトリの代わりに，または共有オブジェクト・リ

ポジトリに加えて，一部または全部のオブジェクトをアクションごとにローカ

ル・オブジェクト・リポジトリに保存するという選択肢もあります。ローカ

ル・オブジェクト・リポジトリの詳細については，『QuickTest Professional 基
本機能ユーサーズ・ガイド』の第 6 章「テスト・オブジェクトを使用した作

業」を参照してください。

同じアクションに関連付けられているローカル・オブジェクト・リポジトリと

共有オブジェクト・リポジトリの両方に，同じ名前と記述を持つオブジェクト

が存在する場合は，そのアクションに対するローカルのオブジェクト定義が使

用されます。同じアクションに関連付けられている複数の共有オブジェクト・

リポジトリ内に同じ名前と記述を持つオブジェクトがある場合，共有オブジェ

クト・リポジトリがアクションに関連付けられている順序に従って，最初に出

現したオブジェクトのオブジェクト定義が使用されます。共有オブジェクト・

リポジトリの関連付けの詳細については，『QuickTest Professional 基本機能

ユーサーズ・ガイド』の 476 ページ「オブジェクト・リポジトリとアクション

の関連付け」を参照してください。

複数のアクションで同じ共有オブジェクト・リポジトリを使用できます。1 つ
のアクションで複数のオブジェクト・リポジトリを使用することもできます。

また，アクションを使用してオブジェクトをローカル・オブジェクト・リポジ

トリに直接保存することもできます。これにより，オブジェクトはそのアク

ションからのみアクセスできます。
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アプリケーション内のオブジェクトのプロパティ値の中に，QuickTest によって

オブジェクトの識別に使用されるプロパティ値と異なるものがあると，テスト

は失敗することがあります。そのため，アプリケーション内にあるオブジェク

トのプロパティ値に変更があった場合，既存のテストを継続して使用するに

は，該当するオブジェクト・リポジトリ内にある該当するテスト・オブジェク

トのプロパティ値を修正する必要があります。

本章で説明するように，共有オブジェクト・リポジトリのオブジェクトを変更

するには，オブジェクト・リポジトリ・マネージャを使用します。ローカル・

オブジェクト・リポジトリに格納されているオブジェクトを変更するには，

［オブジェクト リポジトリ］ウィンドウを使用します。［オブジェクト リポジ

トリ］ウィンドウの詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユー

サーズ・ガイド』の第 6 章「テスト・オブジェクトを使用した作業」を参照し

てください。
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オブジェクト・リポジトリ・マネージャについて

オブジェクト・リポジトリ・マネージャを開くには，［リソース］＞［オブ

ジェクト リポジトリ マネージャ］を選択します。オブジェクト・リポジトリ・

マネージャでは，複数の共有オブジェクト・リポジトリを開き，必要に応じて

それらを変更できます。オブジェクト・リポジトリは，ファイル・システムま

たは Quality Center プロジェクトから開くことができます。

ヒント：オブジェクト・リポジトリ・マネージャを開いている間も，引き続き 
QuickTest の他のウィンドウで作業が行えます。
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共有オブジェクト・リポジトリは，必要な数だけ開けます。共有オブジェク

ト・リポジトリは，それぞれ別のドキュメント・ウィンドウに開きます。開い

たウィンドウは，必要に応じてサイズ変更，最大化，最小化して配置すること

で，共有オブジェクト・リポジトリ間でオブジェクトのコピー，ドラッグして

の移動などができるほか，個別のオブジェクト・リポジトリを対象に操作が行

えます。共有オブジェクト・リポジトリ・ウィンドウに表示される情報の詳細

については，233 ページ「共有オブジェクト・リポジトリ・ウィンドウについ

て」を参照してください。

共有オブジェクト・リポジトリは，［共有オブジェクト リポジトリを開く］ダ

イアログ・ボックスから開きます。このダイアログ・ボックスの［読み取り専

用モードで開く］チェック・ボックスは標準設定で選択されています。この

チェック・ボックスをクリアすると，共有オブジェクト・リポジトリは編集可

能なモードで開きます。それ以外の場合は，共有オブジェクト・リポジトリは

読み取り専用モードで開きます。変更するには［編集を有効化］ボタンをク

リックする必要があります。詳細については，242 ページ「オブジェクト・リ

ポジトリの編集」を参照してください。

オブジェクト・リポジトリ・マネージャの中でメニュー項目を選択するかツー

ルバー・ボタンをクリックすると，ウィンドウが現在アクティブな（フォーカ

スがある）共有オブジェクト・リポジトリを対象に，選択した操作が実行され

ます。ウィンドウのタイトル・バーに，共有オブジェクト・リポジトリの名前

およびファイル・パスが表示されます。オブジェクト・リポジトリ・マネー

ジャのツールバー・ボタンの詳細については，230 ページ「オブジェクト・リ

ポジトリ・マネージャ・ツールバーの使用について」を参照してください。

オブジェクト・リポジトリ・マネージャの中で実行できる共有オブジェクト・

リポジトリ操作の多くは，（［オブジェクト リポジトリ］ウィンドウを使用し

て）ローカル・オブジェクト・リポジトリに格納されているオブジェクトに変

更を加える場合と似ています。したがって，手順の多くは『QuickTest 
Professional 基本機能ユーサーズ・ガイド』の第 6 章「テスト・オブジェクトを

使用した作業」で説明しています。手順のほとんどは，オブジェクト・リポジ

トリ・マネージャと［オブジェクト リポジトリ］ウィンドウで同じですが，

ウィンドウとオプションに若干の相違がある場合があります。
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オブジェクト・リポジトリ・マネージャ・ツールバーの使用について

よく実行する操作は，オブジェクト・リポジトリ・マネージャ・ツールバーか

ら実行できます。オブジェクト・リポジトリ・マネージャ・ツールバーには，

次のボタンがあります。

ボタン 詳細

新規の共有オブジェクト・リポジトリを作成します。詳細については，

235 ページ「新しいオブジェクト・リポジトリの作成」を参照してくだ

さい。

ファイル・システムまたは Quality Center から共有オブジェクト・リポジ

トリを開きます。詳細については，235 ページ「オブジェクト・リポジ

トリを開く」を参照してください。

アクティブな共有オブジェクト・リポジトリをファイル・システムまた

は Quality Center に保存します。詳細については，237 ページ「オブジェ

クト・リポジトリの保存」を参照してください。

アクティブな共有オブジェクト・リポジトリを編集可能にすることで，

共有オブジェクト・リポジトリを編集します。詳細については，242
ページ「オブジェクト・リポジトリの編集」を参照してください。

アクティブな共有オブジェクト・リポジトリで行った 1 つ前の操作を元に

戻します。ローカル・オブジェクト・リポジトリでの場合と同じように行

います。詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユーサー
ズ・ガイド』の 203 ページ「オブジェクト・リポジトリ内のオブジェク

トのコピー，貼り付け，および移動」を参照してください。

アクティブな共有オブジェクト・リポジトリで元に戻した操作を再度実

行します。ローカル・オブジェクト・リポジトリでの場合と同じように

行います。詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユー
サーズ・ガイド』の 203 ページ「オブジェクト・リポジトリ内のオブ

ジェクトのコピー，貼り付け，および移動」を参照してください。

アクティブな共有オブジェクト・リポジトリで選択されている項目また

はオブジェクトを切り取ります。ローカル・オブジェクト・リポジトリ

での場合と同じように行います。詳細については，『QuickTest 
Professional 基本機能ユーサーズ・ガイド』の 203 ページ「オブジェ

クト・リポジトリ内のオブジェクトのコピー，貼り付け，および移動」

を参照してください。
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アクティブな共有オブジェクト・リポジトリで選択されている項目また

はオブジェクトをクリップボードにコピーします。ローカル・オブジェ

クト・リポジトリでの場合と同じように行います。詳細については，

『QuickTest Professional 基本機能ユーサーズ・ガイド』の 203 ペー

ジ「オブジェクト・リポジトリ内のオブジェクトのコピー，貼り付け，

および移動」を参照してください。

クリップボードのデータをアクティブな共有オブジェクト・リポジトリ

に貼り付けます。ローカル・オブジェクト・リポジトリでの場合と同じ

ように行います。詳細については，『QuickTest Professional 基本機能
ユーサーズ・ガイド』の 203 ページ「オブジェクト・リポジトリ内の

オブジェクトのコピー，貼り付け，および移動」を参照してください。

アクティブな共有オブジェクト・リポジトリで選択されている項目また

はオブジェクトを削除します。ローカル・オブジェクト・リポジトリで

の場合と同じように行います。詳細については，『QuickTest 
Professional 基本機能ユーサーズ・ガイド』の 206 ページ「オブジェ

クト・リポジトリからのオブジェクトの削除」を参照してください。

アクティブな共有オブジェクト・リポジトリ内のオブジェクト，プロパ

ティ，またはプロパティ値を検索します。指定したプロパティ値を検索

して置換することもできます。ローカル・オブジェクト・リポジトリで

の場合と同じように行います。詳細については，『QuickTest 
Professional 基本機能ユーサーズ・ガイド』の 207 ページ「オブジェ

クト・リポジトリ内のオブジェクトの検索」を参照してください。

アクティブな共有オブジェクト・リポジトリにオブジェクトを追加しま

す。ローカル・オブジェクト・リポジトリでの場合と同じように行いま

す。詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユーサーズ・
ガイド』の 191 ページ「オブジェクト・リポジトリへのオブジェクトの

追加」を参照してください。

アプリケーション内のオブジェクトの実際のプロパティに従って，アク

ティブな共有オブジェクト・リポジトリ内のテスト・オブジェクト・プ

ロパティを更新します。ローカル・オブジェクト・リポジトリでの場合

と同じように行います。詳細については，『QuickTest Professional 基
本機能ユーサーズ・ガイド』の 172 ページ「アプリケーション内のオ

ブジェクトからのテスト・オブジェクト・プロパティの更新」を参照し

てください。

ボタン 詳細
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アクティブな共有オブジェクト・リポジトリ内でオブジェクトを選択す

ると，それがアプリケーション内で強調表示されます。ローカル・オブ

ジェクト・リポジトリでの場合と同じように行います。詳細については，

『QuickTest Professional 基本機能ユーサーズ・ガイド』の 210 ペー

ジ「アプリケーション内のオブジェクトの強調表示」を参照してくださ

い。

アプリケーション内でオブジェクトを選択すると，アクティブな共有オ

ブジェクト・リポジトリ内でそれが強調表示されます。ローカル・オブ

ジェクト・リポジトリでの場合と同じように行います。詳細については，

『QuickTest Professional 基本機能ユーサーズ・ガイド』の 211 ペー

ジ「オブジェクト・リポジトリ内のオブジェクトの場所の特定」を参照

してください。

アプリケーションに存在しないテスト・オブジェクトを定義し，アク

ティブな共有オブジェクト・リポジトリにそれを追加します。ローカ

ル・オブジェクト・リポジトリでの場合と同じように行います。詳細に

ついては，『QuickTest Professional 基本機能ユーサーズ・ガイド』

の 201 ページ「新規テスト・オブジェクトの定義」を参照してください。

Quality Center に接続し，Quality Center プロジェクトに格納されているオ

ブジェクト・リポジトリ・ファイルを使って作業を行います。Quality 
Center には，QuickTest のメイン・ウィンドウから，またはオブジェク

ト・リポジトリ・マネージャから接続します。詳細については，350
ページ「Quality Center への QuickTest の接続」を参照してください。

オブジェクト・スパイを開き，アプリケーション内の実行時オブジェク

トまたはテスト・オブジェクトのプロパティと値を表示します。詳細に

ついては，『QuickTest Professional 基本機能ユーサーズ・ガイド』

の 71 ページ「オブジェクト・スパイを使用したオブジェクトのプロパ

ティの表示」を参照してください。

アクティブな共有オブジェクト・リポジトリ内のリポジトリ・パラメー

タを追加，編集，および削除します。詳細については，244 ページ「リ

ポジトリ・パラメータの管理」を参照してください。

ボタン 詳細
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共有オブジェクト・リポジトリ・ウィンドウについて

オブジェクト・リポジトリ・マネージャで開いた各共有オブジェクト・リポジ

トリは，個別のドキュメント・ウィンドウに表示されます。各共有オブジェク

ト・リポジトリのウィンドウには，オブジェクト・リポジトリ内のすべてのオ

ブジェクトのツリーが，選択したオブジェクトのテスト・オブジェクト情報と

ともに表示されます。 

［オブジェクト リポジトリ］ウィンドウには，ツリーの中で選択した各テス

ト・オブジェクトの情報が表示されます。共有オブジェクト・リポジトリ内の

任意のテスト・オブジェクトのテスト・オブジェクト記述の表示，テスト・オ

ブジェクトやそのプロパティの変更，共有オブジェクト・リポジトリへのオブ

ジェクトの追加を行うことができます。詳細については，240 ページ「オブ

ジェクト・リポジトリの変更」および 249 ページ「テスト・オブジェクトの詳

細の変更」を参照してください。
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各オブジェクト・リポジトリ・ウィンドウには，次の情報が表示されます。

注：テスト・オブジェクトが含まれるステップをアクションから削除しても，

オブジェクトはオブジェクト・リポジトリから削除されません。共有オブジェ

クト・リポジトリのオブジェクトを削除するには，オブジェクト・リポジト

リ・マネージャを使用して，ローカル・オブジェクト・リポジトリからオブ

ジェクトを削除する場合とほぼ同じ方法で削除します。詳細については，

『QuickTest Professional 基本機能ユーサーズ・ガイド』の 206 ページ「オブ

ジェクト・リポジトリからのオブジェクトの削除」を参照してください。

情報 詳細

［オブジェクト 
リポジトリ］ツリー

共有オブジェクト・リポジトリのすべてのテスト・オブジェ

クトが含まれています。

［名前］ QuickTest によって選択したテスト・オブジェクトに割り当

てられている名前です。テスト・オブジェクトの名前は変更

できます。詳細については，『QuickTest Professional 基本
機能ユーサーズ・ガイド』の 175 ページ「テスト・オブ

ジェクトの名前の変更」を参照してください。

［クラス］ 選択したオブジェクトのクラスです。

［テスト オブジェクト

の詳細］

実行セッション中に，選択したオブジェクトの識別に使用さ

れるプロパティおよびプロパティ値の表示や変更ができま

す。詳細については，249 ページ「テスト・オブジェクトの

詳細の変更」を参照してください。
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オブジェクト・リポジトリを使った作業

オブジェクト・リポジトリ・マネージャを使用して，オブジェクト・リポジト

リを新規作成し，既存のオブジェクト・リポジトリを開いて変更し，終了時に

はファイルを保存して閉じることができます。

新しいオブジェクト・リポジトリの作成

新しいオブジェクト・リポジトリを作成してオブジェクトを追加し，保存する

ことができます。その後，QuickTest 内から，1 つ以上のアクションをオブジェ

クト・リポジトリに関連付けることができます。共有オブジェクト・リポジト

リの関連付けの詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユーサーズ・

ガイド』の 476 ページ「オブジェクト・リポジトリとアクションの関連付け」

を参照してください。

新しいオブジェクト・リポジトリを作成するには，次の手順を実行します。

オブジェクト・リポジトリ・マネージャの中で，［ファイル］＞［新規作成］

を選択するか，［新規作成］ボタンをクリックします。新しいオブジェクト・

リポジトリが開きます。これで，オブジェクトの追加や，オブジェクト・リポ

ジトリの変更および保存ができます。詳細については，240 ページ「オブジェ

クト・リポジトリの変更」および 237 ページ「オブジェクト・リポジトリの保

存」を参照してください。

オブジェクト・リポジトリを開く

既存のオブジェクト・リポジトリを開き，表示または変更できます。オブジェ

クト・リポジトリは，ファイル・システムまたは Quality Center プロジェクトか

ら開くことができます。

Quality Center プロジェクトには，QuickTest またはオブジェクト・リポジトリ・

マネージャから，［ファイル］＞［Quality Center の接続］を選択するか，

［Quality Center の接続］ボタンをクリックして接続します。Quality Center へ
の接続の詳細については，350 ページ「Quality Center への QuickTest の接続」を

参照してください。
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QuickTest の以前のバージョンをお使いのユーザの方へ： 

以前のバージョンの QuickTest を使用して作成されたオブジェクト・リポジト

リを開くとき，オブジェクト・リポジトリを編集する前に，QuickTest を使用し

て最新の形式への変換を行う必要があります。 

オブジェクト・リポジトリに外部アドインのテスト・オブジェクトが含まれて

いる場合，オブジェクト・リポジトリを現在の形式に変換するためには，該当

するアドインがインストールされている必要があります。インストールされて

いない場合，オブジェクト・リポジトリは読み取り専用形式でのみ開けます。

オブジェクト・リポジトリを変換しない場合は，オブジェクト・リポジトリ・

ファイルは読み取り専用形式で表示されます。いったんファイルを変換して保

存すると，そのファイルは以前のバージョンの QuickTest で使用できなくなり

ます。

オブジェクト・リポジトリを開くには，次の手順を実行します。

 1 オブジェクト・リポジトリ・マネージャの中で，［ファイル］＞［開く］を選

択するか，［開く］ボタンをクリックします。［共有オブジェクト リポジトリを

開く］ダイアログ・ボックスが表示されます。

注：Quality Center に接続している場合と，標準ファイル・システムを使用する

場合とでは，表示されるダイアログ・ボックスが異なります。［共有オブジェ

クト リポジトリを開く］ダイアログ・ボックスで［ファイル システム］ボタ

ンおよび［Quality Center］ボタンをクリックすることで，ダイアログ・ボッ

クスの切り替えができます。

 2 開く対象となるオブジェクト・リポジトリを選択し，［開く］または［OK］を

クリックします（ファイル・システムまたは Quality Center プロジェクトのどち

らから開いているかによります）。オブジェクト・リポジトリが開きます。 
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標準設定では，オブジェクト・リポジトリは読み取り専用モードで開きます。

編集可能な形式で開くには，［共有オブジェクト リポジトリを開く］ダイアロ

グ・ボックスで［読み取り専用モードで開く］チェック・ボックスをクリアし

ます。242 ページ「オブジェクト・リポジトリの編集」で説明している方法で，

オブジェクト・リポジトリを編集することもできます。

オブジェクト・リポジトリが編集可能になっている場合は，オブジェクトの追

加，オブジェクト・リポジトリの変更，および保存ができます。詳細について

は，240 ページ「オブジェクト・リポジトリの変更」および 237 ページ「オブ

ジェクト・リポジトリの保存」を参照してください。

ヒント：オブジェクト・リポジトリは，［ファイル］メニューの［最近使用し

たファイル］のリストからも開けます。

オブジェクト・リポジトリの保存

オブジェクト・リポジトリを作成または変更したら，保存する必要がありま

す。オブジェクト・リポジトリに変更を加えると，オブジェクト・リポジトリ

を保存するまで，タイトル・バーにアスタリスク（*）が表示されます。

オブジェクト・リポジトリは，ファイル・システムまたは Quality Center プロ

ジェクト（Quality Center プロジェクトに接続している場合）に保存できます。

Quality Center プロジェクトに接続するには，QuickTest またはオブジェクト・リ

ポジトリ・マネージャから，［ファイル］＞［Quality Center の接続］を選択

するか，［Quality Center の接続］ボタンをクリックします。Quality Center へ
の接続の詳細については，350 ページ「Quality Center への QuickTest の接続」を

参照してください。
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注：オブジェクト・リポジトリに加えた変更はすべて，まだ変更内容を保存し

ていなくても，変更した直後に，オブジェクト・リポジトリを使用している同

じコンピュータ上で開いているすべてのテストにおいて自動的に更新されます。

変更を保存せずにオブジェクト・リポジトリを閉じると，変更時に開いていた

すべてのテストにおいて，反映されていた変更内容がロールバックされます。

オブジェクト・リポジトリを変更したコンピュータ上でテストを開くと，テス

トは，関連付けられているオブジェクト・リポジトリに保存した変更内容で自

動的に更新されます。保存した変更を，別のコンピュータ上で開いているテス

トまたはリポジトリに反映するには，そのテストまたはオブジェクト・リポジ

トリを開くかコンピュータ上で編集用にロックすることによって，変更を読み

込む必要があります。 

オブジェクト・リポジトリを保存するには，次の手順を実行します。

 1 保存するオブジェクト・リポジトリがアクティブ・ウィンドウであることを確

認します。

 2［ファイル］＞［保存］を選択するか，［保存］ボタンをクリックします。ファ

イルがすでに保存されている場合は，変更が保存されます。ファイルがまだ保

存されていない場合は，［共有オブジェト リポジトリの保存］ダイアログ・

ボックスが開きます。

注：Quality Center に接続している場合と，標準ファイル・システムを使用する

場合とでは，表示されるダイアログ・ボックスが異なります。［共有オブジェ

クト リポジトリを開く］ダイアログ・ボックスで［ファイル システム］ボタ

ンおよび［Quality Center］ボタンをクリックすることで，ダイアログ・ボッ

クスの切り替えができます。

 3 オブジェクト・リポジトリを保存するフォルダを選択します。

 4［ファイル名］または［添付名］ボックスに，オブジェクト・リポジトリの名

前を入力します（ファイル・システムまたは Quality Center プロジェクトのどち

らへ保存するかによります）。ファイルを識別しやすいように，分かりやすい

名前を使用します。
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注：オブジェクト・リポジトリ名には，「\」，「/」，「:」，「*」，「"」，「?」，「＜」，

「＞」，「|」の文字は使用できません。

 5［保存］または［OK］をクリックします（ファイル・システムまたは Quality 
Center プロジェクトのどちらへ保存するかによります）。QuickTest はオブジェ

クト・リポジトリを拡張子 .tsr を付けて指定された場所に保存し，オブジェク

ト・リポジトリの名前とパスをリポジトリ・ウィンドウのタイトル・バーに表

示します。

オブジェクト・リポジトリを閉じる

オブジェクト・リポジトリの変更または使用が終了したら，オブジェクト・リ

ポジトリを閉じます。ファイルを閉じると，他の人が使用したり変更したりで

きるように，ファイルのロックが自動的に解除されます。開いているすべての

オブジェクト・リポジトリを閉じることもできます。

注：QuickTest を終了すると，オブジェクト・リポジトリ・マネージャも終了し

ます。変更内容をまだ保存していない場合は，オブジェクト・リポジトリ・マ

ネージャを終了する前に保存するよう求められます。

オブジェクト・リポジトリを閉じるには，次の手順を実行します。

 1 閉じる対象となるオブジェクト・リポジトリがアクティブ・ウィンドウである

ことを確認します。

 2［ファイル］＞［閉じる］を選択するか，オブジェクト・リポジトリ・ウィン

ドウのタイトル・バーで［閉じる］ボタンをクリックします。オブジェクト・

リポジトリが閉じ，ロックが自動的に解除されます。変更内容をまだ保存して

いない場合は，ファイルを閉じる前に保存するよう求められます。
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開いているすべてのオブジェクト・リポジトリを閉じるには，次の手順を実行

します。

［ファイル］＞［すべてのウィンドウを閉じる］または，［ウィンドウ］＞

［Close All Windows］を選択します。開いているすべてのオブジェクト・リポ

ジトリが閉じ，ロックが自動的に解除されます。変更内容をまだ保存していな

い場合は，ファイルを閉じる前に保存するよう求められます。

オブジェクト・リポジトリの変更

オブジェクト・リポジトリを初めて使用するための準備を整えるために，また

は，テスト・プロセス全体を通じてオブジェクト・リポジトリを更新するため

に，さまざまな方法でオブジェクト・リポジトリを変更することができます。

共有オブジェクト・リポジトリのオブジェクトやオブジェクト・プロパティの

追加および変更，オブジェクト・リポジトリ間でのオブジェクトのコピーまた

は移動，階層内の別の場所へのオブジェクトのドラッグ，オブジェクトの削

除，オブジェクト名の変更ができます。オブジェクト・リポジトリに変更を加

えると，オブジェクト・リポジトリを保存するまで，タイトル・バーにアスタ

リスク（*）が表示されます。

ヒント：必要に応じて，［編集］＞［元に戻す］や［編集］＞［やり直し］オ

プションまたは［元に戻す］ボタンや［やり直し］ボタンを使用して，変更の

取り消しや繰り返しを行うことができます。［元に戻す］および［やり直し］

オプションは，アクティブなドキュメントを対象とします。オブジェクト・リ

ポジトリを保存すると，保存前にファイルに対して行った操作の取り消しや，

やり直しはできません。

オブジェクト・リポジトリを読み取り専用モードで開いた場合，変更を加える

ためには，オブジェクト・リポジトリを編集可能にする必要があります。編集

可能にすると、オブジェクト・リポジトリがロックされ，複数のユーザが同時

に変更できないようになります。
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注：オブジェクト・リポジトリに加えた変更はすべて，まだ変更内容を保存し

ていなくても，変更した直後に，オブジェクト・リポジトリを使用している同

じコンピュータ上で開いているすべてのテストにおいて自動的に更新されます。

変更を保存せずにオブジェクト・リポジトリを閉じると，変更時に開いていた

すべてのテストにおいて，反映されていた変更内容がロールバックされます。

オブジェクト・リポジトリを変更したコンピュータ上でテストを開くと，テス

トは，関連付けられているオブジェクト・リポジトリに保存した変更内容で自

動的に更新されます。保存した変更を，別のコンピュータ上で開いているテス

トまたはリポジトリに反映するには，そのテストまたはオブジェクト・リポジ

トリを開くかコンピュータ上で編集用にロックすることによって，変更を読み

込む必要があります。 

ヒント：共有オブジェクト・リポジトリは，別の共有オブジェクト・リポジト

リと結合することでも変更できます。2 つの共有オブジェクト・リポジトリを

結合すると，両方のオブジェクト・リポジトリの内容を合わせた新しい共有オ

ブジェクト・リポジトリが作成されます。ローカル・オブジェクト・リポジト

リを共有オブジェクト・リポジトリに結合すると，共有オブジェクト・リポジ

トリが，ローカル・オブジェクト・リポジトリの内容で更新されます。詳細に

ついては，第 9 章「共有オブジェクト・リポジトリの結合」を参照してくださ

い。
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共有オブジェクト・リポジトリが編集可能であり，アクティブ・ウィンドウで

あることを確認したら，ローカル・オブジェクト・リポジトリを変更するとき

と同じ方法で共有オブジェクト・リポジトリを変更します。詳細については，

次を参照してください。

➤ 次の「オブジェクト・リポジトリの編集」

➤『QuickTest Professional 基本機能ユーサーズ・ガイド』の 191 ページ「オブジェ

クト・リポジトリへのオブジェクトの追加」

➤『QuickTest Professional 基本機能ユーサーズ・ガイド』の 203 ページ「オブジェ

クト・リポジトリ内のオブジェクトのコピー，貼り付け，および移動」

➤『QuickTest Professional 基本機能ユーサーズ・ガイド』の 206 ページ「オブジェ

クト・リポジトリからのオブジェクトの削除」

オブジェクト・リポジトリの編集

標準設定では，オブジェクト・リポジトリは読み取り専用モードで開きます。

編集可能な形式で開くには，開くときに［共有オブジェクト リポジトリを開

く］ダイアログ・ボックスで［読み取り専用モードで開く］チェック・ボック

スをクリアします。

オブジェクト・リポジトリを読み取り専用モードで開いた場合，変更を加える

ためには，オブジェクト・リポジトリを編集可能にする必要があります。オブ

ジェクト・リポジトリを表示するだけなら，あるいは，別のオブジェクト・リ

ポジトリにオブジェクトをコピーするだけなら，編集可能にする必要はありま

せん。

オブジェクト・リポジトリを編集可能にすると，他のユーザが変更できないよ

うにオブジェクト・リポジトリがロックされます。オブジェクト・リポジトリ

を他のユーザから変更できるようにするには，ロックを解除する必要がありま

す（編集モードを無効にするか，オブジェクト・リポジトリを閉じます）。オ

ブジェクト・リポジトリがすでに別のユーザによってロックされている場合，

読み取り専用形式で保存されている場合，またはオブジェクト・リポジトリを

開くための権限がユーザにない場合は，編集可能にすることはできません。
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QuickTest の以前のバージョンをお使いのユーザの方へ：以前のバージョンの 
QuickTest を使用して作成されたオブジェクト・リポジトリを編集する場合，オ

ブジェクト・リポジトリを編集する前に，QuickTest を使用して最新の形式に変

換する必要があります。変換しない場合は，オブジェクト・リポジトリ・ファ

イルは読み取り専用形式で表示されます。いったんファイルを変換して保存す

ると，ファイルは以前のバージョンの QuickTest で使用できなくなります。

オブジェクト・リポジトリを編集可能にするには，次の手順を実行します。

 1 編集対象オブジェクト・リポジトリがアクティブ・ウィンドウであることを確

認します。

 2［ファイル］＞［編集を有効化］を選択するか，［編集を有効化］ボタンをク

リックします。オブジェクト・リポジトリが編集可能になります。

リポジトリ・パラメータを使用した作業

リポジトリ・パラメータを使用すれば，特定のプロパティ値をパラメータ化す

るように指定しつつ，実際のパラメータ化の定義は，パラメータ化の対象とな

るテスト・オブジェクト・プロパティ値を含んでいるオブジェクト・リポジト

リに関連付けられている各テストで行うようにできます。

リポジトリ・パラメータは，動的に変化するオブジェクトを対象にテストを作

成し，実行する場合に便利です。オブジェクトがアプリケーション内で頻繁に

更新される場合，またはデータベースなどの動的コンテンツによってプロパ

ティ値が設定される場合，オブジェクトは動的に変化することがあります。

たとえば，ローカライズされたアプリケーションにおいて，テキストのプロパ

ティ値がユーザ・インタフェースの言語に応じて変化するボタンがある場合が

あります。リポジトリ・パラメータを使用して名前のプロパティ値をパラメー

タ化した後，当該オブジェクト・リポジトリを使用する各テストにおいて，プ

ロパティ値をどこから取得するかを指定できます。たとえば，このオブジェク

ト・リポジトリを使用するあるテストではプロパティ値を環境変数から取得

し，別のテストではデータ・テーブルから取得し，さらに別のテストでは定数

値を使用するように指定できます。
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特定のオブジェクト・リポジトリに対するリポジトリ・パラメータはすべて，

［リポジトリ パラメータの管理］ダイアログ・ボックスを使用して定義します。

各リポジトリ・パラメータは，任意で標準設定値を指定し，分かりやすい説明

とともに定義します。詳細については，244 ページ「リポジトリ・パラメータ

の管理」を参照してください。

標準設定値が定義されていないリポジトリ・パラメータを持つオブジェクト・

リポジトリを使用するテストを開くと，欠落リソース表示枠に，割り当てが必

要なリポジトリ・パラメータが存在することを示す指示が表示されます。その

場合は，そのテスト内のリポジトリ・パラメータを必要に応じて割り当てるこ

とができます。また，標準設定値があるリポジトリ・パラメータの割り当てを

行ったり，すでに割り当てのあるリポジトリ・パラメータの割り当てを変更し

たりもできます。リポジトリ・パラメータの割り当ての詳細については，

『QuickTest Professional 基本機能ユーサーズ・ガイド』の 504 ページ「未割り

当ての共有オブジェクト・リポジトリ・パラメータ値の処理」を参照してくだ

さい。

リポジトリ・パラメータの管理

［リポジトリ パラメータの管理］ダイアログ・ボックスでは，1 つの共有オブ

ジェクト・リポジトリを対象に，リポジトリ・パラメータの追加，編集，およ

び削除ができます。

リポジトリ・パラメータを管理するには，次の手順を実行します。

 1 パラメータを管理する対象となるオブジェクト・リポジトリがアクティブ・

ウィンドウであることを確認します。

 2 オブジェクト・リポジトリが読み取り専用形式の場合は，［ファイル］＞［編

集を有効化］を選択するか，［編集を有効化］ボタンをクリックします。オブ

ジェクト・リポジトリが編集可能になります。
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 3［ツール］＞［リポジトリ パラメータの管理］を選択するか，［リポジトリ パ
ラメータの管理］ボタンをクリックします。［リポジトリ パラメータの管理］

ダイアログ・ボックスが表示されます。
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［リポジトリ パラメータの管理］ダイアログ・ボックスには，次の情報および

オプションがあります。

リポジトリ・パラメータの追加

［リポジトリ パラメータの追加］ダイアログ・ボックスでは，新しいリポジト

リ・パラメータを定義できます。パラメータの標準設定値を指定したり，パラ

メータがテストのステップで使用されている場合に識別に役立つ分かりやすい

説明を指定することもできます。

オプション 詳細

［名前］ リポジトリ・パラメータを管理する対象となるオブ

ジェクト・リポジトリの名前およびパスが表示され

ます。

新しいリポジトリ・パラメータを追加します。詳細

については，246 ページ「リポジトリ・パラメータの

追加」を参照してください。

現在選択されているリポジトリ・パラメータを削除

します。詳細については，248 ページ「リポジトリ・

パラメータの削除」を参照してください。

パラメータ・リスト オブジェクト・リポジトリに現在定義されているリ

ポジトリ・パラメータのリストが表示されます。パ

ラメータ・リストでは，パラメータの標準設定の値

および説明を直接変更できます。詳細については，

248 ページ「リポジトリ・パラメータの変更」を参照

してください。

［リポジトリの中で検索］ オブジェクト・リポジトリ・ツリー内で，選択され

ているリポジトリ・パラメータを使用している最初

のテスト・オブジェクトを検索して強調表示します。

このボタンを再度クリックすると，選択したパラ

メータの次の出現箇所を検索できます。
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リポジトリ・パラメータを追加するには，次の手順を実行します。

 1［リポジトリ パラメータの管理］ダイアログ・ボックスの中で，［リポジトリ 
パラメータの追加］ボタンをクリックします。［リポジトリ パラメータの追加］

ダイアログ・ボックスが表示されます。

 2［名前］ボックスに，パラメータに対して分かりやすい名前を指定します。パ

ラメータ名は英字で始める必要があり，英数字およびアンダスコアのみを使用

できます。

 3［標準設定値］ボックスに，リポジトリ・パラメータに使用する標準設定の値

を指定できます。この値は，このオブジェクト・リポジトリを使用するテスト

の値またはパラメータ・タイプに，リポジトリ・パラメータを割り当てなかっ

た場合に使用されます。標準設定の値を指定しなかった場合，リポジトリ・パ

ラメータは，この共有オブジェクト・リポジトリを使用するテストにおいて未

割り当てとして表示されます。

ヒント：標準設定の値を指定した場合，それを後で削除するには，［リポジト

リ パラメータの管理］ダイアログ・ボックスの中で該当するパラメータの［標

準設定値］セルをクリックした後，［標準設定値をクリア］ボタンをクリック

します。セル内に { デフォルト値なし } というテキストが表示されます。

 4［詳細］ボックスに，リポジトリ・パラメータの説明を入力できます。この説

明は，テストの中でリポジトリ・パラメータを割り当てるときに，パラメータ

の識別に役立ちます。

 5［OK］をクリックして，［リポジトリ パラメータの管理］ダイアログ・ボック

スのパラメータのリストにパラメータを追加します。
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リポジトリ・パラメータの変更

［リポジトリ パラメータの管理］ダイアログ・ボックスでは，リポジトリ・パ

ラメータの標準設定値または説明を直接変更できます。ただし，リポジトリ・

パラメータの名前は変更できません。

リポジトリ・パラメータを変更するには，次の手順を実行します。

 1［リポジトリ パラメータの管理］ダイアログ・ボックスの中で対象パラメータ

を選択します。

 2 標準設定の値を変更するには，対象パラメータの［標準設定値］セルをクリッ

クします。標準設定の値は，新しい値を入力して変更することも，［標準設定値

をクリア］ボタンをクリックして削除することもできます。標準設定の値を削

除すると，セル内に { デフォルト値なし } というテキストが表示されます。標

準設定の値を指定しない場合，リポジトリ・パラメータは，この共有オブジェ

クト・リポジトリを使用するテストにおいて未割り当てとして表示されます。

注：テキストを手作業で削除しても，標準設定の値は削除されません。標準設

定の値は空の文字列になります。標準設定の値を削除する場合は，［標準設定

値をクリア］ボタンをクリックする必要があります。

 3 パラメータの説明を変更するには，対象パラメータの［詳細］セルをクリック

して，必要な説明を入力します。

リポジトリ・パラメータの削除

リポジトリ・パラメータの定義は，不要になった場合は削除できます。テス

ト・オブジェクトの定義で使用されているリポジトリ・パラメータを削除する

と，パラメータがなくなったにもかかわらず，テスト・オブジェクトのプロパ

ティ値は当該パラメータに割り当てられたままです。したがって，リポジト

リ・パラメータを削除する前に，パラメータがどのテスト・オブジェクト記述

にも使用されていないことを確認する必要があります。使用されていると，こ

れらのテスト・オブジェクトを使用するステップがあるテストを実行すると失

敗します。



 第 8 章 • オブジェクト・リポジトリの管理

249

249

ヒント：［リポジトリ パラメータの管理］ダイアログ・ボックスの［リポジト

リの中で検索］ボタンを使用すれば，リポジトリ・パラメータが使用されてい

る場所を確認できます。

リポジトリ・パラメータを削除するには，次の手順を実行します。

 1［リポジトリ パラメータの管理］ダイアログ・ボックスの中で，パラメータ名

の左側にある選択領域をクリックすることで，削除対象のリポジトリ・パラ

メータを選択します。

 2［リポジトリ パラメータを削除］ボタンをクリックします。選択したリポジト

リ・パラメータが削除されます。

テスト・オブジェクトの詳細の変更

オブジェクト・リポジトリ・マネージャで開いている共有オブジェクト・リポ

ジトリの［テスト オブジェクトの詳細］領域では，実行セッション中にオブ

ジェクトの識別に使用するプロパティおよびプロパティ値の表示や変更ができ

ます。

共有オブジェクト・リポジトリが編集可能であり，アクティブ・ウィンドウで

あることを確認したら，ローカル・オブジェクトを変更するときと同じ方法

で，共有オブジェクト・リポジトリ内のオブジェクトのテスト・オブジェクト

の詳細を変更します。詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユー

サーズ・ガイド』を参照してください。

注：必要に応じて，［編集］＞［元に戻す］や［編集］＞［やり直し］オプ

ションまたは［元に戻す］ボタンや［やり直し］ボタンを使用して，変更の取

り消しや繰り返しを行うことができます。［元に戻す］および［やり直し］オ

プションは，アクティブなドキュメントを対象とします。リポジトリを保存す

ると，保存前にファイルに対して行った操作の取り消しや，やり直しはできま

せん。
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オブジェクト・リポジトリ・マネージャを使用して，共有オブジェクト・リポ

ジトリ内のテスト・オブジェクト記述のプロパティ値を指定します。共有オブ

ジェクト・リポジトリにあるオブジェクトのプロパティ値の指定時に使用可能

なオプションと，ローカル・リポジトリにあるオブジェクトのプロパティの指

定時に使用可能なオプションは異なります。共有オブジェクト・リポジトリに

あるオブジェクトのプロパティ値の指定の詳細については，250 ページ「プロ

パティ値の指定」を参照してください。

プロパティ値の指定

テスト・オブジェクト記述に含まれるプロパティの値を指定または変更できま

す。定数値を使用して値を指定することも（単純な値または正規表現を含んだ

定数値のいずれか），リポジトリ・パラメータを使用して値をパラメータ化す

ることもできます。リポジトリ・パラメータの詳細については，243 ページ

「リポジトリ・パラメータを使用した作業」を参照してください。

プロパティ値を指定するには，次の手順を実行します。

 1 プロパティ値を指定する対象となるテスト・オブジェクトを選択します。

 2［テスト オブジェクトの詳細］領域の中で，対象プロパティの［値］セルをク

リックします。

 3 次のいずれかの方法でプロパティ値を指定します。

➤ 単純な定数値を指定する場合は，［値］セルに値を入力します。［値］セルに

定数値を指定した場合は，残りの手順は必要ありません。次の説明のよう

に，［リポジトリ パラメータ］ダイアログ・ボックスの中で正規表現を使用

して定数値を指定することもできます。



 第 8 章 • オブジェクト・リポジトリの管理

251

251

➤ リポジトリ・パラメータを使用して値をパラメータ化するには，［値］セル

の中でパラメータ化ボタンをクリックします。［リポジトリ パラメータ］ダ

イアログ・ボックスが表示されます。

 4 次のいずれかのオプションを選択して，プロパティの値を指定します。

➤［定数］ラジオ・ボタンを選択して，定数値を指定します。［テスト オブ

ジェクトの詳細］領域の［値］セルに，定数値を直接入力することもできま

す。定数値の中で正規表現を使用した場合は，［正規表現］チェック・ボッ

クスを選択します。

➤［パラメータ］ラジオ・ボタンを選択して，定義済みのリポジトリ・パラ

メータのリストからパラメータを選択します。パラメータに対して標準設定

の値が定義されていれば，それも表示されます。

注：リポジトリ・パラメータを定義するには，［リポジトリ パラメータの管

理］ダイアログ・ボックスを使用します。詳細については，244 ページ「リ

ポジトリ・パラメータの管理」を参照してください。
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 5［OK］をクリックして［リポジトリ パラメータ］ダイアログ・ボックスを閉じ

ます。値をパラメータ化した場合は，次に示すように，［テスト オブジェクト

の詳細］領域の［値］カラムにパラメータ名がアイコンとともに表示されま

す。それ以外の場合には，指定した定数値が［値］カラムに表示されます。

オブジェクトの検索

オブジェクト・リポジトリ内にある特定のオブジェクトを検索するには，複数

の方法があります。オブジェクトは種類に基づいて検索できます。たとえば，

特定のエディット・ボックスを検索したり，アプリケーション内のオブジェク

トをポイントすることで，リポジトリ内の該当するオブジェクトを自動的に強

調表示したりできます。特定のプロパティ値をほかのプロパティ値に置換でき

ます。たとえば，プロパティ値 userName を user name という値に置換できま

す。また，オブジェクト・リポジトリ内のオブジェクトを選択して，アプリ

ケーション内で強調表示させることで，それがどのオブジェクトであるかを確

認できます。

共有オブジェクト・リポジトリがアクティブ・ウィンドウであることを確認し

たら，ローカル・オブジェクト・リポジトリで行うのと同じ方法で，共有オブ

ジェクト・リポジトリ内のオブジェクトを検索します。プロパティ値を置き換

える場合は，オブジェクト・リポジトリが編集可能であることも確認する必要

があります。

詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユーサーズ・ガイド』を参

照してください。
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結合操作の実行

オブジェクト・リポジトリ結合ツールでは，オブジェクト・リポジトリ・マ

ネージャの［ローカル リポジトリから更新］オプションを使用して（［ツール］

＞［ローカル リポジトリから更新］），1 つ以上のアクションを持つローカル・

オブジェクト・リポジトリのオブジェクトを共有オブジェクト・リポジトリに

結合できます。たとえば，テストの特定のアクションでオブジェクトをローカ

ルに学習していて，オブジェクト・リポジトリを使用するさまざまなテストの

すべてのアクションでオブジェクトを使用できるように，それらを共有オブ

ジェクト・リポジトリに追加することが考えられます。また，オブジェクト・

リポジトリ結合ツールを使用して，2 つの共有オブジェクト・リポジトリを 1 
つにすることもできます。

オブジェクト・リポジトリ結合ツールを開くには，オブジェクト・リポジト

リ・マネージャで［ツール］＞［オブジェクト リポジトリ結合ツール］を選択

します。結合操作の実行と，ローカル・オブジェクトを使用したオブジェク

ト・リポジトリの更新の詳細については，第 8 章「オブジェクト・リポジトリ

の管理」を参照してください。

注：オブジェクト・リポジトリ結合ツールを開いている間は，オブジェクト・

リポジトリ・マネージャを使用した作業は行えません。
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インポートおよびエクスポート操作の実行

オブジェクト・リポジトリは，XML ファイルに対してインポートおよびエク

スポートができます。XML は構造化された利用しやすい形式あるため，任意

の XML エディタを使用してオブジェクト・リポジトリに変更を加えた後，そ

れらを QuickTest にインポートし直すことができます。オブジェクト・リポジ

トリに必要な形式を知るには，保存したオブジェクト・リポジトリをエクス

ポートします。

ファイルのインポートおよびエクスポートは，ファイル・システムまたは 
Quality Center プロジェクト（QuickTest が Quality Center に接続されている場合）

のどちらに対しても行うことができます。

Quality Center プロジェクトに接続するには，QuickTest またはオブジェクト・リ

ポジトリ・マネージャから，［ファイル］＞［Quality Center への接続］を選

択するか，［Quality Center への接続］ボタンをクリックします。Quality 
Center への接続の詳細については，350 ページ「Quality Center への QuickTest の
接続」を参照してください。

XML からのインポート

必要な形式を使用して作成された XML ファイルをオブジェクト・リポジトリ

としてインポートできます。XML ファイルは，オブジェクト・リポジトリ・

マネージャを使用して XML 形式にエクスポートしたオブジェクト・リポジト

リ，または QuickTest Siebel Test Express や独自作成のユーティリティなどの

ツールを使用して作成した XML ファイルです。XML の構造および形式に準拠

する必要があります。

ヒント：必要な XML の構造および形式を確認するには，既存の共有オブジェ

クト・リポジトリを XML ファイルにエクスポートし，参考にします。詳細に

ついては，255 ページ「XML へのエクスポート」を参照してください。
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XML ファイルからインポートするには，次の手順を実行します。

 1［ファイル］＞［XML からインポート］を選択します。［XML からインポート］

ダイアログ・ボックスが開きます。

注：Quality Center に接続している場合，表示されるダイアログ・ボックスは，

ファイル・システムの場合の標準ダイアログ・ボックスと異なります。［XML 
からインポート］ダイアログ・ボックスで［ファイル システム］ボタンおよび

［Quality Center］ボタンをクリックすることで，ダイアログ・ボックスの切り

替えができます。

 2 インポートする XML ファイルを選択し，［開く］または［OK］をクリックし

ます（ファイル・システムまたは Quality Center プロジェクトのどちらから開く

かによります）。

 3 XML ファイルがインポートされると，サマリ・メッセージ・ボックスが開き，

指定のファイルから正常にインポートされたオブジェクト数，パラメータ数，

およびメタデータの数に関する情報が表示されます。

 4［OK］をクリックし，メッセージ・ボックスを閉じます。インポートされた 
XML ファイルが新しいオブジェクト・リポジトリとして開きます。これで，

必要に応じて変更を加えたり，オブジェクト・リポジトリとして保存したりで

きます。

XML へのエクスポート

オブジェクト・リポジトリの内容を XML ファイルにエクスポートできます。

これにより，オブジェクト・リポジトリの内容を任意の XML エディタを使用

して簡単に編集したり，アクセス可能な柔軟な形式で保存したりできます。



第 2 部 • オブジェクト・リポジトリの管理と結合

256

XML ファイルにエクスポートするには，次の手順を実行します。

 1 エクスポートするオブジェクト・リポジトリがアクティブ・ウィンドウである

ことを確認します。

 2［ファイル］＞［XML へエクスポート］を選択します。［XML へエクスポート］

ダイアログ・ボックスが開きます。

注：Quality Center に接続している場合，表示されるダイアログ・ボックスは，

ファイル・システムの場合の標準ダイアログ・ボックスと異なります。［XML
へエクスポート］ダイアログ・ボックスで［ファイル システム］ボタンおよび

［Quality Center］ボタンをクリックすることで，ダイアログ・ボックスの切り

替えができます。

 3 ファイルを保存する場所を選択してファイル名または添付名を指定し，［保存］

または［OK］をクリックします（ファイル・システムまたは Quality Center プ
ロジェクトのどちらに保存するかによります）。

 4 オブジェクト・リポジトリが指定の XML ファイルにエクスポートされると，

サマリ・メッセージ・ボックスが開き，指定のファイルへ正常にエクスポート

されたオブジェクト，パラメータ，およびメタデータの数に関する情報が表示

されます。

 5［OK］をクリックし，メッセージ・ボックスを閉じます。これで XML ファイ

ルを開き，任意の XML エディタを使用して表示または変更できます。
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第 9 章 
共有オブジェクト・リポジトリの結合

QuickTest Professional では，オブジェクト・リポジトリ結合ツールを使用して，

2 つの共有オブジェクト・リポジトリを結合して単独の共有オブジェクト・リ

ポジトリにすることができます。また，このツールを使用して，1 つ以上のア

クションのローカル・オブジェクト・リポジトリのオブジェクトを，共有オブ

ジェクト・リポジトリに結合することもできます。

本章では，次の内容について説明します。

➤ 共有オブジェクト・リポジトリの結合について

➤ オブジェクト・リポジトリ結合ツールについて

➤ オブジェクト・リポジトリ結合ツールのコマンドの使用方法

➤ 標準設定の定義

➤ 2 つのオブジェクト・リポジトリの結合
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共有オブジェクト・リポジトリの結合について

QuickTest Professional では，オブジェクト・リポジトリ結合ツールを使用して，

2 つの共有オブジェクト・リポジトリの既存の資産を結合して単独の共有オブ

ジェクト・リポジトリにすることができます。このツールを使用することで，

2 つの共有オブジェクト・リポジトリ・ファイル（それぞれ「一次」リポジト

リおよび「二次」リポジトリと呼びます）を結合して 3 つ目の新しいリポジト

リ（「ターゲット」リポジトリと呼びます）を作成できます。一次リポジトリ

と二次リポジトリにあるオブジェクトは自動的に比較され，オブジェクト間の

矛盾の解決方法を定義した事前設定可能なルールに従って，ターゲット・リポ

ジトリに追加されます。

結合処理の後，一次リポジトリと二次リポジトリにある元のオブジェクト（こ

れらは変更されずに残っています）のほか，結合後のターゲット・オブジェク

ト・リポジトリにあるオブジェクトが，オブジェクト・リポジトリ結合ツール

に視覚的に表示されます。矛盾のあったオブジェクトは強調表示されます。

ターゲット・オブジェクト・リポジトリでオブジェクトを選択すると，その矛

盾の詳しい説明が表示されます。オブジェクト・リポジトリ結合ツールには，

矛盾ごとに，提示されている解決方法を維持するか，矛盾の解決方法を個別に

変更するかを，必要に応じて決めることができる専用のオプションが用意され

ています。

オブジェクト・リポジトリ結合ツールではまた，1 つ以上のアクションのロー

カル・オブジェクト・リポジトリのオブジェクトを，共有オブジェクト・リポ

ジトリに結合することもできます。たとえば，テスト内の特定のアクションの

中でオブジェクトをローカルに学習した場合に，それらを共有オブジェクト・

リポジトリに追加することで，そのオブジェクト・リポジトリを使用する他の

テストのすべてのアクションでそれらのオブジェクトを使用できるようになり

ます。 

注：オブジェクト・リポジトリ結合ツールが開いている間は，オブジェクト・

リポジトリ・マネージャを操作することはできません。オブジェクト・リポジ

トリ・マネージャの詳細については，第 8 章「オブジェクト・リポジトリの管

理」を参照してください。
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オブジェクト・リポジトリ結合ツールについて

オブジェクト・リポジトリ結合ツールを開くには，オブジェクト・リポジト

リ・マネージャで［ツール］＞［オブジェクト リポジトリ結合ツール］を選択

します。 

［オブジェクト リポジトリ - 結合ツール］ウィンドウの例を次に示します。

［結合ツール］ウィンドウには，次の主要な要素があります。 

➤ メニュー・バー：オブジェクト・リポジトリ結合ツールのコマンドのメニュー

が表示されます。これらのコマンドについては本章の各所で説明します。メ

ニュー・コマンドのショートカット・キーの詳細については，265 ページ

「ショートカット・キーを使用したコマンドの実行」を参照してください。

メニュー・バー

ツールバー

ターゲット・リポジトリ表示枠

二次リポジトリ表示枠

二次リポジトリ表示枠

解決方法のオプション表示枠

ステータス・バー
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➤ ツールバー：よく使用するメニュー・コマンドのボタンがあります。オブジェ

クト・リポジトリの結合，管理，および保存を行うことができます。ツール

バー・ボタンの詳細については，265 ページ「ツールバー・コマンドの使用方

法」を参照してください。

➤ ターゲット・リポジトリ表示枠：一次リポジトリおよび二次リポジトリから結

合されたテスト・オブジェクトが表示されます。ターゲット・リポジトリ表示

枠で選択したテスト・オブジェクトのプロパティが表示されるターゲット リポ

ジトリ オブジェクトのプロパティ表示枠は，表示と非表示を切り替えることも

できます。詳細については，261 ページ「ターゲット・リポジトリ表示枠」を

参照してください。

➤ 一次リポジトリ表示枠：一次オブジェクト・リポジトリにあるテスト・オブ

ジェクトが表示されます。詳細については，262 ページ「一次リポジトリ表示

枠および二次リポジトリ表示枠」を参照してください。 

➤ 二次リポジトリ表示枠：二次オブジェクト・リポジトリにあるテスト・オブ

ジェクトが表示されます。詳細については，262 ページ「一次リポジトリ表示

枠および二次リポジトリ表示枠」を参照してください。 

➤ 解決方法のオプション表示枠：ターゲット・リポジトリ表示枠にあるオブジェ

クトについて，それらのソース，矛盾，および解決方法の詳細が表示され，矛

盾があった場合に適用される解決方法を変更できます。詳細については，263
ページ「解決方法のオプション表示枠」を参照してください。

➤ ステータス・バー：ターゲット・リポジトリ表示枠の中で選択したオブジェク

トのソース，矛盾，および解決方法の詳細のほか，アイコンの凡例が表示され

ます。詳細については，263 ページ「ステータス・バー」を参照してください。

ビューの変更

オブジェクト・リポジトリ結合ツールに表示されるビューを自分が作業しやす

いように変更することができます。

➤ オブジェクト・リポジトリ結合ツール・ウィンドウ内で表示枠のサイズを変更

するには，表示枠の縁をドラッグします。

➤ 結合ツール内でこれらの表示枠の表示と非表示を切り替えるには，［表示］メ

ニューから［一次リポジトリ］，［二次リポジトリ］，［ターゲット リポジトリ 
オブジェクトのプロパティ］，または［解決方法のオプション］を選択します。 
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➤ 現在のビューを，オブジェクト・リポジトリ結合ツールを開くたびに表示され

る標準設定のビューとして設定するには，［表示］＞［標準のレイアウトとし

て設定］を選択します。変更を加えた後に画面を標準設定に戻すには，［表示］

＞［標準のレイアウトを復元］を選択します。

ターゲット・リポジトリ表示枠

ターゲット・リポジトリ表示枠には，一次および二次リポジトリから結合され

たテスト・オブジェクトの階層と，それらのオブジェクトのプロパティと値が

表示されます。オブジェクト階層の左側のカラムには，各オブジェクトのソー

ス・ファイルが表示され（一次ファイルの場合は 1 と表示され，二次ファイル

の場合は 2 と表示されます），矛盾がある場合は矛盾のタイプを表すアイコン

が表示されます。

ターゲット・オブジェクト・リポジトリを保存すると，そのファイル・パスが

オブジェクト階層の上に表示されます。

注：オブジェクトのステータスをひと目で確認できるように，ターゲット・オ

ブジェクト・リポジトリ内のオブジェクト名のテキストの色を，各オブジェク

トのソースと，矛盾の原因となったかどうかに基づいて，設定することができ

ます。詳細については，267 ページ「色の設定の指定」を参照してください。

ターゲット・リポジトリ表示枠には次の機能があります。

➤ ターゲット・オブジェクト・リポジトリ内のオブジェクトを選択すると，一次

ソース・ファイル階層または二次ソース・ファイル階層，あるいはその両方にあ

る対応するオブジェクトが探し出され，チェック・マークによって示されます。

➤ ターゲット・リポジトリ内のオブジェクトを選択すると，そのプロパティと値

が，ターゲット・リポジトリ表示枠（［表示］＞［ターゲット リポジトリ オブ

ジェクトのプロパティ］）の一番下にある［オブジェクト プロパティ - ター

ゲット ファイル］領域に表示されます。 
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➤ 結合の結果として矛盾が生じた場合は，ターゲット・オブジェクト・リポジトリ

内で，矛盾のあるオブジェクトの左側にアイコンが表示されます。アイコンの上

にポインタを置くと，矛盾のタイプを説明するツールチップが表示されます。

➤ オブジェクトを右クリックすると，ショートカット・メニューが開きます。こ

こから選択できるオプションでは，ターゲット・オブジェクト・リポジトリの

階層全体を展開または折りたたんだり，該当する場合には矛盾の解決方法とそ

の結果を変更したりできます。

➤ ノードをダブルクリックすると，ノードの階層を展開または折りたたむことが

できます。また，［表示］メニューの［すべて折りたたみ］または［すべて開

く］を選択しても，ターゲット・オブジェクト・リポジトリの階層全体を展開

または折りたたむことができます。

➤［ナビゲート］メニューの［次の矛盾］または［前の矛盾］を選択するか，

ツールバーあるいは解決方法のオプション表示枠の［次の矛盾］または［前の

矛盾］ボタンをクリックすると，ターゲット・オブジェクト・リポジトリ階層

内の次の矛盾または前の矛盾に直接移動できます。

➤［検索］ダイアログ・ボックスを使用して，ターゲット・オブジェクト・リポ

ジトリ内で 1 つ以上のオブジェクトを検索できます。詳細については，287
ページ「特定のオブジェクトの検索」を参照してください。

➤［表示］＞［ターゲット リポジトリ オブジェクトのプロパティ］を選択する

と，ターゲット・リポジトリにあるオブジェクトのプロパティの表示と非表示

を切り替えることができます。

一次リポジトリ表示枠および二次リポジトリ表示枠

一次リポジトリ表示枠および二次リポジトリ表示枠には，結合を行う元のソー

ス・リポジトリにあるテスト・オブジェクトと，それらのプロパティおよび値

が，階層表示されます。各オブジェクト階層の上にはファイル・パスが表示さ

れます。

この表示枠には次の機能があります。

➤ 選択した項目をダブルクリックすると，その項目の階層を展開または折りたた

むことができます。

➤ テスト・オブジェクトを該当する表示枠の中で選択すると，そのオブジェクト

のプロパティと値が［テスト オブジェクトの詳細］領域に表示されます。
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➤［表示］メニューの［一次リポジトリ］または［二次リポジトリ］を選択する

と，表示枠の表示と非表示を切り替えることができます。

解決方法のオプション表示枠

解決方法のオプション表示枠には，ターゲット・オブジェクト・リポジトリで

選択されているオブジェクトについて，結合中に発生した矛盾に関する情報が

表示されます。また，標準設定の解決方法のオプションを使用して適用された

矛盾の解決方法について，それを維持するか変更するかを決めるオプションも

あります。 

解決方法のオプション表示枠には次の機能があります。

➤ ターゲット・オブジェクト・リポジトリの中で矛盾のあるオブジェクトを選択

すると，矛盾を説明するテキストと，オブジェクト・リポジトリ結合ツールに

よって採用される解決方法が，表示枠に表示されます。採用されている解決方

法の代わりとなる他の解決方法の選択肢が用意されています。

➤ ラジオ・ボタンを選択することで，代わりとなる矛盾の解決方法を選択できま

す。変更を加えるたびに，ターゲット・オブジェクト・リポジトリが自動的に

更新され，再表示されます。

➤［次の矛盾］ボタンまたは［前の矛盾］ボタンをクリックすることで，ター

ゲット・リポジトリ階層内の次の矛盾または前の矛盾に直接移動できます。

➤［表示］メニューの［解決方法のオプション］を選択またはクリアすることで，

表示枠の表示と非表示を切り替えることができます。

ステータス・バー

ステータス・バーには，ターゲット・リポジトリ表示枠の中で選択されている

オブジェクトについて，矛盾（存在する場合）の数と，ターゲット・リポジト

リ表示枠で使用されているアイコンの凡例が表示されます。

次のアイコンがステータス・バー（およびターゲット・リポジトリ表示枠）に

表示される場合があります。 

➤ 類似記述の矛盾

➤ 同じ名前で記述が異なる矛盾

➤ 同じ記述で名前が異なる矛盾
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アイコンの上にポインタを置くと，矛盾のタイプを説明するツールチップが表

示されます。 

矛盾のタイプの詳細については，280 ページ「オブジェクトの矛盾について」

を参照してください。

ヒント：

ステータス・バーの矛盾アイコンをクリックすると，［統計情報］ダイアログ・

ボックスが表示されます。詳細については，279 ページ「結合の統計情報の表

示」を参照してください。 

アイコンの左側にあるボックスをクリックすると，［フィルタ］ダイアログ・

ボックスが表示されます。この領域には，フィルタが現在使用されている場合

にフィルタ・アイコンが表示されます。詳細については，285 ページ「ター

ゲット・リポジトリ表示枠に対するフィルタの設定」を参照してください。
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オブジェクト・リポジトリ結合ツールのコマンドの使用方法

オブジェクト・リポジトリ結合ツールのコマンドは，メニュー・バーまたは

ツールバーから選択できます。コマンドによってはショートカット・キーを押

して実行できるものもあります。詳細については，265 ページ「ショートカッ

ト・キーを使用したコマンドの実行」を参照してください。ターゲット リポジ

トリ表示枠の中でオブジェクトを選択し，ショートカット（右クリック）メ

ニューからコマンドを選択することもできます。

ツールバー・コマンドの使用方法

よく使用するコマンドは，ツールバーのボタンをクリックして実行できます。 

ショートカット・キーを使用したコマンドの実行

ショートカット・キーを押すことで，オブジェクト・リポジトリ結合ツールの

いくつかのコマンドを実行できます。次のショートカット・キーは，対応する

メニュー・コマンドの横に表示されます。

対応するショートカット・キーを押して，次の［ファイル］メニュー・コマン

ドを実行できます。 

コマンド
ショートカット・
キー

機能

［新規結合］ CTRL+N 新しい結合操作を実行する対象とな

る 2 つのオブジェクト・リポジトリ

を指定できます。 

［保存］ CTRL+S 結合された共有オブジェクト・リポ

ジトリを保存します。

［新規結合］

［上書き保存］

［設定］

［フィルタ］

［前の矛盾］

［次の矛盾］

［検索］

［前を検索］

［次を検索］

［ビューを同期化］
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対応するショートカット・キーを押して，次の［ナビゲート］メニュー・コマ

ンドを実行できます。 

標準設定の定義

オブジェクト・リポジトリ結合ツールでは，オブジェクト・リポジトリの結合時

に使用される設定があらかじめ定義されています。標準設定は次のとおりです。 

➤ ターゲット・オブジェクト・リポジトリに表示されるオブジェクト名のテキス

トの色を指定します。

➤ オブジェクト・リポジトリ結合ツールが一次および二次リポジトリ内のオブ

ジェクトの矛盾をどのように処理するのかを設定します。あるいは，ローカ

ル・オブジェクト・リポジトリからの共有オブジェクト・リポジトリを更新す

るときに，ローカルおよび共有リポジトリ内のオブジェクトの矛盾をどのよう

に処理するのかを設定します。

コマンド
ショートカット・
キー

機能

［次の矛盾］ F4 キー 結合後のオブジェクト・リポジトリ

の中で次の矛盾オブジェクトを検索

します。 

［前の矛盾］ SHIFT+F4 結合後のオブジェクト・リポジトリ

の中で前の矛盾オブジェクトを検索

します。

［検索］ CTRL+F ［検索］ダイアログ・ボックスを開き

ます。

［次を検索］ F3 キー ［検索］ダイアログ・ボックスの検索

条件に従って，結合後のオブジェク

ト・リポジトリの中で次のオブジェ

クトを検索します。

［前を検索］ SHIFT+F3 ［検索］ダイアログ・ボックスの検索

条件に従って，結合後のオブジェク

ト・リポジトリの中で前のオブジェ

クトを検索します。
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これらの設定をいつでも変更して，新しい標準設定を作成できます。設定を変

更すると，以降のすべての新しい結合が新しい標準設定に従って実行されます。

ヒント：2 つのリポジトリを結合する前に設定を変更するには，［キャンセル］

をクリックして［新規結合］ダイアログ・ボックスを閉じ，以降の各項の説明

に従って設定を変更した後，結合を実行する必要があります。

色の設定の指定

ターゲット・オブジェクト・リポジトリに表示されるオブジェクト名の色を，

オブジェクトのソースと，矛盾の原因となったかどうかに基づいて指定できま

す。これを利用することで，各オブジェクトのステータスを容易に判断できる

ようになります。

注：［設定］ダイアログ・ボックスの［色］タブにあるオプションは，［ローカ

ル リポジトリから更新］操作を実行するときに，ローカル（一次）オブジェク

ト・リポジトリおよび共有（二次）オブジェクト・リポジトリから追加された

オブジェクトにも適用されます。
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色の設定を指定するには，次の手順を実行します。

 1［ツール］＞［設定］を選択するか，［設定］ボタンをクリックします。［設定］

ダイアログ・ボックスが開きます。 

 2［色］タブにある各項目について，テキスト・ボックスの横にある下矢印 を

クリックし，識別用の色を選択します。

 3［OK］をクリックします。ターゲット・オブジェクト・リポジトリ内のオブ

ジェクト名が選択した色で表示されます。

標準の解決方法の設定

結合処理中のオブジェクトの矛盾をオブジェクト・リポジトリ結合ツールでど

のように自動的に処理するかを設定できます。

注：［設定］ダイアログ・ボックスの［解決方法］タブにあるオプションは，

［ローカル リポジトリから更新］操作を実行するときに，ローカル・オブジェ

クト・リポジトリおよび共有オブジェクト・リポジトリから追加されたオブ

ジェクトにも適用されます。
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標準の解決方法を設定するには，次の手順を実行します。

 1［ツール］＞［設定］を選択するか，［設定］ボタンをクリックします。［設定］

ダイアログ・ボックスが開きます。

 2［解決方法］タブをクリックします。

 3 矛盾のあるオブジェクトを処理するときにオブジェクト・リポジトリ結合ツー

ルに適用させる標準の解決方法を指定する適切なラジオ・ボタンを選択します。

➤［オブジェクト記述の取得先］：2 つのテスト・オブジェクトの名前が同じで

記述が異なる場合の，矛盾の解決方法を指定します。ターゲット・オブジェ

クト・リポジトリにおいて，汎用性の高い方のオブジェクト記述を採用する

か，汎用性の低い方のオブジェクト記述を採用するかを指定できます。 

•［汎用性の高い方］：矛盾相手のオブジェクトよりも識別プロパティが少

ないか，プロパティ値の中で正規表現を使用しているオブジェクトを採

用するよう，オブジェクト・リポジトリ結合ツールを設定します。これ

が標準設定です。

•［汎用性の低い方］：矛盾相手のオブジェクトのすべての識別プロパティ

に加えて他の識別プロパティも持っているオブジェクトを採用するよう，

オブジェクト・リポジトリ結合ツールを設定します。
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➤［オブジェクト名の取得先］：2 つのテスト・オブジェクトの記述が同一また

は類似しながらも名前が異なる場合の矛盾を解決する方法を指定します。

ターゲット・オブジェクト・リポジトリにおいて採用するオブジェクト名の

取得先となるソースを選択できます。

•［一次リポジトリ ファイル］：一次オブジェクト・リポジトリ内のオブ

ジェクトのオブジェクト名を，ターゲット・オブジェクト・リポジトリ

で採用します。これが標準設定です。

•［二次リポジトリ ファイル］：二次オブジェクト・リポジトリ内のオブ

ジェクトのオブジェクト名を，ターゲット・オブジェクト・リポジトリ

で採用します。

•［オブジェクト記述と同じファイル］：オブジェクト記述の取得先と同じ

オブジェクト・リポジトリ内のオブジェクトのオブジェクト名を，ター

ゲット・オブジェクト・リポジトリで採用します。

 4［OK］をクリックします。以降，オブジェクト・リポジトリ結合ツールで実行

するリポジトリの結合においてオブジェクト間の矛盾を解決する際に，ここで

選択した方法が適用されます。

注：結合後のオブジェクト・リポジトリを開いたままの状態で解決方法の設定

に変更を加えた場合は，開いているファイルについて新しい設定でもう一度結

合するかどうか尋ねられます。新しい設定でもう一度ファイルを結合する場合

は，［はい］をクリックします。以前の設定で作成した既存の結合を維持する

場合は，［いいえ］をクリックします。［いいえ］をクリックした場合，新しい

設定は以降の結合にのみ適用されます。
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2 つのオブジェクト・リポジトリの結合

オブジェクト・リポジトリ結合ツールを使用すると，2 つのソース・オブジェ

クト・リポジトリを結合して新しい共有オブジェクト・リポジトリを作成でき

ます。リポジトリにあるオブジェクトは自動的に比較され，オブジェクト間の

矛盾の解決方法を定義する設定可能なルールに従って，新しいリポジトリに追

加されます。元のソース・ファイルは変更されません。

注：別のユーザが開いているオブジェクト・リポジトリはロックされます。

ロックされたファイルを統合しようとした場合，警告メッセージが表示されま

すが，結合プロセスはソース・ファイルを変更しないため，結合を実行するこ

とは可能です。ただし，ロックされたファイルに対して他のユーザによって加

えられた変更が，結合後のオブジェクト・リポジトリに含まれない可能性があ

ります。

2 つのオブジェクト・リポジトリを結合するには，次の手順を実行します。

 1 オブジェクト・リポジトリ・マネージャの中で，［ツール］＞［オブジェクト 
リポジトリ結合ツール］を選択します。［オブジェクト リポジトリ - 結合ツー

ル］ウィンドウの手前に，［新規結合］ダイアログ・ボックスが開きます。
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ヒント：

［オブジェクト リポジトリ - 結合ツール］ウィンドウがすでに開いている場合

は，［ファイル］＞［新規結合］を選択するか，［新規結合］ボタンをクリック

することで，［新規結合］ダイアログ・ボックスを開けます。

リポジトリを結合する前に設定済みの設定を変更するには，［キャンセル］を

クリックして［新規結合］ダイアログ・ボックスを閉じ，266 ページ「標準設

定の定義」の説明に従って設定を変更した後，結合を実行する必要があります。

 2［一次ファイル］および［二次ファイル］ボックスで，結合後の単独のリポジ

トリとなる .tsr オブジェクト・リポジトリの名前を入力するか，または参照し

て選択します。各ボックスの横にある下矢印  をクリックすると，最近使用

したファイルを表示および選択できます。

注：

一次リポジトリには，最も作業内容の多いオブジェクト・リポジトリ，つま

り，より多くのオブジェクト，オブジェクト・プロパティ，およびオブジェク

ト値を持つリポジトリを選択することをお勧めします。

拡張子が .tsr でないファイル，パスが正しくない .tsr ファイル，または存在し

ないファイルを入力した場合は，対応するテキスト・ボックスの横に警告アイ

コンが表示されます。アイコンの上にポインタを置くと，エラーを説明する

ツールチップが表示されます。正しいパスを持つ既存の .tsr ファイルを入力ま

たは選択してください。

以前のバージョンの QuickTest を使用して作成されたオブジェクト・リポジト

リを結合する場合は，はじめにオブジェクト・リポジトリ・マネージャでその

オブジェクト・リポジトリを開いてから保存して新しい形式に更新する必要が

あります。



 第 9 章 • 共有オブジェクト・リポジトリの結合

273

273

 3［OK］をクリックします。オブジェクト・リポジトリ結合ツールによって，設

定されている解決方法の設定に従い，選択したオブジェクト・リポジトリが新

しいターゲット・オブジェクト・リポジトリに自動的に結合されます。結合の

結果は，［オブジェクト リポジトリ - 結合ツール］ウィンドウの手前に表示さ

れる［統計情報］ダイアログ・ボックスに表示されます。

 4 279 ページ「結合の統計情報の表示」の説明を参考にして，結合に関する統計

情報を確認し，［閉じる］をクリックします。

［オブジェクト リポジトリ - 結合ツール］ウィンドウでは，次を実行できます。

➤ ソース・リポジトリのオブジェクト間の矛盾を解決する方法を必要に応じて

変更できます。詳細については，283 ページ「オブジェクトの矛盾の解決」

を参照してください。

➤ ターゲット・オブジェクト・リポジトリ内のオブジェクトにフィルタを適用

できます。詳細については，285 ページ「ターゲット・リポジトリ表示枠に

対するフィルタの設定」を参照してください。

➤ ターゲット・オブジェクト・リポジトリ内で特定のオブジェクトを検索でき

ます。詳細については，286 ページ「オブジェクト・リポジトリ・ビューの

同期」を参照してください。

➤ ターゲット・オブジェクト・リポジトリをファイル・システムまたは 
Quality Center プロジェクトに保存できます。詳細については，289 ページ

「ターゲット・リポジトリの保存」を参照してください。

ローカル・オブジェクト・リポジトリからの共有オブジェクト・リ
ポジトリの更新

1 つ以上のテストにあるアクションに関連付けられているローカル・オブジェ

クト・リポジトリを，共有オブジェクト・リポジトリに結合することによっ

て，共有オブジェクト・リポジトリを更新することができます。更新後，ロー

カル・オブジェクト・リポジトリから結合されたオブジェクトは，任意のテス

トの中で当該共有オブジェクト・リポジトリを使用する任意のアクションから

利用できるようになります。
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結合処理では，選択したアクションに対応するローカル・オブジェクト・リポ

ジトリ内のオブジェクトが，ターゲットの共有オブジェクト・リポジトリに移

動します。そして，当該アクションで，更新後の共有オブジェクト・リポジト

リのオブジェクトが使用されるようになります。

複数のアクション用のローカル・オブジェクト・リポジトリを追加することを

選択した場合は，QuickTest によって複数の結合が実行され，各アクションの

ローカル・オブジェクト・リポジトリがリスト内のすべてのアクション に対し

て一度に 1 つずつターゲット・オブジェクト・リポジトリに結合されます。必

要ならば，各結合の結果を表示および変更できます。

注：結合できるのは，更新対象の共有オブジェクト・リポジトリに関連付けら

れているアクションのローカル・オブジェクト・リポジトリのみです。

ローカル・オブジェクト・リポジトリから共有オブジェクト・リポジトリを更

新するには，次の手順を実行します。

 1［リソース］＞［オブジェクト リポジトリ マネージャ］を選択します。オブ

ジェクト・リポジトリ・マネージャが開きます。

注：オブジェクト・リポジトリ・マネージャの詳細については，第 8 章「オブ

ジェクト・リポジトリの管理」を参照してください。

 2 オブジェクト・リポジトリ・マネージャの中で，［ファイル］＞［開く］を選

択するか，［開く］ボタンをクリックします。［共有オブジェクト リポジトリを

開く］ダイアログ・ボックスが表示されます。

現在 Quality Center プロジェクトに接続している場合は，［共有オブジェクト リ
ポジトリを開く］ダイアログ・ボックスにプロジェクトのテスト計画ツリーが

表示されます。テストを選択すると，テストに添付されている共有オブジェク

ト・リポジトリが表示されます。
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 3 更新対象の共有オブジェクト・リポジトリが格納されている .tsr ファイルを参

照し，［読み取り専用モードで開く］チェック・ボックスの選択を解除して，

［開く］をクリックします。または，Quality Center の添付ファイルの場合は

［OK］をクリックします。ファイルが開き，オブジェクトとプロパティが編集

可能な形式で表示されます。

ヒント：オブジェクト・リポジトリを読み取り専用モードで開いた場合は，

［ファイル］＞［編集を有効化］を選択するか，オブジェクト・リポジトリ・

マネージャのツールバーの［編集を有効化］ボタンをクリックします。オブ

ジェクト・リポジトリ・ファイルが編集可能になります。

 4［ツール］＞［ローカル リポジトリから更新］を選択します。［ローカル リポ

ジトリから更新］ダイアログ・ボックスが開きます。

 5［テストを追加します］ボタンの横にある下矢印  をクリックして，［テスト

を参照］を選択します。［テストを開く］ダイアログ・ボックスが開きます。

現在 Quality Center プロジェクトに接続している場合は，［Quality Center プロ

ジェクトからテストを開く］ダイアログ・ボックスが開きます。

対象アクションが含まれているテストを参照します。このアクションのローカ

ル・オブジェクト・リポジトリが共有オブジェクト・リポジトリに結合されます。
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注：追加可能なテストは，更新対象の共有オブジェクト・リポジトリに関連付

けられているアクションが含まれていて，そのアクションのローカル・オブ

ジェクト・リポジトリにオブジェクトが含まれているテストのみです。

 6 必要ならば，手順 5 を繰り返してテストをさらに追加します。

注：一覧表示されているテストに含まれているすべてのアクションに関連付け

られているローカル・オブジェクト・リポジトリが結合に含まれます。特定の

アクションを結合から除外するには，一覧の中でそれを選択して［削除］をク

リックします。

 7［すべて更新］をクリックします。QuickTest によって，設定済みの設定に従い，

最初のアクションのローカル・オブジェクト・リポジトリが共有オブジェク

ト・リポジトリに自動的に結合されます。結合の結果は，［オブジェクト リポ

ジトリ - 結合ツール］ウィンドウの手前に表示される［統計情報］ダイアロ

グ・ボックスに表示されます。

注：各結合の前に，別のユーザがローカル・オブジェクト・リポジトリを使用

していないかどうかが QuickTest によって確認されます。別のユーザが使用し

ている場合，そのローカル・オブジェクト・リポジトリはロックされているの

で，選択したアクションに対応したオブジェクトをターゲットの共有オブジェ

クト・リポジトリに移動することはできません。警告メッセージが表示されま

す。他のユーザがローカル・オブジェクト・リポジトリの使用を止めれば，結

合を実行できます。

 8 279 ページ「結合の統計情報の表示」の説明を参考にして，結合に関する統計

情報を確認し，［閉じる］をクリックします。
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ローカル・オブジェクト・リポジトリの結合の場合，［オブジェクト リポジト

リ - 結合ツール］ウィンドウには，ローカル・オブジェクト・リポジトリが一

次オブジェクト・リポジトリとして表示され，共有オブジェクト・リポジトリ

がターゲット・オブジェクト・リポジトリとして表示されます。  

ターゲット・オブジェクト階層内の各オブジェクトの左側には，オブジェクト

のソースを示すアイコンが表示されます。

 は，ノードがローカル・オブジェクト・リポジトリから追加されたことを示

します。

 は，ノードがすでに共有オブジェクト・リポジトリに存在することを示し

ます。
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注：［ローカル リポジトリから更新］ダイアログ・ボックスで複数のアクショ

ンを指定した場合は，QuickTest によって複数の結合が実行され，各アクション

のローカル・オブジェクト・リポジトリが一度に 1 つずつターゲット・オブ

ジェクト・リポジトリに結合されます。この手順の後に表示される［統計情

報］ダイアログ・ボックスと［オブジェクト リポジトリ結合ツール - 複数結

合］ウィンドウには，最初の結合の結果が表示されます（最初のアクションの

ローカル・オブジェクト・リポジトリが共有オブジェクト・リポジトリに結合

されます）。必要ならば，QuickTest で各結合の結果を順に表示および変更でき

ます。複数結合では，各結合セットの番号がタイトル・バーに表示されます。

たとえば，「[ セット 3 の 2]」などと表示されます。

 9 共有オブジェクト・リポジトリに結合された各オブジェクトに対しては，自動

結合を選択するか，解決方法のオプション表示枠を使用して次のことを行うこ

とができます。

➤ 特定のオブジェクトを共有オブジェクト・リポジトリに追加し，ローカル・

オブジェクト・リポジトリから削除する。 

➤ 特定のオブジェクトをローカル・オブジェクト・リポジトリに維持し，共有

オブジェクト・リポジトリには追加しない。

詳細については，283 ページ「オブジェクトの矛盾の解決」を参照してください。

 10 複数の結合を実行している場合は，［オブジェクト リポジトリ - 結合ツール］

のツールバーの［保存して次を結合］ボタンをクリックして，次の結合を実行

します（次のアクションのローカル・オブジェクト・リポジトリが共有オブ

ジェクト・リポジトリに結合されます）。 

 11 結合ごとに［はい］をクリックして変更を保存します。［いいえ］をクリック

した場合は，現在の結合（最後のアクションから結合されたオブジェクト）は

保存されません。

 12 手順 8 から 11 を繰り返して複数結合を最後まで実行します。

 13［ファイル］＞［終了］をクリックし，［はい］をクリックすると，更新された

オブジェクト・リポジトリが保存されます。
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結合の統計情報の表示

2 つのオブジェクト・リポジトリを結合した後，オブジェクト・リポジトリ結

合ツールには［統計情報］ダイアログ・ボックスが表示されます。このダイア

ログ・ボックスには，ファイルが結合された方法と，結合中に解決されたすべ

ての矛盾の数とタイプが表示されます。

注：［ローカル リポジトリから更新］操作を行った後に表示される統計情報は，

前述のオプションとは若干異なります。

ヒント：［統計情報］ダイアログ・ボックスの結合に関する統計情報は，［オブ

ジェクト リポジトリ - 結合ツール］ウィンドウで［表示］＞［統計情報］を選

択するか，ステータス・バーの矛盾アイコンをクリックすることで，いつでも

表示できます。
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［統計情報］ダイアログ・ボックスには次の情報が表示されます。

➤ ターゲット・オブジェクト・リポジトリに追加されたオブジェクト間で発生

した，すべての矛盾の数とタイプ。矛盾タイプの詳細については，283 ペー

ジ「オブジェクトの矛盾の解決」を参照してください。

➤ ターゲット・オブジェクト・リポジトリに追加された，一次ファイルまたは

二次ファイル（またはローカル・ファイル）の中の一意の項目または両方の

ファイルでまったく同じ項目の数。 

ヒント：［最初の矛盾に移動する］チェック・ボックスを選択すると，［統計情

報］ダイアログ・ボックスを閉じた直後に，ターゲット・オブジェクト・リポ

ジトリ内の最初の矛盾に移動します。

オブジェクトの矛盾について

2 つのオブジェクト・リポジトリを結合する際，それらに含まれているテス

ト・オブジェクトどうしが類似しているために，矛盾が発生することがありま

す。オブジェクト・リポジトリ統合ツールでは，発生する可能性のある 3 つの

矛盾タイプが識別されます。

➤［類似の記述の矛盾］：名前とオブジェクト階層が同じで，記述がわずかに異な

る，2 つのテスト・オブジェクト。この矛盾タイプでは，一方のオブジェクト

が常に他方のプロパティ・セットのサブセットを持っています。これらの矛盾

の詳細については，281 ページを参照してください。

標準設定では，このタイプの矛盾に対する矛盾の解決方法の設定は，矛盾相手

のオブジェクトよりも識別プロパティの少ない方のオブジェクトがターゲット・

オブジェクト・リポジトリで採用されるように設定されます。標準設定の変更

方法の詳細については，266 ページ「標準設定の定義」を参照してください。

➤［同じ名前で記述が異なる矛盾］：名前とオブジェクト階層が同じであるもの

の，それらの記述がどこか異なる（たとえば，プロパティが異なる，プロパ

ティが同じでも値が異なるなど），2 つのテスト・オブジェクト。これらの矛盾

の詳細については，282 ページを参照してください。
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標準設定では，このタイプの矛盾に対する矛盾の解決方法の設定は，両方の

ファイルのオブジェクトがターゲット・オブジェクト・リポジトリで採用され

るように設定されます。二次ファイルから追加されるオブジェクトの名前は変

更され，1 つずつ値が大きくなる数字の接尾辞が名前に付けられます。たとえ

ば，Edit_1 などという名前になります。標準設定の変更方法の詳細について

は，266 ページ「標準設定の定義」を参照してください。

➤［同じ記述で名前が異なる矛盾］：記述がまったく同じで，オブジェクト階層が

同じものの，オブジェクト名が異なる，2 つのテスト・オブジェクト。これら

の矛盾の詳細については，282 ページを参照してください。

標準設定では，このタイプの矛盾に対する矛盾の解決方法の設定は，一次ソー

ス・ファイルのオブジェクト名がターゲット・オブジェクト・リポジトリで採

用されるように設定されます。標準設定の変更方法の詳細については，266
ページ「標準設定の定義」を参照してください。

注：記述を持たない Page オブジェクトや Browser オブジェクトなどのオブジェ

クトは名前のみ比較されます。両方のソース・リポジトリに同じオブジェクト

が含まれていて，それらの名前が異なる場合は，2 つの別々のオブジェクトと

してターゲット・オブジェクト・リポジトリに結合されます。

類似記述の矛盾

一次オブジェクト・リポジトリ内のオブジェクトと二次オブジェクト・リポジ

トリ内のオブジェクトが，同じ名前を持ち，まったく同じではないけれども類

似する記述プロパティおよび値を持っている場合です。一方のオブジェクトが

常に他方のプロパティ・セットのサブセットを持っています。たとえば，二次

オブジェクト・リポジトリにある Button_1 という名前のオブジェクトが，一

次オブジェクト・リポジトリにある Button_1 という名前のオブジェクトと同

じ記述プロパティおよび値を持っているものの，さらに追加のプロパティと値

を持っているとします。
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この矛盾タイプは次のようにして解決できます。

➤ 一次リポジトリから追加されるオブジェクトのオブジェクト記述を採用する。

➤ 二次リポジトリから追加されるオブジェクトのオブジェクト記述を採用する。

➤ 両方のオブジェクトをターゲット・オブジェクト・リポジトリに取り込む。こ

の場合，ターゲット・オブジェクト結合ツールでは，二次ファイルから追加さ

れるオブジェクトの名前が自動的に変更され，1 つずつ値が大きくなる数字の

接尾辞が名前に付けられます。たとえば，Edit_1 などという名前になります。

同じ名前で記述が異なる矛盾

一次オブジェクト・リポジトリ内のオブジェクトと二次オブジェクト・リポジ

トリ内のオブジェクトが，同じ名前を持つものの，完全に異なる記述プロパ

ティおよび値を持っている場合です。

この矛盾タイプは次のようにして解決できます。

➤ 一次リポジトリから追加されるオブジェクトのみを維持する。

➤ 二次リポジトリから追加されるオブジェクトのみを維持する。

➤ 両方のリポジトリからのオブジェクトを維持する。この場合，ターゲット・オ

ブジェクト結合ツールでは，二次ファイルから追加されるオブジェクトの名前

が自動的に変更され，1 つずつ値が大きくなる数字の接尾辞が名前に付けられ

ます。たとえば，Edit_1 などという名前になります。

同じ記述で名前が異なる矛盾

一次オブジェクト・リポジトリ内のオブジェクトと二次オブジェクト・リポジ

トリ内のオブジェクトが，異なる名前を持つものの，同じ記述プロパティおよ

び値を持っている場合です。

この矛盾タイプは次のようにして解決できます。 

➤ 一次リポジトリにある該当オブジェクトのオブジェクト名を採用する。

➤ 二次リポジトリにある該当オブジェクトのオブジェクト名を採用する。
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オブジェクトの矛盾の解決

一次オブジェクト・リポジトリと二次オブジェクト・リポジトリにあるオブ

ジェクトどうしの矛盾は，オブジェクト・リポジトリ結合ツールによって，標

準として設定されている解決方法に従って自動的に解決されます。標準の解決

方法は，結合を実行する前に設定できます。詳細については，266 ページ「標

準設定の定義」を参照してください。

ただし，オブジェクト・リポジトリ結合ツールでは，矛盾の原因となった個々

のオブジェクトごとに，結合の実行方法を変更することも可能です。

たとえば，一次リポジトリ内のオブジェクトが，二次リポジトリ内のオブジェ

クトと同じ名前だったものの，記述が異なったとします。このとき，標準の設

定として，汎用性の高い方のオブジェクト記述を持つオブジェクト，つまり，

プロパティの数の少ない方のオブジェクトをターゲット・オブジェクト・リポ

ジトリに追加すると定義していたとしましょう。しかし，自動結合の後に矛盾

を確認した結果，その特定の矛盾を別の方法（たとえば，両方のオブジェクト

を維持するなど）で扱うように判断することが考えられます。 

注：標準の矛盾の解決方法に変更を加えること自体が新しい矛盾の原因とな

り，ターゲット・オブジェクト・リポジトリに影響を与えることがあります。

前述の例では，両方のオブジェクトを維持することが名前の矛盾の原因となり

ます。したがって，矛盾の解決方法を変更するたびにターゲット・オブジェク

ト・リポジトリが更新され，再表示されます。

オブジェクト・リポジトリ結合ツールのターゲット・オブジェクト・リポジト

リ表示枠で，オブジェクト名の左側に表示されるアイコンと，テキストの色に

よって，矛盾の原因となったオブジェクトと，矛盾のタイプを，識別すること

ができます。矛盾のあるオブジェクトを選択すると，矛盾の詳細な説明が，オ

ブジェクト・リポジトリ結合ツールによる矛盾の自動解決方法とともに，解決

方法のオプション表示枠に表示されます。 

解決方法のオプション表示枠には，代わりの解決方法のオプションが提示され

ます。標準の解決方法がニーズに合っていればそれを維持することも，代わり

のオプションを使用して矛盾を別の方法で解決することも選択できます。
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ヒント：また，標準の解決方法の設定を変更して，ファイルを再び結合するこ

ともできます。詳細については，266 ページ「標準設定の定義」を参照してく

ださい。

オブジェクトの矛盾を解決するには，次の手順を実行します。

 1 ターゲット・オブジェクト・リポジトリで，矛盾のあるオブジェクトを選択し

ます。矛盾のあるオブジェクトはオブジェクト名の左側のアイコンで示されま

す。矛盾しているオブジェクトはソース・リポジトリで強調表示されています。

矛盾の説明と，オブジェクト・リポジトリ結合ツールが使用する解決方法が，

解決方法のオプション表示枠に表示されます。使用できる代替の解決方法ごと

に，対応するラジオ・ボタンが表示されます。各矛盾タイプの詳細について

は，280 ページ「オブジェクトの矛盾について」を参照してください。

 2 解決方法のオプション表示枠で，ラジオ・ボタンを選択し，代わりとなる矛盾

の解決方法を選択します。選択した解決方法に従ってターゲット・オブジェク

ト・リポジトリが更新され，再表示されます。 

 3 解決方法のオプション表示枠で，［次の矛盾］または［前の矛盾］ボタンをク

リックすると，ターゲット・リポジトリ階層内の次または前の矛盾に直接移動

できます。

 4 矛盾の解決方法をほかにも変更する必要があれば，手順 1 から 3 を繰り返します。

 5 ターゲット・オブジェクト・リポジトリを保存します。詳細については，289
ページ「ターゲット・リポジトリの保存」を参照してください。



 第 9 章 • 共有オブジェクト・リポジトリの結合

285

285

ターゲット・リポジトリ表示枠に対するフィルタの設定

2 つのオブジェクト・リポジトリを結合した結果，ターゲット・オブジェク

ト・リポジトリに含まれるオブジェクトの数が非常に多くなることがありま

す。ターゲット・リポジトリ表示枠でのナビゲーションや特定のオブジェクト

の検索が容易になるように，オブジェクト・リポジトリ結合ツールでは，表示

枠内のオブジェクトを絞り込み（フィルタ処理），結合中に解決された矛盾の

あるオブジェクトだけを表示することができます。

注：フィルタは，ターゲット・リポジトリ表示枠にどのオブジェクトを表示す

るかのみを決めるものです。どのオブジェクトをターゲット・オブジェクト・

リポジトリに含めるのかを決めるものではありません。

ターゲット・リポジトリ表示枠のオブジェクトを絞り込むには，次の手順を実

行します。

 1［ツール］＞［フィルタ］を選択するか，［フィルタ］ボタンをクリックしま

す。［フィルタ］ダイアログ・ボックスが表示されます。

ヒント：ステータス・バー内のアイコンの左側にあるボックスをクリックして

［フィルタ］ダイアログ・ボックスを表示することもできます。この領域には，

フィルタが現在使用されている場合にフィルタ・アイコンが表示されます。 
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 2 ターゲット・オブジェクト・リポジトリに表示するオブジェクトに対応したラ

ジオ・ボタンを選択します。

➤［すべてのオブジェクトを表示する］：ターゲット・オブジェクト・リポジト

リ内のすべてのオブジェクトが表示されます。

➤［記述が矛盾するオブジェクトのみ表示する］：ターゲット・オブジェクト・

リポジトリ内のオブジェクトのうち，記述の矛盾が生じたもののみが表示さ

れます。

 3［OK］をクリックします。表示枠内のオブジェクトが絞り込まれ，設定したオ

ブジェクト・タイプのみがターゲット・オブジェクト・リポジトリに表示され

ます。

オブジェクト・リポジトリ・ビューの同期

ターゲット・オブジェクト結合ツールでは，ターゲット，一次，二次の各オブ

ジェクト・リポジトリを独立してナビゲートできます。各種の表示枠のサイズ

を変更して，リポジトリに格納されているオブジェクトの一部だけを表示する

こともできます。このため，大きなオブジェクト・リポジトリを扱っている場

合に，各種の表示枠にリポジトリ階層の異なる領域が表示され，結合プロセス

の影響を受ける特定のオブジェクトを探して追跡することが難しくなることが

あります。

リポジトリの同期をとり，両方のビューに同じオブジェクトが表示されるよう

にするには，当該オブジェクトが現在表示されている一次または二次オブジェ

クト・リポジトリ内でそのオブジェクトを選択し，［ビューを同期化］をク

リックします。
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特定のオブジェクトの検索

オブジェクト・リポジトリ結合ツールの検索機能を使用して，名前に指定の文

字列が含まれている 1 つ以上のオブジェクトをターゲット・オブジェクト・リ

ポジトリの中で検索できます。見つかったオブジェクトは，対応する一次リポ

ジトリまたは二次リポジトリの一方または両方でも強調表示されます。

オブジェクトを検索するには，次の手順を実行します。

 1［ナビゲート］＞［検索］を選択するか，［検索］ボタンをクリックします。

［検索］ダイアログ・ボックスが開きます。

 2［名前に次を含むオブジェクト］ボックスに，検索するオブジェクトの名前の

全体または一部を入力します。

 3［条件］ボックスで，検索するオブジェクトを選択して検索対象を絞込みます。

次の条件を使用できます。

➤［全オブジェクト］

➤［一方のソースにのみ存在するオブジェクト］

➤［矛盾するオブジェクト］

➤［矛盾するオブジェクトまたは一方にのみ存在するオブジェクト］
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 4 次のオプションの一方または両方を選択して検索の絞り込みに役立てることが

できます。

➤［大文字と小文字を区別する］：検索の際に大文字と小文字を区別します。

［大文字と小文字を区別する］を選択した場合，大文字小文字が，［名前に次

を含むオブジェクト］ボックスに入力した文字列と正確に一致する対象のみ

が QuickTest によって検索されます。

➤［単語の全体を一致させる］：単語の一部ではなく単語全体が一致する文字列

を検索します。

 5 現在のカーソルの位置からどちらの方向に向かって検索を行うかを指定しま

す。［上へ］または［下へ］のいずれかを選択できます。

ヒント：［上へ］または［下へ］を選択すると，現在のカーソルの位置から先

頭または末尾に向かって，ターゲット・オブジェクト・リポジトリが検索され

ます。リポジトリ全体を検索するには，階層内の最初（または最後）のオブ

ジェクトを選択し，［下へ］（または［上へ］）を選択します。

 6［次を検索］をクリックすると，ターゲット・オブジェクト・リポジトリ内で

指定の条件に一致する次のオブジェクトが強調表示されます。

［検索］ダイアログ・ボックスを閉じて次のコマンドを使用することもできます。

➤［次を検索］ボタンをクリックするか，［ナビゲート］＞［次を検索］を選択

すると，指定の条件に一致する次のオブジェクトが強調表示されます。

➤［前を検索］ボタンをクリックするか，［ナビゲート］＞［前を検索］を選択

すると，指定の条件に一致する前のオブジェクトが強調表示されます。
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ターゲット・リポジトリの保存

オブジェクトの矛盾が意図どおりに解決されたことを確認したら，ターゲッ

ト・リポジトリをファイル・システムまたは Quality Center プロジェクト

（QuickTest が現在 Quality Center プロジェクトに接続している場合）に保存でき

ます。

保存できるファイルは，結合したオブジェクト・リポジトリの種類に応じて異

なります。2 つの共有オブジェクト・リポジトリを結合した場合は，作成され

た新しいターゲット・オブジェクト・リポジトリを保存することができます。

1 つ以上のローカル・オブジェクト・リポジトリを共有オブジェクト・リポジ

トリと結合した場合は，ローカル・オブジェクト・リポジトリからのオブジェ

クトおよびデータを含んでいる既存の共有オブジェクト・リポジトリ・ファイ

ルを保存することができます。

ファイル・システムへのオブジェクト・リポジトリの保存

新しく結合した共有オブジェクト・リポジトリを，いつでもファイル・システ

ムに保存できます。

オブジェクト・リポジトリをファイル・システムに保存するには，次の手順を

実行します。

 1［ファイル］＞［保存］を選択するか，［保存］ボタンをクリックします。ファ

イルを以前に保存したことがあれば，現在の変更内容が保存されます。ファイ

ルを保存したことがなければ，［共有オブジェクト リポジトリの保存］ダイア

ログ・ボックスが開きます。

注：Quality Center に接続している場合の［共有オブジェクト リポジトリの保

存］ダイアログ・ボックスは，標準のファイル選択ダイアログ・ボックスとは

異なります。このダイアログ・ボックスにある［ファイル システム］ボタンを

クリックすることで，ファイルをファイル・システムに保存するよう切り替え

ることができます。
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 2 オブジェクト・リポジトリを保存するフォルダに移動し，そのフォルダを選択

します。オブジェクト・リポジトリの名前を［ファイル名］ボックスに入力し

ます。 

ファイルが識別しやすいように，分かりやすい名前を使用します。オブジェク

ト・リポジトリ・ファイルの名前では，次の文字は使用できません。

：\ / : " ? < > | * 

 3［保存］をクリックします。QuickTest によって，ファイル名に .tsr 拡張子が付

けられ，指定された場所にオブジェクト・リポジトリが保存されます。そして

［オブジェクト リポジトリ - 結合ツール］ウィンドウ内のターゲット・オブ

ジェクト・リポジトリの上に，ファイル名とパスが表示されます。

Quality Center プロジェクトへのオブジェクト・リポジトリの保存 
Quality Center に接続している場合は，結合後の共有オブジェクト・リポジトリ

を，プロジェクトのテスト計画ツリー内のテストへの添付ファイルとして保存

できます。 

注：Quality Center 内の既存のオブジェクト・リポジトリを上書きすることはで

きません。
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オブジェクト・リポジトリを Quality Center プロジェクトに保存するには，次

の手順を実行します。

 1［ファイル］＞［保存］を選択するか，［保存］ボタンをクリックします。ファ

イルを以前に Quality Center に保存したことがあれば，現在の変更内容がオブ

ジェクト・リポジトリに保存されます。ファイルを保存したことがなければ，

［共有オブジェクト リポジトリの保存］ダイアログ・ボックスが開きます。

 2 テスト計画ツリーの中で，オブジェクト・リポジトリの保存先となるテストま

たはフォルダを選択します。 

［フォルダの新規作成］ボタンをクリックして，Quality Center のテスト計画ツ

リーに新しいテスト・フォルダを作成することもできます。

注：［共有オブジェクト リポジトリの保存］ダイアログ・ボックスにある

［ファイル システム］ボタンをクリックすると，ファイルをファイル・システ

ムに保存するように切り替えることができます。［Quality Center］ボタンをク

リックすれば，Quality Center 用の［共有オブジェクト リポジトリの保存］ダイ

アログ・ボックスに戻ることができます。
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 3 オブジェクト・リポジトリの名前を［添付名］ボックスに入力します。 

オブジェクト・リポジトリが識別しやすいように，分かりやすい名前を使用し

ます。オブジェクト・リポジトリ・ファイルの名前では，次の文字は使用でき

ません。
\ / : " ? < > | * 

注：既存のオブジェクト・リポジトリを上書きすることはできません。 

 4［OK］をクリックします。QuickTest によって，オブジェクト・リポジトリが 
Quality Center に保存され，［オブジェクト リポジトリ - 結合ツール］ウィンド

ウ内のターゲット・オブジェクト・リポジトリの上にファイル名とパスが表示

されます。Quality Center では，ファイルは対応するテストまたはフォルダの

［添付ファイル］タブに表示されます。



第 3 部

高度な設定



294



295

第 10 章
Web イベント記録の設定

QuickTest で要求に合うイベントが記録されない場合，Web オブジェクトの種類

ごとに記録するイベントを設定できます。 

本章では，次の項目について説明します。

➤ Web イベント記録の設定について

➤ 標準で使用するイベント記録設定の選択

➤ イベント記録設定のカスタマイズ

➤ マウスの右ボタン・クリックの記録

➤ ユーザ定義イベント設定ファイルの保存と読み込み

➤ イベント記録設定のリセット
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Web イベント記録の設定について

QuickTest では，Web ベースのアプリケーションで実行したイベントを記録する

ことで，テストを作成できます。イベントとは，状態の変更などの操作に応え

て行われる通知や，ユーザがドキュメントを表示しているときにマウスをク

リックしたり，キーを押したりした結果行われる通知のことです。記録する必

要のあるイベントの数が，QuickTest の標準設定に応じて自動的に記録される数

よりも多い場合や少ない場合があります。そのような場合，［Web イベント記

録の設定］ダイアログ・ボックスで，3 つの定義済みの設定から，いずれかを

選択することで標準で使用するイベント記録設定を変更できます。また，特定

の条件に合わせて，イベント記録の設定を個別にカスタマイズすることもでき

ます。

たとえば QuickTest では，通常はリンク・オブジェクト上の mouseover イベント

は記録されません。しかし，マウスを対象の上に移動したときに生じる動作

（マウスオーバ動作）がリンクに関連付けられている場合は，mouseover イベン

トを記録することが重要になるかもしれません。この場合，リンク・オブジェ

クトが操作に関連付けられているときに，リンク・オブジェクト上の 
mouseover イベントが必ず記録されるように，設定をカスタマイズできます。

注：

イベント設定はグローバルな設定のため，設定を変更した後で記録されるすべ

てのテストに影響します。 

イベント設定の変更は，すでに記録されたテストには影響しません。必要なイ

ベントが QuickTest で記録されなかった場合や，不要なイベントが記録された

場合は，イベント記録設定を変更し，テストの中でその変更の影響を受ける部

分を再度記録します。

［ユーザ定義 Web イベント記録の設定］の設定に対する変更は，すでに開いて

いるブラウザには直接反映されません。［Web イベント記録の設定］ダイアロ

グ・ボックスで必要な変更を行い，その変更を既存のテストに適用するには，

開いているブラウザを更新し，新しい記録セッションを開始します。
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標準で使用するイベント記録設定の選択

［Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックスでは，3 つの定義済みのイベ

ント設定レベルを選択できます。特に指定がなければ，QuickTest では基本記録

設定レベルが使用されます。必要なイベントの一部が QuickTest で記録されな

い場合は，イベント設定のレベルを高くする必要があります。

レベル 詳細

［基本］ 標準設定。 
• 画像，ボタン，ラジオ・ボタンなどの標準的な 

Web オブジェクトに対するクリック・イベントを
必ず記録します。 

• フォーム内での送信イベントを必ず記録します。

• ハンドラまたは動作が関連付けられているその他
のオブジェクトでのクリック・イベントを記録し
ます。ハンドラおよび動作の詳細については，305
ページ「応答条件」を参照してください。

• イメージおよびイメージ・マップに対する 
mouseover イベントに続くイベントが当該オブジェ
クトを対象とするものである場合に限り，当該 
mouseover イベントを記録します。 

［中］ 基本レベルで記録されるオブジェクト以外に，HTML
タグ・オブジェクトの <DIV>，<SPAN>，<TD> に対

するクリック・イベントも記録します。

［高］ 基本レベルで記録されるオブジェクト以外に，ハンド

ラまたは動作が関連付けられているオブジェクトに対

する mouseover イベント，mousedown イベント，およ

び double-click イベントを記録します。

ハンドラおよび動作の詳細については，305 ページ

「応答条件」を参照してください。
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標準で使用するイベント記録の設定を設定するには，次の手順を実行します。

 1［ツール］＞［Web イベント記録の設定］を選択します。［Web イベント記録の

設定］ダイアログ・ボックスが表示されます。

 2 スライダを使って，標準で使用するイベント記録設定を選択します。

ヒント：［ユーザ定義設定］ボタンをクリックして［ユーザ定義 Web イベント

記録の設定］ダイアログ・ボックスを開けます。ここでイベント記録の設定を

カスタマイズできます。詳細については，イベント記録設定のカスタマイズを

参照してください。 

［標準設定］ボタンをクリックして，スライダを［基本］レベルの位置に戻す

ことができます。

 3［OK］をクリックします。 
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イベント記録設定のカスタマイズ

標準のイベント設定レベルで必要な記録が行われない場合は，［ユーザ定義 
Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックスを使って，イベント記録設定

をカスタマイズできます。

［ユーザ定義 Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックスでは，いくつか

の方法でイベント記録をカスタマイズできます。次のことができます。

➤ QuickTest で特別な応答設定または記録設定を適用する対象となるオブジェクト

の追加または削除。

➤ QuickTest が応答するべきイベントの追加または削除。

➤ イベントの応答と記録の設定変更。

イベント記録の設定をカスタマイズするには，次の手順を実行します。

 1［ツール］＞［Web イベント記録の設定］を選択します。［Web イベント記録

の設定］ダイアログ・ボックスが表示されます。 

 2［ユーザ定義設定］ボタンをクリックします。［ユーザ定義 Web イベント記録の

設定］ダイアログ・ボックスが開きます。
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 3 次のオプションを使って，イベント記録設定をカスタマイズします。

オプション 詳細

オブジェクト

表示枠

Web テスト・オブジェクト・クラスと HTML タグ・オブジェ

クトのリストが表示されます。

• オブジェクトを追加するには，［オブジェクト］＞［追
加］を選択します。

• HTML タグ・オブジェクトのみ削除できます。リストか
ら HTML オブジェクトを削除するには，［オブジェクト］
＞［削除］を選択します。

詳細については，302 ページ「ユーザ定義のオブジェクト・

リストに対するオブジェクトの追加と削除」を参照してくだ

さい。

イベント表示枠 オブジェクトに関連付けられているイベントのリストが表示

されます。
• イベント表示枠にイベントを追加するには，［イベント］

＞［追加］を選択します。

• イベントを削除するには，［イベント］＞［削除］を選択
します。

詳細については，304 ページ「オブジェクトの応答イベント

の追加と削除」を参照してください。

［イベント名］ イベントの名前。
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［応答］ QuickTest がイベントに応答する際の基準。

• Always：常にイベントに応答します。

• If Handler：ハンドラが結び付けられているイベントに応
答します。ハンドラは，Web ページに含まれているコー
ドであり，通常はスクリプト言語で書かれている関数ま
たはルーチンです。対応するイベントが発生したときに
制御が渡されます。

• If Behavior：DHTML 動作が結び付けられているイベン
トに応答します。DHTML 動作は，ページ上の特定の機能
または動作をカプセル化します。ページ上の標準的な 
HTML 要素に適用されている場合，その要素の標準設定
の動作が拡張されます。

• If Handler or Behavior：ハンドラまたは動作が結び付け
られているイベントに応答します。

• Never：イベントに一切応答しません。

詳細については，305 ページ「イベントの応答設定と記録設

定の変更」を参照してください。

［記録］ 選択されたオブジェクトのイベントの記録を有効 / 無効にす

る，あるいは同じオブジェクトに対してその後イベントが発

生した場合にのみイベントの記録を有効 / 無効にします。

［リセット］ あらかじめ設定されていたレベルに設定を戻します。

オプション 詳細
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 4［OK］をクリックします。［ユーザ定義 Web イベント記録の設定］ダイアロ

グ・ボックスが閉じます。［Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックス

のスライダが消え，設定の内容として「ユーザ定義」と表示されます。

ユーザ定義のオブジェクト・リストに対するオブジェクトの追加と削除

［ユーザ定義 Web イベント記録の定義］ダイアログ・ボックスには，オブジェ

クト階層内のオブジェクトのリストが表示されます。階層の一番上には，［任

意の Web オブジェクト］があります。［任意の Web オブジェクト］の設定は，

テスト対象となる Web ページ上のすべてのオブジェクトにのうち，特にイベン

ト記録設定が設定されていないすべてのオブジェクトに適用されます。その下

には［Web オブジェクト］と［HTML タグ オブジェクト］カテゴリがあり，

どちらにもオブジェクトのリストが含まれています。

［ユーザ定義 Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックス内のオブジェク

トを使って作業するときは，次の原則に従います。

➤ オブジェクトが［ユーザ定義 Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックス

内のリストに表示されている場合，そのオブジェクトの設定は［任意の Web オ
ブジェクト］の設定に優先します。

➤［Web オブジェクト］カテゴリのオブジェクト・リストに対する追加と削除は

できませんが，任意のオブジェクトの設定を変更できます。

➤ Web ページの任意の HTML タグ・オブジェクトを，［HTML タグ オブジェク

ト］カテゴリに追加できます。
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イベント設定オブジェクト・リストにオブジェクトを追加するには，次の手順

を実行します。

 1［ユーザ定義 Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックスで，［オブジェク

ト］＞［追加］を選択します。［HTML タグ オブジェクト］リストに，「新しい

オブジェクト」が表示されます。 

 2 名前を変更するには，［新しいオブジェクト］をクリックします。HTML タグ

をそのまま名前として入力します。

標準設定では，新しいオブジェクトは，ハンドラが関連付けられている 
onclick イベントの応答と記録を行うように設定されています。

イベントの追加および削除の詳細については，オブジェクトの応答イベントの

追加と削除を参照してください。応答設定および記録設定の詳細については，

305 ページ「イベントの応答設定と記録設定の変更」を参照してください。

［HTML タグ オブジェクト］リストからオブジェクトを削除するには，次の手

順を実行します。

 1［ユーザ定義 Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックスの［HTML タグ 
オブジェクト］カテゴリで，削除するオブジェクトを選択します。

 2［オブジェクト］＞［削除］を選択します。選択されていたオブジェクトがリ

ストから削除されます。
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注：［Web オブジェクト］カテゴリからオブジェクトを削除することはできま

せん。

オブジェクトの応答イベントの追加と削除

QuickTest がオブジェクトへ応答するトリガとなるイベントのリストに対して，

イベントの追加や削除を行うことができます。

オブジェクトに応答イベントを追加するには，次の手順を実行します。

 1［ユーザ定義 Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックスの中で，イベン

トを追加する対象となるオブジェクト，または［任意の Web オブジェクト］

を選択します。

 2［イベント］＞［追加］を選択します。使用できるイベントのリストが開きます。

 3 追加するイベントを選択します。イベントは［イベント名］列にアルファベッ

ト順で表示されます。標準設定では，QuickTest はハンドラが結び付けられてい

るイベントに応答し，そのイベントを（それが何らかのレベルで応答されてい

る限り）必ず記録します。

応答設定および記録設定の詳細については，イベントの応答設定と記録設定の

変更を参照してください。
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オブジェクトから応答イベントを削除するには，次の手順を実行します。

 1［ユーザ定義 Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックスの中で，イベン

トを削除する対象となるオブジェクト，または［任意の Web オブジェクト］

を選択します。

 2 削除するイベントを［イベント名］カラムから選択します。

 3［イベント］＞［削除］を選択します。［イベント名］カラムからイベントが削

除されます。 

イベントの応答設定と記録設定の変更

オブジェクトごとにリスト表示される各イベントについて，応答条件を選択

し，記録するかどうかを設定できます。

注：応答と記録の設定は相互に独立しています。つまり，オブジェクトに対す

るイベントに応答しても，それを記録しないことや，オブジェクトに対するイ

ベントに応答せずに，そのイベントを記録することができます。詳細について

は，307 ページ「イベントの応答と記録を行うためのヒント」を参照してくだ

さい。

応答条件

イベントごとに，イベント・ハンドラがイベントに関連付けられている場合，

DHTML 動作がイベントに関連付けられている場合，イベント・ハンドラまた

は DHTML 動作がイベントに関連付けられている場合に，オブジェクトでイベ

ントが発生するたびに応答するように，あるいはイベントに一切応答しないよ

うに QuickTest に指示できます。

イベント・ハンドラは，Web ページに含まれているコードであり，通常はスク

リプト言語で書かれている関数またはルーチンです。対応するイベントが発生

したときに制御が渡されます。 

DHTML 動作は，ページ上の特定の機能または動作をカプセル化します。ペー

ジ上の標準的な HTML 要素に適用されている場合，その要素の標準設定の動作

が拡張されます。 
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イベントに対する応答条件を指定するには，次の手順を実行します。

 1［ユーザ定義 Web イベント記録設定］ダイアログ・ボックスの中で，応答条件

を変更する対象となるオブジェクト，または［任意の Web オブジェクト］を

選択します。

 2 変更するイベントの行で，［応答］カラムから必要な応答条件を選択します。 

［Always］，［If Handler］，［If Behavior］，［If Handler or Behavior］，または

［Never］のいずれかを選択できます。

記録ステータス

イベントごとに，対象イベントを記録するようにも，記録しないようにも，あ

るいは次のイベントが選択されたイベントに依存している場合だけ記録するよ

うにも設定できます。

➤［Enabled］：QuickTest が対象オブジェクトあるいはイベントの「バブリング

先」である別のオブジェクトを応答している場合，イベントが生じるたびにそ

れを記録します。

バブリングとは，子オブジェクトで発生したイベントが，イベントを処理する

イベント・ハンドラに遭遇するまで，HTML コード内の階層をさかのぼる処理

です。 

➤［Disabled］：指定されたイベントを記録せず，イベント・バブリングがある場

合はそれを無視します。
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➤［Enabled on next event］：［Enabled］ との唯一の違いは，以降のイベントが

同じオブジェクトで発生した場合にのみイベントを記録することです。たとえ

ば，マウスオーバ動作によって画像リンクが変わるとします。この画像の上を

マウスが通過するたびに，mouseover イベントを記録する必要はないかもしれ

ません。ただし，リンクが mouseover イベント後に表示される画像によっての

み有効になるので，mouseover イベントを，同じオブジェクトに対するクリッ

ク・イベントの前に記録することが重要となります。このオプションは，

Image および WebArea オブジェクトに対してのみ適用されます。

イベントの記録ステータスを設定するには，次の手順を実行します。

 1［ユーザ定義 Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックスで，記録ステー

タスを変更する対象となるオブジェクト，または［任意の Web オブジェクト］

を選択します。

 2 変更対象のイベントの行で，記録ステータスを［記録］カラムから選択します。 

イベントの応答と記録を行うためのヒント

理想的な応答と記録の設定を見つけるのが困難な場合があります。これらの設

定を行うときには，次のガイドラインに留意します。

➤ オブジェクト表示枠の異なるオブジェクトの設定が矛盾する場合，QuickTest 
は，特定の［HTML タグ オブジェクト］の設定を最優先し，次に［Web オブ

ジェクト］の設定を優先します。QuickTest が［任意の Web オブジェクト］の

設定を Web オブジェクトに適用する対象は，［HTML タグ オブジェクト］と

「標準オブジェクト」の範囲のどちらにも定義されていない Web オブジェクト

に限ります。
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➤ オブジェクトのイベントを記録するには，QuickTest がイベントに応答し，イベ

ントが生じたときにそれを記録するように指定します。子プロジェクトのイベ

ントは，そのイベントに対するハンドラまたは動作が親オブジェクトに含まれ

ている場合にも応答できます。また，親オブジェクトのイベントは，そのイベ

ントに対するハンドラまたは動作が子オブジェクトに含まれていても，応答で

きます。 

ただし，ソース・オブジェクト（どの親オブジェクトがハンドラまたは動作を

含んでいるかによらずイベントが実際に発生したオブジェクト）に対するイベ

ントの記録は有効にしておかなければなりません。

たとえば，onmouseover イベント・ハンドラのあるテーブル・セルに 2 つのイ

メージが含まれているとします。マウスがどちらかのイメージの上を移動する

と，バブリングによってイベントがそのセルに送られます。このバブリングに

はマウスがどちらのイメージの上で移動したのかを示す情報が含まれていま

す。この mouseover イベントは，次のようにして記録できます。

➤ <TD> タグの mouseover イベントに対する応答を［If Handler］に設定する

一方で（イベントが生じたときに QuickTest にイベントが「応答する」よう

に），イベントは記録しないようにした上で，<IMG> タグの mouseover イベ

ントに対する応答は［Never］に設定し，<IMG> タグに対する記録は

［Enabled］（<TD> レベルで応答した後の画像に対する mouseover イベントを

記録します）に設定します。 

➤ <IMG> タグの mouseover イベントに対する応答を［Always］（イメージ・

タグが動作またはハンドラを含んでいなくても mouseover イベントを応答す

る）に設定し，<IMG> タグに対する記録を［Enabled］（イメージに対する 
mouseover イベントを記録する）に設定します。

➤ 多数のオブジェクト上の多数のイベントを応答するように設定すると，

QuickTest のパフォーマンスが低下することがあるので，応答の設定は，必要な

オブジェクトに限定することをお勧めします。

➤ まれに，イベントが発生するオブジェクト（ソース・オブジェクト）に応答し

ていると，イベントが妨害されることがあります。

QuickTest を使ってアプリケーションの記録を始めるまでは，そのアプリケー

ションが正常に動作していたのであれば，応答の設定によって妨害が生じてい

る可能性があります。 
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この問題がマウス・イベントのときに発生した場合，［詳細 Web オプション］

ダイアログ・ボックスで，適切な［標準 Windows マウスイベントの使用］オ

プションを選択してみます。詳細については，『QuickTest Professional 基本機

能ユーザーズ・ガイド』の 737 ページ「詳細 Web オプション」を参照してくだ

さい。

この問題がキーボード・イベントまたは内部イベントのときに発生した場合，

あるいは［標準 Windows マウスイベントの使用］オプションを指定しても問

題が解決しない場合，そのイベントに対するソース・オブジェクトでの応答の

設定を［Never］に設定して（ただし，ソース・オブジェクトに対する記録の

設定は Enabled のまま），親オブジェクトに対する応答の設定を［Always］に

します。 

マウスの右ボタン・クリックの記録

QuickTest では，マウスの左ボタン，中央ボタン，右ボタンを使用したクリック

を記録できます。標準設定では，左クリックのみ記録されますが，右ボタンや

中央ボタンのクリックも記録するように設定を変更できます。

OnClick イベントが発行されると Click ステートメントが記録されます。

QuickTest は，マウスの各ボタンに対して設定されたイベントを応答することに

よって，マウス・ボタンを区別します。標準設定では，OnMouseUp イベントに

応答しますが，［Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックスを使用して，

OnMouseDown イベントに応答するように設定することもできます。

注：

複数のマウス・ボタンの同時クリックの記録はサポートされていません。

QuickTest では，ブラウザのショートカット・メニューを開く右クリック，およ

びショートカット・メニューからの項目の選択は記録されません。スクリプト

を手作業で変更してこれらのオプションを有効にする方法の詳細については，

次のナレッジ・ベース項目を参照してください。

➤ 問題 ID 31270：How to replay right-clicking on an object to open a pop-up menu
（オブジェクト上で右クリックしてポップアップ・メニューを開く動作の再

生方法）
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➤ 問題 ID 27184：How to select an item from a right-click menu（右クリック・メ

ニューからの項目の選択方法）

マウスの右クリックを記録するための QuickTest の設定

設定ファイルを手作業で変更してから読み込むことによって，マウスの右ク

リックを記録するよう QuickTest に指示します。

マウスの右クリックを記録するよう QuickTest に指示するには，次の手順を実

行します。

 1［ツール］＞［Web イベント記録の設定］を選択します。［Web イベント記録の

設定］ダイアログ・ボックスが表示されます。
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 2［ユーザ定義設定］ボタンをクリックします。［ユーザ定義 Web イベント記録の

設定］ダイアログ・ボックスが開きます。

 3［ユーザ定義 Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックスで，［ファイル］

＞［設定に名前を付けて保存］を選択します。［名前を付けて保存］ダイアロ

グ・ボックスが表示されます。

 4 Web イベント記録設定ファイルを保存するフォルダに移動し，設定ファイル名

を入力します。設定ファイルの拡張子は .xml です。

 5［保存］をクリックしてファイルを保存し，ダイアログ・ボックスを閉じます。

 6 編集のために，保存した設定ファイルをテキスト・エディタで開きます。設定

ファイルでは定義済みの構造が使用されています。この XML ファイルの構造

の詳細については，314 ページ「Web イベント記録の設定の XML 構造につい

て」を参照してください。
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Web オブジェクトに関連するファイルの冒頭部分を以下に示します。

Property Name 引数が，マウス・ボタンの記録を制御します。マウス・ボタン

の値は次のように定義されています。

➤ 1：左

➤ 2：右

➤ 4：中央

 7 ファイルを次のように編集します。

➤ onmouseup イベントに対するマウスの左クリックを記録するには，次の行

を追加します。

<Property Name="button" Value="1" Listen="2" Record="2"/>

➤ onmousedown イベントに対するマウスの右クリックおよび左クリックを

記録するには，次の行を追加します。

<Event Name="onmousedown" Listen="2" Record="1">

<Property Name="button" Value="2" Listen="2" Record="2"/>

<Property Name="button" Value="1" Listen="2" Record="2"/>

</Event>

注：onmouseup または onmousedown のどちらか 1 つのイベントのみを使用

してマウス・クリックを処理してください。両方のイベントを使用した場合

は，1 つではなく 2 つのクリックが記録されます。標準設定では，QuickTest は 
onmouseup イベントに応答します。



 第 10 章 • Web イベント記録の設定

313

313

 8 ファイルを保存します。

 9［ユーザ定義 Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックスで，［ファイル］

＞［設定の読み込み］を選択します。［ファイルを開く］ダイアログ・ボック

スが開きます。

 10 編集した設定ファイルを保存したフォルダに移動し，ファイルを選択して，

［開く］をクリックします。［ユーザ定義 Web イベント記録の設定］ダイアロ

グ・ボックスが再び開きます。

 11［OK］をクリックします。新しい設定が読み込まれ，すべての設定が XML 設
定ファイルで定義したものに対応するようになります。以降，記録する Web オ
ブジェクトはこれらの新しい設定に従って記録されます。

ユーザ定義イベント設定ファイルの保存と読み込み

［ユーザ定義 Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックスで行った変更は

保存して，必要なときに読み込むことができます。 

XML ファイルを読み込む前に変更することもできます。この XML ファイルの

構造の詳細については，314 ページ「Web イベント記録の設定の XML 構造に

ついて」を参照してください。

ユーザ定義設定を保存するには，次の手順を実行します。

 1 イベント記録設定を，必要に合わせてカスタマイズします。設定をカスタマイ

ズする方法の詳細については，299 ページ「イベント記録設定のカスタマイズ」

を参照してください。 

 2［ユーザ定義 Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックスで，［ファイル］

＞［設定に名前を付けて保存］を選択します。［名前を付けて保存］ダイアロ

グ・ボックスが表示されます。

 3 イベント設定ファイルを保存するフォルダに移動し，設定ファイル名を入力し

ます。設定ファイルの拡張子は .xml です。

 4［保存］をクリックしてファイルを保存し，ダイアログ・ボックスを閉じます。
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ユーザ定義設定を読み込むには，次の手順を実行します。

 1［ツール］＞［Web イベント記録の設定］を選択し，［ユーザ定義設定］をク

リックします。［ユーザ定義 Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックス

が表示されます。

 2［ファイル］＞［設定の読み込み］を選択します。［ファイルを開く］ダイアロ

グ・ボックスが開きます。

 3 読み込むイベント設定ファイル（.xml）を見つけて，［開く］をクリックしま

す。ダイアログ・ボックスが閉じ，選択した設定が読み込まれます。

Web イベント記録の設定の XML 構造について

Web イベント記録の設定の XML ファイルは，特定の構造形式になっています。

ファイルに変更を加える場合や，独自のファイルを作成する場合，設定が有効

であるためにはこの形式に従う必要があります。

XML ファイルの例を以下に示します。

<XML>
<Object Name="Any Web Object">

<Event Name="onclick" Listen="2" Record="2"/>
<Event Name="onmouseup" Listen="2" Record="1">

<Property Name="button" Value="2" Listen="2" Record="2"/>
</Event>

</Object>
. . .
. . .
. . .

<Object Name="WebList">
<Event Name="onblur" Listen="1" Record="2"/>
<Event Name="onchange" Listen="1" Record="2"/>
<Event Name="onfocus" Listen="1" Record="2"/>

</Object>
</XML>
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次の値を使用して応答条件と記録ステータスのオプションを XML 形式で定義

します。

イベント記録設定のリセット

ユーザ定義の設定を行った後で標準の設定に戻すには，［Web イベント記録の

定義］ダイアログ・ボックスで，イベント記録設定を基本レベルにリセットし

ます。

注：標準設定をリセットすると，ユーザ定義の設定は完全になくなります。変

更内容を失わないようにするには，イベント設定ファイルに設定を保存してお

く必要があります。詳細については，313 ページ「ユーザ定義イベント設定

ファイルの保存と読み込み」を参照してください。

［Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックスを使用して設定を基本レベ

ルにリセットするには，次の手順を実行します。

 1［ツール］＞［Web イベント記録の設定］を選択します。［Web イベント記録の

設定］ダイアログ・ボックスが表示されます。

 2［標準設定］をクリックします。標準設定スライダが再び表示され，すべての

イベント設定が基本イベント記録設定レベルに戻されます。

 3 別の定義済みレベルを選択するには，297 ページ「標準で使用するイベント記

録設定の選択」を参照してください。

設定 指定可能な値

［応答］ 1：Always
2：If Handler
4：If Behavior
6：If Handler or Behavior
0：Never

［記録］ 1：Disabled
2：Enabled
6：Enabled on Next Event
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［ユーザ定義 Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックスを使用して，設

定を特定の（基本）ユーザ定義設定に戻すこともできます。これにより，その

状態からカスタマイズを開始できます。 

［ユーザ定義 Web イベント記録の設定］ダイアログ・ボックスを使用して，設

定を特定のユーザ定義レベルにリセットするには，次の手順を実行します。

 1［ツール］＞［Web イベント記録の設定］を選択します。［Web イベント記録の

設定］ダイアログ・ボックスが表示されます。

 2［ユーザ定義設定］ボタンをクリックします。［ユーザ定義 Web イベント記録の

設定］ダイアログ・ボックスが表示されます。

 3［戻した後の値］ボックスで，使用する定義済みイベント記録レベルを選択し

ます。

 4［リセット］をクリックします。すべてのイベント設定が，選択したレベルの

標準設定に戻されます。
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第 11 章
［エキスパート ビュー］および関数ライブラ
リ・ウィンドウのカスタマイズ

［エキスパート ビュー］でのテストの表示方法および，関数ライブラリ・ウィ

ンドウでの関数の表示方法をカスタマイズできます。変更したすべての内容

は，［エキスパート ビュー］およびすべての関数ライブラリ・ウィンドウにグ

ローバルに適用されます。

本章では，次の項目について説明します。

➤［エキスパート ビュー］および関数ライブラリ・ウィンドウのカスタマイズに

ついて

➤ エディタの動作のカスタマイズ

➤ エレメントの見映えのカスタマイズ

➤ 編集コマンドのカスタマイズ
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［エキスパート ビュー］および関数ライブラリ・ウィンドウのカス
タマイズについて

QuickTest には，強力でカスタマイズ可能なエディタが用意されています。これ

を使用して，［エキスパート ビュー］および関数ライブラリ・ウィンドウの各

部を変更できます。

［エディタ オプション］ダイアログ・ボックスでは，［エキスパート ビュー］お

よび関数ライブラリ・ウィンドウでの，スクリプトや関数ライブラリの表示方

法を変更できます。また，スクリプトや関数ライブラリに表示されるテキスト

のフォントや文字の大きさを変更したり，コメント，文字列，QuickTest の予約

語，演算子，数字などスクリプトのエレメントごとに色を変えたりできます。

たとえば，すべての文字列を赤で表示することもできます。

QuickTest には，カーソルの移動，文字の削除，クリップボードを使った情報の

切り取り，コピー，貼り付けを行うことができる，標準設定のキーボード・

ショートカットのリストがあります。これらのショートカットは，任意の

ショートカットに置き換えることができます。たとえば，Line start コマンド

を標準設定の HOME  から ALT + HOME へ変更できます。

［印刷］ダイアログ・ボックスのオプションを使用して，スクリプトまたは関

数ライブラリの印刷方法を変更することもできます。詳細については，

『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の 109 ページ「テスト

の印刷」および 185 ページ「関数ライブラリの印刷」を参照してください。

［エキスパート ビュー］の使用方法の詳細については，第 5 章「エキスパー

ト・ビューおよび関数ライブラリ・ウィンドウを使用した作業」を参照してく

ださい。関数ライブラリを使った作業の詳細については，第 6 章「ユーザ定義

関数および関数ライブラリを使用した作業」を参照してください。

エディタの動作のカスタマイズ

［エキスパート ビュー］および関数ライブラリ・ウィンドウにおけるスクリプ

トや関数ライブラリの表示方法をカスタマイズできます。たとえば，文字記号

を表示または非表示にしたり，行番号を表示するよう選択したりできます。

［エキスパート ビュー］の使用方法の詳細については，第 5 章「エキスパー

ト・ビューおよび関数ライブラリ・ウィンドウを使用した作業」を参照してく

ださい。関数ライブラリを使った作業の詳細については，第 6 章「ユーザ定義

関数および関数ライブラリを使用した作業」を参照してください。
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エディタの動作をカスタマイズするには，次の手順を実行します。

 1［エキスパート ビュー］または関数ライブラリ・ウィンドウがアクティブなと

きに，［ツール］＞［表示オプション］を選択します。［エディタ オプション］

ダイアログ・ボックスが開きます。

 2［一般］タブをクリックします。

 3 次のオプションから選択します。

オプション 詳細

［行番号を表示する］ スクリプトまたは関数の各行の左に行番号が表示され

ます。

［インデントを自動的に行う］ インデントを設定した行の後に続く行が，自動的に前の

行と同じ位置から開始されます。キーボードの  HOME 
キーを押すと，カーソルが左マージンに戻ります。
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［タブ キーを押して選択さ

れたテキストでインデント

を行う］

TAB キーを押すと，選択されたテキストがインデント

されます。このオプションが有効でない場合は，Tab 
キーを押すと，選択されたテキストがタブ文字 1 つで

置換されます。 

［ステートメントの

自動補完を行う］

このオプションが選択されている場合は，次を入力す

ると，それぞれ下記の内容が表示されます。

• テスト・オブジェクトの後にドットを入力：入力
したオブジェクトの後ろに追加できる使用可能な
テスト・オブジェクトとメソッドのリストが表示
されます。

• オブジェクトの後で開き括弧 ( を入力：
QuickTest によって，オブジェクト・リポジトリに
この種類のすべてのテスト・オブジェクトのリス
トが表示されます。オブジェクト・リポジトリに，
当該タイプに一致するオブジェクトが 1 つだけあ
る場合には，そのオブジェクトの名前が開き括弧
の後ろに，引用符で囲まれた状態で QuickTest に
よって自動的に挿入されます。

• メソッドを入力：特定の必須および任意の引数を
含むメソッドの構文が表示されます。 

• Object プロパティ：ActiveScreen または開いてい
るアプリケーションでオブジェクト・データが現
在使用可能な場合は，アプリケーション内の任意
の実行時オブジェクトのネイティブ・メソッドと
プロパティが表示されます。 

ステートメント補完（IntelliSense）機能の使用の詳細

については，120 ページ「エキスパート・ビューまた

は関数ライブラリでのステートメントの生成」を参照

してください。

［現在の行の周囲を囲う］ テスト内で現在カーソルがある行の周りに枠が表示さ

れます。

［すべての文字を表示する］ すべてのタブ，改行，空白文字などの記号が表示され

ます。また，対応するチェックボックスを選択 / クリ

アすれば，これらの文字の一部だけを表示させること

もできます。

オプション 詳細
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 4［OK］をクリックし，変更を保存してダイアログ・ボックスを閉じます。

［VBScript 構文を自動的に

拡張する］

キーワードの最初の 2 文字を自動的に認識し，該当す

るキーワードを入力するとそれに対応する VBScript 
構文またはブロックをスクリプトに追加します。 
たとえば，エキスパート・ビューの行頭で「if」とい

う文字に続いてスペースを入力すると，次の構文が自

動的に入力されます。

If ThenEnd If

［タブ文字を使用する］ キーボードの TAB キーを使用したときに，タブ文字

が挿入されます。このオプションを選択していなけれ

ば，TAB キーを使用したときに代わりに指定された数

のスペース文字が挿入されます。 

オプション 詳細
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エレメントの見映えのカスタマイズ

QuickTest スクリプトおよび関数ライブラリには，コメント，文字列，QuickTest 
や VBScript の予約語，演算子，数字などの，さまざまなエレメントが含まれて

います。QuickTest スクリプトのそれぞれのエレメントは，異なる色で表示でき

ます。エキスパート・ビューに表示されるすべてのエレメントのフォントや文

字の大きさを指定することもできます。スクリプトの各エレメントに対して，

独自にカスタマイズした配色を作成できます。たとえば，スクリプト内のすべ

てのコメントを，青の文字と黄色の背景で表示することもできます。

エレメントに対してフォントと色を設定するには，次の手順を実行します。

 1［エキスパート ビュー］または関数ライブラリ・ウィンドウがアクティブなと

きに，［ツール］＞［表示オプション］を選択します。［エディタ オプション］

ダイアログ・ボックスが開きます。

 2［フォントと色］タブをクリックします。
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 3［フォント］領域で，すべてのエレメントの表示に使用する［フォント名］と

［サイズ］を選択します。このエディタでは Unicode フォントである Microsoft 
Sans Serif フォントが標準で使用されます。

注：Unicode 環境でテストを行う場合は，Unicode 対応のフォントを選択しなけ

ればなりません。Unicode 対応のフォントを選択しないと，テストまたは関数ラ

イブラリ内のエレメントが，［エキスパート ビュー］または関数ライブラリ・

ウィンドウに正しく表示されない場合があります。ただし，テストまたは関数

ライブラリは選択したフォントに関係なく，指定前と変わりなく実行されます。

Unicode 対応でない環境で作業をしている場合は，Courier などの固定幅フォン

トを使用して，文字の揃えがよくなるようにします。

 4［要素］リストから，エレメントを選択します。

 5 文字の色と背景の色を選択します。

 6 エレメントのフォント・スタイルを選択します（［通常］，［太字］，［斜体］，

［下線］）

変更を適用した場合の例が，ダイアログ・ボックス下部のプレビュー表示枠に

表示されます。

 7 変更するエレメントごとに，手順 4 から 6 を繰り返します。

 8［OK］をクリックし，変更を適用してダイアログ・ボックスを閉じます。

編集コマンドのカスタマイズ

編集に使用する標準のキーボード・ショートカットをカスタマイズできます。

QuickTest には，カーソルの移動，文字の削除，クリップボードを使った情報の

切り取り，コピー，貼り付けを行うためのキーボード・ショートカットがあり

ます。これらのショートカットは，任意のショートカットに置き換えることが

できます。たとえば，Line end コマンドを標準設定の END  から ALT + END へ
変更できます。
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注：標準の QuickTest メニュー・ショートカット・キーは，ユーザが定義する

キーの割り当てに優先します。たとえば，貼り付けコマンドのキーの組み合わ

せを CTRL + P と設定した場合でも，［印刷］ダイアログ・ボックスを開くため

の標準のショートカット・キー（［ファイル］＞［印刷］オプションに対応）が

優先されます。QuickTest メニュー・ショートカット・キーの一覧は，

『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の 45 ページ「ショート

カット・キーを使用したコマンドの実行」を参照してください。

編集コマンドをカスタマイズするには，次の手順を実行します。

 1［エキスパート ビュー］または関数ライブラリ・ウィンドウがアクティブなと

きに，［ツール］＞［表示オプション］を選択します。［エディタ オプション］

ダイアログ・ボックスが開きます。

 2［キーの連結］タブをクリックします。
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 3［コマンド］リストからコマンドを選択します。

 4［新規ショートカット キーを押す］ボックスをクリックして，選択されている

コマンドに使用するキーを押します。たとえば，CTRL+4 を入力するには，

CTRL キーを押しながら数字の 4 を押します。

 5［追加］をクリックします。 

注：指定したキーの組み合わせがサポートされていない場合，あるいは別のコ

マンドに対してすでに定義されている場合は，ショートカット・キー・ボック

スの下にその旨を示すメッセージが表示されます。

 6 ほかに追加するコマンドがあれば手順 3 ～ 5 を繰り返します。

 7 リストからキー指定を削除するには，［コマンド］リスト内のコマンドを選択

して［使用するキー］リスト内のキー（またはキーの組み合わせ）を強調表示

し，［削除］をクリックします。

 8［OK］をクリックし，変更を適用してダイアログ・ボックスを閉じます。
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第 12 章
実行セッション中のテスト・オプションの設定

実行セッション中にテスト・オプションを設定したり，取得したりすることに

よって，QuickTest でのテストの記録と実行の方法を制御できます。

本章では，次の項目について説明します。

➤ 実行セッション中のテスト・オプションの設定について

➤ テスト・オプションの設定

➤ テスト・オプションの取得

➤ テスト実行の制御

➤ テスト実行設定の追加と削除
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実行セッション中のテスト・オプションの設定について

QuickTest のテスト・オプションは，テストの記録と実行の方法に影響します。

たとえば，QuickTest においてページ内でオブジェクトが見つかるまで検索する

時間の上限を設定できます。 

テスト・オプションの値を実行セッション中に設定および取得するには，エキ

スパート・ビューで Setting オブジェクトを使います。エキスパート・ビュー

での作業の詳細については，第 5 章「エキスパート・ビューおよび関数ライブ

ラリ・ウィンドウを使用した作業」を参照してください。

Setting オブジェクトを使ってテスト・オプションを取得および設定すること

で，QuickTest でのテストの実行方法を制御できます。 

多くのテスト・オプションは，［オプション］ダイアログ・ボックス（グロー

バルなテスト・オプション）および［テストの設定］ダイアログ・ボックス

（テスト固有の設定）を使っても設定できます。詳細については，『QuickTest 
Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の第 24 章「グローバル・テスト・

オプションの設定」および第 25 章「個別のテストのオプションの設定」を参

照してください。

本章では，テスト・スクリプト内から Setting オブジェクトを使って設定でき

る QuickTest のテスト・オプションの一部について説明します。Setting オブ

ジェクトに関して使用可能なすべてのメソッドとプロパティの詳細について

は，『QuickTest Professional オブジェクト・モデル・リファレンス』の「ユー

ティリティ オブジェクト」を参照してください。

注：QuickTest オプションは，他の操作と同様，自動プログラムを使って外部ア

プリケーションから制御することもできます。詳細については，215 ページ

「QuickTest 操作のオートメーション」を参照するか，『QuickTest オートメー

ション・オブジェクト・モデル・リファレンス』（［ヘルプ］＞［QuickTest 
オートメーション オブジェクト モデル リファレンス］）を参照してください。



 第 12 章 • 実行セッション中のテスト・オプションの設定

329

329

テスト・オプションの設定

Setting オブジェクトを使って，テスト・オプションの値をテスト・スクリプト

内から設定できます。オプションを設定するには，次の構文を使います。

Setting ( testing_option ) = new_value

オプションの中には，グローバルに設定するものと，テストごとに設定するも

のがあります。

Setting オブジェクトでグローバルなテスト・オプションを設定すると，テス

ト・オプションがグローバルに変更され，変更内容は［オプション］ダイアロ

グ・ボックスにも反映されます。 

たとえば，次のステートメントを実行するとします。

Setting("AutomaticLinkRun")=1

QuickTest では，テスト内で自動的に作成されたチェックポイントが無効化され

ます。現在の QuickTest セッションでは，この設定は，別の Setting ステートメ

ントを使うか，または［詳細 Web オプション］ダイアログ・ボックス（［ツー

ル］＞［オプション］＞［Web］タブを選択して［詳細設定］をクリック）で

［テストまたはコンポーネントの実行時に自動チェックポイントを無視する］

チェックボックスをクリアして，設定を変更するまで有効です。

Setting オブジェクトでテストごとのオプションを設定した場合にも，変更は

［テストの設定］ダイアログ・ボックスに反映されます。Setting オブジェクト

を使い，特定のテストの特定の部分の設定だけを変更することもできます。詳

細については，331 ページ「テスト実行の制御」を参照してください。

たとえば，次のステートメントを実行するとします。

Setting("WebTimeOut")=50000

QuickTest によって，テストのステップを実行する前に Web ページの読み込み

が終わるまで待機する時間の上限が，自動的に 50000 ミリ秒に変更されます。

この設定は，現在の QuickTest セッション中に別の Setting ステートメントを使

うか，［テストの設定］ダイアログ・ボックスの［Web］タブで［ブラウザ ナ
ビゲーションのタイムアウト］オプションを使って，設定を変更するまで有効

です。
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注：Setting オブジェクトを使って行った変更が［オプション］ダイアログ・

ボックスと［テストの設定］ダイアログ・ボックスに反映されている場合で

も，同じダイアログ・ボックスで他の変更を手作業で行って［適用］または

［OK］をクリックしなければ，これらの変更は QuickTest を閉じたときに保存

されません。

テスト・オプションの取得

Setting オブジェクトを使って，テスト・オプションの現在の値を取得すること

もできます。 

変数に値を格納するには，次の構文を使います。

新変数 = Setting ( テスト・オプション )

メッセージ・ボックスに値を表示するには，次の構文を使います。

MsgBox (Setting (testing_option) )

例を次に示します。

LinkCheckSet = Setting("AutomaticLinkRun")

これは，AutomaticLinkRun 設定の現在の値を，ユーザ定義変数の 
LinkCheckSet に代入します。

設定を取得する対象にできるその他のテスト・オプションの例については，

329 ページ「テスト・オプションの設定」を参照してください。
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テスト実行の制御

Setting オブジェクトの取得機能と設定機能を組み合わせることで，グローバル

設定を変更せずに，実行セッションを制御できます。たとえば，

DefaultTimeOut テスト・オプションを，1 つの Web ページ上のオブジェクトに

ついてだけ 5 秒に変更するには，テスト・スクリプトの Web ページを開く処理

の後に，次のステートメントを挿入します。

' DefaultTimeOut テスト・オプションの元の値を保存
old_delay = Setting ("DefaultTimeOut")

' DefaultTimeOut テスト・オプションの一時値を設定
Setting("DefaultTimeOut")= 5000

Web ページの最後で DefaultTimeOut テスト・オプションを元の値に戻すには，

スクリプトで次のページにリンクする処理の直前に，次のステートメントを挿

入します。

' DefaultTimeOut テスト・オプションを元の値に戻す
Setting("DefaultTimeOut")=old_delay
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テスト実行設定の追加と削除

グローバルな設定や固有の設定だけでなく，実行環境の設定も追加，変更，削

除できます。これらの設定は，実行セッション中にだけ適用されます。

新しい実行環境の設定を追加するには，次の構文を使います。

Setting.Add "testing_option", "value"

たとえば，現在のテスト実施者の名前を表示し，その名前をメッセージ・ボッ

クスに表示する設定を作成できます。

Setting.Add "Tester Name", "Mark Train"
MsgBox Setting("Tester Name")

注：Setting.Add ステートメントを使って，既存のキー値を追加しようとすると

エラーが起きます。このエラーを防ぐには，先に Setting.Exists ステートメント

を使う必要があります。Setting メソッドの詳細については，『QuickTest 
Professional オブジェクト・モデル・リファレンス』を参照してください。

すでに初期化されている実行環境設定を変更するには，標準の設定オプション

を設定する場合と同じ構文を使います。

Setting ( testing_option ) = new_value

例を次に示します。

Setting("Tester Name")="Alice Wonderlin"

ユーザ定義の実行環境の設定を削除するには，次の構文を使います。

Setting.Remove ( testing_option )

例を次に示します。

Setting.Remove ("Tester Name")
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第 13 章
WinRunner を使用した作業

QuickTest では，WinRunner のテストを実行したり，コンパイル済みモジュール

内の TSL 関数またはユーザ定義関数を呼び出したりすることもできます。

本章では，次の項目について説明します。

➤ WinRunner を使用した作業について

➤ WinRunner テストの呼び出し

➤ WinRunner 関数の呼び出し

WinRunner を使用した作業について

コンピュータに WinRunner 7.5 以上がインストールされている場合には，

QuickTest のテストに WinRunner のテストまたは関数への呼び出しを含めること

ができます。

注：バージョン 7.6 以前の WinRunner の場合には，QuickTest の Web アドインが

ロードされていると，QuickTest から Web ページを対象に WinRunner テストを

（WinRunner の  WebTest アドインを使用して）実行することはできません。

WinRunner 7.6 でこの機能を有効にするには，Mercury Customer Support サイト

（http://support.mercury.com）のパッチ・データベースから WR76P10 - 
Support WR/QTP integration というパッチを入手してインストールします。

WinRunner の以降のバージョンでは，この機能は組み込まれて提供されます。

http://support.mercury.com
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WinRunner テストまたは関数への呼び出しを作成したら，呼び出しステートメ

ントをエキスパート・ビューまたはキーワード・ビューで編集して，そのス

テートメントの引数値を変更できます。 

QuickTest を，WinRunner のテストまたはコンパイル済みモジュールが含まれて

いる Quality Center プロジェクトに接続すると，Quality Center プロジェクトに

格納されている WinRunner テストまたは関数を呼び出すことができます。

WinRunner テストの呼び出し

テストを実行するために，QuickTest から WinRunner に接続すると，WinRunner 
が起動されテストが開かれ，実行されます。WinRunner テスト実行に関する情

報は，QuickTest の［テスト結果］ウィンドウに表示されます。 

WinRunner テストへの呼び出しを挿入するには，［WinRunner テストの呼び出

し］ダイアログ・ボックスを使用するか，エキスパート・ビューの中で 
TSLTest.RunTestEx ステートメントを入力します。

注：QuickTest テストへの呼び出しを含む WinRunner テストを呼び出すことはで

きません。
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［WinRunner テストの呼び出し］ダイアログ・ボックスを使用して WinRunner 
テストへの呼び出しを挿入するには，次の手順を実行します。 

 1［挿入］＞［WinRunner の呼び出し］＞［テスト］を選択します。［WinRunner 
テストの呼び出し］ダイアログ・ボックスが表示されます。

 2［テストのパス］ボックスに WinRunner テストのパスを入力するか，参照ボタ

ンを使って WinRunner テストを指定します。 

Quality Center に接続していると，参照ボタンをクリックしたときに，Quality 
Center プロジェクトのモジュールを選択するための，［Quality Center プロジェ

クトから WinRunner テストを開く］ダイアログ・ボックスが開きます。このダ

イアログ・ボックスの詳細については，362 ページ「Quality Center プロジェク

トのテストを開く」を参照してください。
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 3［テストのパラメータ］ボックスには，WinRunner テストに必要なすべてのテス

ト・パラメータのリストが表示されます。パラメータの値を入力するには，次

の手順を実行します。

➤［テストのパラメータ］リスト内のパラメータを選択して強調表示にします。

選択した値がリストの下の［名前］ボックスに表示されます。

➤［値］ボックスに新しい値を入力します。

注：QuickTest ランダム・パラメータまたは環境パラメータのパラメータ値や，

QuickTest データ・テーブルのパラメータ値を，WinRunner テストのパラメータ

として使用することもできます。それにはパラメータの情報を 
TSLTest.RunTestEx ステートメントに手作業で入力することもできます。詳細

については，340 ページ「QuickTestWinRunner テストへの QuickTest でパラメー

タ化された値の引き渡し」を参照してください。

 4 WinRunner ウィンドウがテストの実行中に表示されないようにするには，

［WinRunner を最小化の状態で実行する］を選択します（このオプションのサ

ポート対象は，WinRunner バージョン 7.6 以降です）。

 5 WinRunner テストを呼び出したステップが完了したときに WinRunner アプリ

ケーションを終了させるには，［テスト終了後、WinRunner を終了する］を選

択します（このオプションのサポート対象は，WinRunner バージョン 7.6 以降

です）。

 6［OK］をクリックして，ダイアログ・ボックスを閉じます。

WinRunner のテスト・パラメータの詳細については，『WinRunner ユーザーズ・

ガイド』を参照してください。
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QuickTest では，WinRunner テストへの呼び出しが次のように表示されます。

➤ キーワード・ビューには，WinRunner の RunTestEx ステップが表示されます。

例を次に示します。 

➤ エキスパート・ビューには，VBScript で書かれた TSLTest.RunTestEx ステート

メントが表示されます。例を次に示します。

TSLTest.RunTestEx "C:\WinRunner\Tests\basic_flight",TRUE, 0, "MyValue"

RunTestEx メソッドの構文は，次のとおりです。

TSLTest.RunTestEx テストのパス , 最小化実行 , アプリケーション終了 [， パラ

メータ ] 

注：QuickTest 6.0 で作成したテストは，RunTest メソッドを使用して 
WinRunner テストを呼び出している場合があります。このメソッドは，構文が

少し異なります。このメソッドでもテストは正常に実行されます。ただし，

WinRunner 7.6 以降を使用している場合には，RunTestEx メソッド（および対応

する引数の構文）を使用するようにテストを更新することをお勧めします。こ

れらのメソッドの詳細については，『QuickTest Professional オブジェクト・モ

デル・リファレンス』を参照してください。

RunTestEx メソッドと利用方法のサンプルの詳細については，『QuickTest 
Professional オブジェクト・モデル・リファレンス』を参照してください。
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QuickTestWinRunner テストへの QuickTest でパラメータ化された値
の引き渡し

WinRunner テストに要求されるパラメータに固定の値を設定する代わりに，

QuickTest データ・テーブル，ランダム・パラメータまたは環境パラメータに定

義されているパラメータ値を WinRunner に引き渡せます。これらのパラメータ

値を指定するには，TSLTest.RunTestEx ステートメントのパラメータ引数とし

て，適切なステートメントを入力します。

たとえば，Windows ベースのフライト予約アプリケーションを対象に WinRunner 
テストを実行するとき，そのテストにフライトの乗客数と座席のクラスをパラ

メータ化するステートメントが組み込まれていたとします。その場合，最初の

パラメータの値を QuickTest ランダム・パラメータ（1 から 100 までの数をラン

ダムに生成）から，また座席のクラスの値を QuickTest データ・テーブルの 
Class というカラムから WinRunner テストに渡します。その場合，QuickTest の 
TSLTest.RunTestEx ステートメントは，たとえば次のようになります。

TSLTest.RunTestEx "D:\test1", TRUE, FALSE, RandomNumber(1, 100) , 
DataTable("Class", dtGlobalSheet)

RandomNumber メソッド，Environment メソッド，および DataTable メソッド

の構文と使用法の詳細については，『QuickTest Professional オブジェクト・モデ

ル・リファレンス』の「ユーティリティ オブジェクト」を参照してください。

結果の表示

WinRunner テストへの呼び出しを実行するとき，コンピュータに WinRunner 7.6 
以降がインストールされていれば，通常なら WinRunner の結果に含まれるイベ

ントごとに，QuickTest の結果にノードが含まれます。WinRunner ステップに対

応するノードを選択すると，右の表示枠に WinRunner テストのサマリと，選択

したステップの詳細が表示されます。 

詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の 687
ページ「Quality Center プロジェクトへの不具合の自動送信」を参照してください。

WinRunner テストの設計と実行の詳細については，WinRunner のマニュアルを

参照してください。
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WinRunner 関数の呼び出し

関数を呼び出すために，QuickTest から WinRunner に接続すると，WinRunner が
起動され，コンパイル済みモジュールが読み込まれてから，関数が呼び出され

ます。これは，QuickTest で WinRunner のユーザ定義関数を使用する場合に便利

です。

QuickTest から WinRunner 関数を呼び出すには，その関数と，その関数が含まれ

ているコンパイル済みモジュールを指定します。

注：WinRunner 関数から返される値を QuickTest テストの中で取得することはで

きません。ただし，返された値は，結果の中で見ることができます。

WinRunner のコンパイル済みモジュールのユーザ定義関数を呼び出すには，次

の手順を実行します。 

 1［挿入］＞［WinRunner の呼び出し］＞［関数］を選択します。［WinRunner 関
数の呼び出し］ダイアログ・ボックスが表示されます。
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 2［モジュール］ボックスに，その関数を含んでいるコンパイル済みモジュール

のパスを入力するか，参照ボタンを使って指定します。 

Quality Center に接続していると，参照ボタンをクリックしたときに，Quality 
Center プロジェクトのコンパイル済みモジュールを選択するための，［Quality 
Center プロジェクトから WinRunner テストを開く］ダイアログ・ボックスが開

きます。

WinRunner の TSL 関数を呼び出すには，任意のコンパイル済みモジュールのパ

スを入力します。

 3［関数名］ボックスに，指定したコンパイル済みモジュールに定義されている

関数の名前を入力するか，任意の WinRunner TSL 関数を入力します。

 4［引数］ボックスの中をクリックします。コンピュータ上で WinRunner が開い

ている場合，［引数］ボックスには，選択した関数に対して定義されている引

数の名前が表示されます。WinRunner が開いていなければ，［引数］ボックスに

は関数に対する最大 15 個までの引数を表す p1 から p15 までが表示されます。 

 5 次のように，in または inout 引数の値を入力します。

➤［引数］ボックスで引数を選択して強調表示にします。引数の名前が［名前］

ボックスに表示されます。

➤［タイプ］ボックスで，正しい引数のタイプ（in/out/inout）を選択します。 

➤［in］または［inout］の引数タイプを選択した場合は，［値］ボックスに新し

い値を入力します。

注：QuickTest ランダム・パラメータまたは環境パラメータのパラメータ値や，

QuickTest データ・テーブルのパラメータ値を，関数の in 引数または inout 引
数として使用することもできます。それには引数の情報を TSLTest.CallFuncEx 
ステートメントに手作業で入力します。詳細については，「WinRunner 関数への 
QuickTest パラメータの引き渡し」を参照してください。

関数パラメータの詳細については，『WinRunner ユーザーズ・ガイド』を参照

してください。

 6 関数が実行されている間，WinRunner ウィンドウが表示されないようにするに

は，［WinRunner を最小化の状態で実行する］を選択します（このオプション

のサポート対象は，WinRunner バージョン 7.6 以降です）。
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 7 WinRunner 関数を呼び出したステップが完了したときに WinRunner アプリケー

ションを終了させるには，［テスト実行後、WinRunner を終了する］を選択し

ます（このオプションのサポート対象は，WinRunner バージョン 7.6 以降です）。

 8［OK］をクリックして，ダイアログ・ボックスを閉じます。

QuickTest では，TSL 関数への呼び出しが次のように表示されます。

➤ キーワード・ビューには，WinRunner の CallFuncEx ステップが表示されます。

以下に例を示します。 

➤ エキスパート・ビューには，VBScript で書かれた TSLTest.CallFuncEx ステート

メントが表示されます。例を次に示します。

CallFuncEx "C:\WinRunner\Tests\TlStep","TlStep1",TRUE, 0, "MyArg1"

CallFuncEx メソッドの構文は，次のとおりです。

TSLTest.CallFuncEx モジュールのパス , 関数 , 最小化実行 , アプリケーション

終了 [ , 引数 ]

注：QuickTest 6.0 で作成したテストは，CallFunc メソッドを使用して 
WinRunner テストを呼び出している場合があります。このメソッドは，構文が

少し異なります。このメソッドでもテストは正常に実行されます。ただし，

WinRunner 7.6 以降を使用している場合には，CallFuncEx メソッド（および対

応する引数の構文）を使用するようにテストを更新することをお勧めします。

これらのメソッドの詳細については，『QuickTest Professional オブジェクト・

モデル・リファレンス』を参照してください。

CallFuncEx メソッドとサンプルの利用方法の詳細については，『QuickTest 
Professional オブジェクト・モデル・リファレンス』を参照してください。

WinRunner 関数，関数引数，および WinRunner のコンパイル済みモジュールの

詳細については，『WinRunner ユーザーズ・ガイド』および『WinRunner TSL 
リファレンス・ガイド』を参照してください。
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WinRunner 関数への QuickTest パラメータの引き渡し

WinRunner 関数の in 引数や inout 引数に固定した値を設定する代わりに，

QuickTest ランダム・パラメータや環境パラメータで定義されたパラメータ値，

または QuickTest データ・テーブルで定義されたパラメータ値を WinRunner に
引き渡すように，QuickTest に指示できます。これらのパラメータを指定するに

は，TSLTest.CallFuncEx ステートメントの TSLTest.CallFunc 引数として，適切

なステートメントを入力します。

たとえば WinRunner を使って，アプリケーションを起動し，そのアプリケー

ションにユーザ名とパスワードを入力するユーザ定義関数を作成するとします。

そのためには，ユーザ名とパスワードの値を QuickTest データ・テーブルの 
FlightUserName 列と FlightPwd 列から WinRunner に引き渡すよう，QuickTest 
に指示します。その場合，QuickTest の TSLTest.CallFuncEx ステートメントは，

たとえば次のようになります。

TSLTest.CallFuncEx "D:\flightfuncs", "run_flight", TRUE, FALSE, 
DataTable("FlightUserName", dtGlobalSheet), DataTable("FlightPwd", 
dtGlobalSheet)

RandomNumber メソッド，Environment メソッド，および DataTable メソッド

の構文および使用方法の詳細については，『QuickTest Professional オブジェク

ト・モデル・リファレンス』の「ユーティリティ オブジェクト」を参照してく

ださい。

結果の表示

QuickTest から WinRunner 7.6 以降を使用して WinRunner 関数を実行した後，関

数呼び出しの結果を表示することができます。QuickTest の［テスト結果］ウィ

ンドウに，WinRunner 関数の開始と WinRunner 関数の結果が表示されます。呼

び出した関数に report_msg または tl_step などのイベントが含まれている場合，

それらのイベントの結果に関する情報も含まれます。 
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結果ツリーの［WinRunner Function Results］を選択して強調表示にすると，

関数の戻り値と関数への呼び出しに関する追加情報が表示されます。 

WinRunner 関数およびコンパイル済みモジュールを使用した作業の詳細につい

ては，WinRunner のマニュアルを参照してください。
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第 14 章
Quality Center を使用した作業

アプリケーションの包括的なテストを確実に行うためには，通常，多くのテス

トを作成して実行する必要があります。Mercury Quality Center は，品質の集中

管理ソリューション（以前の TestDirector）であり，テスト・プロセスの整理と

管理に役立ちます。 

注：本章に含まれる Quality Center の説明は，Quality Center と TestDirector の現

在サポートされているすべてのバージョンに適用されます。Quality Center と 
TestDirector のサポートされているバージョンについては，「QuickTest 
Professional 最初にお読みください」の一覧を参照してください。

本章では，次の項目について説明します。

➤ Quality Center を使用した作業について

➤ Quality Center との接続と接続解除

➤ Quality Center プロジェクトへのテストの保存

➤ Quality Center プロジェクトのテストを開く

➤ テンプレート・テストを使用した作業

➤ Quality Center プロジェクトに格納されているテストの QuickTest からの実行

➤ QuickTest でのテストのバージョン管理

➤ Quality Center テストの実行に関する設定
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Quality Center を使用した作業について

QuickTest は Mercury の品質集中管理ソリューションである Quality Center と統合

できます。Quality Center は，アプリケーションの機能のあらゆる側面を網羅す

るあらゆる種類のテスト（QuickTest テスト，ビジネス・プロセス・テスト，手

動テスト，他の Mercury 製品を使用して作成したテストなど）で構成されるプ

ロジェクトの保守を支援します。プロジェクトの各テストは，アプリケーショ

ンの特定のテスト要件を満たすように設計されています。プロジェクトの目標

を達成するためには，プロジェクトのテストを個別のグループにまとめます。

Quality Center には，テストのスケジュール設定と実行，結果の収集，結果の分

析，テストのバージョン管理などを行うための直感的かつ効率的な手段が用意

されています。不具合を追跡するためのシステムも備わっているため，不具合

の検出から解決に至るまで，不具合を厳密に監視することができます。

Quality Center プロジェクトとは，テスト・プロセスに関係するデータを収集

し，格納するためのデータベースです。QuickTest から Quality Center プロジェ

クトにアクセスするには，Quality Center がインストールされているローカルま

たはリモートの Web サーバに接続する必要があります。QuickTest が Quality 
Center に接続されている場合は，テストを作成し，このテストを Quality Center 
プロジェクトに保存できます。テストの実行後には，Quality Center で結果を確

認できます。

Quality Center で QuickTest を使用するには，次のアクセス許可が必要です。

➤ Quality Center キャッシュ・フォルダへの完全な読み取りおよび書き込み許可

➤ Quality Center インストール・フォルダの QuickTest アドインへの完全な読み

取りおよび書き込み許可

Quality Center を使って作業をしている場合，Quality Center プロジェクトに添付

されている外部ファイルをテストに関連付けることができます。すべてのテス

トまたは 1 つのテストに対して，外部ファイルを関連付けることができます。

たとえば，新規テストのための標準リポジトリ・モードとして，共有オブジェ

クト・リポジトリ・モードを設定するとします。この場合，Quality Center に格

納されている特定のオブジェクト・リポジトリを使用するように QuickTest に
指定できます。
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すべてのテストで外部ファイルを使用するように指定する方法の詳細について

は，『QuickTest Professional 基本機能ユーサーズ・ガイド』の第 24 章「グロー

バル・テスト・オプションの設定」を参照してください。単独のテストで外部

ファイルを使用するように指定する方法の詳細については，『QuickTest 
Professional 基本機能ユーサーズ・ガイド』の第 25 章「個別のテストのオプ

ションの設定」を参照してください。

不具合は，発生するたび自動的に，または手作業で QuickTest の［テスト結果］

ウィンドウから Quality Center プロジェクトに直接報告できます。Quality Center 
プロジェクトへの自動または手作業による不具合の報告については，

『QuickTest Professional 基本機能ユーサーズ・ガイド』の 686 ページ「実行

セッション中に検出された不具合の送信」を参照してください。 

Quality Center での作業の詳細については，『Mercury Quality Center ユーザー

ズ・ガイド』を参照してください。QuickTest と Quality Center の統合に関する

最新情報およびヒントについては，「QuickTest Professional 最初にお読みくだ

さい」（［スタート］メニューから［QuickTest Professional］プログラム・メ

ニューを開き，［Readme］を選択します）を参照してください。

Quality Center との接続と接続解除

QuickTest および Quality Center の両方で作業する場合，QuickTest を Quality 
Center プロジェクトに接続できます。 

テスト・プロセスのどの時点でも，Quality Center プロジェクトと QuickTest とを

接続したり，接続を解除したりできます。ただし，Quality Center から QuickTest 
テストを開いているときや，QuickTest で Quality Center の共有リソース（共有オ

ブジェクト・リポジトリやデータ・テーブル・ファイルなど）を使用している

ときは，Quality Center と QuickTest との接続は解除しないでください。

注：Quality Center または TestDirector の現在サポートされている任意のバー

ジョンに接続できます。Quality Center と TestDirector のサポートされている

バージョンについては，「QuickTest Professional 最初にお読みください」の一

覧を参照してください。詳細については，359 ページ「Quality Center 接続アド

インを使用した作業」を参照してください。
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Quality Center への QuickTest の接続

接続プロセスには 2 つの段階があります。まず，QuickTest をローカルまたはリ

モートの Quality Center サーバに接続します。このサーバによって，QuickTest 
と Quality Center プロジェクトの間の接続が処理されます。 

次に，ログインし，QuickTest のアクセス対象となるプロジェクトを選択しま

す。このプロジェクトには，テスト対象の Web サイトまたはアプリケーション

に関するテスト・セッションと実行セッションの情報が保存されます。Quality 
Center プロジェクトは，パスワードで保護されるため，ユーザ名とパスワード

を指定する必要があります。 

QuickTest を Quality Center サーバに接続するには，次の手順を実行します。

 1［ファイル］＞［Quality Center への接続］を選択するか，［Quality Center へ
の接続］ツールバー・ボタンをクリックします。［Quality Center への接続 ‐
サーバへの接続］ダイアログ・ボックスが表示されます。 

 2［サーバ URL］ボックスに，Quality Center がインストールされている Web サー

バの URL アドレスを入力します。

注：ローカル・エリア・ネットワーク（LAN）または広域ネットワーク

（WAN）を介してアクセス可能な Quality Center サーバを選択できます。

 3 次回の QuickTest の起動時に，Quality Center サーバに自動的に再接続するには，

［起動時にサーバに再接続する］チェック・ボックスを選択します。



 第 14 章 • Quality Center を使用した作業

351

351

 4［接続］をクリックします。

接続手順の第 2 段階は，接続先のサーバのバージョンによって異なります。該

当する項を参照してください。

➤ 351 ページ「8.x サーバを使用したプロジェクトへの接続」

➤ 354 ページ「9.0 サーバを使用したプロジェクトへの接続」

8.x サーバを使用したプロジェクトへの接続

TestDirector 8.0 Service Pack 2 サーバまたは Mercury Quality Center 8.2 Service 
Pack 1 サーバに接続した場合は，接続先のドメインとプロジェクトを指定し，

そのプロジェクトにログインします。 

8.x サーバを使用したプロジェクトに接続するには，次の手順を実行します。

 1 TestDirector 8.0 Service Pack 2 または Mercury Quality Center 8.2 Service Pack 1 にあ

るプロジェクトに接続した場合は，［Quality Center への接続‐プロジェクトへ

の接続］ダイアログ・ボックスが開きます。

サーバの名前が読み取り専用形式で［サーバ URL］ボックスに表示されます。 
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 2［ドメイン］ボックスで，Quality Center プロジェクトが保存されているドメイ

ンを選択します。

 3［プロジェクト］ボックスで，作業対象のプロジェクトを選択します。 

注：アクセス権を持っていないプロジェクトを選択した場合は，［接続］をク

リックしたときに通知が表示されます。

 4［ユーザ名］ボックスに，選択したプロジェクトを開くためのユーザ名を入力

します。

 5［パスワード］ボックスに，選択したプロジェクトのパスワードを入力します。

 6［接続］をクリックして，選択したプロジェクトに QuickTest を接続します。

選択したプロジェクトへの接続が確立されると，［プロジェクトへの接続］領

域内のフィールドが読み取り専用形式で表示されます。

 7 次回の QuickTest の起動時に，Quality Center サーバに自動的に再接続するには，

［起動時にサーバに再接続する］チェック・ボックスを選択します。

 8［起動時にサーバに再接続する］チェック・ボックスをオンにすると，［起動時

にプロジェクトに再接続する］チェック・ボックスが有効になります。起動時

に，選択したプロジェクトに自動的に接続するには，［起動時にプロジェクト

に再接続する］チェック・ボックスを選択します。

 9［起動時にプロジェクトに再接続する］チェック・ボックスをオンにすると，

［起動時に再接続するためパスワードを保存する］チェック・ボックスが有効に

なります。起動時に再接続するためのパスワードを保存するには，この［起動

時に再接続するためパスワードを保存する］チェック・ボックスを選択します。

パスワードを保存しないと，起動時に QuickTest が Quality Center に接続すると

きに，パスワードを入力するよう求められます。
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 10［閉じる］をクリックし，［Quality Center への接続 - プロジェクトへの接続］ダ

イアログ・ボックスを閉じます。ステータス・バーに，QuickTest が Quality 
Center プロジェクトに接続されていることを示す Quality Center アイコンが表示

されます。

ヒント：現在の Quality Center への接続を表示するには，ステータス・バーの

［Quality Center］アイコンをポイントします。QuickTest が接続されている 
Quality Center サーバ名とプロジェクトがツールチップに表示されます。

［Quality Center への接続］ダイアログ・ボックスを開くには，Quality Center 
アイコンをダブルクリックします。
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9.0 サーバを使用したプロジェクトへの接続

Mercury Quality Center 9.0 サーバに接続した場合は，接続先のドメインとプロ

ジェクトを指定し，そのプロジェクトにログインします。 

9.0 サーバを使用したプロジェクトに接続するには，次の手順を実行します。

 1 Quality Center 9.0 にあるプロジェクトに接続した場合は，［Quality Center への接

続］ダイアログ・ボックスが開きます。

Quality Center サーバの名前が読み取り専用形式で［サーバ URL］ボックスに表

示されます。

 2［ユーザ名］ボックスに，Quality Center ユーザ名を入力します。

 3［パスワード］ボックスに，Quality Center のパスワードを入力します。
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 4［認証］をクリックし，Quality Center サーバに対してユーザ情報を認証させます。

ユーザ情報の認証が完了すると，［ユーザ情報を認証する］領域の各フィール

ドが読み取り専用形式で表示されます。［認証］ボタンが［ユーザを変更］ボ

タンに変わります。

ヒント：同じ Quality Center サーバに別のユーザ名でログインするには，［ユー

ザの変更］をクリックし，新しいユーザ名とパスワードを入力して，再び［認

証］をクリックします。

 5［ドメイン］ボックスで，Quality Center プロジェクトが保存されているドメイ

ンを選択します。ユーザが接続の権限を持っているドメインのみ表示されます。

 6［プロジェクト］ボックスで，作業対象のプロジェクトを選択します。ユーザ

が接続の権限を持っているプロジェクトのみ表示されます。

 7［ログイン］をクリックします。

 8 次回の QuickTest の起動時に，Quality Center サーバに自動的に再接続するには，

［起動時にサーバに再接続する］チェック・ボックスを選択します。

 9［起動時にサーバに再接続する］チェック・ボックスをオンにすると，［起動時

に認証する］チェック・ボックスが有効になります。次回の QuickTest の起動

時に，ユーザ情報を自動的に認証させるには，［起動時に認証する］チェック・

ボックスを選択します。

 10［起動時に認証する］チェック・ボックスをオンにすると，［起動時にプロジェ

クトにログインする］チェック・ボックスが有効になります。起動時に，選択

したプロジェクトにログインするには，［起動時にプロジェクトにログインす

る］チェック・ボックスを選択します。
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 11［閉じる］をクリックし，［Quality Center への接続］ダイアログ・ボックスを閉

じます。ステータス・バーに，QuickTest が Quality Center プロジェクトに接続

されていることを示す Quality Center アイコンが表示されます。

ヒント：現在の Quality Center への接続を表示するには，ステータス・バーの

［Quality Center］アイコンをポイントします。QuickTest が接続されている 
Quality Center サーバ名とプロジェクトがツールチップに表示されます。

［Quality Center への接続］ダイアログ・ボックスを開くには，Quality Center 
アイコンをダブルクリックします。

Quality Center への QuickTest の接続の解除

Quality Center プロジェクトまたはサーバへの接続を解除することができます。

最初にプロジェクトへの接続を解除せずに，Quality Center サーバへの QuickTest 
の接続を解除すると，QuickTest から当該プロジェクト・データベースへの接続

は自動的に解除されます。

注：Quality Center への接続を解除するときに Quality Center テスト，または共

有ファイル（共有オブジェクト・リポジトリやデータ・テーブル・ファイルな

ど）が開いていると，それらは QuickTest によって閉じられます。 
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8.x サーバへの QuickTest の接続を解除するには，次の手順を実行します。

 1［ファイル］＞［Quality Center への接続］を選択するか，［Quality Center へ
の接続］ツールバー・ボタンをクリックします。［Quality Center への接続 - プロ

ジェクトへの接続］ダイアログ・ボックスが表示されます。 

 2 選択したプロジェクトへの QuickTest の接続を解除するには，［プロジェクトへ

の接続］領域で［切断］をクリックします。

 3 選択した Quality Center サーバへの QuickTest の接続を解除するには，［サーバへ

の接続］領域の中で［切断］をクリックします。

 4［閉じる］をクリックし，［Quality Center への接続 - プロジェクトへの接続］ダ

イアログ・ボックスを閉じます。 
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9.0 Web サーバへの QuickTest の接続を解除するには，次の手順を実行します。

 1［ファイル］＞［Quality Center への接続］を選択するか，［Quality Center へ
の接続］ツールバー・ボタンをクリックします。［Quality Center への接続］ダ

イアログ・ボックスが表示されます。 

 2 選択したプロジェクトへの QuickTest の接続を解除するには，［手順 3：プロ

ジェクトにログインする］領域で［ログアウト］をクリックします。

 3 選択した Quality Center サーバへの QuickTest の接続を解除するには，［手順 1：
サーバに接続する］領域で［切断］をクリックします。

ヒント：同じ Quality Center サーバに別のユーザ名でログインするには，［ユー

ザを変更］をクリックし，新しいユーザ名とパスワードを入力して，再び［認

証］をクリックします。

 4［閉じる］をクリックし，［Quality Center への接続］ダイアログ・ボックスを閉

じます。 
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Quality Center 接続アドインを使用した作業

Quality Center に接続するには，Quality Center 接続アドインをインストールする

必要があります。このアドインは，［Quality Center への接続］ダイアログ・

ボックスを使用して Quality Center に接続するときに自動的にインストールされ

ます。

現在コンピュータにインストールされている Quality Center 接続アドインのバー

ジョンを表示するには，［ヘルプ］＞［QuickTest Professional のバージョン

情報］を選択し，［製品情報］ボタンをクリックします。詳細については，

『QuickTest Professional 基本機能ユーサーズ・ガイド』の 57 ページ「製品情報

の表示」を参照してください。

Quality Center 接続アドインを手作業でインストールするには，Quality Center ア
ドインのページ（Quality Center のメイン画面から利用できます）から

［Mercury Quality Center 接続］を選択します。

注：また Quality Center 接続アドインを使えば，Quality Center がコンピュータ

にインストールされていなくても（オートメーション・プログラム経由で） 
TDOTA 機能にアクセスできます。オートメーション・プログラムを使った 
TDOTA へのアクセスの詳細については，『QuickTest オートメーション・オブ

ジェクト・モデル・リファレンス』を参照してください。
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Quality Center プロジェクトへのテストの保存

QuickTest を Quality Center プロジェクトに接続すると，QuickTest で新しいテス

トを作成し，そのテストをプロジェクトに直接保存することができます。テス

トを保存するには，テストに分かりやすい名前を付け，テスト計画ツリーの対

応するサブジェクトに関連付けます。これにより，各サブジェクトに作成した

テストを容易に追跡し，テストの計画と作成の進行状況を素早く確認すること

ができます。

テストを Quality Center プロジェクトに保存するには，次の手順を実行します。

 1 Quality Center サーバおよびプロジェクトに接続します。詳細については，350
ページ「Quality Center への QuickTest の接続」を参照してください。

 2 QuickTest で［保存］をクリックするか，［ファイル］＞［保存］を選択して，

テストを保存します。［Quality Center にテストを保存］ダイアログ・ボックス

が開き，テスト計画ツリーが表示されます。

［Quality Center にテストを保存］ダイアログ・ボックスは，QuickTest が Quality 
Center プロジェクトに接続されている場合にだけ開きます。 
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テストをファイル・システムに直接保存するには，［ファイル システム］ボタ

ンをクリックし，［テストの保存］ダイアログ・ボックスを開きます。［テスト

の保存］ダイアログ・ボックスで［Quality Center］ボタンをクリックすると，

［Quality Center にテストを保存］ダイアログ・ボックスに戻ることができます。

 3 テスト計画ツリーの中で，該当するサブジェクト・フォルダを選択します。ツ

リーを展開して下位レベルを表示するには，閉じているフォルダをダブルク

リックします。下位レベルを折りたたむには，開いているフォルダをダブルク

リックします。

 4［テスト名］ボックスにテストの名前を入力します。テストを識別しやすい，

分かりやすい名前を付けます。テスト名はパスを含めて 220 文字を超えること

はできません。スペースで始めたり，スペースで終わったりすることはでき

ず，次の文字を含めることはできません。
\ / : * ? " < > | % ' ; 

 5 テストと一緒に ActiveScreen ファイルを保存する場合，［ActiveScreen ファイ

ルを保存する］が選択されていることを確認します。このチェック・ボックス

をクリアすると，ActiveScreen ファイルが削除されるため，ActiveScreen オプ

ションを使ったテストの編集ができなくなります。詳細については，

『QuickTest Professional 基本機能ユーサーズ・ガイド』の 106 ページ「テスト

の保存」を参照してください。

 6［OK］をクリックし，テストを保存してダイアログ・ボックスを閉じます。

QuickTest がテストを保存している間は，ステータス・バーのテキストが変わり

ます。

次回 Quality Center 起動時に，新しいテストが Quality Center のテスト計画ツ

リーに表示されます。詳細については，『Mercury Quality Center ユーザーズ・

ガイド』を参照してください。
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Quality Center プロジェクトのテストを開く

QuickTest を Quality Center プロジェクトに接続すると，Quality Center プロジェ

クトに含まれている QuickTest テストを開くことができます。テストは，ファ

イル・システムの実際の位置からではなく，テスト計画ツリーでの位置から見

つけます。［ファイル］メニューの最近使用したテストのリストからテストを

開くこともできます。

バージョン・コントロール・サポートの Quality Center プロジェクトのテストを開

くと，アイコンはテストのバージョン・コントロール・ステータスを示します。 

Quality Center プロジェクトからテストを開くには，次の手順を実行します。

 1 Quality Center サーバおよびプロジェクトに接続します。詳細については，350
ページ「Quality Center への QuickTest の接続」を参照してください。

 2 QuickTest で，［開く］をクリックするか，［ファイル］＞［開く］を選択し，テ

ストを開きます。［Quality Center からテストを開く］ダイアログ・ボックスが

開き，テスト計画ツリーが表示されます。
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［Quality Center からテストを開く］ダイアログ・ボックスは，QuickTest が 
Quality Center プロジェクトに接続されている場合にだけ表示されます。 

注：Quality Center に接続している状態でテストをファイル・システムから直接

開くには，［ファイル システム］ボタンをクリックし，［テストを開く］ダイア

ログ・ボックスを表示します（［テストを開く］ダイアログ・ボックスで

［Quality Center］ボタンをクリックすると，［Quality Center からテストを開く］

ダイアログ・ボックスに戻ることができます）。

 3 テスト計画ツリーで，関連するサブジェクトをクリックします。ツリーを展開

して下位レベルを表示するには，閉じているフォルダをダブルクリックしま

す。ツリーを折りたたむには，開いているフォルダをダブルクリックします。

サブジェクトを選択すると，そのサブジェクトに属するテストが［Quality 
Center からテストを開く］ダイアログ・ボックスの右表示枠に表示されます。

➤ テストがバージョン・コントロール・サポート付きの Quality Center プロ

ジェクトに格納されると，［テスト名］の横に表示されるアイコンは，テス

トのバージョン・コントロール・ステータスを示します。詳細については，

365 ページ「バージョン・コントロールがサポートされている Quality Center 
プロジェクトからテストを開く」を参照してください。

➤［テスト名］カラムには，選択したサブジェクトに属するテストの名前が一

覧表示されます。

➤［ステータス］カラムは，各テストが Design（設計中）段階かテスト実行

のための Ready（準備完了）段階かを示します。標準設定では，QuickTest 
から Quality Center プロジェクトに保存されたテストは Design と表示され

ます。ステータスを変更できるのは Quality Center クライアントだけです。

➤［作成済み］カラムは，各テストが作成された日付を示します。

 4［テスト名］リストでテストを選択します。テストが読み取り専用の［テスト

名］ボックスに表示されます。

 5 読み取り専用モードでテストを開くには，［読み取り専用モードで開く］

チェック・ボックスを選択します。

 6［OK］をクリックし，テストを開きます。
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QuickTest がテストをダウンロードして開くのに応じて，実行される操作がス

テータス・バーに表示されます。 

テストを開くと，QuickTest タイトル・バーに，「［Quality Center］」という文字

列と，サブジェクトのフルパスおよびテスト名が表示されます。例を次に示し

ます。

［Quality Center］Subject\System\qa_test1

次の場合，テストは読み取り専用モードで開きます。

➤［読み取り専用モードで開く］を選択した場合

➤ 現在（バージョン・コントロールがサポートされているプロジェクトの）

Quality Center バージョン・コントロール・データベースにチェック・イン

されているテストを開いた場合

➤ 現在（バージョン・コントロールがサポートされているプロジェクトの）ほ

かのユーザがチェック・アウトしているテストを開いた場合

詳細については，365 ページ「バージョン・コントロールがサポートされてい

る Quality Center プロジェクトからテストを開く」を参照してください。

最近使用したテストのリストからテストを開く

［ファイル］メニューの最近使用したファイルのリストから Quality Center テス

トを開くことができます。Quality Center プロジェクトのテストを選択したとき

に，現在 QuickTest が Quality Center に接続されていないか，テストに対応する

正しいプロジェクトに接続されていないと，［Quality Center プロジェクトへの

接続］ダイアログ・ボックスが表示され，正しいサーバ，プロジェクト，およ

び前回当該コンピュータでテストを開いたユーザの名前が表示されます。

プロジェクトにログインし，［OK］をクリックします。
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また，前回異なる Quality Center ユーザ名を使用して編集したテストを開くこと

を選択した場合も，［Quality Center プロジェクトへの接続］ダイアログ・ボッ

クスが開きます。表示されているユーザ名を使ってログインすることも，

［キャンセル］をクリックして現在のユーザ名でログインしたままでいること

もできます。

バージョン・コントロールがサポートされている Quality Center プロ
ジェクトからテストを開く

［開く］ツールバー・ボタンをクリックするか，［ファイル］＞［開く］＞［テ

スト］を選択してバージョン・コントロールがサポートされている Quality 
Center プロジェクトからテストを開くと，［Quality Center プロジェクトから 
QuickTest テストを開く］ダイアログ・ボックスには，選択したサブジェクトの

各テストのバージョン・コントロール・ステータスを示すアイコンが表示され

ます。

バージョン・コントロールがサポートされている Quality Center プロジェクトか

らテストを開くと，テストは現在のバージョン・コントロール・ステータスに

応じて，読み書きモードまたは読み取り専用モードで開きます。

次の表に，バージョン・コントロール・ステータスのアイコンと各ステータス

のオープン・モードを示します。

バージョン・コントロールをサポートする Quality Center プロジェクトに格納さ

れているテストを使った作業の詳細については，376 ページ「QuickTest でのテ

ストのバージョン管理」を参照してください。

アイコン 詳細 オープン・モード

< なし > 対象テストは，現在バージョン・コントロー

ル・データベースにチェック・インされてい

ます。

読み取り専用

対象テストは，現在ユーザ自身によって

チェック・アウトされています。

読み取り / 書き込み

対象テストは，現在ほかのユーザによって

チェック・アウトされています。

読み取り専用

現在古いバージョンのテストをユーザのコン

ピュータで開いています。

現状のまま
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テンプレート・テストを使用した作業

「テンプレート・テスト」は，Quality Center で作成されるすべての QuickTest テ
ストの土台となります。テンプレート・テストは，標準のテスト設定を含んだ 
QuickTest テストです。たとえば，テンプレート・テストでは，QuickTest アド

イン，関連付けられる関数ライブラリ，テストに関連付けられる回復シナリオ

などを指定します。これらのテスト設定は QuickTest の［テストの設定］ダイ

アログ・ボックス（［ファイル］＞［設定］）で変更できます。 

標準のテスト設定以外に，テンプレート・テストには Quality Center で作成され

るすべての新規の QuickTest テストに追加したい，任意のコメントやステップ

を含めることもできます。たとえば，テンプレート・テストに関連付けられて

いるアドインの種類をユーザに伝えるコメントを追加したり，すべてのテスト

の開始時に特定の Web ページまたはアプリケーションを開くステップを追加し

たりできます。テンプレート・テストに追加したステップやコメントは，その

テンプレート・テストを土台として Quality Center で作成されるすべての新規の

テストに追加されます。

Quality Center 用の QuickTest Professional アドインをインストールするとき，

Quality Center クライアントごとに標準設定のテンプレート・テストがインス

トールされます。この標準設定のテンプレート・テストに変更を加えたり，さ

まざまなテスト設定が関連付けられた他のテンプレート・テストを作成したり

できます。 

標準設定のテンプレート・テストに変更を加える場合は，変更を加えたテンプ

レート・テストを，Quality Center ユーザがテストを作成する可能性のあるすべ

てのコンピュータ上の対応する Templates フォルダにコピーすることをお勧め

します。こうすることでローカルのテンプレート・テストが上書きされ，すべ

ての Quality Center ユーザが（それぞれの標準設定のローカル・コピーではな

く）共通のテンプレート・テストを土台として QuickTest テストを作成するよ

うになります。詳細については，次の「標準設定のテンプレート・テストを使

用した作業」を参照してください。
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テンプレート・テストはすべて（Quality Center クライアントに置かれる標準設

定のテンプレート・テストを除き）Quality Center プロジェクトに保存されま

す。これらのテンプレート・テストについては各ユーザのローカル・コン

ピュータにコピーする必要がありません。これにより，ユーザは必要な場合に

各自のローカルのテンプレート・テストをカスタマイズできる一方で，グロー

バルに管理されたテンプレート・テストにもアクセスできます。詳細について

は，368 ページ「新しいテンプレート・テストを使用した作業」を参照してく

ださい。

特定のテンプレート・テストを土台とするテストが Quality Center から実行され

ると，テスト内の定義に従って，関連付けられているアドインが QuickTest に
よって自動的にロードされ，必要な設定が適用されます。 

標準設定のテンプレート・テストを使用した作業

Quality Center 用の QuickTest アドインをインストールすると，サポートされて

いるすべての QuickTest バージョンに対応した標準設定のテンプレート・テス

トが，コンピュータの ＜ Quality Center 用 QuickTest アドイン・フォルダ＞

\bin\Templates フォルダ（たとえば C:\Program Files\Mercury 
Interactive\QuickTest Add-in for Quality Center\bin\Templates\Template90 な
ど）にインストールされます。 

Quality Center ユーザが Quality Center で QuickTest テストを新規に作成すると，

ユーザが別のテンプレート・テストを選択しない限り，インストールされてい

る QuickTest のバージョンに対応した標準設定のテンプレート・テストが自動

的にテストに関連付けられます。詳細については，370 ページ「Quality Center 
での QuickTest テストの作成」を参照してください。

Quality Center 用の QuickTest アドインとともに標準設定でインストールされる

テンプレート・テストには，変更を加えることができます。標準設定のテンプ

レート・テストはローカルにインストールされるため，テンプレート・テスト

に加えた変更は自分のコンピュータで（Quality Center クライアントを使用し

て）作成したテストにのみ適用されます。したがって，ユーザのグループで使

用するテンプレート・テストに変更を加えたい場合は，変更を加えたテンプ

レート・テストをすべての Quality Center クライアント・コンピュータにコピー

する必要があります。そのようにすることで，Quality Center で標準設定のテン

プレート・テストを土台として作成されるすべての新規のテストで，同じ基本

テスト設定が定義されるようになります。 

あるいは，以降の各項の説明に従って，テンプレート・テストを新規に作成す

ることもできます。
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標準設定のテンプレート・テストを Quality Center 内の新しい QuickTest に適用

する方法の詳細については，370 ページ「Quality Center での QuickTest テストの

作成」を参照してください。

新しいテンプレート・テストを使用した作業

新しいテンプレート・テストを作成すると，それらは Quality Center プロジェク

トに格納され，その Quality Center プロジェクトで作成される新しい QuickTest 
テストの土台として使用できるようになります。 

テンプレート・テストを複数作成し，それぞれを特定のテスト目的に使用する

ことができます。たとえば，ActiveX コントロールを使用する Web アプリケー

ションをテストする QuickTest テスト用のテンプレート・テストを作成し，そ

れとは別に，標準の Windows アプリケーションをテストする QuickTest テスト

用のテンプレート・テストを作成できます。この場合，前者のテンプレート・

テストには ActiveX と Web のアドインを関連付けます。後者のテンプレート・

テストには，アドインを一切関連付けずに，記録と実行の対象となる Windows 
アプリケーションを指定します。このほか，必要に応じてそれぞれのテンプ

レート・テストのテスト設定に変更を加えることもできます。 

作成した各テンプレート・テストは，ActiveX_Web_Addins_Template や 
Std_Windows_Template_Test のように，用途を明確に示す分かりやすい名前を

付けて保存できます。そのようにすることで，ユーザは Quality Center で 
QuickTest テストを作成するときに適切なテンプレート・テストを選択できます。 

注：特定の QuickTest アドインの関連付けを行うテンプレート・テストを定義

するときは，テストを最終的に実行する QuickTest コンピュータに，そのアド

インが実際にインストールされていることを確かめておきます。アドインがイ

ンストールされていないと，テストを実行したときに，QuickTest が必要なアド

インをロードすることができず，テストが失敗することがあります。Quality 
Center からの QuickTest テストの実行の詳細については，Mercury Quality Center 
のマニュアルを参照してください。
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テンプレート・テストの新規作成

テンプレート・テストを作成するには，まず，必要なテスト設定を持つ空のテ

ストを QuickTest で作成します。次に，Quality Center プロジェクトのテスト計

画モジュールで，QuickTest テストを参照し，それを「テンプレート・テスト」

として保存します。 

注：QuickTest でテストを保存するときは，用途を明確に示す分かりやすい名前

を付けます。たとえば，テンプレート・テストを，ActiveX と Web のアドイン

を新しいテストに関連付ける目的で使用する場合，

ActiveX_Web_Addins_Template という名前を付けることができます。 

ヒント：Quality Center のテスト計画ツリー（テスト計画モジュール）で，テン

プレート・テスト用の特別なフォルダを作成することもできます。このように

すれば，他のユーザが Quality Center で QuickTest テストを新規に作成するとき

に，関連するテンプレート・テストをすぐに見つけることができます。

テンプレート・テストを作成するには，次の手順を実行します。

QuickTest での作業：

 1 必要なアドインをロードした状態で，QuickTest を開きます。QuickTest アドイ

ンのロードの詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユーサーズ・

ガイド』の 799 ページ「QuickTest アドインのロード」を参照してください。

 2 必要な設定を［テストの設定］ダイアログ・ボックス（［ファイル］＞［設

定］）で定義します。詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユー

サーズ・ガイド』の 745 ページ「［テストの設定］ダイアログ・ボックスの使

用」を参照してください。 

 3 このテンプレート・テストを土台とするすべてのテストにコメントやステップ

を追加したい場合は，それらを追加します。
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 4［保存］ボタンをクリックするか，［ファイル］＞［保存］を選択してテストを

保存します。［Quality Center にテストを保存］ダイアログ・ボックスが表示さ

れます。用途を明確に示す分かりやすい名前を付けて，テストを Quality Center 
プロジェクトに保存します。詳細については，360 ページ「Quality Center プロ

ジェクトへのテストの保存」を参照してください。 

Quality Center での作業：

 5 Quality Center でプロジェクトを開き，サイドバーの［テストの計画］ボタンを

クリックしてテスト計画モジュールを開き，手順 4 で保存したテストを参照し

ます。 

 6 テストを右クリックし，［テンプレート テストとしてマーク］を選択します。

テストがテンプレート・テストに変換されます。

 7 必要に応じて，手順 1 から 6 を繰り返して追加のテンプレート・テストを作成

します。

Quality Center での QuickTest テストの作成

Quality Center では，テスト計画モジュールで QuickTest テストを作成します。

QuickTest テストを作成するときは，テンプレート・テストをそのテストに適用

します。QuickTest クライアントに格納されている標準設定のテンプレート・テ

ストを選択することも，Quality Center プロジェクトに保存されているテンプ

レート・テストを選択することもできます。 

Quality Center プロジェクトにテンプレート・テストをまったく保存していない

場合や，［テンプレート］ボックスで［＜なし＞］を選択した場合（361 ページ 
に示した［テストの新規作成］ダイアログ・ボックスにあります），Quality 
Center では，Quality Center クライアントに「Quality Center 用 QuickTest アド

イン」と一緒にインストールされたテンプレート・テストに定義されている設

定が使用されます。詳細については，367 ページ「標準設定のテンプレート・

テストを使用した作業」を参照してください。そうではなく，少なくとも 1 つ
のテンプレート・テストが Quality Center プロジェクトに保存されている場合

は，QuickTest テストの新規作成時にはそのテンプレート・テストを選択できま

す。詳細については，368 ページ「新しいテンプレート・テストを使用した作

業」を参照してください。



 第 14 章 • Quality Center を使用した作業

371

371

注：Quality Center で QuickTest テストを作成するときは，テストに関連付ける 
QuickTest アドインを指定するテンプレート・テストを選択する必要がありま

す。アドインを指定するテンプレートを選択しないと，必要な QuickTest アド

インが実行セッション中にロードされません。

新しい QuickTest テストでは，選択したテンプレート・テストに定義されてい

るすべての設定が使用されます。テストが Quality Center から実行されたとき

は，［テストの実行］ダイアログ・ボックスに指定されている設定が QuickTest 
によって使用され，必要な QuickTest アドインが自動的にロードされます。

注：次の手順は，Quality Center でテンプレート・テストを使用してテストを作

成する方法を示します。この手順は，使用する Quality Center のバージョンに

よって異なる場合があります。Quality Center でテストを新規に作成するための

最新の手順については，『Mercury Quality Center ユーザーズ・ガイド』を参照

してください。

Quality Center でテンプレート・テストを使用してテストを作成するには，次

の手順を実行します。

 1 Quality Center で，サイドバーの［テストの計画］ボタンをクリックして，テス

ト計画モジュールを表示します。 

 2 テスト計画ツリーで，フォルダを選択します。

 3［テストの新規作成］ボタンをクリックするか，［テスト］＞［テストの新規作

成］を選択します。［テストの新規作成］ダイアログ・ボックスが表示されます。
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注：Quality Center アドインまたは QuickTest Professional アドインがコン

ピュータにインストールされている場合にのみ，［テンプレート］ボックスが

表示されます。［テンプレート］ボックスが表示されない場合は，Quality 
Center アドインを QuickTest Professional CD-ROM からインストールするか，ま

たは QuickTest Professional アドインを［Mercury Quality Center アドインの追加］

ページ（［Mercury Quality Center オプション］から，または［ログイン ウィン

ドウ］＞［アドイン ページ］リンクから開きます）からインストールする必要

があります。  

 4［テストのタイプ］リストから，［QUICKTEST_TEST］を選択します。 

 5［テスト名］ボックスに，新しいテストの名前を英数字（および必要ならばア

ンダスコア）を使用して入力します。テスト名はパスを含めて 220 文字を超え

ることはできません。スペースで始めたり，スペースで終わったりすることは

できず，次の文字を含めることはできません。
\ / : * ? " < > | % ' ;

 6［テンプレート］ボックスの参照ボタンをクリックします。［テストの選択］ダ

イアログ・ボックスが開きます。

 7 テンプレート・テストが格納されているフォルダを展開します。



 第 14 章 • Quality Center を使用した作業

373

373

 8 新しいテストの土台とするテンプレート・テストを選択し，［追加］ボタンを

クリックします。［テストの選択］ダイアログ・ボックスが閉じ，選択したテ

ンプレート・テストが［テンプレート］ボックス（［テストの新規作成］ダイ

アログ・ボックス内）に表示されます。 

 9［テストの新規作成］ダイアログ・ボックスで，［OK］をクリックします。テ

ンプレート・テストに定義されているテスト設定を持つ，新しいテストが作成

されます。

 10［OK］をクリックして，［テストの新規作成］ダイアログ・ボックスを閉じま

す。新しいテストが，テスト計画ツリー内の選択したサブジェクト・フォルダ

の下に表示されます。

注：［必須フィールド］ダイアログ・ボックスが表示された場合は，必要な値

を設定して［OK］をクリックします。詳細については，『Mercury Quality 
Center 管理者ガイド』を参照してください。

 11 テストの作成を続けます。Quality Center でのテストの作成については，

『Mercury Quality Center ユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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Quality Center プロジェクトに格納されているテストの QuickTest 
からの実行

QuickTest では，Quality Center プロジェクトからテストを実行し，実行結果をプ

ロジェクトに保存できます。実行結果を保存するには，結果を格納する実行

セッションとテスト・セットの名前を指定します。

テストの実行結果を Quality Center プロジェクトに保存するには，次の手順を

実行します。

 1 QuickTest で，［実行］ボタンをクリックするか，［オートメーション］＞［実

行］を選択します。［実行］ダイアログ・ボックスが表示されます。

 2［プロジェクト名］ボックスには現在接続している Quality Center プロジェクト

が表示されます。 

テストの実行結果を Quality Center プロジェクトに保存するには，標準設定の実

行名を受け入れるか，別の名前をボックスに入力します。 

 3 標準設定のテスト・セットを受け入れるか，別のテスト・セットを参照して，

選択します。 
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 4 テスト・セットにテストのインスタンスが複数ある場合には，結果を保存する

テストのインスタンスを［インスタンス］ボックスに指定します。

注：「テスト・セット」とは，特定のテスト目標を達成するために選択された

テストで構成されたグループです。たとえば，アプリケーションのユーザ・イ

ンタフェースや，負荷をかけた状態のアプリケーションのパフォーマンスをテ

ストするテスト・セットを作成できます。テスト・セットの定義は，Quality 
Center のテスト実行モードで行います。詳細については，Quality Center のマ

ニュアルを参照してください。

テストを実行し，前のテスト実行の結果を上書きするには，［一時実行結果

フォルダ（プロジェクトに未保存）］オプションを選択します。

注：QuickTest では，すべてのテストの一時的なテスト実行結果が＜システム・

ドライブ＞ :\Temp\TempResults に格納されます。［一時実行結果フォルダ

（プロジェクトに未保存）］オプションのテキスト・ボックスに表示されるパス

は読み取り専用のため，変更できません。

 5［OK］をクリックします。［実行］ダイアログ・ボックスが閉じ，QuickTest に
よってテストの実行が開始されます。QuickTest によるテストの実行が進行する

と同時に，キーワード・ビューの各ステップが強調表示されます。 

テストの実行が停止すると，［オプション］ダイアログ・ボックスの［実行］

タブで［テスト実行終了時に結果を表示する］チェック・ボックスをクリアし

ていない限り，［テスト結果］ウィンドウが表示されます。［オプション］ダイ

アログ・ボックスの詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユー

サーズ・ガイド』の第 24 章「グローバル・テスト・オプションの設定」を参

照してください。



第 4 部 • その他の Mercury 製品を使用した作業

376

テストの実行が停止すると，ステータス・バーに「アップロードしています」

と表示されます。アップロード処理が完了すると，［テスト結果］ウィンドウ

が表示されます。

注：不具合は，発生するたび自動的に，または手作業で QuickTest の［テスト

結果］ウィンドウから Quality Center プロジェクトに直接報告できます。詳細に

ついては，『QuickTest Professional 基本機能ユーサーズ・ガイド』の 686 ペー

ジ「実行セッション中に検出された不具合の送信」を参照してください。

QuickTest でのテストのバージョン管理

バージョン・コントロールがサポートされている Quality Center プロジェクトに 
QuickTest を接続すると，古いバージョンを維持したまま，自動化されたテス

ト・スクリプトの更新や変更ができます。これにより，各テスト・スクリプト

に加えた変更の追跡，テスト・スクリプトのバージョン間の変更の確認，テス

ト・スクリプトの旧バージョンの復元が容易になります。 

バージョン・コントロールがサポートされているプロジェクトにテストを保存

すると，バージョン・コントロール・データベースにテストが追加されます。

バージョン・コントロール・データベースを対象にテストをチェック・イン，

チェック・アウトすることで，テストのバージョンを管理します。 

最新バージョンのテストは，Quality Center のテスト・リポジトリにあり，

Quality Center によってすべてのテストの実行に使用されます。
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注：

バージョン・コントロールがサポートされている Quality Center プロジェクトを

利用するは，バージョン・コントロールのソフトウェアと Quality Center のバー

ジョン・コントロール・アドインをインストールする必要があります。詳細に

ついては，Quality Center のマニュアルを参照してください。

［バージョン］メニュー・オプション群は，バージョン・コントロールがサ

ポートされている Quality Center プロジェクトのデータベースに接続して 
Quality Center テストを開いている場合にだけ使用できます。

バージョン・コントロール・データベースへのテストの追加 
バージョン・コントロールがサポートされている Quality Center プロジェクトに

［名前を付けて保存］を使って新規のテストを保存すると，QuickTest によって

自動的にテストがプロジェクトに保存され，バージョン・コントロール・デー

タベースにバージョン番号 1.1.1 としてチェック・インされ，その後作業を続

けられるようにチェック・アウトされます。 

QuickTest ステータス・バーにはそのつど各操作が表示されます。ただし，既存

のテストに変更を保存しても，そのテストをチェック・インすることにはなり

ません。テストを保存して閉じても，チェック・インを選択するまではテスト

はチェック・アウトしたままです。詳細については，380 ページ「バージョ

ン・コントロール・データベースへのテストのチェック・イン」を参照してく

ださい。
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バージョン・コントロール・データベースからのテストのチェック・ア
ウト

［ファイル］＞［開く］＞［テスト］を選択して，現在バージョン・コント

ロール・データベースにチェック・インされているテストを開くと，テストは

読み取り専用モードで開きます。 

注：［Quality Center からテストを開く］ダイアログ・ボックスには，プロジェ

クトの各テストのバージョン・コントロール・ステータスを示すアイコンが表

示されます。詳細については，362 ページ「Quality Center プロジェクトのテス

トを開く」を参照してください。

チェック・インしたテストを確認できます。また，テストを実行して結果を表

示することもできます。 

テストに変更を加えるには，テストをチェック・アウトする必要があります。

テストをチェック・アウトすると，テストは Quality Center によってユーザの固

有のチェック・アウト・ディレクトリ（初めてテストをチェック・アウトする

ときに自動的に作成されます）にコピーされ，プロジェクト・データベース内

のテストがロックされます。これにより，テストに加えた変更を Quality Center 
プロジェクトのほかのユーザに上書きされないようにします。ただし，この場

合でも，ほかのユーザはデータベースにチェック・インされているテストの最

新バージョンを実行できます。 

テストを保存して閉じることはできますが，Quality Center データベースにテス

トを戻すまでテストはロックされています。テストを解放するには，テストを

チェック・インするかチェック・アウト操作を取り消します。テストのチェッ

ク・インの詳細については，380 ページ「バージョン・コントロール・データ

ベースへのテストのチェック・イン」を参照してください。チェック・アウト

の取り消しの詳細については，386 ページ「チェック・アウト操作の取り消し」

を参照してください。

標準設定では，チェック・アウト・オプションはテストの最新バージョンにア

クセスします。古いバージョンのテストもチェック・アウトできます。詳細に

ついては，382 ページ「［バージョンの履歴］ダイアログ・ボックスの使用方

法」を参照してください。
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最新バージョンのテストをチェック・アウトするには，次の手順を実行します。

 1 チェック・アウトするテストを開きます。詳細については，362 ページ

「Quality Center プロジェクトのテストを開く」を参照してください。

注：開こうとしているテストが現在チェック・インされていることを確認しま

す。自分がすでにチェック・アウトしているテストを開くと，［チェック アウ

ト］オプションは無効になります。ほかのユーザによってチェック・アウトさ

れているテストを開くと，［バージョンの履歴］オプションを除くすべての

［Quality Center バージョン コントロール］オプション群が無効になります。

 2［バージョン］＞［チェック アウト］を選択します。［チェック アウト］ダイ

アログ・ボックスが開き，チェック・アウトされるテスト・バージョンが表示

されます。 

 3［コメント］ボックスに変更の詳細を入力します。

 4［OK］をクリックします。読み取り専用のテストが閉じて，書き込み可能テス

トとして再び自動的に開きます。
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 5 必要に応じてテストを表示または編集します。 

注：テストをチェック・インせずに変更を保存して閉じることができますが，

テストをチェック・インするまで，ほかの Quality Center ユーザは加えられた変

更を利用できません。変更を加えたテストをチェック・インしない場合は，

チェック・アウトを取り消すことができます。テストのチェック・インの詳細

については，380 ページ「バージョン・コントロール・データベースへのテス

トのチェック・イン」を参照してください。チェック・アウトの取り消しの詳

細については，386 ページ「チェック・アウト操作の取り消し」を参照してく

ださい。

バージョン・コントロール・データベースへのテストのチェック・イン

あるテストがチェック・アウトされていても，Quality Center ユーザは以前に

チェック・インされたバージョンを実行できます。たとえば，テストのバー

ジョン 1.2.3 をチェック・アウトし，いくつか変更を加えてテストを保存する

とします。バージョン 1.2.4（または指定した別の番号）としてテストをバー

ジョン・コントロール・データベースに再びチェック・インするまで，Quality 
Center ユーザはバージョン 1.2.3 を引き続き実行できます。

テストの変更が終了し，Quality Center ユーザに新しいバージョンを使用しても

らう準備が整ったら，バージョン・コントロール・データベースにテストを

チェック・インします。

注：Quality Center データベースにテストをチェック・インしたくない場合は，

チェック・アウト操作を取り消すことができます。詳細については，386 ペー

ジ「チェック・アウト操作の取り消し」を参照してください。

テストをバージョン・コントロール・データベースにチェック・インして戻す

と，Quality Center はチェック・アウト・ディレクトリからテストのコピーを削

除し，Quality Center プロジェクトのほかのユーザがそのバージョンのテストを

利用できるように，データベース内のテストのロックを解除します。
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現在開いているテストをチェック・インするには，次の手順を実行します。

 1 現在開いているテストを自分がチェック・アウトしていることを確認します。

詳細については，382 ページ「テストのバージョン情報の表示」を参照してく

ださい。

注：開いているテストが現在チェック・インされていると，［チェック イン］

オプションは無効になります。ほかのユーザによってチェック・アウトされて

いるテストを開くと，［バージョンの履歴］オプションを除くすべての

［Quality Center バージョン コントロール］オプション群が無効になります。

 2［ファイル］＞［Quality Center バージョン コントロール］＞［チェック イ
ン］を選択します。［チェック イン］ダイアログ・ボックスが表示されます。 

 3 標準設定の新しいバージョン番号を受け入れて手順 7 に進むか，参照ボタンを

クリックしてユーザ定義のバージョン番号を指定します。参照ボタンをクリッ

クすると，［チェック イン］ダイアログ・ボックスが開きます。 
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 4 バージョン番号を，手作業またはバージョン番号の各要素の横にある上向き矢

印と下向き矢印を使って変更します。最初の要素に入力できる数字は 1 ～ 900 
です。第 2，第 3 の要素に入力できる数字は 1 ～ 999 です。バージョン・コン

トロール・データベースにある対象のテストの最新バージョン番号よりも低い

バージョン番号は入力できません。

 5［OK］をクリックしてバージョン番号を保存し，［チェック イン］ダイアロ

グ・ボックスを閉じます。

 6 テストのチェック・アウト時に変更の詳細を入力した場合，その詳細は［コメ

ント］ボックスに表示されます。コメントの入力や修正はこのボックスで行え

ます。

 7［OK］をクリックし，テストをチェック・インします。テストが閉じて，読み

取り専用のテストとして再び自動的に開きます。

［バージョンの履歴］ダイアログ・ボックスの使用方法

［バージョンの履歴］ダイアログ・ボックスを使って，現在開いているテスト

に関するバージョン情報の表示や，古いバージョンのテストの表示および取得

が行えます。

テストのバージョン情報の表示

Quality Center バージョン・コントロール・データベースに格納されている任意

の開いているテストのバージョン情報を，現在のステータスに関係なく表示で

きます。
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テストの［バージョンの履歴］ダイアログ・ボックスを開くには，テストを開

き［バージョン］＞［バージョンの履歴］を選択します。 

［バージョンの履歴］ダイアログ・ボックスには次の情報が表示されます。

［テスト名］：現在開いているテストの名前です。

［テストのステータス］：テストのステータスです。次のいずれかになります。 

➤［チェック イン］：このテストは，現在バージョン・コントロール・データ

ベースにチェック・インされています。テストは現在読み取り専用形式で開

いています。テストをチェック・アウトして編集できます。

➤［チェック アウト］：このテストは，現在ユーザ自身がチェック・アウトし

ています。テストは現在読み書き可能な形式で開いています。

➤［＜他のユーザ＞によるチェック アウト］：このテストは，現在他のユーザ

によってチェック・アウトされています。テストは現在読み取り専用形式で

開いています。示されているユーザがテストをチェック・インするまで，テ

ストのチェック・アウトや編集はできません。

［開いているテストのバージョン］：現在 QuickTest コンピュータで開いている

テストのバージョンです。
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［バージョン詳細］：テストのバージョンの詳細です。

➤［バージョン］：テストのバージョンの一覧です。

➤［ユーザ］：各バージョンのチェック・インをしたユーザです。

➤［日付］：各バージョンがチェック・インされた日です。［時刻］：各バージョ

ンがチェック・インされた時刻です。

［コメント］：選択したテスト・バージョンがチェック・インされたときに入力

されたコメントです。

以前のバージョンのテストを対象とした作業

古いバージョンのテストは，読み取り専用モードで表示するか，チェック・ア

ウトして最新バージョンとしてチェック・インできます。

古いバージョンのテストを表示するには，次の手順を実行します。

 1 Quality Center テストを開きます。最新バージョンのテストが開きます。詳細に

ついては，362 ページ「Quality Center プロジェクトのテストを開く」を参照し

てください。 

 2［ファイル］＞［Quality Center バージョン コントロール］＞［バージョンの

履歴］を選択します。［バージョンの履歴］ダイアログ・ボックスが表示され

ます。

 3 表示するテストのバージョンを［バージョン詳細］リストから選択します。

 4［バージョンの取得］ボタンをクリックします。テストがチェック・アウトさ

れていないため読み取り専用モードで開く旨を知らせるメッセージが表示され

ます。 

 5［OK］をクリックし，QuickTest メッセージを閉じます。選択したバージョンが

読み取り専用モードで開きます。 
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ヒント：

現在 QuickTest で開いているバージョン番号を確認するには，［バージョンの履歴］

ダイアログ・ボックスの［開いているテストのバージョン］の値を調べます。

［バージョンの取得］オプションを使用して読み取り専用モードで古いバー

ジョンを開いたら，［バージョン］＞［チェック アウト］を選択して，開いて

いるテストをチェック・アウトできます。これは，［バージョンの履歴］ダイア

ログ・ボックスで［チェック アウト］ボタンを使用するのと同等の機能です。

古いバージョンのテストをチェック・アウトするには，次の手順を実行します。

 1 Quality Center テストを開きます。最新バージョンのテストが開きます。詳細に

ついては，362 ページ「Quality Center プロジェクトのテストを開く」を参照し

てください。 

 2［ファイル］＞［Quality Center バージョン コントロール］＞［バージョンの

履歴］を選択します。［バージョンの履歴］ダイアログ・ボックスが表示され

ます。

 3 表示するテストのバージョンを［バージョン詳細］リストから選択します。

 4［チェック アウト］ボタンをクリックします。確認メッセージが開きます。

 5 古いバージョンのテストをチェック・アウトすることを確認します。［チェッ

ク アウト］ダイアログ・ボックスが開き，チェック・アウトされるテスト・

バージョンが表示されます。 

 6［コメント］ボックスに変更の詳細を入力します。

 7［OK］をクリックします。開いていたテストが閉じ，選択したバージョンが書

き込み可能テストとして開きます。
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 8 必要に応じてテストを表示または編集します。 

 9 新規の最新バージョンとしてテストを Quality Center データベースにチェック・

インするには，［ファイル］＞［バージョン コントロール］＞［チェック イ
ン］を選択します。変更したテストを Quality Center にアップロードしない場合

は，［ファイル］＞［Quality Center バージョン コントロール］＞［チェック 
アウト作業を元に戻す］を選択します。

テストのチェック・インの詳細については，380 ページ「バージョン・コント

ロール・データベースへのテストのチェック・イン」を参照してください。

チェック・アウトの取り消しの詳細については，386 ページ「チェック・アウ

ト操作の取り消し」を参照してください。

チェック・アウト操作の取り消し

テストをチェック・アウトした後に，変更を加えたテストを Quality Center に
アップロードしないと決定した場合は，ほかの Quality Center ユーザがチェッ

ク・アウトできるように，チェック・アウト操作を取り消す必要があります。

チェック・アウト操作を取り消すには，次の手順を実行します。

 1 チェック・アウトしたテストをまだ開いていない場合は開きます。

 2［ファイル］＞［Quality Center バージョン コントロール］＞［チェック アウ

ト作業を元に戻す］を選択します。

 3［はい］をクリックし，チェック・アウト操作の取り消しを確定します。チェッ

ク・アウト操作が取り消されます。チェック・アウトしたテストが閉じ，前回

チェック・インしたバージョンが読み取り専用モードで再び開きます。
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Quality Center テストの実行に関する設定

Quality Center データベースに格納されている QuickTest テストの実行は，

QuickTest，またはコンピュータにインストールされている Quality Center クライ

アント，あるいはリモートの Quality Center クライアントまたはサーバを介して

行います。Quality Center は，QuickTest テストを実行するときに関連アドイン一

覧を使用して，テストに適したアドインを QuickTest コンピュータにロードし

ます。詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユーサーズ・ガイド』

の 749 ページ「関連アドインの変更」および 366 ページ「テンプレート・テス

トを使用した作業」を参照してください。

注：QuickTest コンピュータがログオフまたはロックされている場合，Quality 
Center から QuickTest テストを実行することはできません。

Quality Center テストを QuickTest コンピュータで実行するとき，失敗したス

テップに関する不具合を報告するよう指示できます。また，［QuickTest テスト

結果］ウィンドウから Quality Center に手作業で不具合を送信できます。詳細に

ついては，『QuickTest Professional 基本機能ユーサーズ・ガイド』の 686 ペー

ジ「実行セッション中に検出された不具合の送信」を参照してください。

QuickTest テストを実行するようにリモートの Quality Center クライアントに指

示する前に，QuickTest アプリケーションを使用する権限を Quality Center に与

える必要があります。QuickTest リモート・エージェントの設定の表示や修正も

できます。
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Quality Center に対する QuickTest コンピュータでのテストの実行許可

セキュリティ上の理由により，QuickTest アプリケーションへのリモート・アク

セスは許可されていません。Quality Center（またはほかのリモート・アクセス

のクライアント）に対して QuickTest テストを開いて実行する許可を与えるに

は，［他の Mercury 製品でテストまたはコンポーネントを実行可能にする］オ

プションを選択する必要があります。

また，QuickTest テストを Quality Center からリモート実行する必要があり，

QuickTest が Windows XP Service Pack 2 または Windows 2003 Server にインス

トールされている場合は，先に DCOM のアクセス許可を変更してファイア

ウォール・ポートを開く必要があります。詳細については，『QuickTest 
Professional インストール・ガイド』を参照するか，またはナレッジ・ベース

（http://support.mercury.com/cgi-bin/portal/CSO/kbBrowse.jsp）にアクセスして

記事番号 43245 を検索してください。

リモートの Quality Center クライアントが QuickTest コンピュータでテストを

実行できるようにするには，次の手順を実行します。

 1 QuickTest を開きます。

 2［ツール］＞［オプション］を選択するか，［オプション］ツールバー・ボタン

をクリックします。［オプション］ダイアログ・ボックスが開きます。

 3［実行］タブをクリックします。

 4［他の Mercury 製品でテストまたはコンポーネントを実行可能にする］チェッ

ク・ボックスを選択します。

詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユーサーズ・ガイド』の 713
ページ「テストの実行オプションの設定」を参照してください。

ヒント：Quality Center から QuickTest テストにアクセスするには，Quality 
Center 用の QuickTest アドインが Quality Center コンピュータにインストールさ

れている必要があります。このアドインの詳細については，QuickTest 
Professional アドイン画面 （Quality Center のメイン画面からアクセスできます）

を参照してください。

http://support.mercury.com/cgi-bin/portal/CSO/kbBrowse.jsp


 第 14 章 • Quality Center を使用した作業

389

389

QuickTest リモート・エージェントの設定

Quality Center から QuickTest テストを実行すると，QuickTest コンピュータで 
QuickTest リモート・エージェントが開きます。テストが Quality Center などの

リモートのアプリケーションによって実行された場合の QuickTest の動作は，

QuickTest リモート・エージェントによって決まります。 

いつでも［リモート エージェントの設定］ダイアログ・ボックスを開いて，

Quality Center がコンピュータで QuickTest テストを実行するときに QuickTest ア
プリケーションが使用する設定の表示や変更ができます。

［リモート エージェントの設定］ダイアログ・ボックスを開くには，次の手順

を実行します。

 1［スタート］メニューの［QuickTest Professional］プログラム・グループか

ら［Tools］＞［Remote Agent］を選択します。リモート・エージェントが開

き，リモート・エージェントのアイコンがタスクバー・トレイに表示されます。
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 2 リモート・エージェント・アイコンを右クリックし，［設定］を選択します。

［リモート エージェントの設定］ダイアログ・ボックスが開きます。  

 3 ダイアログ・ボックスで設定の表示や変更ができます。詳細については次ペー

ジの「［リモート エージェントの設定］ダイアログ・ボックスについて」を参

照してください。

 4［OK］をクリックし，設定を保存してダイアログ・ボックスを閉じます。

 5 リモート・エージェント・アイコンを右クリックして［終了］を選択し，リ

モート・エージェント・セッションを終了します。
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［リモート エージェントの設定］ダイアログ・ボックスについて

［リモート エージェントの設定］ダイアログ・ボックスでは，Quality Center が
コンピュータで QuickTest テストを実行するときに QuickTest アプリケーション

が使用する設定の表示や変更ができます。  

［リモート エージェントの設定］ダイアログ・ボックスには，次のオプション

があります。

オプション 詳細

［レベル］ Quality Center が QuickTest テストを実行するときに

作成されるログに含まれる内容のレベルです。 
［なし］（標準設定）：ログは作成されません。

［低］：ログには Quality Center と QuickTest の間の通

信エラーがすべて表示されます。

［中］：ログには Quality Center と QuickTest の間の通

信エラーと，Quality Center と QuickTest の間の通信

に関するほかの重要な操作の情報が含まれます。

［高］：ログには Quality Center と QuickTest の通信に

関する，すべての利用可能な情報が含まれています。

［ログの保管フォルダ］ ログ・ファイルが格納されているフォルダのパスで

す。［レベル］オプションでログの種類を指定した場

合に必要です。

［テスト ツールの再起動 X 
回実行後］

Quality Center がテスト実行を指定されている回数完

了させたら，QuickTest アプリケーションを再起動し

ます。QuickTest は再起動すると，テスト・セットの

中の次のテストを実行します。 
このオプションを使用して利用可能なメモリを最大限

にできます。

テスト・セット中に QuickTest を再起動しない場合は，

0（標準設定）を入力してください。

［テスト実行前に、開かれ

ている編集中のテストを保

存する］

リモート・エージェントによってテストの実行が開始

されるときに，QuickTest で既存の（命名済みの）テ

ストが開かれている場合，このオプションにより，テ

ストに加えられたすべての変更が保存されます。
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［テスト実行前に、開かれ

ている新規テストを保存す

る］

リモート・エージェントによってテストの実行が開始

されるときに，QuickTest で新規の（命名されていな

い）テストが開かれている場合，このオプションはテ

ストに連番が付いたテスト名を指定して

＜ QuickTest のインストール・フォルダ＞

\Tests\Quality Center に保存します。

［テスト実行後、新規テス

トを開く］

標準設定では，すべてのテストの実行が終わったと

き，リモート・エージェントによって最後に実行され

たテストは QuickTest で開いたままです。ただし，開

いているテストに共有リソース（共有オブジェクト・

リポジトリやデータ・テーブル・ファイルなど）が関

連付けられている場合，これらのリソースは，テスト

が閉じられるまでほかのユーザに対してロックされて

います。このオプションを選択すれば，Quality Center 
が実行する最後のテストを閉じ，代わりに空のテスト

を開くことができます。

［QuickTest を非表示モー

ドで実行する］

非表示（サイレント）モードで QuickTest を実行する

かどうかを指定します。

［テスト ツールを再起動す

るタイミング］

次に示す項目に指定されている秒数が経過しても応答

がない場合，QuickTest を再起動します。

操作：開く，実行などの QuickTest 操作です。

クエリ：リモートのアプリケーションが実行してアプ

リケーションの応答を確認する，標準のステータス・

クエリです（Quality Center の get_status クエリなど）。 
両方のオプションの標準設定の値は 2700 秒（45 分）

です。ただし，QuickTest 操作の応答時間が長くなる

ことはあっても，クエリの応答時間は通常数秒しかか

かりません。したがって，それぞれのオプションに異

なる値を設定するとよいでしょう。

オプション 詳細
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第 15 章
Business Process Testing を使用した作業

Business Process Testing のサポートが組み込まれた Quality Center プロジェクト

に接続すると，QuickTest で Quality Center ビジネス・プロセス・テストで使用

されるコンポーネントのステップの作成や実装を行えます。

本章では，次の内容について説明します。

➤ Business Process Testing での作業

➤ Business Process Testing での役割について

➤ Business Process Testing のテスト手法について

Business Process Testing での作業

Business Process Testing では，各分野のエキスパートがテストの実施および自動

テスト環境の向上を目的として，キーワード駆動方式のテストを作成できます。

Business Process Testing は QuickTest を Quality Center と組み合わせて使用し，専

用の Business Process Testing ライセンスを購入することによって有効にできま

す。QuickTest 内から Business Process Testing を使って作業するためには，

Business Process Testing のサポートが組み込まれた Quality Center プロジェクト

に接続する必要があります。

本項では Business Process Testing モデルの概要を説明します。詳細については，

『Business Process Testing ユーザーズ・ガイド』（Quality Center 付属マニュアル

に含まれています）および『QuickTest Professional for Business Process Testing 
ユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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Business Process Testing での役割について

Business Process Testing モデルはロール（役割）・ベースであり，（Quality Center 
で作業を行う）技術者でない各分野のエキスパートが，（QuickTest Professional 
で作業を行う）オートメーション・エンジニアと効率よく連携をとれるように

なっています。各分野のエキスパートは，ビジネス・プロセス，ビジネス・コ

ンポーネントおよびビジネス・プロセス・テストを定義し文書化します。一

方，オートメーション・エンジニアは，共有オブジェクト・リポジトリ，関数

ライブラリ，回復シナリオといった必要なリソースおよび設定を定義します。

両者が連携することで，各分野のエキスパートにプログラミングの知識がなく

ても，ビジネス・プロセス・テストを作成し，データ駆動し，文書化し，実行

できます。

注：役割の構造と，組織における役割ごとに実行されるタスクは，組織で採用

されている方法論に応じて，ここに記述されているものとは異なる場合があり

ます。これらの役割は柔軟性があり，Business Process Testing を使用する人の能

力と時間に応じても役割は異なります。たとえば，各分野のエキスパートのタ

スクおよびオートメーション・エンジニアのタスクを同じ人が実行する場合も

あります。組織に応じて定義すべき役割，またはユーザ・タイプに応じて実行

できる Business Process Testing タスクを規定する製品固有の役割や制限はあり

ません（ユーザが正しい権限を持っている限り）。

Business Process Testing モデルには，次のユーザの役割の分類があります。

各分野のエキスパート：各分野のエキスパートは，アプリケーション・ロジッ

クに関する知識，システム全体の深い理解，テスト対象アプリケーションの基

本となる個々の要素とタスクに関する深い理解を有しています。これにより，

各分野のエキスパートはテストが必要な運用シナリオやビジネス・プロセスを

決定したり，複数のビジネス・プロセスに共通の重要なビジネス・アクティビ

ティを特定したりできます。

Quality Center でビジネス・コンポーネント・モジュールを使用して，各分野の

エキスパートは，アプリケーションを対象に実行される個別のタスクと，こう

したタスクの前後のアプリケーションの条件または状態を記述するビジネス・

コンポーネントを作成します。その後，各分野のエキスパートは，ビジネス・

プロセスを構成する各ビジネス・コンポーネントの個々のステップを手動形

式，すなわち自動化されていないステップ形式で定義します。 
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デザイン段階で，各分野のエキスパートは，オートメーション・エンジニアと

作業を行い，コンポーネントの自動化に必要なリソースおよび設定を特定し，

オートメーション・エンジニアがそれらを準備できるようにします。リソース

と設定が準備できたら，各分野のエキスパートがそれらをキーワード駆動型の

コンポーネントに変換して，手動のステップを自動化します。このプロセスで

は，各コンポーネントのアプリケーション領域を選択する必要があります。ア

プリケーション領域には，必要なすべてのリソース・ファイルおよび設定が含

まれます。これらは，テスト対象アプリケーションの特定の領域に固有のリ

ソース・ファイルおよび設定です。各コンポーネントをアプリケーション領域

に関連付けることで，コンポーネントはこれらのリソースおよび設定にアクセ

スできるようになります。

各分野のエキスパートは Quality Center のテスト計画モジュールを使用してビジ

ネス・コンポーネントを組み合わせて，連続するコンポーネントのフローで構

成されるビジネス・プロセス・テストを作成します。たとえば，ほとんどのア

プリケーションでは，ユーザはアプリケーションの何らかの機能にアクセスす

る前にログインする必要があります。各分野のエキスパートは，このログイン

の手順を行う 1 つのビジネス・コンポーネントを作成できます。このコンポー

ネント・プロシージャは，さまざまなビジネス・プロセス・テストで使用でき

ます。その結果，保守，更新，テスト管理がより容易かつコスト効率の高いも

のになります。

各分野のエキスパートは，ビジネス・プロセス・テストに使用される値を設定

し，それらをテスト・セットの中で実行して，結果を検討します。また，各ビ

ジネス・コンポーネントのテスト・ステップの保守も担当します。

コンポーネントを定義する間，各分野のエキスパートはオートメーション・エ

ンジニアと協力を続けます。たとえば，コンポーネントに新しい操作（機能）

を要求したり，コンポーネントに対して計画されている今後の変更を検討した

りすることが考えられます。

オートメーション・エンジニア：オートメーション・エンジニアは QuickTest 
Professional のような自動テスト・ツールの使用に関するエキスパートです。

オートメーション・エンジニアは各分野のエキスパートと連携して，さまざま

なビジネス・プロセス・テストで必要なリソースを特定します。 
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その後，オートメーション・エンジニアは，個別のコンポーネントに関連付け

られている機能をテストするために必要なリソースおよび設定を準備し，それ

らを Quality Center プロジェクト内のアプリケーション領域に格納します。

Quality Center プロジェクトは，特定のアプリケーションを対象にしたビジネ

ス・プロセス・テストの作成および実行を担当する各分野のエキスパートが使

用するプロジェクトと同じものです。 

各アプリケーション領域は，コンポーネントに必要なすべてのリソースおよび

設定を保存する 1 つのエンティティとしての役割を果たします。これは，アプ

リケーションの特定部分のテストに関連付けられているすべての要素の保守を

集中して行う場所となります。アプリケーション領域には一般に，1 つ以上の

共有オブジェクト・リポジトリ，コンポーネントに対して使用できるキーワー

ドのリスト，自動化関数（操作）を含む関数ライブラリ，失敗したステップの

ための回復シナリオ，そのほかコンポーネントが正しく動作するために必要な

他のリソースおよび設定が含まれています。コンポーネントは，アプリケー

ション領域内のリソースおよび設定に結び付いています。したがって，アプリ

ケーション領域に変更が加えられると，関連するすべてのコンポーネントが自

動的に更新されます。 

オートメーション・エンジニアは QuickTest の仕組みおよび機能を使用して，

QuickTest からこれらのリソースを作成します。たとえば，QuickTest では，

オートメーション・エンジニアは，アプリケーションの開発が完了する前で

も，各種の共有オブジェクト・リポジトリを作成し，テスト対象アプリケー

ション内のさまざまなオブジェクトを表すテスト・オブジェクトを含めること

ができます。その後，オートメーション・エンジニアは必要に応じてリポジト

リ・パラメータなどを追加できます。オートメーション・エンジニアは，オブ

ジェクト・リポジトリ・マネージャを使用して各種のオブジェクト・リポジト

リを管理でき，オブジェクト・リポジトリ結合ツールを使用してリポジトリを

結合できます。オートメーション・エンジニアはまた，QuickTest の関数ライブ

ラリ・エディタを使用して，プログラミング・ロジックの使用を通じて特定の

タスクの実行に必要なステップをカプセル化する関数を含む関数ライブラリ

を，作成およびデバッグすることもできます。 

オートメーション・エンジニアによって作成されたリソースを使用して，各分

野のエキスパートはコンポーネント・ステップを自動化し，コンポーネントお

よびビジネス・プロセス・テストの作成と保守ができます。

オートメーション・エンジニアは，必要に応じて QuickTest の中でコンポーネ

ントを作成，デバッグ，および変更することもできます。
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Business Process Testing のワークフローについて

Business Process Testing のワークフローはテストのニーズに応じて異なります。

次は一般的なワークフローの例です。
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Business Process Testing のテスト手法について

各分野のエキスパートが作成する各シナリオは，ビジネス・プロセス・テスト

です。1 つのビジネス・プロセス・テストは，連続するコンポーネントのフロー

で構成されています。各コンポーネントによって特定のタスクが実行されます。

また，コンポーネントから後続のコンポーネントにデータを引き渡せます。 

コンポーネントについて

コンポーネントは，保守が簡単で，特定のタスクを実行する再利用可能なスク

リプトであり，効果的なビジネス・プロセス・テスト構造を作成できる基礎的

な要素です。コンポーネントは細分化されたビジネス・プロセスの一部です。

たとえば，ほとんどのアプリケーションのユーザは，何かを行う前にログイン

する必要があります。各分野のエキスパートは，アプリケーションへログイン

する手続きを行う 1 つのコンポーネントを作成できます。各コンポーネントは

別のビジネス・プロセスのテストで再利用できます。その結果，保守，更新，

テスト管理がより容易になります。

コンポーネントはステップで構成されています。たとえば，ログイン・コン

ポーネントの最初のステップではアプリケーションを開きます。第 2 ステップ

はユーザ名の入力です。第 3 ステップはパスワードの入力，そして第 4 ステッ

プは［ログイン］ボタンのクリックです。

サポートされている任意の環境を対象としたステップの追加，特定の項目のパ

ラメータ化，および特定のタスクの実行に必要なステップをカプセル化する関

数（操作）の組み込みによるコンポーネントの拡張など，QuickTest の中でコン

ポーネントの作成および編集ができます。Quality Center では，各分野のエキス

パートはコンポーネントを作成し，それらを組み合わせて，アプリケーション

が想定どおりに動作することをチェックするために使用するビジネス・プロセ

ス・テストを組み立てます。
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Quality Center ビジネス・コンポーネント・モジュールでのコンポーネ
ントの作成

各分野のエキスパートは，新規のコンポーネントを作成し，Quality Center のビ

ジネス・コンポーネント・モジュールの中でそれを定義できます。 

ビジネス・コンポーネント・モジュールには，次の要素が含まれています。 

➤ 説明：コンポーネントの目的またはゴールのサマリおよびコンポーネントの実

行前後のアプリケーション状態（前提条件および後堤条件）を指定します。

➤ スナップショット：コンポーネントの目的や操作を視覚的に示すイメージを表

示します。

➤ パラメータ：ビジネス・コンポーネントの入力コンポーネント・パラメータ値

および出力コンポーネント・パラメータ値を指定します。パラメータを実装お

よび使用することで，コンポーネントは，外部ソースからデータを受け取り，

ビジネス・プロセス・テスト・フローのほかのコンポーネントにデータを渡す

ことができるようになります。

➤ ステップのデザイン：ビジネス・コンポーネントの手動ステップを作成または

表示できます。必要に応じて手動ステップを自動化できます。

コンポーネント・ツリー

ビジネス・コンポーネント・
モジュール・タブ

Quality Center サイド・バー

メニュー・バー

ツールバー

Quality Center
共通ツールバー

コンポーネント要求表示枠
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➤ オートメーション：自動化されたコンポーネントを表示し，アクセスできるよ

うにします。キーワード駆動型のコンポーネント用に，キーワード方式のテー

ブル形式で自動化されたビジネス・コンポーネントのステップを作成および変

更できます。また実装されているコンポーネントの各ステップについて分かり

やすく書かれた説明が表示されます。 

➤ 使用対象：現在選択されているビジネス・コンポーネントが含まれるビジネ

ス・プロセス・テストの詳細が示されます。また，テスト計画モジュールの関

連ビジネス・プロセス・テストへのリンクも示されます。

➤ コンポーネント要件表示枠：テスト計画モジュールで生成された新しいコン

ポーネント要件を処理します。コンポーネント要件とは，プロジェクトに新規

ビジネス・コンポーネントを追加する要件です。

QuickTest Professional でのコンポーネントの実装

一般に，コンポーネントは各分野のエキスパートが Quality Center  の中で作成

しますが，QuickTest の中でも作成およびデバックができます。 

QuickTest 内では，サポートされている任意の環境を対象としたステップを記録

するか，ステップを手動で追加することで，コンポーネントを作成します（オ

ブジェクト・リポジトリにデータが設定されており，必要な操作が利用可能な

場合）。特定の項目のパラメータ化が可能です。また，コンポーネント固有の

オプションの表示や設定も行えます。

QuickTest では，2 種類のコンポーネントの作成および変更が可能です。ビジネ

ス・コンポーネントおよびスクリプト・コンポーネントの 2 つです。ビジネ

ス・コンポーネントは，特定のタスクを実行する 1 つ以上のステップで構成さ

れている，保守が容易で再利用可能な単位です。スクリプト・コンポーネント

は，プログラム・ロジックを含むことのできる自動化されたコンポーネントで

す。スクリプト・コンポーネントは，テスト・アクションおよびビジネス・コ

ンポーネントの両方の機能を併せ持ちます。たとえば，キーワード・ビュー，

エキスパート・ビュー，その他の QuickTest ツールやオプションを使用して，

QuickTest の中でスクリプト・コンポーネントの作成，表示，変更，デバッグが

行えます。スクリプト・コンポーネントは複雑なため，QuickTest 内でのみ編集

可能です。 

Quality Center では，各分野のエキスパートは QuickTest 内で作成されたコン

ポーネントを開けます。その後，各分野のエキスパートはビジネス・コンポー

ネントを表示および編集できますが，スクリプト・コンポーネントについては

詳細のみを表示できます。



 第 15 章 • Business Process Testing を使用した作業

401

401

Quality Center テスト計画モジュールでのビジネス・プロセスのテスト
の作成

ビジネス・プロセス・テストを作成するには，各分野のエキスパートがビジネ

ス・プロセス・テストに適したコンポーネントを選択（ドラッグ・アンド・ド

ロップ）し，それらの実行設定を設定します。 

各コンポーネントは，ビジネス・プロセス・テストごとに異なる使い方ができ

ます。たとえば，コンポーネントに対してテストごとに異なる入力パラメータ

値を使用したり，異なる反復回数で実行されるよう設定したりできます。

ビジネス・プロセス・テストを作成しているときに，各分野のエキスパート

が，ビジネス・プロセス・テストに必要な要素に対してコンポーネントがまだ

定義されていないことに気付いたとします。その場合は，テスト計画モジュー

ルからコンポーネント要求を送信できます。

ビジネス・プロセスのテストの実行と結果の分析

QuickTest で［実行］オプションや［デバッグ］オプションを使用して，個々の

コンポーネントの実行やデバッグができます。

Quality Center のテスト計画モジュールからテストを実行して，ビジネス・プロ

セス・テストのデバッグが行えます。このモジュールから実行する場合，デ

バッグ・モードで実行するコンポーネントを選択できます（その場合，コン

ポーネントの開始時に実行が一時停止します）。

ビジネス・プロセスのテストがデバッグされ，通常のテスト実行の準備が整っ

たら，各分野のエキスパートは，他のテストを Quality Center で実行する場合と

同様の方法で，テストのラボ・モジュールからテストを実行します。テストを

実行する前に，各分野のエキスパートは，テストのラボ・モジュールのグリッ

ドの［反復］カラムを使用して，実行時のパラメータ値と反復を定義できます。

テストのラボ・モジュールから，ビジネス・プロセス・テスト全体の実行結果

を確認できます。結果には，各パラメータの値や，QuickTest によって報告され

た個々のステップの結果が含まれています。

［レポートの表示］のリンクをクリックして，QuickTest レポート全体を開くこ

とができます。この階層化されたレポートには，ビジネス・プロセス・テスト

実行での，それぞれの反復やコンポーネントがすべて含まれています。
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コンポーネントとテストの違いについて

すでに QuickTest を使用したアクション・ベースのテストの作成に慣れている

場合は，その手順とコンポーネントの作成や編集の手順が非常に似ていること

に気付くでしょう。ただし，コンポーネント・モデルの設計や目的により，コ

ンポーネントの作成，編集，実行の点で多少の違いがあります。次のガイドラ

インでは，これらの違いの概要を説明します。

➤ コンポーネントは単独のエンティティです。複数のアクションを含めたり，別

のアクションや別のコンポーネントを呼び出したりすることはできません。

➤ コンポーネントを使って作業をすると，外部ファイルはすべて現在接続してい

る Quality Center プロジェクトに格納されます。

➤ キーワード・ビュー内のコンポーネント・ノードの名前は，保存されているコ

ンポーネントと同じです。ノード名は変更できません。

➤ ビジネス・コンポーネントは，エキスパート・ビューではなくキーワード・

ビューで作成します。

➤ コンポーネントに直接ではなく，コンポーネントのアプリケーション領域を介

してリソースを追加します。

➤ コンポーネントは，関数ライブラリで作成されたユーザ定義のキーワードを使

用して，プロパティ値の確認およびテスト対象アプリケーションの起動などの

操作を実行します。



403

第 16 章
Mercury のパフォーマンス・テスト製品および 
Business Availability Center 製品を使用した
作業

QuickTest を使用して，アプリケーションの機能をテストする一連のテストを作

成して実行できたら，今度はアプリケーションがどれくらいの負荷を処理でき

るかを検証したり，アプリケーションが実行する様子を監視したりできます。 

Mercury LoadRunner は，一定の負荷または過負荷状態でのアプリケーションの

パフォーマンスをテストします。負荷を生成するために，LoadRunner によって

無数の仮想ユーザが実行されます。これらの仮想ユーザは，一貫性のある再現

可能かつ測定可能な負荷を提供し，現実のユーザとまったく同じようにアプリ

ケーションを操作します。 

Mercury Business Availability Center は，エンド・ユーザ体験をリアルタイムで監

視できます。Business Process Monitor は，監視対象アプリケーションを対象に

仮想ユーザを実行して典型的な操作を実行します。

すでに QuickTest でテストを作成して，それがユーザのアクションをうまく表

現することが分かっている場合は，その QuickTest テストをパフォーマンス・

テストおよびアプリケーション管理の基盤として使うことができます。サイレ

ント・テスト・ランナーを使用して，QuickTest テストが LoadRunner およびビ

ジネス・プロセス・モニタから正常に実行されることを事前に確認できます。
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本章では，次の項目について説明します。

➤ Mercury のパフォーマンス・テストおよび Business Availability Center 製品を使

用した作業について

➤ QuickTest のパフォーマンス・テストおよび Business Availability Center の使用

➤ LoadRunner または Business Process Monitor で使用する QuickTest テストの設計

➤ LoadRunner または Business Process Monitor でのテストの挿入と実行

➤ トランザクションの測定

➤ サイレント・テスト・ランナーの使用

Mercury のパフォーマンス・テストおよび Business Availability 
Center 製品を使用した作業について

QuickTest では，アプリケーション全般の機能を検査し，アプリケーションのす

べての要素があらゆる状況で期待どおりに動作することを確認する複雑なテス

トを作成できます。 

Mercury のパフォーマンス・テスト製品および Mercury Business Availability 
Center 製品で使用されている実行メカニズムは同じです。つまり，LoadRunner 
と Business Process Monitor の両方に互換性のあるテストを作成することができ，

QuickTest で設計され，デバッグされたテストやテストのセグメントを利用でき

るということです。

たとえば，QuickTest テストを LoadRunner シナリオの特定のポイントに追加し，

それらのポイントでの追加の負荷によってアプリケーションの機能が影響を受

けていないことを確認できます。また，Business Process Monitor を対象として 
QuickTest テストを実行し，エンドユーザの体験をシミュレートし，アプリケー

ションが正常かつタイムリーに実行されることを確かめることもできます。

また QuickTest は，LoadRunner および Business Process Monitor との統合専用に

設計されているいくつかの機能を提供します。しかし，LoadRunner および

Business Process Monitor は，標準的なユーザ操作を同時に行う多数のユーザを

表す仮想ユーザを使用して，テストを実行するように設計されているので，

QuickTest とこれらの製品を統合すると，QuickTest のいくつかの機能が利用で

きない場合があります。
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LoadRunner か Business Process Monitor またはその両方と，QuickTest とで，1 つ
のテストを使う場合は，テストを設計するときに，各製品がサポートするオプ

ションの違いを考慮しなければなりません。詳細については，406 ページ

「LoadRunner または Business Process Monitor で使用する QuickTest テストの設

計」および 408 ページ「LoadRunner または Business Process Monitor でのテスト

の挿入と実行」を参照してください。

QuickTest のパフォーマンス・テストおよび Business Availability 
Center の使用

Services オブジェクトと関連メソッドを使用して，パフォーマンス・テストお

よび Business Availability Center に特に関連のあるステートメントを挿入できま

す。これらには，AddWastedTime，EndDistributedTransaction，
EndTransaction，GetEnvironmentAttribute，LogMessage，Rendezvous，
SetTransaction，SetTransactionStatus，StartDistributedTransaction，
StartTransaction，および ThinkTime があります。これらのメソッドの詳細に

ついては，『QuickTest Professional オブジェクト・モデル・リファレンス』の

「Services」の節，および，LoadRunner または Business Availability Center のマ

ニュアルを参照してください。

また，［挿入］＞［トランザクションの開始］および［挿入］＞［トランザク

ションの終了］メニュー・オプションまたはツールバー・ボタン を使用して 
StartTransaction および EndTransaction ステートメントを挿入できます。これ

らのオプションの詳細については，410 ページ「トランザクションの測定」を

参照してください。

注：LoadRunner と Business Process Monitor は，トランザクションに含まれた

データだけを使用し，トランザクション外のテストのデータは無視します。
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LoadRunner または Business Process Monitor で使用する 
QuickTest テストの設計

LoadRunner または Business Process Monitor で使用する QuickTest テストは，シ

ンプルに保ち，対象の操作を限定し，外部アクションの使用や外部ファイルへ

の参照は避けるべきです。また，アクションの反復を操作するときは，対応関

係にある StartTransaction ステートメントおよび EndTransaction ステートメン

トが同じアクション内に含まれている必要があります。

LoadRunner 向けのテストの設計

LoadRunner で使用するテストを設計するときは，次のガイドラインに従ってく

ださい。

➤ 外部アクションや，外部データ・テーブル・ファイル，環境変数ファイル，共

有オブジェクト・リポジトリ，関数ライブラリなどの外部リソース（Quality 
Center に保存されているリソースを含む）への参照を含めないようにします。

これは，LoadRunner が外部のアクションやリソースにアクセスできない場合が

あるためです（ただし，リソースがネットワーク上で見つかる場合，QuickTest 
はそのリソースを使用します）。

➤ LoadRunner で有益な情報を提供するためには，すべての QuickTest テストに少

なくとも 1 つのトランザクションを含める必要があります。 

➤ テスト内の最後の（1 つまたは複数の）ステップで，テスト対象のアプリケー

ションを，実行中のすべての子プロセスも含めて必ず終了するようにします。

これにより，テストの次の反復で再びアプリケーションを開くことができるよ

うになります。

Business Process Monitor 向けのテストの設計

Business Process Monitor で使用するテストを設計するときは，次のガイドライ

ンに従ってください。

➤ Business Process Monitor で有益な情報を提供するためには，すべての QuickTest 
テストに少なくとも 1 つのトランザクションを含める必要があります。

➤ 2 つの異なるビジネス・プロセス・モニタ・プロファイルについて分散トラン

ザクションを測定するときは，StartDistributedTransaction ステートメントのあ

るプロファイルを，対応する EndDistributedTransaction ステートメントのある

プロファイルよりも先に実行する必要があります。
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➤ 分散トランザクションを測定するときは，必ずテストを単一のビジネス・プロ

セス・モニタ・インスタンスに関連付けるようにします。ビジネス・プロセ

ス・モニタはすべてのインスタンスの中でトランザクション終了名を探しま

す。そのため，トランザクション終了名が複数のインスタンスに含まれている

と，誤った分散トランザクションが終了される可能性があります。

➤ 2 つのビジネス・プロセス・モニタ・プロファイルについて分散トランザク

ションを測定するときは，StartDistributedTransaction ステップが含まれている

プロファイルと，EndDistributedTransaction ステップが含まれているプロファ

イルの前に実行されるすべてのプロファイルが，指定されたタイムアウトの値

よりも短い時間で実行を完了するように，十分大きなタイムアウト値を指定す

るようにします。

➤ Business Process Monitor では，Quality Center に保存されているリソース（共有

オブジェクト・リポジトリ，関数ライブラリ，外部データ・テーブル，外部ア

クションなど）を含む外部リソースへのアクセスを必要とする QuickTest 
Professional テストの実行はサポートされていません。外部リソースを必要とす

るテストは，Business Process Monitor 上での実行に失敗する場合があります

（ただし，リソースがネットワーク上で見つかる場合，QuickTest はそのリソー

スを使用します）。

➤ テスト内の最後の（1 つまたは複数の）ステップで，テスト対象のアプリケー

ションを，実行中のすべての子プロセスも含めて必ず終了するようにします。

このクリーンアップ・ステップにより，次のテスト実行で再びアプリケーショ

ンを開くことができるようになります。
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LoadRunner または Business Process Monitor でのテストの挿入
と実行

LoadRunner または Business Process Monitor で QuickTest テストを挿入し実行す

るときは，次のガイドラインに従ってください。

注：サイレント・テスト・ランナーを使用すれば，LoadRunner または Business 
Process Monitor からのテストの実行方法をシミュレートできます。詳細について

は，414 ページ「サイレント・テスト・ランナーの使用」を参照してください。

LoadRunner シナリオでのテストの挿入と実行

➤ 1 台のコンピュータで同時に実行できる GUI 仮想ユーザは 1 つまでです（GUI 
仮想ユーザとは QuickTest テストを実行する仮想ユーザのことです）。

➤ QuickTest テストを LoadRunner シナリオに挿入するには，コントローラの［テ

ストを開く］ダイアログ・ボックスでテスト・フォルダまで移動し，［ファイ

ルの種類］ボックスで［Astra テスト］を選択します。これで，フォルダ内の 
QuickTest テストが表示されます。 

➤ LoadRunner から QuickTest テストを実行する前に，QuickTest コンピュータ上の 
QuickTest が終了していることを確認します。 

➤ QuickTest を使用して記録したテスト（スクリプト）では，トランザクション・

ブレークダウンはサポートされていません。

➤ 次のコンピュータ上では QuickTest を実行できません。

➤ ログオフまたはロックされたコンピュータ。これらの場合は，ターミナル・

サーバでの QuickTest の実行を検討してください。 

➤ すでに QuickTest テストが実行されているコンピュータ。テストの実行が完

了していることを確かめてから，別の QuickTest テストを開始してください。

➤ LoadRunner の［実行環境設定］ダイアログ・ボックスの設定は，QuickTest テ
ストには関係しません。

➤ LoadRunner でテストを実行しているときは，ResultDir QuickTest 環境変数を使

用することはできません。
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LoadRunner を使用した作業の詳細については，LoadRunner のマニュアルを参

照してください。

Business Process Monitor でのテストの挿入と実行

➤ Business Process Monitor で QuickTest テストを実行する前に，使用しているバー

ジョンの Business Process Monitor でどのバージョンの QuickTest がサポートされ

ているのかを確認してください。詳細については，Business Process Monitor の
マニュアルを参照してください。

➤ Business Process Monitor で一度に実行できる QuickTest テストは 1 つだけです。

前の QuickTest テストの実行が完了していることを確かめてから，別の 
QuickTest テストを開始してください。

➤ Business Process Monitor から QuickTest テストを実行する前に，QuickTest コン

ピュータ上の QuickTest が終了していることを確認します。 

➤ QuickTest を使用して記録したテストでは，トランザクション・ブレークダウン

はサポートされていません。

➤ QuickTest テストを Business Availability Center にアップロードした後に，テスト

のローカル・コピーに変更を加えた場合は，変更を加えたテストを Business 
Process Monitor で実行できるようにするために，ZIP 圧縮したテストを再度

アップロードする必要があります。

➤ ログオフされたコンピュータ，ロックされたコンピュータ，または QuickTest 
を非対話型サービスとして実行しているコンピュータでは，QuickTest はテスト

を実行できません。

➤ Business Process Monitor でテストを実行しているときは，ResultDir QuickTest 環
境変数を使用することはできません。

Business Availability Center を使用した作業の詳細については，Mercury Business 
Availability Center のマニュアルを参照してください。
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トランザクションの測定

トランザクションを定義することで，テストの特定セクションの実行にかかる

時間を測定できます。トランザクションは，アプリケーション内の測定対象プ

ロセスを表します。テストには，LoadRunner またはビジネス・プロセス・モニ

タで使用できるトランザクションを含める必要があります。LoadRunner とビジ

ネス・プロセス・モニタは，トランザクションに含まれているデータだけを使

用し，トランザクション外のテストのデータは無視します。

トランザクション開始ステートメントとトランザクション終了ステートメント

でテストの該当セクションを囲むことで，テスト内のトランザクションを定義

できます。たとえば，飛行機の座席を予約するのにかかる時間や，クライアン

トの端末に確認メッセージが表示されるまでにかかる時間を測定するトランザ

クションを定義できます。

テストの実行中，StartTransaction ステップは，時間測定の開始を示します。時

間測定は，EndTransaction ステップに到達するまで継続されます。テスト・レ

ポートには，トランザクションの実行にかかった時間が表示されます。

トランザクション内で使用するステートメントの詳細については，『QuickTest 
Professional オブジェクト・モデル・リファレンス』を参照してください。

テストに追加できるトランザクションの数に制限はありません。トランザク

ション内にトランザクションを挿入することも可能です。

次に，トランザクションを含むサンプル・テストの一部を，キーワード・

ビューに表示されるとおりに示します。 

トランザクション開始

トランザクション終了
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エキスパート・ビューではテストのサンプル部分は次のように表示されます。

Services.StartTransaction "ReserveSeat"
Browser("Welcome:Mercury Tours").Page("Find a Flight:Mercury").
WebList("fromPort").Select "London"
Browser("Welcome:Mercury Tours").Page("Find a Flight:Mercury").
WebList("toPort").Select "Frankfurt"
Browser("Welcome:Mercury Tours").Page("Find a Flight:Mercury").
WebList("toDay").Select "12"
Browser("Welcome:Mercury Tours").Page("Find a Flight:Mercury").
WebRadioGroup("servClass").Select "Business"
Browser("Welcome:Mercury Tours").Page("Find a Flight:Mercury").
WebList("airline").Select "Blue Skies Airlines"
Browser("Welcome:Mercury Tours").Page("Find a Flight:Mercury").
Image("findFlights").Click 65,12
Browser("Welcome:Mercury Tours").Page("Select a Flight:Mercury").
WebRadioGroup("outFlight").Select "Blue Skies Airlines"
Browser("Welcome:Mercury Tours").Page("Select a Flight:Mercury").
WebRadioGroup("inFlight").Select "Blue Skies Airlines"
Browser("Welcome:Mercury Tours").Page("Select a Flight:Mercury").
Image("reserveFlights").Click 46,8
Services.EndTransaction "ReserveSeat"

ステップ・ジェネレータまたはエキスパート・ビューを使用すると，さまざま

なトランザクション関連ステートメントを挿入できます。詳細については，

『QuickTest Professional オブジェクト・モデル・リファレンス』の「Services」
の節を参照してください。「トランザクション開始」ステップおよび「トラン

ザクション終了」ステップは，QuickTest ウィンドウ内のオプションを使用して

入力することもできます。 

詳細については，次を参照してください。

➤「トランザクションの挿入」

➤ 413 ページ「トランザクションの終了」
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トランザクションの挿入

テストの実行中，「トランザクションの開始」は，時間測定の開始を示します。

［トランザクションの開始］ダイアログ・ボックスでトランザクションの開始

を定義します。

トランザクションを挿入するには，次の手順を実行します。

 1 トランザクションの時間測定を開始するステップをクリックします。

［ActiveScreen］タブに，対応するページが表示されます。

 2［トランザクションの開始］ボタンをクリックするか，［挿入］＞［トランザク

ションの開始］を選択します。［トランザクションの開始］ダイアログ・ボッ

クスが開きます。

 3［名前］ボックスに，分かりやすい名前を入力します。 

注：トランザクション名にスペースを含めることはできません。

 4 トランザクションの時間測定を開始する場所を決定します。

➤ 現在のステップの前でトランザクションを終了するには，［現在のステップ

の前］を選択します。

➤ 現在のステップの後でトランザクションを終了するには，［現在のステップ

の後］を選択します。

 5［OK］をクリックします。StartTransaction ステップがキーワード・ビューに

追加されます。
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トランザクションの終了

テストの実行中，「トランザクションの終了」で時間測定の終了を示します。

［トランザクションの終了］ダイアログ・ボックスでトランザクションの終了

を定義します。

注：実行セッション中にエラーが発生した場合でもトランザクション内のすべ

てのステップを実行するよう QuickTest を設定したい場合があります。これに

は，［テストの設定］ダイアログ・ボックス（［ファイル］＞［設定］）の［実

行］タブで，［実行セッション中にエラーが発生した場合］リストから［次の

ステップに進む］を選択します。 

トランザクションを終了するには，次の手順を実行します。

 1 トランザクションの時間測定を終了するステップをクリックします。

［ActiveScreen］タブに対応するページが表示されます。

 2［トランザクションの終了］ボタンをクリックするか，［挿入］＞［トランザク

ションの終了］を選択します。［トランザクションの終了］ダイアログ・ボッ

クスが開きます。

 3［名前］ボックスには，現在のテストでユーザが定義したトランザクション名

のリストが含まれています。終了するトランザクションの名前を選択します。

 4 トランザクションを終了する場所を決めます。

➤ 現在のステップの前でトランザクションを終了するには，［現在のステップ

の前］を選択します。

➤ 現在のステップの後でトランザクションを終了するには，［現在のステップ

の後］を選択します。

 5［OK］をクリックします。EndTransaction ステップがキーワード・ビューに

追加されます。
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サイレント・テスト・ランナーの使用

サイレント・テスト・ランナーを使用して，LoadRunner および Business 
Availability Center からの QuickTest テストの実行方法をシミュレートできます。

サイレント・テスト・ランナーを使用してテストを実行すると，QuickTest の
ユーザ・インタフェースを開かずにサイレント・テスト・ランナーが起動し，

LoadRunner または Business Availability Center から実行したときと同じ速度でテ

ストが実行されます。テスト実行の最後では，テスト実行とトランザクション

回数に関する情報を表示できます。

また，サイレント・テスト・ランナーを使用して，QuickTest テストが 
LoadRunner および Business Availability Center と互換性があることを確かめるこ

ともできます。サイレント・テスト・ランナーを使用してテストを実行すると

きに，LoadRunner または Business Availability Center でサポートされていない機

能を使用している場合，テストは失敗します。サポートされていない機能の詳

細については，406 ページ「LoadRunner または Business Process Monitor で使用

する QuickTest テストの設計」および 408 ページ「LoadRunner または Business 
Process Monitor でのテストの挿入と実行」を参照してください。

注：QuickTest がすでに開いている場合や，別のテストが現在実行中の場合は，

サイレント・テスト・ランナーを実行できません。QuickTest を閉じ，そのプロ

セスが終了するまで待ってから，サイレント・テスト・ランナーを使用してテ

ストを実行する必要があります。

Silent Test Runner でテストを実行しているときは，ResultDir QuickTest 環境変

数を使用することはできません。
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サイレント・テスト・ランナーを使用して QuickTest テストを実行するには，

次の手順を実行します。

 1 サイレント・テスト・ランナーを開くには，［スタート］ボタンから

［QuickTest Professional］プログラム・グループを開き，［Tools］＞［Silent 
Test Runner］を選択します。［サイレント テスト ランナー］ダイアログ・

ボックスが開きます。

 2 テストの場所まで移動するために［参照］ボタンをクリックします。［テスト

を開く］ダイアログ・ボックスが開き，＜ QuickTest Professional ＞ \Tests 
フォルダにあるテストが表示されます。

 3 実行するテストを選択し，［開く］をクリックします。［テストを開く］ダイア

ログ・ボックスが閉じ，テスト名が［サイレント テスト ランナー］ダイアロ

グ・ボックスの［テスト］ボックスに表示され，［テストを実行］ボタンが有

効になります。

注：以前に実行したテストを選択した場合は，［テスト実行ログ］ボタンと

［トランザクション サマリ］ボタンが有効になり，選択したテストの前回の実

行に関する情報を表示できます。テストを初めて実行する場合は，［テスト実

行ログ］ボタンと［トランザクション サマリ］ボタンは無効になっています。 
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 4［テストを実行］をクリックしてテストを実行します。QuickTest ユーザ・イン

タフェースを開かずにテストが実行されます。テストの実行中は，「テストを

実行しています ...」というテキストが［テストを実行］ボタンの横に表示され

ます。

注：テストの実行を開始した後に，サイレント・テスト・ランナーからテスト

の実行を停止することはできません。サイレント・テスト・ランナーを閉じて

も，テストの実行は継続されます。テストを終了するには，mdrv.exe  プロセ

スを終了します。

 5 テストの実行が完了すると，テキスト「テストを実行しています ...」が「テス

ト実行が完了しました」に変わります。サイレント・テスト・ランナーがテス

トを実行できなかった場合は，「テストを実行できませんでした」というテキ

ストが表示されます。［テスト実行ログ］ボタンが無効であった場合は，有効

になります。トランザクションのあるテストを実行した場合，［トランザク

ション サマリ］ボタンが無効であった場合は，そのボタンも有効になります。

ログ・ファイルの表示の詳細については，「テスト結果情報の表示」を参照し

てください。

テスト結果情報の表示

サイレント・テスト・ランナーでは，テストの実行情報がログ・ファイルに記

録されます。テストごとにテスト実行ログが生成され，トランザクションのあ

るテストの場合は追加のトランザクション・サマリが生成されます。

テスト実行ログの表示

テスト実行ログは，＜ QuickTest Professional ＞ \Tests\ ＜テスト名＞フォル

ダに output.txt として保存されます。ログ・ファイルはサイレント・テスト・

ランナーによるテスト実行のたびに保存され，テストを再実行すると上書きさ

れます。ログ・ファイルを開くには，［テスト実行ログ］をクリックします。

ログ・ファイルにはテストの実行に関する情報が表示されます。たとえば，

個々の反復，アクション呼び出し，ステップ・トランザクション，失敗したス

テップなどに関する情報が表示されます。各行にはメッセージまたはエラー ID 
が表示されます。ログ・ファイル内のメッセージとエラー・コードの詳細につ

いては，Performance Center または Business Availability Center のマニュアルを参

照してください。
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トランザクション・サマリの表示

トランザクション・サマリは，＜ QuickTest Professional ＞ \Tests\ ＜テス

ト名＞フォルダに transactions.txt として保存されます。トランザクション・

サマリはトランザクションを含むテストごとに保存され，テストを再実行する

と上書きされます。トランザクション・サマリを開くには，［トランザクショ

ン サマリ］をクリックします。トランザクション・サマリには，テスト内の各

トランザクションに対応した行が表示されます。各トランザクションについ

て，ステータスと，総継続時間および浪費時間（秒単位）が表示されます。サ

イレント・テスト・ランナーでのトランザクション測定は，テストを 
LoadRunner または Business Availability Center から実行した場合とまったく同じ

になります。

注：

トランザクション・サマリは，EndTransaction ステートメントで終わるトラン

ザクションが含まれているテストについてのみ生成されます。トランザクショ

ンが開始されたものの，テストの失敗のために終了しなかった場合は，そのト

ランザクションはトランザクション・サマリに記録されません。

分散トランザクション（あるテストで開始し，別のテストで終了するトランザ

クション）は，トランザクション・サマリには報告されず，テスト実行ログに

記録されます。

トランザクション・サマリに記録されているトランザクション情報はすべて，

テスト実行ログにも記録されます。
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付録 A
QuickTest を使用した作業－よくある質問

本章では，QuickTest の上級ユーザから寄せられることの多いいくつかの質問に

ついてお答えします。質問と回答は次の項に分類されています。

➤ テストの記録と実行

➤ エキスパート・ビューでのプログラミング

➤ 動的なコンテンツを使用した作業

➤ Web に関する高度な問題

➤ テストの保守

➤ ローカライズされたアプリケーションのテスト

➤ QuickTest のパフォーマンスの向上
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テストの記録と実行

➤ QuickTest は，どのようにして Web ページのユーザ・プロセスをキャプチャす

るのでしょうか。

QuickTest では，Microsoft Internet Explorer ブラウザにフックをかけます。ユー

ザが Web ベースのアプリケーションを操作すると，QuickTest によって，ユー

ザのアクションが記録されます（記録されるユーザ・アクションを変更する方

法の詳細については，第 10 章「Web イベント記録の設定」を参照してくださ

い）。記録したテストは，QuickTest を使用して元の順序のままステップを実行

できます。

➤ QuickTest でサポートされていないオブジェクトまたは環境で記録を実行する

には，どのようにすればよいですか。

さまざまな方法があります。

➤ QuickTest では標準設定で，いくつかの開発環境がサポートされます。

QuickTest Professional で使用可能な任意の外部アドインをインストールして

ロードすることによって，Java，Oracle，.NET，SAP Solutions，Siebel，Web 
サービスなどの環境をさらにサポートできます。

➤ 識別されなかったクラスやユーザ定義のクラスのオブジェクトは，標準の 
Windows クラスにマップできます。オブジェクトのマッピングの詳細につ

いては，109 ページ「ユーザ定義のテスト・オブジェクト・クラスの割り当

て」を参照してください。

➤ テスト・オブジェクトと同じように振る舞うオブジェクトに仮想オブジェク

トを定義して，通常の記録モードで記録できます。仮想オブジェクトの詳細

については，第 2 章「仮想オブジェクトの学習」を参照してください。

➤ 低レベル記録あるいはアナログ・モードで，座標に基づいてクリックとキー

ボード入力を記録できます。低レベル記録とアナログ記録の詳細について

は，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の 96 ページ「記

録モードの選択」を参照してください。
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エキスパート・ビューでのプログラミング

➤ 関数やサブルーチンを関数ライブラリに保存できますか。

関数は個々のテスト内で定義できます。または，関数が含まれる 1 つまたは複

数の VBScript ライブラリ・ファイルを作成できます。そして，任意のテストか

らそれらを呼び出すことができます。 

関数を QuickTest テスト・オブジェクトのメソッドとして登録することもでき

ます。登録したメソッドは，実行セッションの間だけ既存のテスト・オブジェ

クト・メソッドの機能をオーバーライドしたり，テスト・オブジェクト・クラ

スの新しいメソッドとして登録したりできます。 

詳細については，第 6 章「ユーザ定義関数および関数ライブラリを使用した作

業」を参照してください。

動的なコンテンツを使用した作業

➤ 表示するたびに動的に変化するオブジェクトを対象としたテストを記録し，実

行するにはどうすればよいでしょうか。

Web ページまたはアプリケーション内のオブジェクトで動的コンテンツを持つ

ものは内容が変化することがあります。これらのオブジェクトを示す動的な記

述を作成することで，QuickTest がテストを実行する際にそれらのオブジェクト

を認識するようにできます。詳細については，『QuickTest Professional 基本機

能ユーザーズ・ガイド』の第 6 章「テスト・オブジェクトを使用した作業」を

参照してください。

➤ 子ウィンドウの有無を検査するには，どうすればよいでしょうか。

あるウィンドウ内のリンクが別のウィンドウを作成することがあります。 

Exist プロパティを使用して，ウィンドウが存在するかどうかをチェックするこ

とができます。次に例を示します。

Browser("Window_name").Exist

また，ChildObjects メソッドを使用して，テスクトップ上あるいはほかの親オ

ブジェクト内のすべての子オブジェクト（または，特定の記述に一致する子オ

ブジェクトのサブセット）を取得することもできます。 
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Exist プロパティと ChildObjects メソッドの詳細については，『QuickTest 
Professional オブジェクト・モデル・リファレンス』を参照してください。

➤ QuickTest は，動的に生成される URL や Web ページをどのようにして記録す

るのでしょうか。

QuickTest は，リンクがページに表示されると，実際にそのリンクをクリックし

ます。そのため，QuickTest はオブジェクト自体ではなく，ページ上のリンクな

ど特定のオブジェクトを検索する方法を記録します。たとえば，動的に生成さ

れた URL へのリンクが画像である場合，QuickTest は「IMG」HTML タグと，

その画像の名前を記録します。これにより，それ以後 QuickTest はこの画像を

検索し，その画像をクリックできるようになります。 

Web に関する高度な問題

➤ QuickTest はクッキーをどのように処理するのでしょうか。 

CGI スクリプトなど接続のサーバ側では，クッキーを利用することで，接続の

クライアント側に情報を格納したり，そこから情報を取得したりできます。 

QuickTest ではユーザごとにメモリにクッキーを格納し，ブラウザは通常どおり

にそれらを処理します。

➤ QuickTest は，セッション ID をどのように処理するのでしょうか。 

ブラウザでなくサーバが，通常はクッキーによって，またはすべてのリンクに

セッション ID を埋め込むことによって，セッション ID を処理します。これ

は，QuickTest には影響を与えません。 

➤ QuickTest は，サーバのリダイレクトをどのように処理するのでしょうか。 

サーバがクライアントをリダイレクトした場合，クライアントは一般にそれに

気付くことはなく，リダイレクトの間違いが起こることはありません。ほとん

どの場合，クライアントはサーバ上の別のスクリプトにリダイレクトされま

す。この追加のスクリプトが，以降に表示されるページの HTML コードを生成

します。これは，QuickTest にもブラウザにも影響を与えません。

➤ QuickTest は，META タグをどのように処理するのでしょうか。 

META タグは，ページの表示に影響を与えません。META タグには通常，ペー

ジの作成者，更新頻度，ページの内容説明，およびページの内容を表すキー
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ワードの情報だけが含まれています。したがって，QuickTest は問題なく META 
タグを処理できます。 

➤ QuickTest  は .asp に対応していますか。

Active Server Page テクノロジを使用して動的に生成される Web ページには，

.asp という拡張子が割り当てられています。これは完全にサーバ側の技術であ

るため，QuickTest には影響しません。 

➤ QuickTest は，COM に対応していますか。

QuickTest は，COM 標準に準拠しています。 

QuickTest は，Web ページに埋め込まれた COM オブジェクトをサポートしてお

り（現在，COM オブジェクトは Microsoft Internet Explorer を使用している場合

にだけアクセス可能です），VBScript 内で COM オブジェクトを操作できます。

➤ QuickTest は XML に対応していますか。

XML（eXtensible Markup Language）は，Web ドキュメント用に SGML を簡略化

したものです。XML を使えば，Web デザイナーはカスタマイズした独自のタ

グを作成できます。QuickTest は XML に対応しており，XML タグをオブジェ

クトとして認識します。 

また，Web ページ，Web フレーム，Web ファイルの XML ドキュメントの内容

を検査する XML チェックポイントを作成できます。QuickTest は XML 出力と

スキーマ検証もサポートしています。

詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の第

13 章「XML の検査」を参照してください 。

テストの保守

➤ アプリケーションに変更が加えられた場合，テストをどのように保守すればよ

いですか。

アプリケーションに変更が加えられた場合のテストの保守方法は，アプリケー

ションに加えられた変更の量に応じて異なります。アプリケーション全体を対

象に 1 つの大きなテストを作成するのではなく，テストを小さなグループに分

けて作成するべき主な理由の 1 つがこれです。アプリケーションに変更が加え

られた場合に，テストの一部だけを再記録できます。大きな変更でない場合

は，テストを手作業で編集して更新できます。



第 5 部 • 付録

426

また，QuickTest のアクションの機能を使用して，よりモジュール化され，より

効果的なテストを設計できます。記録中，テストを機能ごとにいくつかのアク

ションに分割します。アプリケーションに変更が加えられたら，特定のアク

ションだけを再記録するだけでよく，テストのほかの部分は変更せずに済みま

す。可能なかぎり，複数のテストにまったく同じスクリプトを作成するのでは

なく，再利用可能なアクションの呼び出しを挿入するようにします。こうする

ことで，元の再利用可能なアクションに変更を加えるだけで，そのアクション

を呼び出すすべてのテストに変更が自動的に適用されます。詳細については，

第 1 章「高度なアクション機能を使用した作業」を参照してください。

同じテスト・オブジェクトが含まれるテストやアクションが数多くある場合

は，1 か所で集中的にオブジェクト情報を更新できるように，共有オブジェク

ト・リポジトリを使用することをお勧めします。 

オブジェクトのプロパティが変更されたときに，チェックポイント，

ActiveScreen，テスト・オブジェクト・プロパティの情報を更新するには，ある

いは，ステップを再記録せずに ActiveScreen 画像に新規のオブジェクトやス

テップを追加するには，［更新モード］オプションを使用します。詳細につい

ては，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の 606 ページ

「テストの更新」を参照してください。

➤ テストの記録終了後，ActiveScreen 情報を増やしたり減らしたりできますか。

記録後に，ActiveScreen に保存された情報が，テストを編集するには不十分な

場合や，ActiveScreen 情報が不要になり，テストのサイズを小さくする場合に，

テストに保存されている ActiveScreen 情報の量を変更する方法はいくつかあり

ます。

➤ テストによって使用されるディスク容量を減らすには，［名前を付けて保存］

を選択して［ActiveScreen ファイルを保存する］チェックボックスをクリ

アにすることで ActiveScreen 情報を削除します。詳細については，

『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の 106 ページ「テス

トの保存」を参照してください。

➤ Windows または Java アプリケーションの記録時に ActiveScreen の情報をす

べて保存しないことを選択した場合，次のいずれかの方法を使用して，

ActiveScreen に格納される情報を増やせます。

［オプション］ ダイアログ・ボックス（［ツール］＞［オプション］） の
［ActiveScreen］タブで，ActiveScreen のキャプチャ設定が必要な量の情報を

キャプチャするように設定されているか確認します。次に以下のことを行い

ます。
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•［更新モード］を実行し，既存のすべてのステップについて必要な量の情

報を ActiveScreen に保存します。［更新モード］オプションの詳細につい

ては，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の 606 ペー

ジ「テストの更新」を参照してください。

• ActiveScreen に追加するオブジェクトが含まれるステップを再記録します。

ステップを再記録するには，記録するステップの「前の」ステップを選択

し，テスト内の選択した位置と一致するようにアプリケーションを配置し

てから，記録を開始します。あるいは，追加するステップの「前の」ス

テップでテストにブレークポイントを設定し，そのブレークポイントまで

テストを実行します。これにより，ステップを記録するのに適切な場所へ

移動できます。ブレークポイントの設定の詳細については，『QuickTest 
Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の 588 ページ「ブレークポイ

ントの設定」を参照してください。

Windows アプリケーションについて ActiveScreen に保存される情報量の変更方

法の詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』

の 697 ページ「グローバル・テスト・オプションの設定について」を参照して

ください。 

ローカライズされたアプリケーションのテスト

➤ あるアプリケーションについて，ローカライズされたいくつかのバージョンを

テストしています。それぞれのバージョンには，ローカライズされたユーザ・

インタフェース文字列が含まれています。QuickTest で効率的なテストを作成

するには，どのようにすればよいですか。

これらのユーザ・インタフェース文字列は，グローバル環境変数リストにある

パラメータを使ってパラメータ化できます。グローバル環境変数リストは，変

数と，それに対応する値のリストで，任意のテストからアクセスできます。詳

細については，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の第 15
章「値のパラメータ化」を参照してください。
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➤ あるアプリケーションについて，ローカライズされたいくつかのバージョンを

テストしています。テストの際に，アプリケーションの言語に応じて異なる

データを効率的に入力するにはどうすればよいですか。

テストの反復を 1 回だけ実行する場合，あるいはアクションまたはテストのす

べての反復で変数の値を変えない場合は，環境変数を使用し，テストの実行ご

とにアクティブな環境変数ファイルを切り替えます。

テストまたはアクションの反復を複数回実行し，入力データを反復ごとに変更

する場合は，アプリケーションのローカライズ・バーションごとに外部デー

タ・テーブルを作成します。テスト対象を別のローカライズされたバージョン

に変更するときには，［テストの設定］ダイアログ・ボックスの［リソース］

タブでテスト用のデータ・テーブル・ファイルを別のデータ・テーブル・ファ

イルに切り替えます。 

データ・テーブルの操作の詳細については，『QuickTest Professional 基本機能

ユーザーズ・ガイド』の第 19 章「データ・テーブルを使った作業」を参照し

てください。テストを対象とするデータ・テーブル・ファイルの選択方法の詳

細については，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の 755
ページ「テストのためのリソース設定の定義」を参照してください。

QuickTest のパフォーマンスの向上

➤ QuickTest の動作速度を向上させるには，どうすればよいですか。

QuickTest の動作速度を向上させるには，次のいずれも実行できます。

➤ QuickTest が起動する際に，アドイン・マネージャの中で，不必要なアドイ

ンが読み込まれないようにします。これにより，記録時間と実行セッション

のパフォーマンスの両方を向上させることができます。アドインの読み込み

の詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』

の 799 ページ「QuickTest アドインのロード」を参照してください。

➤ テストを「高速」モードで実行します。それには，［オプション］ダイアロ

グ・ボックスの［実行］タブで，［高速］オプションを選択します。これに

より，QuickTest は各ステップで実行矢印を表示せずにテストを実行するた

め，テストの実行を高速化できます。［オプション］ダイアログ・ボックス

の［実行］タブの詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユー

ザーズ・ガイド』の 713 ページ「テストの実行オプションの設定」を参照し

てください。
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➤ テストを編集する際に ActiveScreen を使用していない場合は，テストの編集

中に ActiveScreen を非表示にしておくことで，編集時の応答時間を改善しま

す。これを行うには，［表示］＞［ActiveScreen］を選択するか，または

［ActiveScreen］ツールバー・ボタンをクリックして，ActiveScreen を非表示

に切り替えます。詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユー

ザーズ・ガイド』の第 2 章「QuickTest の概要」を参照してください。

➤ 情報をキャプチャして ActiveScreen に保存する条件とその量を指定します。

キャプチャする情報が多いほど，さまざまな ActiveScreen オプションを使用

してテストにステップを追加するのが容易になります。しかし，キャプチャ

する情報が多いと，記録や編集を行うのに時間がかかるようになります。パ

フォーマンスを向上させるために選択できる ActiveScreen オプションは，次

のとおりです。

• Windows アプリケーションをテストしている場合は，あらゆるステップ

の ActiveScreen 情報をすべて保存する，特定のステップの ActiveScreen 
情報だけを保存する，ActiveScreen のキャプチャを完全に無効化する，

といった選択ができます。この設定は，［オプション］ダイアログ・ボッ

クスの［ActiveScreen］タブで行います。詳細については，『QuickTest 
Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の 705 ページ「ActiveScreen 
オプションの設定」を参照してください。

• Web アプリケーションをテストしている場合は，ActiveScreen でのすべ

てのステップの画面キャプチャを無効にします。［オプション］ダイアロ

グ・ボックスの［ActiveScreen］タブで，［ユーザ定義レベル］をクリッ

クして［Active Screen キャプチャのユーザ定義設定］ダイアログ・ボッ

クスを開きます。 

次に，［ActiveScreen のキャプチャを無効にする］オプションを選択し

ます。これにより，記録時間を短縮できます。［オプション］ダイアロ

グ・ボックスの［ActiveScreen］タブの詳細については，『QuickTest 
Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の 705 ページ「ActiveScreen 
オプションの設定」を参照してください。

• 新規テストを保存する場合，または［名前を付けて保存］を使用してテ

ストを新しい名前で保存する場合は，［テストの保存］ダイアログ・ボッ

クスの［ActiveScreen ファイルを保存する］オプションをクリアにする

ことで，テストでキャプチャされた ActiveScreen ファイルを保存しないよ

うに選択します。これは，テストの設計が完了し，テスト実行のためだ

けにテストを使用する場合に特に便利です。ActiveScreen ファイルのない

テストは，速く開き，占有するディスク容量が極めて少なくなります。
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➤ テスト結果としてアプリケーションの画像をキャプチャし，保存するタイミ

ングを指定します。それには，［オプション］ダイアログ・ボックスの［実

行］タブにある［ステップ画面キャプチャの保存先テスト結果］ボックスで

オプションを選択します。特定の条件を満たした場合にだけ画面キャプチャ

を保存したり，画像を保存しないようにしたりすることで，テストの実行時

間を短縮し，ディスク領域を節約できます。［オプション］ダイアログ・

ボックスの［ActiveScreen］タブの詳細については，『QuickTest Professional 
基本機能ユーザーズ・ガイド』の 705 ページ「ActiveScreen オプションの設

定」を参照してください。

ヒント：ActiveScreen ファイルなしでテストを保存した後で ActiveScreen ファ

イルを回復する必要が生じた場合は，必要なステップを再び記録するか，［更

新モード］オプションを使用してテストのすべてのステップの画面を再キャプ

チャします。詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・

ガイド』の 606 ページ「テストの更新」を参照してください。

➤ QuickTest が使用するディスク容量を減らすには，どうすればよいですか。

QuickTest が使用するディスク容量を減らすには，次のいずれかを実行します。

➤ テスト結果としてアプリケーションの画像をキャプチャし，保存するタイミ

ングを指定する。それには，［オプション］ダイアログ・ボックスの［実行］

タブにある［ステップ画面キャプチャの保存先テスト結果］ボックスでオプ

ションを選択します。特定の条件を満たした場合にだけ画面キャプチャを保

存したり，画像を保存しないようにしたりすることで，ディスク容量を節約

し，テストの実行時間を短縮できます。［オプション］ダイアログ・ボック

スの［ActiveScreen］タブの詳細については，『QuickTest Professional 基本機

能ユーザーズ・ガイド』の 705 ページ「ActiveScreen オプションの設定」を

参照してください。

➤ 情報をキャプチャして ActiveScreen に保存する条件とその量を指定します。

キャプチャする情報が多いほど，さまざまな ActiveScreen オプションを使用

してテストにステップを追加するのが容易になります。しかし，キャプチャ

する情報が多いと，記録や編集を行うのに時間がかかるようになります。パ

フォーマンスを向上させるために選択できる ActiveScreen オプションは，次

のとおりです。

• Windows アプリケーションをテストしている場合は，あらゆるステップ

の ActiveScreen 情報をすべて保存する，特定のステップの ActiveScreen 
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情報だけを保存する，ActiveScreen のキャプチャを完全に無効化する，

といった選択ができます。この設定は，［オプション］ダイアログ・ボッ

クスの［ActiveScreen］タブで行います。詳細については，『QuickTest 
Professional 基本機能ユーザーズ・ガイド』の 705 ページ「ActiveScreen 
オプションの設定」を参照してください。

• Web アプリケーションをテストしている場合は，ActiveScreen でのすべ

てのステップの画面キャプチャを無効にします。［ActiveScreen］タブで，

［ユーザ定義レベル］をクリックして［Active Screen キャプチャのユーザ

定義設定］ダイアログ・ボックスを開きます。次に，［ActiveScreen の
キャプチャを無効にする］オプションを選択します。これにより，記録

時間を短縮できます。［オプション］ダイアログ・ボックスの

［ActiveScreen］タブの詳細については，『QuickTest Professional 基本機能

ユーザーズ・ガイド』の 705 ページ「ActiveScreen オプションの設定」

を参照してください。

• 新規テストを保存する場合，または［名前を付けて保存］を使用してテ

ストを新しい名前で保存する場合は，［テストの保存］ダイアログ・ボッ

クスの［ActiveScreen ファイルを保存する］オプションをクリアにする

ことで，テストでキャプチャされた ActiveScreen ファイルを保存しない

ように選択します。これは，テストの設計が完了し，テスト実行のため

だけにテストを使用する場合に特に便利です。ActiveScreen ファイルの

ないテストは，使用するディスク容量が極めて少なくなります。

ヒント：ActiveScreen ファイルなしでテストを保存した後で ActiveScreen ファ

イルを回復する必要が生じた場合は，必要なステップを再び記録するか，［更

新モード］オプションを使用してテストのすべてのステップの画面を再キャプ

チャします。詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・

ガイド』の 606 ページ「テストの更新」を参照してください。

➤ 推奨されるテストの長さはありますか。

テストの長さについて公式の制限はありませんが，テストをアクションに分割

し，可能な限り，再利用可能なアクションを使用することを推奨します。アク

ションに含むステップ数は，200 ～ 300 までにしてください。数十までが理想

的です。詳細については，『QuickTest Professional 基本機能ユーザーズ・ガイ

ド』の第 17 章「アクションを使った作業」を参照してください。
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ビジネス・プロセス・テストにおける
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354
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統合 403

オートメーション・オブジェクト・モ
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パフォーマンス・テスト製品との統合 
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よび関数ライブラリにおける 138
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TSL 関数

QuickTest からの呼び出し 341
TSL 関数の呼び出し

QuickTest から 341

U
UnregisterUserFunc ステートメント 205

V
VBScript

関連付けられている関数ライブラリ
Quality Center 187

構文 136
構文エラー 142
構文を自動的に拡張 321
テキストの書式設定 141
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W
WebElement オブジェクト，プログラム的記述 

152
Web イベント記録の設定 295

カスタマイズ 299
標準 297

Web イベント記録の定義ダイアログ・ボック
ス 298, 310

Web コンテンツ，動的な 423
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While ステートメント，エキスパート・ビュー

および関数ライブラリにおける 160
Windows API 168
WinRunner
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タの引き渡し 344
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クス 341
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コピー 6
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ダイアグラム 4, 5
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パラメータの構文 28
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アプリケーション
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実行 154
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ト 427
アプリケーションのクラッシュ・トリガ 51
アプリケーション・プロセスを閉じる操作 62
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一般オプション 318
移動ダイアログ・ボックス 126
イベント記録の設定 295

設定レベル 297
リセット 315
レベルのカスタマイズ 299
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印刷

関数ライブラリ 185
インストール・ガイド，QuickTest Professional 

xv
インポート
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メソッド，実行環境 165
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オブジェクト・リポジトリ結合ツール 257
一次リポジトリ表示枠 262
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矛盾 280
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オプション・ダイアログ・ボックス
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か
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ガイドライン
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外部関数，スクリプトからの実行 213
回復

アプリケーション領域からのシナリオ
の削除 80

回復シナリオ 72
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シナリオのコピー 76
シナリオの削除 76
シナリオのプロパティの表示 74, 80
シナリオの変更 75
シナリオの無効化 81
シナリオの優先順位の設定 80
操作 44
テストからのシナリオの削除 80
テストとのシナリオの関連付け 77
ファイル 46

回復後のテスト実行オプション画面 68
回復後のテスト実行のオプション 44
回復シナリオ・ウィザード 50

オブジェクトの選択画面 55
オブジェクトのプロパティと値の設定

画面 57
回復後のテスト実行オプション画面 68
回復シナリオ・ウィザードの完了画面 
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テスト実行エラー画面 58
トリガ・イベントの選択画面 51
名前と記述画面 70
プロセスの終了画面 65
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定画面 53
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回復シナリオ・マネージャ・ダイアログ・

ボックス 46
回復操作
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アプリケーション・プロセスを閉じる 

62
関数呼び出し 62
キーボードまたはマウスの操作 62

回復操作画面 61, 62
回復操作－関数の呼び出し画面 66
回復操作－プロセスの終了画面 65
回復操作－ボタン，またはキーを押す画面 63
各分野のエキスパート 394
カスタマー・サポート，Web サイト xvii
カスタマイズ，関数ライブラリ 317

一般オプション 318

カスタマイズ，テスト・スクリプト
一般オプション 318

仮想オブジェクト 31
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仮想オブジェクト・ウィザード 36
仮想オブジェクト・マネージャ 40
関数

ユーザ定義 173
関数コードのコピー 203
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関数定義ジェネレータ 194

関数コードのプレビュー 202
関数に説明を付ける 200
関数の定義 194
関数の登録 195
使用法 191
開く 193

関数に説明を付ける 200
関数の引数，QuickTest から WinRunner へのパ

ラメータの引き渡し 344
関数呼び出し操作 62
関数ライブラリ 173

一般オプション 318
エレメントの強調表示 322
管理 175
関連付けの変更 190
関連付けられているものを使用した作

業 187
現在のものを関連付け 188
作成 176
デバッグ 184
ナビゲーション 181
開く 179, 186
編集 182
保存 177
見映えのカスタマイズ 317
読み取り専用，編集 184

関数ライブラリのカスタマイズ
エレメントの強調表示 322

関連付け
Quality Center で作成したテストとアド

イン 369
現在の関数ライブラリ 188

関連付けられている関数ライブラリ 187
変更 190
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キーの割り当て

エキスパート・ビューでの 323
関数ライブラリでの 323

キーボード・ショートカット
エキスパート・ビューでの 323
関数ライブラリでの 323

キーボードまたはマウスの操作 62
技術サポート，「カスタマー・サポート」を参

照
記述的プログラミング，「プログラム的記述」
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既存のアクション，挿入 4
基本のイベント記録設定レベル 297
矛盾の解決方法の設定

オブジェクト・リポジトリ結合ツール 
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共有オブジェクト・リポジトリ
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共有オブジェクト・リポジトリ・ウィンドウ 
233

共有オブジェクト・リポジトリの保存ダイア
ログ・ボックス 289, 291

記録
時間，向上 428
ステータス，オプション 306
低レベル 422
マウスの右ボタン・クリック 309

く
クッキー 424

け
計算，エキスパート・ビューおよび関数ライ

ブラリでの 157
結合

共有オブジェクト・リポジトリ 257
ローカル・オブジェクト・リポジトリ 
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検索，エキスパート・ビューでのテキスト 130
検索ダイアログ・ボックス

オブジェクト・リポジトリ結合ツール 
287

こ
高位のイベント記録設定レベル 297
更新，ローカルから

リポジトリの結合 273
構文

アクション・パラメータ 28
アクション 28
アクションの戻り値 29

構文エラー，VBScript 142
コメント

エキスパート・ビューおよび関数ライ
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コレクション，仮想オブジェクト 32
コレクション，プロパティの，「プログラム的

記述」を参照

さ
サーバ

Quality Center との接続の解除 356
サーバ側の接続 424
リダイレクト 424

サーバのリダイレクト 424
サイレント・テスト・ランナー 414

テストの実行 415
開く 415

サイレント・テスト・ランナー・ダイアロ
グ・ボックス 415

削除
リストからのオブジェクト 303
リポジトリ・パラメータ 248

サポート
Web サイト xvii
ナレッジ・ベース xvii

サポート，Web サイト xvii
サンプル・アプリケーション，Mercury Tours 

xvii

し
実行環境

オブジェクト 165
設定，追加と削除 332

実行，テスト
高度な問題 422
サイレント・テスト・ランナーの使用 

415
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回復のコピー 76
回復の削除 76
回復の変更 75
回復の保存 72
回復の無効化 81
回復の優先順位の設定 80
回復プロパティの表示 74, 80
テストからの回復の削除 80
テストとの関連付け 77
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エキスパート・ビューでの 323
オブジェクト・リポジトリ結合ツール

内 265
関数ライブラリでの 323

初期化スクリプト 217
序数識別子 93
新規結合ダイアログ・ボックス 271
新機能 xv
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スクリプト

一般オプション 318
スクリプト・エレメントの強調表示 

322
スクリプト，テスト「テスト・スクリプト」

を参照
スクリプトの生成オプション 221
ステータス・バー

オブジェクト・リポジトリ結合ツール 
263

ステートメントの完了 320
ステートメントの補完 120
スマート認識

オブジェクトの認識ダイアログ・ボッ
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設定 99
スマート認識プロパティ・ダイアログ・ボッ
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せ
正規表現

エキスパート・ビューおよび関数ライ
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セッション ID 424
設定レベル

カスタマイズ 299
標準 297

た
ターゲット・リポジトリ 258
ターゲット・リポジトリ表示枠 261
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チェック・アウト・コマンド 378
チェック・アウト，バージョン・コントロー

ルからテスト 378
チェック・イン・コマンド 377, 380
チェックポイント

エキスパート・ビューでの 118
置換，エキスパート・ビューでのテキストの 
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中位のイベント記録設定レベル 297
チュートリアル，QuickTest Professional xv

つ
追加と削除ダイアログ・ボックス，オブジェ

クトの認識 105
ツールバー

オブジェクト・リポジトリ結合ツール 
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て
ディスク領域の節約 428
低レベル記録 422
テキスト

エキスパート・ビューでの検索 130
エキスパート・ビューでの置換 132

テスト
Quality Center プロジェクトへの保存 

360
Quality Center でのテンプレート・テス

トを使用した作成 370
Quality Center プロジェクトで開く 362
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回復シナリオの関連付け 77
回復シナリオの削除 80
回復シナリオの無効化 81
コンポーネントとの比較 402
サイレント・テスト・ランナーを使用

した実行 415
ダイアグラム 4, 5

テスト・オブジェクト
プロパティ値の取得と設定 164

テスト・オプション
実行環境 332
取得 330
設定 329
テスト実行中 327
復元 331

テスト結果
有効化とフィルタ処理 171

テスト実行エラー画面 58
テスト実行エラー・トリガ 51
テスト実行時間，向上 428
テスト実行ログ 416
テスト・スクリプト

カスタマイズ 317
テスト・スクリプトのカスタマイズ 317

スクリプト・エレメントの強調表示 
322

テスト・セット 375
テスト・データベースの維持 217
テストの管理

テスト工程 347
テストの実行

Quality Center プロジェクトから 374
WinRunner テストの実行 336

テストの使用 377
テストの設定ダイアログ・ボックス

スクリプトの生成オプション 221
デバッグ

関数ライブラリ 184
テンプレート・テスト 366

作成 369

と
統計情報ダイアログ・ボックス 279
動作，DHTML 305
動的な Web コンテンツ 423
動的に生成される URL や Web ページ 424

登録，関数 195
閉じる

オブジェクト・リポジトリ 239
トランザクション 410

終了 413
挿入 412
測定 410
定義 410

トランザクション開始ダイアログ・ボックス 
412

トランザクション終了ダイアログ・ボックス 
413

トランザクションの終了 413
トランザクションの挿入 412
トランザクションの測定 410
トランザクションのタイミング 410
トリガ

アプリケーションのクラッシュ 51
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オブジェクト状態 51
テスト実行エラー 51
ポップアップ・ウィンドウ 51

トリガ・イベントの選択画面 51

な
名前と記述画面 70
ナレッジ・ベース xvii

に
二次リポジトリ 258
二次リポジトリ表示枠 262
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バージョン管理 376
バージョン・コントロール 376

テストのチェック・アウト 378
テストのチェック・イン 377, 380
テストの追加 377

バージョン・コントロールへのテストの追加 
377

パフォーマンス，向上 428
パフォーマンス・テスト製品，QuickTest との

統合 403
バブリング 306
パラメータ

アクション 15
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アクションのガイドライン 18
アクションの呼び出しの構文 28
エキスパート・ビューでの 119
リポジトリ 243
リポジトリの管理 244
リポジトリの削除 248
リポジトリの追加 246
リポジトリの変更 248

パラメータ化
プロパティ値，リポジトリ・パラメー

タを使用 250
パラメータの引き渡し

WinRunner 関数への 344
WinRunner テストへの 340

パワー・ユーザ，高度な機能 421
ハンドラ 305
反復 21

ひ
引数の定義 194
ビジネス・アナリスト

ビジネス・プロセス・テストにおける
役割 394

ビジネス・プロセス・テスト
実行 401
ワークフロー 397

ビジネス・プロセスのテスト 398
ビジネス・プロセス・モニタ，QuickTest との

統合 403
必須プロパティ，設定 87
表記規則 xix
表現，エキスパート・ビューおよび関数ライ
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標準設定のオブジェクト認識設定 98
標準で使用するイベント記録設定 297
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フィルタ処理

ターゲット・リポジトリ 285
フィルタ・ダイアログ・ボックス

オブジェクト・リポジトリ結合ツール 
285

フィルタ・プロパティ（スマート認識） 99
ブックマーク 127
増やす，ActiveScreen 情報 426
プレビュー，関数のコード 202

プログラミング 423
VBScript での 136
エキスパート・ビューおよび関数ライ

ブラリでの 113
プログラム的記述 145

Index プロパティの使用 153
WebElement オブジェクトの 152
記述オブジェクトのための 149
ステートメントでの 146

With ステートメントの使用 148
変数の使用 146

プロジェクト（Quality Center）
接続 349
接続解除 356
テストを開く 362
保存，テスト 360

プロセスの選択画面 59
プロパティ
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Index 94
アクションの呼び出しの設定 20
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プロパティ・コレクション，「プログラム的記
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プロパティ値
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文書の更新 xviii
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減らす，ActiveScreen 情報 426
ヘルプ，オンライン，QuickTest Professional 内

から xv
変換

オブジェクト・リポジトリ 235
変更

オブジェクト・リポジトリ 242
リポジトリ・パラメータ 248

変数
グローバル・スコープ内で一意 211

ほ
ホーム・ページ，Mercury xvii
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保存，テスト
Quality Center プロジェクトへの 360

ポップアップ・ウィンドウ・トリガ 51
ポップアップ・ウィンドウの条件を指定画面 
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